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昨今の材料の暴騰 、入手不足は深刻です。特に建築面においては節材節労が重

要な課題となり、それに適合する構造部材が要求されてきました 。住友の軽量

H 形鋼 、 リップ付軽量 H 形鋼、及び軽量 H 形鋼を素材としたスミフレーム Hは、

こうした状況 に対 処すべ〈生まれた 画期的な製品。現在、全国で販売され軽量

のため 、他の形鋼 に比べコス トが安〈、しかも 加工性、 施工性抜群。工期が大

ｉｉ ｉ ｾ に短 縮 できるとい っ た数々のメ リ ッ ト が 絶 賛をあび、各 地 の倉庫 、 工場 、 畜

舎 、体育館、 事務所 、モータープールに数多く 利用 されつつあ ります。 なお、

大型構造物用 プレハブ骨組 としては先に開発したスミフレーム V が大活躍。好

言平を ↑専しておりますので、 イ井せてご利用ください。

軽 量 H 形鋼の特長

1  . 大形サ イズの生産可能

最大サイ ズ(450X 250)。軽量 H形鋼としては今までにない大形肉厚サ イズ

(12叫)

2 . 材料から製 品 まで垂直的一貫生産でコストダウンを実現。 品質も最高。

3. 走行切 断機によるプレスカ ッ トのため、切断面が美しい。

4 . オンラインによるエアスプレー式塗装のため美麗 ・強固でかつ均ー な塗膜

厚が得られる 。

5 . 軽量のため他 の部材に比べて総鋼重が少くてすみ経済的。

6. 標準設計が完備 ( スミフレーム H )

。 住 友 金 居

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

、

， 
ｾ＠



謹 賀 新 年

1  9 7 5  

' 75年を迎えて
( 社) 日 本 建 築 協 会 会 長 塚 本 猛 次

新 年 お め で と う ご ざ い ま す 。

昨 年 は 前 年 に ひ き つ づ い て 景 気 の 後 退 が は げ し く 、 金 融 引 き 締 め も 一層 強

化 さ れ 、 歯 を く い し ば っ て も そ れ に 対 応 し て い か ね ば な ら な い 状 勢 で し た 。

そ の つ づ 容 は 恐 ら く 本 年 に も 重 な っ て き て 、 個 人 個 人 の 生 活 も ま す ま す 切

り つ め ざ る を 得 な い 状 況 と な り 、 節 約 ム ー ド は 幅 広 く わ れ わ れ の 生 活 に お

お い か ぶ さ っ て く る と 思 わ れ ま す 。

あ れ ほ ど 多 か っ た ゴ ミ の量 も 減 少 し 古 新 聞 も 安 く 買 い た た か れ る よ う な 時

代 に な り ま し た が 、 そ れ で も 生 活 必 需 品 は 依 然 高 値 を 続 け て お り ま す 。

し か し 、 一 部 の も の は ジ リ ジ リ 低 落 し つ つ あ る の で は な い で し ょ う か。

建 設 業 界 も 一 昨 年 以 降 、 不 急 の 建 設 に 待 っ た が か か り ま し た が 、 同 時 に 住

宅 建 設 も 足 踏 み 状 態 に な り ま し た 。

し か し 、 こ の 状 況 が い つ ま て。つ づ く か は 米 国 を は じ め 、 諸 外 国 の 景 気 如 何

に か か っ て い る こ と で も あ り 、 貿 易 の 改 善 が 計 ら れ る の を 待 つ よ り ほ か に

方 法 が な い か も し れ ま せ ん。

多 少 建 築 抑 制 が 緩 ん だ と し て も 、 手 持 ち 資 金 が な け れ ば 建 設 意 欲 は 出 て こ

な い で し ょ う し 、 ぞ れ な ら ば わ れ わ れ は 官 庁 方 面 の 建 設 の 発 注 を 待 つ よ り

ほ か に 仕 方 が な い と 思 い ま す 。

幸 い に 政 府 を は じ め 地 方 自 治 体 も 徐 々 に 生 活 福 祉 の 方 へ の 関 心 が 深 ま り つ

つ あ る の で い く ら か 望 み が あ る の で は な い か と 考 え ま す 。

わ が 協 会 も 会 の 運 営 上 、 昨 年 十 月 に 会 費 の 値 上 げ を ご 承 認 い た だ き 、 会 員

各 位 の 負 担 も 増 加 し た わ け で す が 、 「 建 築 と 社 会 」 誌 も ご 担 当 理 事 は じ め

会 員 の 旺 盛 な 活 動 に よ っ て 立 派 な も の が 作 ら れ 、 ま た 若 い 会 員 の つ ど い は

じ め 、 そ の 他 の 企 画 も 大 い に や っ て い た だ い て お り 、 ま こ と に ご 同 慶 の 至

り に 存 じ ま す 。

世 間 の 風 通 し は よ す ぎ る 位 で 寒 さ を 感 じ ま す が 、 内 部 の 充 実 を 充 分 に 計 っ

て 、 次 の 飛 躍 へ の 地 固 め と し た い も の で あ り ま す 。

建 築 ク ラ ブ の 朝 食 会 も 回 を 重 ね る こ と 30数回、ょうやく皆様方お互いになじ

む こ と の で き る 場 の ー っ と な り ま し た 。

本 年 も 前 途 多 難 と は 思 い ま す が 、 会 員 各 位 に お か れ で も 健 康 に 充 分 ご 留 意

さ れ 、 強 〈 、 明 る く 、 新 た な 一 年 を 迎 え よ う で は あ り ま せ ん か。

l  



大阪中央卸売市場新本場

設計監理大阪市建築局 日建設計大阪本社

施 工 : 浪速共同企業体= 銭高組・鴻池組 ・奥村組 ・松村組

所在地・大阪市福島区下福島 3 - 38 

敷地面積 38，375. 50m'  

建築面積 20，806.1 8m'  

延床面積。 48，621. 21m'

精進規模 S R C  4  F  

基礎 ｐｃ 杭径 ＳＵＰ ｾ ＶＰＰＥ ｘ ＲＸｭ 約 Ｑ ， ＴＰＰＺ 本

施 設 内 容 卸 売 場 9，500m'、仲卸売場 27，400m'、駐車場 21 ，100m'

工期 ・ ＱＹＷＲ Ｎ ＱＱ ｾ ＱＹＷＴ Ｎ ＱＱ

設備工事 〈電気〉近畿電気工事 ・関東旬 気工事

〈給排水衛生〉浦安工業〈換気他〉山図工業

戦前から !i 引去にかけて安治川沿いの風物誌の一つに、安治川発屯所の

8 本燈突があった 。 それは向くそびえ、辺りとは巽 fl な様相1を呈してお

り、通行する人たちにと って 6 本にも見え 5 本にも見えた 。 その 8 本煙

突の姿が消えてから久しい。

このたびこの発屯所跡地に中央卸売市場新本場が拡栄建設され、大i坂

本場大規侠低温J l i" 滋hlI とならんでrlJ 250mの体容を 川而に映 し出すこと

とな った。

この拡娠計画は、 H百平日初年に建設された| 日坊の交辿事情変革にともな

う狭陥化、食品流通の 多緑化 、取扱誌の. T t : 力f I に対応することを目燃にし、

一昔11'; 年来、加l工食品音111"1 を移設し旧場と新場との述繋によ って食品流通

センターとしての機能を発揮させたいというものである 。

設計関係者は諸要素を調査分析し試行錯誤をくり返して笑施案を決定

した 。

その主なポイントをあげれば次のとおりである 。

・敷地条件と平面計画

敷地は旧場の西、 Ｍ ＱＱｬ Ｑ 公道 ｬｾ 有地をはさんで隣接して居り、その而 ｈＱ

は39，OOOm'であるが地方都市に建設されている卸売市場にくらべて広

• 



+  

L  

くはなく、律家を立体化することにより空地を銭し建蔽率を 60% 以下

におさえる 。 さらに周辺通路を改修拡 rlJ して If I 場に接続、場内に 10m

道路をとり、 ｾｪ 也 を駐 ｾｉＡ スペースとし、屋上Ａｴｴ '11場と令せてハーキン

グスペースを確保する 。 また旧場と新坊との首 ｾｊ ，ｻＡｊｪｬを合理的に処理する

ため本場i主総高架道路をつくり別に場内1 H年ランプ、新場両翼に刀降

ランプを二本設置し、屋上駐 ＱＱＱ 場 ｭ ランプも ｾｉ 阿する 。 平 ｦｦ￱ｾ 十回は姿

三位而t，'1を配分、立体化しメインフロア二階、告白! フロア二階、計 4 屑

の 4 階佳とすると共に rlJ 15mの道路を往家中央に設ける、中主;IIIJ は大相

'11の来入、荷捌 、集荷の効率化をはかるため可能な限りロングスパン

とし 15.5X 15. 5mのパターンを採用する 。

・内外装計画

新本場は宮cih川沿い右岸の 川口 11汀に近〈大阪 1]' 催者11中之! 誌に核以する

位 ii't にある 。 そのために外装は都市景観になじみ将来改造が予fE! され

る旧本坊の先達的構成とし、I " ，'l 潔! 必があり新本坊としてのイメージア

ップにつながるものとする 。 内装は耐火村bitt にすることを前総に軽ilt

化をはかり仕上は間業で堅実なものであること 。

・機造計画

卸売市場としての豆.h' ( l 版物を支持し、長大スパンとするため P C杭 打

独立きそを持つZ日長1J 鋼使用の溶媛造とし位、つなぎ梁を鉄fi- 鉄筋j コン

クリートにし他を鉄筋コンクリート泣とする 。 きそ工事は. { i : 来きその

撤去工事とにらみ令せオヲーlニの設計変: a を予測する 。

・設備計画

C Oガス検知と温度設定とに連動する機械換気装置、諸設備の集中検

針装置、セントラルガス冷暖房袋 iEの兵備、 f正気づ l込の予備紛UJ 式保

m等、亙 j百!l2 :J' fl 光市場 lこマ ッチした設備を椛怨する 。

また同敷地内に処設された大阪本場大脱税低品J ! i' ii&HI も全国にさきが

すて計画された野菜専用財政F l i . としての新鋭設備を持ち新本場と共に機

能を発揮する日も近い 。新本場拡張工 'J'; が完了するに当って |品l係者の聞

にはさまざまな思いが去米するが 、 とりわけさそ工 Ｇｬｾ の難渋をきわめた

こと、石 iill ショ y ク前後の狂乱物価Iにあおられたことなど印象は深い 。

それだけに関係者の本計問に対する愛 J f は深〈、バトンタ y チされた怨

築主 fJ!i J の有効利用を願う気持は大きいのである 。

大阪市 建築局 ・日建設計大阪本社



大 阪 中 央 卸 売 市 場 新 本 場

施 工 〈 浪 速 共 同 企 業 体 〉 銭 高 組 鴻 池 組 奥 村 組 松 村 組

大 阪 市 中 央 卸 売 市 場 平 面 図
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京 都 市 大 受 市 営 住 宅

施 工 鹿 島 建 設

設 計 昭 和設計

所 在 地 . 京都市伏見区石 田大受町地内

建築面積 1，716.08m'  

延 菌 積 : 18，924.37m'  

構造規模 H. P. R造 11 F 、 P 2  

工 期 : 1973 .9- 1974.11 

主

• 

可



協 和 銀 行 大 阪 支 庖

大 阪 事 務 セ ン タ ー

設 計 ・松田平田坂本設計事務所

所 在 地 ・大阪市東区伏見町 3 ー 10

建築面積 ・ 3，021 .31m'

延 面 積・ 22 ，973 .76m'

構 造 規 模 ・S R C B  2 、 8 F 、 P 2

工 期 ・1970.5- 1974. 11

施 工 鹿 島 建 設
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西 武 タ カ ツ キ

ショツピン夕、センター

設計施工 大成建設

所 在 地 I高槻市白梅町 150- 3  

建 築 面積・ 10，685 .62m
2

延 面 積 60，670 .44m
2

構造規模 : R C造 8 1 、S 造 6  F  

工 期 : 1972 . 1- 1974 . 10 

v  

ノ
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西 脇 カ ン ト リ ー ク ラ ブ ハ ウ ス

設計施工 大成建設

所 在 地 西 脇 市 上 比 延 町 字奥野 7

建築面積 2，995m
2  

延 面 積・ 5，231m
2

構造規模 RC造 8 1 、2 F  

工 期 。1973 .8- 1974.9



ホ テ ル ドゥ・スポーツブラザー

施 工 戸 田 建 設
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、p

設 計 . 日建設計

所 在 地 . 大阪市南区塩町通 3 ー 11

建築面積 1  ，320.  626m
2  

延 面 積 9，581 .523m'

構造規模 : R C  8 2 、S R C 9  F 、 R C 塔屋

工 期 ・1972 . 12 - 1974 .6



舞 子 グ ラ ン ド ハ イ ツ

施 工 西 松 建 設

設 計 . 根津建築事務所

所 在 地 . 神戸市垂水区東舞子町2042- 6  

建築面積 1，854 .29m'

延 面 積 : 10，048 .5I m'  

構造規模 R C  7  F 、 P 2  

工 期 1973 . 11 - 1974. 10

J  

ｾ＠



黄 桜 酒 造 丹 波 工 場

施 工 西 松 建 設

設 計 : 久米建築事務所

所 在 地 : 兵庫県多紀郡今田町本荘字堂ヶ谷

建 築面積・ 9，051 .660m
2

延 面 積 : 9，211 .065m
2  

構造規模 : s 平屋建

工 期 : 1973. 8- 1974 .11 



藤 井 寺 市 立 市 民 総 合 会 館

施工 浅沼組

設計・監理 池田宮彦設計事務所

所 在 地 藤 井 寺 市 北 岡 1 - 2 - 3

建築面積 ・3，367 .34m'

延 面 積 ・ 9，586 .78m'

構造規模: R C  一 部S

工 期 1972 .3- 1973. 9



新 大 阪 地 産 ビ ル

設 計 柳 建 築 設 計 事 務 所

所 在 地 大 阪 市 淀 川 区 西 中 島 8 - 29 

建築面積 683m'  

延 面 積 : 11 ，310m'  

構造規模: S R C造 8 2 、 14F、P 2

工 期 1973 .6- 1974.11

施 工 奥 村 組
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京 都 労 働 会 館

施 工 鴻 池 組

設 計 富 家 建 築 事 務 所

所 在 地 京都市中京区壬生仙念町30

建築面積・ 1，346.15m'

延 菌 積 : 7，312.  72m
2  

4蒋造規模 : S R C  B  1、 6  F 、 P 2

工 期 1973.2- 1974. 4



奈 良 大 学

設 計 施 工 清 水 建 設

所 在 地 。 奈 良 市 宝 来 町

建築面積: 3，862.  16m'  

延 面 積 。 7，790. 43m'

構造規模。 RC 4  F  

工 期 。1968 .11- 工事中



荻 窪 勧 業 ビ ル

施 工 不 二 建 設

一一「田町

，!!! I  ・S・司;: ，

'  '  

圃

'  
• 

圃 園田

• • 
、岡 • •• • • 

岨 一圃 •• 
--

• • 
ー・z、

圃

-- '  • 

設計 ・監11 : 協立建築設計事務所

所 在 地 ・東京都杉並区天沼 3 - 2 - 2

建 築面積 733 .9m
2

延 面 積 : 5，870 .  3376m
2  

4誇造規模 S RC 10 F 、P 2  

工 期 : 1973 . 1- 1974 .4  



西 道 屯 毘 屈 分 譲 住 宅

施 工 松 村 組

設 計 久 米 建築事務 所

所 在 地 . 大阪市西区西道頓堀通 5

建 築面積。 1，044. 74m'

延 面 積。 14 ，732. 72m'

構造規模。 S R C 14F 

工 期 : 1972 . 12- 1974 .6  



ノ、イツ苦楽園

設 計 施 工 新 井 組

所 在 地 : 西宮市苦楽園一 番 町14

建 築面積 2，340 .68m
2

延 面 積 10，724.27m
2

矯造規模 : R C  5  F 、 P 1

工 期 : 1973.2- 1974.3  



中 百 舌 鳥 第 2 高 層 団 地

設 計 大 建 設 計

施 工 島 藤 建 設、東 急 建 設、問 組、

所 在 地 . 堺市 中百舌 鳥町

建築面積 8，780m'

延 面 積 : 91 ，995m'  

構 造 規模 : S R C  11  F 、S R C 14F  

工 期 : 197 1.4- 1972 . 11 



川 西 市 文 化 会 館

設 計 昭 和 設 計

施 工 フ ジ タ 工 業

所 在 地 川 西 市 丸 ノ 内 町 1 - 1  

建 築 面 積 3，117. 25m'  

延 面 積 6，020 .1 1m'  

構造規模 S R C  4 F、別 棟R C B  1 、 4 F

工 期 : 1972 . 12- 1974. 6 



環 境 科 学 研 究 所

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

ニニL 一一一一一

.. u  nt 

F  

設 計 大 阪 市 建築局営繕部 東 畑 建築事務所

施 工 戸 田 建 設

所 在 地 。大阪市天王寺区東上町21

建築面積・ 1，470 .9m'

延 面 積 : 9，03 1. 4m
2  

構造規模 : S R C  B  1 、 F 9 、 P l

工 期 1972 . 11 - 1974 .10



広 島 修 道 大 学

設計 日建設計

施 工 大 林 組、清水建設、 フジタ工業

所 在 地 広 島市沼田町大字大塚字信梅甲324

建築面積。 20，047. 17m' ( 合計)

延 面 積 43 152.87m'  ( 合計)

構造規模。 R C 、一部 S

工 期 1972.7- 1974.12

、，



日 本 生 命 博 多 駅 前 ビ ル

設計 安井建築設計事務所

'" 

施 工 . 大 林 組

所 在 地 : 福 岡市博 多 区 博 多 駅 前 3

建築面積: 2.091.66m'  

延 面 積・ 35，011.91m'

構造規模: R C造 8 3、S R C造 8 2、5F 、

S 造 6F - 13F

工 期 ・1972 .'10- 1974 . 11



式市反中タをｾロヂ己討す場き菊 ｔ オ ζ 場き

設計・監理 大阪市建築局、 日建設計

施 工 浪速共同企業体( 銭高組・鴻池組・奥村組・松村組)

主I u

員又 イ蒲 浦安工業、 関東電気工事、 近畿電気工事、 山田工業

. 浪 速共 同 企 業 体 協 力 業 者 ( 50音 順 ) .

防 熱 工 事

株 式 会 社 井 上 冷 熱

大阪市西区江戸嘱 1 丁目 101番地 屯 話 06(441)8531  接

スタ ッ トジベル工事・ テ' ッキプレー ト貼工事

阿 部 株 式 会 社

大阪支応 大阪市西区北堀江j面5- 55 ¥!L話06(538)2381番

アスフ アル ト被覆鉄板工事

オリエンタルメタル製造株式会社

尼崎市昭和南通3- 26(松本ピ J レ) 屯話 06( 412) 5131接

鋼 材 リ ー ス

川 商 建 材 リ ー ス 株 式 会 社

大阪市北区小松原町幻( 自国生命ヒソレ) 屯話06( 313) 4741番

鉄 骨 工 事

株 式 会 社 駒 井

大|坂，1，港区稲崎 2丁目 1 番30号

木 工 事

三 共 建 設 株

京都市右京区嵯峨野有栖川町 1 の15

鉄 工 所

ｾ｛話 ＰＶ Ｈ ＵＷＲ Ｉ 1112番

式 会 社

屯話 075( 871) 0231番

グレーチ ング工事一式

神 鋼 建 材 工

大阪市北区権問町529の 3

業 株 式 会 社

m話 06 ( 344)  1  3  2  1 番

仮 設 材 リ ー ス

住 金 物 産 株 式 会 社

大阪市東区瓦町 4 丁目 31番 地 屯 話06( 203) 2  1  4  1 番

2 6  

生 コン及び耐火被覆 工事

住 友 商 事 株 式 会 社

大阪主主材者1¥大阪市東区北浜5丁目 15 電話06(220)7101番

シャッ ター工事

鈴 木 シ ヤ

大阪市北区茶屋町33番 地

コーキ ング工事

タ

屯 話

ア 商 会

06 ( 371) 4  1  5  1 番

セ メ ダ イ ン 株 式 会 社

大阪支庖大阪市南区大宝寺町東之町41 電話06(251) 3555番

塗 装 工 事

竹 林 塗 装 工 業 株 式 会 社

大阪市淀川区新北野1丁目 12番2号 屯 話06(301) 9281番

木 工 事

高 田 工

l次 回 市 吹 東 町 1 1 の 5 泣訴

コンク リー トブ ロッ ク工事

大 日 窯 材 商 事

尼崎市東錐桜田T 5 丁目 8 務 19号

内 装 工 事

合 名 会 社 利 倉

大阪市南区長堀僑鍛ｾ 2 丁目 20

溶 接 金 網

務 庖

06 ( 382)  3  2  2  4 番

株 式 会 社

屯話 06(481)7056番

幸 商 庖

ｭｾ ［ｉｩ＠ 06( 211 ) 0571森

東 洋 金 網

四条畷市大字 中野766帯地

株 式 会 社

屯 話 0720(76) 1  1  2  1 祷

左 官 工 事

株 式 会 社 浪

_ _  .c. n  

イヒ ド担

大 阪 市 南 区 玉 屋 町12番 地 ｾｉｌ 話 ＰＶ ( 211)  1  5  0  1 昏

P C . O N Aパ イル工事

日 本 コ ン ク リ ー ト 工 業 株 式 会 社

大阪営業所大阪市東区本町4丁目4番l ( 本町野村ピル) 屯話06(262)1761番

タ イ ル 工 事

藤 本 タ イ ル 株 式 会 社

来大阪市高井悶本通 4 丁目 l の2 屯 話 06(783) 1151番

内 装 工 事 一 式

マ ル コ マ 工 事 株 式 会 社

大阪市西区南堀江通2丁目 48番 地 屯 話 06( 538)7221番

銅 製 建 具 工 事

三 井 軽 金 属 加 工 株 式 会 社

特 約 底 本 田 工 業 株 式 会 社

大阪市北区芝田町 6 5 の 1 ¥Ii話 06(372)  0  3  7  1  fl 干

アス フアル ト防水工事

三 星 産 業 株 式 会 社

大阪出張所大阪市西区江戸堀1丁目 74 m話 06(443)9721接

舗 装 工 事

株 式 会 社 森 舗 道

大阪市東区横堀 2 丁目 18 ( サンピル内) ¥!L話 06(203)0035番

建築装飾金物工事

株 式 会 社 森 下

寝屋川 市 池 田 2 丁目 114 番地

製 作 所

｜Ｑｩｾ ［ｔ［Ｐ ＷＲＰ Ｈ ＲＹ Ｉ＠ 16 12格

'‘・



開
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マ

ミ

主

し

. ワンタ ッチ開閉操作です.

弊社独特のワンタ ッチ ｉ［ｈｉｾｊ 機 ｈｬｩ Ｈ ｐａ ｔＮ ｐ Ｉ

をセットしているため 、内枠 を押 し上げ

る操作だけで 、簡単 にBHI 羽します。

. 施工が簡単です・

ｬ 刑問機椛が内放されているため、 ｂｾｉ 降 ｪ ツ

マミの穴をあける必ＧＦｾがなく、ＢＹＮＡに従来

品と災なり ＮＮＮｉ ｾＮ 検 Ｑ Ｑ を天チ ｬ Ｇ にセ γ 卜した状

態 のまま 、簡単 にlλl 粋ボードをl f ) ! 付ける

ことが出来ます 。

. 丈夫で美しい外観です.

アルマイト処国を完全に胞しているため、

いつまでも美しく、丈夫です。 しかも1 : 11

閉 ツ マ ミ な どF付属品が外部に出ていませ

んので、 外 観 がシンプルでスァキリして

います。

・種類が豊富です.

規 格 寸 法 ( m/ m)

ザンヲミ非点王戦ロ
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ご注文により、脱絡寸法以外も製作 いた

します。

. 床点検口も鉱力い っぱいです.

Ｊ ア ｊ レミニウム床 ＮＧＮ ｉ ｾＮ 検 ＱＱ はハードアルミ

ニウムを印刷 、 ピス ・アンカーなども

強力なメッキをほどこしていますから、

強 度 、 耐lお創! 性はパ y グンです。

また、モ Jレタ Jレなどの接触 I街には、高

度なア Jレマイト処mをほどこしていま

す。

Ｊ 只説話 ・ ステン レ ス リ長り床ｽ， ｉ ，ｩＢｦ世 ＱＱ Ｑ 主鉱 ｮ
ｬ
•

部分の' ;;1，皮も，- : ';j < 、いつまでも美しさ

を ｦｾ ちます 。

* A ・B ｾｦ ｴｲｬｈ 型床点検 Ｑ Ｍ Ｑ は、 l 台 で P タ

イJレとモ Jレタル塗それぞれに{ 士い分け

ることが出来ます。

* 精 度 の r:μ 、fqll出機の組合せであるため、

気密性がおく、臭気のもれる心配があ

りません。

・規 絡 寸 法. m/m 

ご注文により、脱俗寸法以外 も 製 作 いた

します。 また、オー Jレステンレス、オー

Jレ其鍛製も JJlli .主製作いた します。
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口口 需

# 3 0 3  

# 4 6 0  

# 6 0 6  

住 宅 産 業 の 総 合 メ ー カ ー で あ る 弊 社で は 、天

井 点 検 口 ・床 点 検 口 の ほ か 、 ガ ー デ ン ・フ ェ

ンス 、 ガ ー デ ン 門 扉 、 ガ ー デ ン ハ ウ ス 、 カ -

J 、ウス 、 カー ロビ ー 、ヘーラン夕 、 テ ラ ス 、 ク ー

ル ト イ レ 、 そ の 他 住 宅 関 連 資 材 を 各 種 製 作 ・

販 売 して お り ま す 。

符

酌

ワ

ン

ヲ

y

チ

機

構

を

採

用

• • 』

カ タ ロ グ を ご 請 求 下 さ い

株式会社 ダイケン

本 社 大 阪 市; 豆川区新高2 丁目7 番 13号

曾醐舗( 謂説捌2引l 蜘 仰

車草宮暴所剖 31陥畠2目14制19釧11和(1 1酌II帳E曹暴踊官剖。制叩11(掴鴎酬1)3引1阻問2剖 吋

本杜 工 唱 倉 Ｐ偏 Ｖ刷 ｬ 盟 Ｒ目 Ｉ Ｕ 耳 Ｑｾ 伸 も 葺 軍工 唱 ･ 包制闘 担相円 ＶＱ 川 ＱＱＱ 仰旬

+ 三工 唱官0情6凶2叫)772担削1ト勾3宜圏工L喝a包剖。引側1川4314仰3訓)3沼Eト民

周山工唱 宮轟所含偲お泊f 却1附伸

中畠出彊所管協82(71) 0700
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編 集 委 員 会 本 年 の 抱 負 編集委員長 松村慶三

資材不足は務ち活きをみせたものの、狂乱物倒にひきつづく公共料

金の他上等で、 「建築と社会」誌も、 H寺にはノ ぞンフレ y トと見まが

ううすさにな ってきた 。その内谷にしても、幅広い会員! 習の一人ひ

とりにご満足願える堂々たる MENUを展開したいのだが、心ならず

もCHEF' S SUGGESTI ONが数点並ぶf.' .!.Jtt となる 。 しかしそれは、

執筆者や委員をはじめ関係者全員の献身的な努力による文字どおり

の 「おすすめ品」 であると思うし、今年もぜひそうしてゆきたいと

思 ってい b 。何しろ、目次頁に明記されている ( 1917年創刊 ) とい

う文字の重みがず っしりと身にこたえるのである 。 とくに今年は、

昭和半世紀、戦後30年の区切りの年である 。大きくゆれ動〈世界の

なかでの、われわれの周辺の「昭和50年」を、何らかの形で明雄に捉

えて記録に残したいと考えている 。

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会 本 年 の 抱 負

建築データ シート委員長 井上 混

建築テータシート委員会が誕生して 8 年目を迎え、皆様のお手許へ

すでに約 700 シートをお届けしています。 この聞における建築の椛

法、材料等の進歩 、改良は著しく 、これらの情報をでき符る |浪り詳

しく敏速かつ適硲に会員諸氏へお届けするべく委貝一同頑張 ってお

ります。

しかし実際は不行届の点があ って11寺にはご迷惑をおかけする場合も

あるかと思いますが、よろしくご覧谷いただき、 一層のご協力をお

願いする次第です。なお当初から監修していただいております坂! 作

雄先生には引き続きご迷惑ながらおJ .vJ [ いして、内容の充実したシー

トといたしたく、皆様のご期待に添いたいと思います。

教 育 委 員 会 本 年 の 抱 負 教育委員長 谷口尚武

ここ数年 、毎年のことながら年頭から長気のよくない「本年の抱負」

を載せていただくことにな って恐縮しています。会員の皆様がすで

にご承知のように当協会の経理而の苦しさのため 、収支而に心配の

ないことが笑績によ っ て明白にされている ｾ ｝｜業以外には手が出せな

いので、昨年も全く平凡に l 年をすごしてしまいましたが、今年も

同機な経過になるのではないかと思 っています。 しかし、実績のあ

る事業の大半は新しく職場につかれた人など特定の会員だけを対象

としたものが多いので、今年はぜひ一般会員の参加 lできる新しい事

業を 一つでも採り上げたい一 一 これがささやかな本年の抱負です。

昨年は検討のみで終わり笑現をみなか った 「コンビューター」関係

の講習会 ・「鉄筋コンクリート椛造物の| 耐長安全性」についての講習

会もその卒業のーっと考えています。

法 規 委 員 会 本 年 の 抱 負 法規委員長 市川 宏

そのi宜のベテランを揃えた当委只会、この一年何とか官民のパイプ

役として会只各位のお役にたちたいものと般々 t共謀- してきましたが、

法令というものが思ったほど簡単には芹1] り切れない多くの問題を抱

えていることを改めて痛感。 ことに tZll 会という特殊な土俵の枠内で

できることには自からの命1] 約もあり、未だ目立った成果をあげるまで

に至らず、時i しわけなく思 っています。現花本誌 5 月号に法令特集

を企画中ですが、これと平行して継続中の企画をさらに発展させ、

あるいはその経験を生かしつつ、ますます複雑多 l岐に・わたる法令の

問題点をとりあげ、従来の法令コーナーにまた迫 ったl床をそえるべ

く、委貝 一同努力するつもりでいますので、よろしくご支援をお願

いいたします。

2 8  

建 材 委 員 会 本 年 の 抱 負 建材委員長 山田幸一

本委貝会では月 Ｑ 回例会を｝ｾｦＮ ｊ いて、その時々に問題にな っ ているよ

うな建材を採 り上げ、委只相互の|首] で討議し 、必要に応じてメーカ

ーなど外部の人を招いて説明を 聞 き、さらに見学会を交えて笑地の

見聞 を広めている 。H乍年も討議を 9 回、見学を 2 回それぞれ行 って

それなりの成果: をあげたが、本年も委員会活動の形式としてはこの

方針を推進したいと思 っている 。 しかしそれだけでは委貝にはよい

勉強にな っても、一般会只にと って直接のプラスとはならない。 そ

れで以上の成果を委員が分担してとりまとめ、本誌技術のページや

特集号に: J 12} 11&し、会員全体の参考に供するように心がけている 。 そ

れから見学会等はなるだけ関連の委員会と協同して企画するように

したいし、また| 其J : i ! ! f メーカーとの交流も深め協会への認識を一層深

めてもらうようにしていきたい 。

住 宅 委 員 会 本 年 の 抱 負 住宅委員長 小 西 岬

住宅委貝会最大の行事は「よろず住宅展」で、昨年度は第 11 回を迎

える予定のところ、例年の会場たる阪神百貨庖が、改装やら何かで、

笑現できなか っ たので、新年早々には別の企画で Ｑｾ ｦＮ ｊ Ｑｩ ｬｬ の予定をして

いる 。百貨庖を借りて展示を削減して、相談を主にしたものにする

か、大| 仮市および衛星都市を姐 1) 、住宅を建てたい人々の相談に応

ずるかのいずれかを選びたい。そして第 12年目からの「よろず住宅

展」のあり方を採る参考にしたく考えている 。

ただH下年は朝日新聞社主催で京| 阪〈ずはで開催中の、朝日住いのロ

ータリー r < ずは会場」のセンターハウスの企画を当委員会で行 っ

た。本年は太陽熱利用による l暖房ーを 3 月から、冷房を 6 月頃より、

センターハウスてψ行い、住宅ひいてはビル、工場の空前期エネルギ

一節減の先駆者となりたい。

新 し い 展 開 を 目 指 し て 事業委員長 窪田 祐

H下年は急激な経済状勢の変化にとまどいながら経過したように思い

ます。その激動のなかで、 20年にわた って続けられてきた 最大の行

事である忘年懇籾会も、 Hヤ年は中止になるという結果にな りました 。

長い問、高度経済成長という美酒に酔ってきた建築界も、これから

は、，建築の社会的役古1] についてあらためて反省をしながら、新しい

展開を図らなければならない節点に立っております。

日本建築協会は、大阪でっちかわれた伝統と幅広い会員層の支持に

よって、建築界におけるユニークな存在を誇ってきて参りましたが、

この転換期に、当協会もそのよき伝統を継ゑしながら、新しい行動

に踏みだすべきであろうと考えます。事業委員会も 、従来から続け

られてきた経常的な事業活動を踏み台にして、新しい役割の展開を

目指して、一層の努力を図りたいと考えております。

会員の皆様のご支援とご鞭縫をお願いいたします。

出 版 委 員 会 本 年 の 抱 負 出版委員長 小 林 清

毎年本年こそは、会只各{ 立のお役に立つ図書出版をと考えておりま

すが、なかなか思うように企画が進まず、まことに申しわけないと

存じます。

昨年は、神戸大学工学博士山悶稔先生にご執筆をお願いいたしてお

ります「鉄筋コンクリート構造物の耐民安全性( 笑例を網羅して )J

に関する図書出版を企画しておりましたが、諸種の事官!j で出版の迩

びに至りませんでした 。本年はこれが発干IJ に努力をいたすとともに

実際に役立つ平易な建築技術の参考図書についても検討し、たしてま

いりたいと考えております。

司暗



4 日商岩井( 株) 大阪本社ビル新 築 工 事 の

見 学 会 ( 第2 回)

共催 日 本建 築 協会・大阪府建築士会・ 日 本建 築学 会近 厳支 部

ｈ 下年 Ｓ 月に ｾ￮ l lhl として、主に !lI昼休工事を '1" 心として見学いたし

ました日商岩井本社ビルがほどなく竣工されます。

緑のオープンスペースを di・民に広〈公開するにふさわしい白色の

スマートなピルを、東畑建築事務所殿および tl 商岩井大阪本社ビル

新築工事共同企業体殿のご厚意と ご協力により竣工| 制際に見学する

ことにいたしました 。

今回は上記幾築 3 団体の共催で{桜 しますが、 3 会のうちいずれか

1 つの会にお 11 1込み願います。

日 時 2 Jj 8 1: i ( i - ) 集合14 .00- →解放16. 30

集合場所 大阪市東区 北浜 3 T !=I 1

H尚石井附大阪本社ビル l 階北側主:1刻，lIj' 目標会版

ただし、街l主筋 ・淀屋橋から '''1 * の交叉点を南へ ( ニイ本橋的"j ) 、

1，主初J の凶ツ角の左側11。

定 員 ＷＰ Ｑ ヘ Ｈ 本会ｾ， ｉ ｉ ｉｉ 当 Ｓ Ｐ ＱＧ， Ｉ

申 込 往復はがきに| 決ります。 はがきは 1 枚 11' ，1浪りとし、氏

1'， ・勤務先1' ，・所在地・ iili 給 ?IL話併号・返信州宛1' ，・出l

{ 必番号を記入し、 r EI商岩井本社ピル見手: J と明記の上、

1  Jl 20  H  ( tl )まて酔に建築協会事業諜へ。定員を超過した場

合は Ｓ 会 協議の ー ｉｊｾｉ せんにて決定し、ご通知し、たします 。

工事概 要 所 イ1: t也 大 阪 di 東区北浜3- 22他、 今橋3- 1他

後 築 主 lI i向精 )1二株 式会社

設計成政 側 14ミ:.1:111建築事務所

施 工 ii f  ; j く主主設側、側大林組、

! 克烏建設側 共同企業

敷J也前ifl'1 6，067. 20111'  

建築国松 2，014.47111'  

延 ffl i 般 48，842. 62111'

税 紋 I也|イ 3 F  .  t也上21F ・裕l 3i 2  F  

総 ii t  地 下 3 F→ 1 F  SRCili (ー 音I¥RC逃)

2  F 以上 Sj 立

ｉｾＧｯｾｪ さＺＱ ｢ｩ ，Ｇ， ＧＺｪ 1';守i さ G L + 87.55m

41:1¥さく深さ G L 一12. 90 m 

外 装 ア ル ミ 大 型1'1
/
11¥材 、カーテンウオール

WJ II i' H'II47年 11片 7 日→昭和 50年 2 J-J  18 日

主要地設 向社ビルギ務室

!長i' J IL場 ( 主に B 1 、B 2  F )  137台収容

屋外庭医i

見学11寺の状況 光成

日 本 建 築 協 会 会 告

4 清 酒 白 雪 の 西 宮 工 場 見 学 会

“t閣の: ? " は あまたあれども今はこは この白 雪に ま.す酒は なし"

と若山牧水にうたわれた消泊「白 宣言」は、天文19年 (1550年) 、今を

去る 400 有余年もの昔に摂津の図 ・伊丹の里で生まれました。

Wi 祖以米、 j筒ー牟筋に、常に " 最高の品質" をモ ッ トーとして新し

し、感覚の酒造 りに - .1立された白雪の見学は、高士山 2 号、 3 号、綜

合精米工場など今まてサこ数回l催し て参りま したが、 今 回は新しく建

設されたマンモス自動洗ぴん機を備えた西宮の醸造蔵・ぴん詰工場

を見小することにいたします。

この! 交も小西消 j主側誕生の多大のご厚意と、白 雪の 酒造蔵 、その他

の新築工 ｯ ｾ ｊ Ｇｾ はほとんど手がけて こ られた 竹中 工務院の 小原弘光作業

所長般のご協力をいただきました。

本会恒例の酒蔵の 見学に多数ご参加 をお待ちいたし ます。

日 時 2月15日 出 集 合13.3か→解散16.35

集合場所 阪神電車、神戸線「久長川駅」改札出口付近・目標会旗

〔参考〕交通費は為自負行' . ( 阪神電車梅田駅より片道100円)

交通→阪神電.l't: 梅 ru より 急行乗車→ 「叩子園」で善通に乗替え ー ツ目

「久寿 川」で下半。

見学場所 小附柄 j立株式会社西宮工場

間百nli 今津港IHJ i 3 "正話0798- 34- 0001

定 員 4 0  ｾヘ

行 程 14 .00→ 14 .15 工場長後拶

14 .20→ 15. 30 固定造蔵および瓶詰工場見学

15. 35→ 16. 30  i刊の話、映画説明 ・懇親会

16 .35 現地解散

申 込 往復は がきに | 浪ります。 はがきは 1枚 に 1 名とし、氏名

・勤務先名及役職 ・所在地・連絡泣訴手番号 ・返信用 宛名

・郵便番号を 記入し、「消酒白 雪西 宮工場見学会」と 明記

の_I.. 1 月30 日制 までに建築協会事業謀へ。

ただし、定員を超過したと きは抽せんにて決定して ご通

知l いたします。

建築と社会/ 1975年 1 月号 29  



日 本 建 築 協 会 会 告

昭 和49年 度 第 9 回 若 い 会員 の 集 い

4 解 体 修 理 中 の 古 建 築 見 学 会 ( 3 )  

一一一清 水 寺釈迦堂( 童文) と成就 院 庭 園一一一

若い会員の集いでは、古建築をより詳しくしり、また文化財保議

事業を理解するため過去 2 図解体修理中の古建築見学会を催してき

ました。

シリーズ第 3 回として、京都清水寺 ・釈迦堂 (.ill. 文 ) の見学会を計

画いたしました。 清水寺では昭和47年 7 月の風水害により崩壊した

釈迦盆の修理工事が現在進められており、今回の見学て"は特に仕上

工程について興味ある 一 面が学び取れることと期待しております。

なお、釈迦堂のほか、京都府文化財保議課殿、清水寺殿のご厚意

により、 . 一般には非公開とされている本堂内 |律および成就院庭園も

見学できることにな りました。

会貝諸氏の多数のご参加をおまちしております。

(1)清水寺本堂・・・江戸初期の建物で国宝に指定されている 。 昭和]41

年に解体修理完了 。

(2)成就院庭園 ・・江戸時代初期を代表する名 l羽て¥秀吉寄進の 「誰

か袖の手水鉢」や、 i 角燈飯、もt : f *校、也、 μ 中u-{-

岩などの; f ，石がある。

日 時 2 1'1 2 2 日 出 集 合14 .00→ 解 散 17 .00

集合場所 京都市東山区 ・治水寺、仁モ門前付近・! ヰ椋会腕。

〔参考〕交通費は名自負 f日のこと。

・市 '，it→京都駅前より 15分、「消水道」下車

・パス→阪急屯率、凶条河原町より⑤⑬⑫に来市「五条坂」または、

「清水道」下 車 . h'f7K坂を登ったところ、徒歩10分

・京阪電車→「京阪J . I. 粂」駅より其すぐ* へ、徒歩約20分

・車の駐車場は清水坂の中程にありますが、よく泌雑します。

定 員 3 0 名

会 費 7 0 0 円 ( 符観料、抹茶代、資料代その 他 )

行 程 14. 0か→15 .00 修理中の釈迦なの見学

15. 0か→15 .30 本中: 、持 fi .H観

15 . 30→ 16 . 10 成 Ji.t 院の庭州十一r提!I.

16. 1か→16 .50 抹茶、懇談会 ・現地にて解散

見学終了後、消l K 寺のごJ¥J. X主により成就院を J判昔し、

京都府文 化 財保談話 ｩｬ の Ｑｭ 忠夫、 三 上自白造氏にご ｬ 司 ｬ 市 ＱＮｾ ｊｩぃ

懇談会を催します。

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚に 1 t - ，とし、氏名

3 0  

- 勤務先1，・ 役 職 ・所 在 地 ・i息絡11 I ぷ番号・返信用宛1，

郵便番号を記入し、「若い会只の集い、消7 K 寺の見学」

と明記の上 2 月10 日開) までに、建築協会卒業課へ。

ただし、定員を超過したときは柑lせんの上、参加者を

決定いたします。

‘ 日 本 建 築 協 会 名誉 会 長

竹 腰 健 造 先 生 米 寿 を 祝 う 会 開催ご案内

H乍年12月号で・会告いたしましたとおり、竹腰健造先生には、 ヱド年

まことにおめでたい米寿をお迎えになります。つきましては下記の

とおり米寿を祝う会を開催することになりましたので、多数ご参加

下さいますようご案内申しあげます。

日

. 6.  

2玄

記

時 昭和50年 2 月 1 日出午後 2 時 - 3 時半

場 太閤住1 ( ビュッフェ ・スタイルのパーティー)

大阪市郷島区網島町T9番 10号 電 話06- 351 - 8201

( 芳、阪電車京機駅より西へ徒歩 10分・r I i パス点野 111 より徒 Jp 5 分)

参加会費 7，000円 ( 記念品料を含む )

記念品料 2，000円 ( 記念 品贈呈のみに参加される -)j ' )  

申込締切 lI(1f1150年 1 月10 日掛までのこと 。

申 込 申込みされる方はご面倒ですが、 12月号侠み込みの振替

用紙をご利用下さい。 なお、詳細は 12月号をご覧下さい。

‘ 会 員 の 受 章

このたび下記会員諸氏は、秋の叙勲並びに国家後輩を受けられまし

た 。 ここに誌してその栄管をお慶び ｉ ｾ し上げます 。

秋 の 叙 勲

まバ

ロ... 

勲凶等端主 ｬ ｾｴ 小河吉之助氏小ｩｕｊ娃築設計事務所長

勲J i . 等双光旭日 :章 中出 友作氏，t，出商会代表取締役

時川 辰造氏大阪装飾代ぷ取締役

!京|士l 重信氏原旧セメ ント 化工社長

勲1 1.等 瑞i 主 fZ 佐 藤 音 松 氏 今 l出組会長

1  EI 家 褒 主 主

黄 綬 褒 主 主 新 井 j兵一氏 新 J Hll 社長

川口喜代校氏篠 ｕｉ 川 口雄築 Ｎ Ａ ｊ ｾ 務所代表取締役

i沢井 修 氏 大 名li 商会代表取締役

j度il.1 道湖l 氏 i渡辺娃築事務所代表取締役

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口



謹 賀 新 年 昭 和 50年 元 旦 ( 50宙服)

安 部
与zt zL• 赤 崎 尚 ;斐 沼 誠 夫

株 式 会 社 赤 崎 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

株 式 会 社 滋 沼 組 常 務 取 締 役

松下' i l 1 it器 産 業 株 式 会 社 l待機営業本部

e550 大阪市西区立売姻北通 l の90 第三富士 ピル

e543 大阪市天王寺区東高津町 8 番地の l 包 括06( 768) 5222電話06(541) 7625代

唖 571 大 阪 府 門 真 市 門 真 1 0  0  6  電話06(908) 1121
11) 659 自宅 ・芦 屋 市 三 緑 町 47 藩 30 電話0797( 31) 8781

唖 630- 02 自宅 ・生駒市東松ケ 丘 7 帯30号 包 括07437( 3) 4805

安 部 夫恒

安 部 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

居 558 大阪市住之江西住之江2丁目 7番5号 電話06(678) 3212代

骨 558 自宅 ・大阪市住之江区西住之江 2 丁目 7 番 5 号

電話06( 671) 7774

赤 修 浅 雄松
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海 正

浅 海 78 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役

唖 530 大 阪 市 北 区 老絵田IJ l 丁 目22欝地 電話06(362)8701 - 8

11) 665 自屯 ・宝塚市御殿山 2 丁目 31- 50- 109号

電話0797( 85) 0745

阿 部 貞 市 浅 井 貞
: .b.  

東 秀 保
'ロ

株 式 会 社 大 気 枇 常 務 取 締 役 技 術 本 部 長

続 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 株 式 会 社 東 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

畢 530 北 区 中 之 島 2 - 2 2 新朝 日ピル 電話06(203) 3721

品 530 大阪市北区並宮町 3 番 2 住生笹 崎 ピ ル 電話06( 373) 2281 唖 530 大阪市北区天神楠筋 3 丁目67 マチスピル

唖 659 自宅 ・芦屋市東山町213 ローズハイツ戸風406号
電話06( 358) 5598

唖 660 自 宅 ・尼 崎 市 推 堂 法 師 丸 8 1 - 5 電話06(491) 0829

電話0797( 31) 2339 。572 自宅 ・大阪府寝屋川市成問町民ー25 電話0720( 31) 3986

阿 部 暢

東 洋 土 建 株 式 会 社 収 締 役 社 長

事 546 大阪市JI!住古区 間辺東ノ町 6 丁目 33 電話06( 629) 1331- 5

唖 546 自宅 ・大阪市東住吉区田辺本町 3 丁目 188

電話06(629) 0780

/ 、

-' " 長 青 島 憲 輔

島 邦 夫

設 計 宅

代表取締役 青

株 式 会 社 背

代表取締役社長 浅 井 潤 一

代表取締役所長 浅 井 謙

株式会社浅井建築設計 Ｉ ｊ ｾ 務所

畢 542 大阪市南区安堂寺様通 5 - 3 0  第 2 JJ:l l本会 館 5 階

電話06(245)4651代

e583 自宅 ・羽 曳 野 市 羽 曳 ケ丘2 - 5 - 6 電話0729(56) 2152

唖 583 自宅 ・羽 曳 野 市 羽 曳 ケ丘5 - 18 - 1 電鑑0729( 57) 3588

浅 井 泰

姉 正 男

株 式 会 社 笠 谷 工 務 j占 専 務 取 締 役

l

 

i

 

-
-
E
E

，

 

.ll<U'e'dl 去し工事株式会社大| 以文社 取締役支社長

畢 541 大 阪 市 東 区 南 腿 様 5 丁目 28番地 包 括06( 202) 0325

唖 565 自宅 ・吹 田 市 雌 白 台 4 の 30の12 電話06(872) 3214

網 野 栄

唖 ＴＶＰ 本社 通 Ｇ ｉｾ 務 所 ・ 名古昆市 中区太 須 Ｔ 丁目 ＱＴ 番 ＵＱ 号 唖 659 芦 屋 市 業 平 田IJ 4  - 2 電話 0797 ( 22)  0  7  0  3  株 式 会 社 研 文 社 代 表 取 締 役
電 癒052( 262) 2341

唖 103 東京事務所 ・東京都中央区日本橋茅泊町 2 丁目 6 e659 自宅 ・芦 屋 市 翠 ケ 丘 町 13 - 5 電話0797( 22) 5291 唖 530 大 阪 市 北 区 立 山 町 6 6  ¥包括 06 ( 361)  0 3 5 1 代

千 歳 ピ ル 電 話03( 666) 5021代

青 繁盛 男

71 椛 建 材 株 式 会 社 取 締 役 社 長

浅 真野
Ｚｾ＠
I!ii. 

唖 733 広 島 市 舟 入 幸 町 19 - 10 電話0822( 92) 3200 畢 543 大 阪 市 天 王 寺 区 域 南 寺 町 9 - 27 電話06( 768) 0201

株式会社浅野' 建築設計事務所代表取締役

天 羽 鴻

天 羽 鴻 建 築 事 務 所

居 734 自 宅 ・広 島 市 翠 町 1507 の 10 電話0822(51) 6730 畢 572 自宅 ・寝 屋 川 市 成 田 西 町 4 悉21号 包 括0720( 31) 1750 骨 770 徳 島 市 中 前 川 町 2 丁目 14 番 地 電話0886( 52)5231

車

問山 正 義

株式会社 ＱＱｩ 山他 築 主 ｾｴＧ ｉＺ Ｇｊｾ 務所取締役所長

唖 550 大 阪 市西 区 ;1 戸地11- 128 iI 南 ピ ル 電 話06(443) 0430

串 610- 11 !ヨt ・京都r I バ 1.5;主!><)，fi;! 野 lニIH曲山町1<1 6  

明E 話075( 331) 80ij 2

浅 沼 猪 之 吉

株式会社 浅 制 品Il J収締役村長

唖 543 人阪市天下守区東高沖田'J 8 昨地の l 電話06(768) 5222 

⑮ 631 自七 ・京良 ili 学凶耐 l 丁同 7 1普151} 電話0742( 45) 068L

荒 木 +
方邦

株式会社員i ，j ，jul 利投 J I" H務所 代 ム 取 締 役

串 563 池 111 市 鉢 尿 2 r  Jj 8  r.¥ 2 1  1) r. U Ii 0727(61  >8874代

建築と社会 / 1975年 l 月号 31 
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井 上 達 明

安 藤 俊 雄 主u築 設 計 事 務 所 所 長 株式会社井上述明建築事務所代表取締役

唖 540大阪市東区常盤町2の30高木産業ピル電話06( 942) 4602- 3 . 530 大阪市北区鶴野町51器地安田ピル 電話06( 372) 2821代

. 560 自宅 ・盤 中 市 上 野 西 2 丁 目16- 29 電話06( 856) 0619 唖 555 自宅 ・大阪市西淀川区竹島 3 丁目 7 の4 電話06( 473) 1069

井 崎 梁 次

株 式 会 社 井 崎 工 務 J苫 代 表 取 締 役

。640 和 歌 山 市 北 河 H l 4 丁目 1番 地 電 話0734( 24) 6195代

。640 自屯 ・和歌山市玉議了 2 丁目 5 帯地 電話0734( 22)0382

井 浄上 夫

株 式 会 社 井 上 冷 熱 取 締 役 社 長

居 550 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 l の 101 電話06( 441) 8531代

. 663 自宅 ・西 宮 市 甲 子 岡 三 番 町 9 の5 電話0789( 41) 4661

井 上 正

名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所 所 長

。453 名古屋市中村区締町20ー15 国鉄会館内

電話052( 452) 1271大代

052( 451) 2025直 通

. 4 64 自' 主 ・名占毘市千種区下方町 4 の30 電話052( 711)9400

井 久 雄上

抹式会社井上久雄ill 築設計事務所 代表取締役所長

唖 550 大阪市西区京町姻 1 - 3 8 千島ピル

電話企岡部06( 443) 7386

段計部06( 443) 7338

. 565 自宅 ・吹田市背山台 3 丁目 20lfr 7 号 電話06( 831) 3256

井 上 博

株式会社井上ｾｉｪＺ設計事務所代表取締役

唖 107 米 京 都 港 区 間 背 山 2 - 11- 15 m筒03( 401) 7177代

品 154 自宅 ・東京都世間谷区弦巻3 - 6 - 18 電話03( 420) 1001

井 福 蔵上

株式会社 )1"- 1-- 組 代 表 取 締 役

伊 地 知 堅

池 昭

大 鉄 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

。530 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 38 番 地 電 話06( 361) 0171

. 661自宅 ・尼崎市南武郎之荘 5 丁目 13番15号 電 話06( 428)2148

伊 藤 喜 三 郎

田

株式会社 池 田 宮彦設計事務所代表取締役

唖 542 大阪市南区瓦屋町三容丁68 オートセンタ ーピル 3 階

電話06( 761) 0360

. 5 91 自宅 ・堺 市 東 上ノ 芝 町 2 丁 321 電話0722( 52) 7753

諌 早 信夫

l ! I ; 式会社伊藤喜三郎建築研究所代表取締役社長

CIH02 東京都千代間区紀尾井町 3 番地 文芸主将秋ピル

電話03( 263) 1481代- 7

. 141 東 京 都 品 川 区 東 五 反 田3- 16-55 電話03( 441) 5437

伊 藤 鍍

ブ ド ウ 態 研 株 式 会 社 社 長

. 110 東京都台東区台東1 - 2 - 1 日本地所第二ピル

電話03( 835) 2661

. 157 東 京 都 世 悶 谷 区 南 烏 山 2- 18- 4 電話03( 300) 3705

石 井 蔀

株式会社伊藤建築設計事務所取締役社長

唖 460 名古屋市中区錦 3 丁目 3 - 6 日本経済新聞ピル

電話052( 951) 1110代

骨 101 東京事務所東京都千代田区神田英土代町 7 久保ピ J レ

電話03( 294) 6061代

伊 藤 郎

東洋基礎工業株式会社大阪営業所取締役営業所長

串 550 大阪市西区京町刷1丁 目156 中谷ピル

電話06( 441) 6678- 9

. 565 自宅 ・大阪府鐙中市新千取北町3丁目1帯地

新千恩北町第三団地C 40の204 電話06( 872) 3050

石 手リ
士

ロ

大栄冠気株式会社大阪支庖 専務 J&締役支庖長

唖 550 大 阪 市 西 区 京 町 姻 2 - 3  5 電話06( 443) 0631

. 550 自宅 ・量 豊 中 市 北 桜 原 3 - 8 - 7 電窓06( 854) 7747

飯 回 精 次 郎

上

株式会社不二建築設計事務所代表取締役

唖 550 大阪市西区江戸姻北通1- 19 オカダピル

包 括06( 441) 2232- 3

. 662 自宅 ・西 宮 市 校 川 町 10番69の304 電話0798( 48) 7756

石 清

共 同 設 計 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 530 大 阪 市 北 区 布 団 町 9 番 地 電話06( 364) 5836

唖 150 東京事省所 ・東京都渋谷区渋谷 1丁目 10番地 l 号

八千 代 ピ ル 内 電 話03( 407) 0912 03( 409) 1837 

. 730 広島事務所・広島市牛田本町 4 丁目 8 - 1 6

電話0822( 21) 0436

生 重政

i

 

l

 

-
-
E
a
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白 星 企 業 株 式 会 社 票 締 伊 器部長

畢 530 大阪市北区万才町47番地 日生不動度梅田ピル

電話06( 312) 4631代

冊 546 自宅 ・大阪市東住吉区田辺東之町1ノ56 電話06( 719) 7915

石 JII 寛

石 JII 宏

石 )11 建 築 IlJ 務 所

冊 543 大阪市天王寺区茶臼山町111番地 電話06( 779) 9491代

串 ＶＶＵ 自宅 ・ 兵隊県宝塚市窓雀丘山手 Ｑ 丁目 Ｕｾ 昨 ｬ 号

電話0727( 59) 2963

石 JII 良 輿

串 534 人民 市 部 島 氏 網 島 町 6 需25号 電話06( 352) 4031 - 4

電話 06( 351) 0530 幅 541 大 阪 市 点 区 安 土 町 n 目 5 lliJ 也 電活06( 261) 7591- 8 唖 564 吹 田 市 e ! ￬ｾ 田 ｊ 4  0 番 3 8 号 電話 06 ( 387)  2000 

唖 577 EI io ・京大阪 rti !l! 石切町6丁目 4帯4号 電話0729( 81) 2526 唖 659 自宅 ・戸 昆 市 朝 日 ケ 丘 22 番11号 電話0797( 23) 0657 唖 560 自宅・建中市強ケ池東町4丁目7器12号 電 話06(841) 0032 

日 本 冷 熱 工 産 株 式 会 社 取 締 役 社 長

32  

田

日 本 他 殺 妹 式 会 社 取 締 役 社 長



謹 賀

石 緯 男田

株 式 会 社 石 田 建 築 研 究 所 代 表 取 締 役

。108 東京都港区高給 4 丁目 2 番 6 号 電話03( 443) 9321- 3

Ol 06 東京都港区六本木7 - 17- 2

六本木ビジネス 7 パート メンツ209 電話03( 478) 0362

骨 155 自宅 ・東京都世岡谷区代沢4 - 31- 6 電話03( 422) 4452 

石 季夫原

株 式 会 社 石 原 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

串 530 大阪事君事所大阪市北区宗是町 1 大ピ J レ916

電話06( 443) 1225- 6

ol 00 東京事積所東京都千代田区内宇町1 - 3 - 6

新日比谷ピル電話03( 502) 8921 - 4

O650 自宅 ・神戸市生田区中山手通 6 - 3 8  電伝078( 341) 2073

泉
: .b. 

，口 郎

新 年 昭 和 50年 元 旦 (50音順〉

指 宿 真 智 雄

岩 崎 甚 太 郎

株式会社建築デザイン l 級建築士事務所

総 式 会 社 緑 地 デ ザ イ ン 技 術 士 事 務 所 代 表 取 締 役

抹式会社綬備デザイン段備士事君事所

唖 542 大阪市東区南本町4- 47イトウピル電億 06( 252) 1011- 4

唖 100 東京都千代悶区永田町2 - 14 - 3 亦坂東急ヒリレ

電話 03( 580) 1011- 4

唖 604 京都市中京区柳瓜場遜御池下る初八幡町65 京都朝日ピル

電話075( 221) 1101- 4

唖 606 自宅 ・京都市左京区下鴨北野々神町自の5

電話075( 781) 6573

A  

i  井 正 隆

悟 666 自宅 ・兵庫県川西市花屋敷 1丁目 32の11

電話0727( 59) 9317

山
石崎 茂 雄

有 限 会 社 三 和 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

。538 大阪市鶴見区緑 1 丁 目 5 番 6 号 川 繍 ピ ル

電経06( 939) 9903代

唖 573 自宅 ・大阪府枚方市香里ケ丘 1 丁 目22 電話0720( 54) 4630

A  

i  雄

恒 和 化 学 工 業 株 式 会 社 取 締 役 会 長

唖 561 大阪府車中市銀南町南 6 丁目 3 番13号 電&506( 332) 5721

畢 659 自宅 ・芦 屋 市 三 篠 町 86 器 地 電話0797( 22) 2746

山

一

相 崎 徹西 茂

抹 式 会 社 岩 崎 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

総 式 会 社 今 西 建 築 デ ザ イ ン ノ レ ー ム 代 表 取 締 役 唖 606 本 社 ・奈 良 市 法 蓮 立 花 町 1046 包 括0742( 22) 2217

隊式会社熊谷組大阪支庖4 務 取 締 役 大 阪 支 出 長 。550 大阪市西区北姻江通 2 丁 目47帯地 電伝06( 541) 3051- 3 唖 630 奈良事務所 ・茶良市大緑町57の3 農協会館内

。543 大 阪 市 都 島 区片町 2 丁目 10番 5 号 電話06( 352) 1151 O550 自宅 ・大阪市西区北婦江通2丁 目47番地電話06( 541) 3054
電話0742( 22) 2283代

。631 自宅 ・奈 良 市 学 凶 北 l 丁 目5 - 1 1 電蕗0742( 45) 1513

泉 哲沢 史

株 式 会 社 泉 i ! u l ! 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 530 大阪市北区爽砂町48- 1 オオシマピル電話06( 364) 9071 

A  

-守

喜
一
吋雄西

株 式 会 社 今 西 組 取 締 役 社 長

白
石崎 久 雄

。543 大阪市天王寺区上本町7丁目 2番地のl 上六ピル

電話06( 772) 1251 唖 534 大阪市都島区中野町 4 丁 目 8 番10号 電 話06( 358) 1171代

畠 592 自宅 ・大阪府高石市羽衣2丁目4番l 号 電 話0722( 61) 1179 0565 自宅 ・監中市新千盟南町 3 丁目 34- 7 電話06( 831) 5118 

高 千 穂 1邑 機 株 式 会 社 取 締 役 社 長

板 井 正 彦 取 締 役 会 長 今 村 騰

取 締 役 社 長 平

木 寛
酋 松 建 設 株 式 会 社大 阪 建 築 支 庖 取 締 役 支J.5長

串 540 大 阪 市 東 区釣鐘町2丁目 41番地 電怨06( 942) 1131大代 '1' 失 H 1 気 工 業 株 式 会 社

唖 272 留守宅 ・市 川 市 平 田 3 - 21- 5  電話0473( 23) 2647 。530 大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 56 電話06( 312) 8881大代

板 垣 精 治 郎

株 式 会 社 板 垣 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

暗 556 大阪市浪速区日本編筋 4 丁目 3 の29番地

電話06( 633) 7535

0 591 自宅 ・掛市中百舌ぬ町 7丁1183の2 宮路池住宅5の103

市 繁 雄
l

 

i

 

-

-

a

J

 

A  

寸 康 彦

山

一

相 崎 弘

1c  

近世t 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 副 会 長

唖 530 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 番 地 電 話06( 312) 1281

晶 560 自宅 ・盤中市北桜思 4 丁目 5 番 5 号 電話06( 852) 5887

岩 井 金 三 郎

株式会社教 育 地設 研 究 所 大 阪 事 務 所 常 窃 取 締 役 所 長

。550 大阪市西区立売場北通 2 の27 f電話 06( 531) 0913 

大信ピル 2 階 3 階 旬窓 06( 541) 7301

唖 630 自宅 ・奈 良 市 法 蓮 立 花 町 1046 電話0742( 22) 2217

山
石本 義 IL' 

町 村 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

暗 541 大 阪 市 東 区 高 施 機 2 丁目 9 番地 電鱈06( 202) 4791代

上 良
:ふh

'ロ

田

日 本 管 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株 式 会 社 大 ｾｉ｜＠ ill 設 代 表 取 締 役 株 式 会 社 上 川 主 l ! 策 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 601 京 都 市 rti 区西九条並岡田IJ20 電話075( 681) 5101 - 5 唖 460 名古島市中区栄 4 - 1 - 1 中 日 ピ ル 旬 滋052( 262) 7531 唖 556 大 阪 市 浪 述 区 新 川 2 丁目 677 m活 06 ( 633)  3655 

0606 自宅・ 京都市左京区下鴨芝本町37 官話075( 781) 0289 l D464 自宅 ・名古屋市千種区月見坂町 1 - 23 電話052( 751) 3724 骨 572 副宅 ・大阪府夜起川市本田1[ 17の18 電信0720( 21) 2483 
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大 下 川買
一

郎

上 西 圭

:.u. 3-z皐包

藤 岡リ 生

一

J 口
大 下 )1頂 良

大 下
tJ  tEt  ヨ 正

株式会刻 大 気 最1: 代ぷ取締役社長 鮒遠藤剛生 ｩｪｬ 築設 計 ｬ ｊ ｾ 務所所 長

費E j畢

_._ 

朗

唖 530 大阪市北区中之島2- 22 新制 日ピル5階 電話06( 203) 3721 唖 541 大阪市東区 伏見町 2 丁 目22 背山 ピ ル 電 話06( 203) 0888

ノ¥

唖 659 自宅 ・兵 '; I( 県 l!1 屋 市 浜 町 12 - 14 電話0797( 22)5949 唖 562 自宅 ・箕 面 市 半 町 3 丁 目 13 の 31 電話 0727(22) 2064
平 和1 建 設 株 式 会 *1 

品 536 大 阪 市 城 東 区 関 目 町 1丁目 40 電話 06(939) 4741代

上
世

裳義

共立建設株式会社大阪支出 取締役支応長

暗 540 大阪市東区谷町 5 丁目 30器地 新野村ピノレ内

電話06(761)0112代

唖 514 自宅 ・京都府彼岸I出八幡町楠本来ケ谷26- 142

内 輪 勝

株式会社 :flI片的造建築事務所 代表取締役

冊 733 広 島 市 十 日 市 町 1 丁 目 2 番20号 電話 0822 (91) 4495 

唖 730 自宅 ・広 島 市 中 山 2 9 9 の 6 旬話 0822 (89) 1658 

浦 野 男

妹 式 会 社 浦 野 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

畠 452 名古毘 ・名古良市西区山田町上小問弁字中市i1254の5

電話052( 502) 1991代

唖 113 ll!Jl! ・東京都文京区本郷1- 27- 8 本舞ハ ウス

電話03( 811) 9128 ・9585

唖 452 自宅 ・名古屋市西区山岡田I 上小田井字中浦1254の5

浦 辺 鎮 太 郎

I

 

l

 

-

-

E

J

 

正

株 式 会 社 竹 中 工 務 J苫 常 務 取 締 役

e 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 - 2  7 電信 06 ( 252)  1201  

小 河 吉 之 助

22 小河建築設計事務所 代表取締役所長

串 542 本社 ・大 阪 市 南 区 瓦 陸 町 4 祷丁 8 電話 06( 763) 2301

冊 106 支社 ・東京都港区六本木 5 - 18 - 3  

六本木ベニーピル 7 階 包 括 03( 583) 9501代

分室 ・和歌山 ・筑商新船場 ・北陸金沢

串 573 自宅 ・枚方市香盟ケ丘12丁目22- 37 電話 0720( 54) 0690

尾 原 庸 夫

22 松 田 平 服 本設 計 鞠 所 高|坂出張2

. 530 大 阪 市 北 区 堂 島 上 3 - 10 電 話 06 (344)  7821 

唖 338 自宅 ・埼玉県与野市大字上部合540ー1- 1ー103

電話0488( 52) 7544

大 井 弘 治 郎

株式会社 irli jLJ ｾ築 ｉ ｊｾ 務所 代 表取 締 役 株式会社大井良ｾ築設計 ｬ ｊｾ 務所代表取締役
(341) 1727 

唖 530 大阪市北区制 1I 8 番地 新阪急ピル 電話 06 C34I )ISSO 悟 550 大阪市西区京町場 1 丁 目76摺問 ピル電露06(444) 4521- 2

串 662 自宅 ・商 宮 市 甲 東 閣 1丁 目 7 の 8 電話 0798(51) 0389 畢 562 自宅 ・箕 面 市 百 集 荘 4 丁 目4 ー 11 電話 0727(21) 4113

榎 栄

株 式 会 社 東 勝 美 建

574 大 阪 府 大 京 市班、井 1 丁目 3 の23 電話 0720( 72) 1850代

• 
榎 敏 男

11  ¥l! _[  業 株 式 会 社 専務取締役

串 541 大 阪 巾 東 ! >( X 日f 5 丁 目 37 帯 地 電話 06(227) 1000

唖631 門';:: ・五百良市鶴舞丙町 I 蒋24ー 103 電話 0742( 45) 9275

34  

大 倉 郎

大 林 郎

西 日 本 工 業 大 学

芳

株 式 会 社 大 林 組 取 締 役 社 長

. 540 大 阪 市 東 区 京 繍 3 丁 目 3 7 番 地 電 話 06 (943) 1131 

唖 658 自宅 ・神戸市東灘区御影町御影字上の山 1682のl

電話 078(85) 2501

大 夫平園

大 末 建 設 株 式 会 社 専 務 取 締 役

母 542 大 阪 市 南 区 大 和 町 1 電話 06 (213) 0555 

串 580 自宅 ・松 原 市 捺 震 1 - 2 5 - 2 6 電話 0723( 31) 2260

大 森 久 司

近畿1 I 't 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 会 長

居 530 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 番 地 電話 06 (312)  1281 

唖 630 自宅 ・策 良 市 今 辻 子 町 12 電路 0742( 22) 2390 

岡 j畢 勇

岡 湾 建 築 設 計 事 務 所 所 長

暗 530 大阪市北区梅ケ枝町146 梅ケ枝 ピル 2 階

電信 06( 362) 6082代

冊 567 自宅 ・大阪府茨木市大字清水433

電話 0726(43)5230 ・8953

岡 田 孝 男

帝 塚 山 学 院 大 学 教 授

学 長 唖 589 大 阪 府 南 河 内 郡 狭 山 町 今 nft 電話 0723( 65) 0865

。565 自屯 ・吹田市千里山西 5 丁目 40 - 4 電話 06 ( 384) 3019 

岡 昭

骨 606 自宅 ・京 都 市 恋 京区下鴨北闘町33 電話 075( 781) 0636

州制凶 大 津 幸 平

取締役日IJ 社長 大 津 博

大学ｾ設株式会中 Ｑ Ｚ

唖 ＵＵＰ 大阪市 西区長姻 ｾｴ 通 ｬ 丁 目 Ｕ 器地電 話 ＰＶＨＵＳＸＩＰＸＸＱ 代

串 560 自宅 ・盤中市玉井町 l 丁目 8 $ 1 8号 電話 06( 852) 3237

唖 560 自宅 ・盛中市玉井町 1 丁目 8 客 18号 電話 06( 855) 5338

田 正

河 内 石 材 工 業 株 式 会 主1: 代表取締役

唖 574 大 京 市 灰 嫁 6 - 3 - 2 2 電話 06 ( 745)  7761 

唖 572 自包 ・綬良川市池 111本町20- 34 中瀬ハ イツ2021J

電話 0720( 27) 3978



謹 賀

岡 橋 作 太 郎

株 式 会 社 日 建 設 計 相 談 役

岡 本 繁

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 530 大 阪 市 北 区 南 扇 町 l H在 地 電 話 06 ( 312)  1281 

唖 640 自宅 ・和 歌 山 市 三 木 町 南 ノ 丁 18 電話0734( 23) 0308

岡 本 男全

Yl 組 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

岳 ＵＴＳ 大 阪市天王寺区東高 ｾ ｉｬ 町 ＱＴＭＵ 電話06( 768) 1515代

岳 557 自宅 ・大阪市西成区玉出来 1丁目 6 祷 15号

電話06( 661) 3317

新 年
11f{手LI 50 年 元 11 (50 山町t )

梶 本 尾 亀 田 晃秀

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 540 大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町 392 電話 06( 941) 6531代 唖 530 大 阪 市 北 区 茶 屈 町 31 帯地 2 電話06( 372) 6001代 - 4

串 588 自宅 ・堺 市 大 美 野 107 の 4 電話 0722 ( 37)  2548 唖 565 自宅 ・量豊中市新千里南町 2 - 2 7 - 1  電話06( 832) 0641

J治藤建設工業株式会社大阪支j苫 取 締役支信長

数 井 利 美
柄 谷 吉 太 郎

株 式 会 社 西 村 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

愚 問 神 戸 市 期 限 荒 田 町 2 丁目 1 番華僑 も む ら1)0恥 0207 株 式 会 社 制 谷 工 務 応 取締役社長

唖 654 自宅 ・神戸市須磨区内川台 2 丁目 39- 13 唖 660 尼 崎 市 広 務 市 之 町 4 番 地 包 括 06 ( 411)  1451 

電話078( 741) 5862

鎌 秀 男

片 桐 正 人
I

 

l

 

-
-
-
a

，

 

岸 夫

清水越設株式会社 常務取締役大阪支j占jえ

晶 550 大 阪 市 西 区 土 佐 坂i iin 2  - 2 包括 06 ( 443)  5431 

畢 560 自宅 ・蹴中市桜塚 4 丁目 9 - 3 8 ユタカマンシ g ン501号

電話06(852) 4531

繁

株 式 会 社 川 jif 窯業i l ' ii J.'; 代ぷ取締役

畢 550 大 阪 市 西 区 柳 本 田J 2丁目 98器 地 電 話06( 532) 0461代

唖 563 自定 ・池 m 市 天 神 1 丁 目 10 ー10 電話0727(61) 8598

岡 本 行 善
金 光 五 郎

)1 1  口 喜 代 枝

抹式会社 l沼 手口 設 計 取 締 役 社 長
株 式 会 社 篠 問 川 口 悠 築 事 務 所 所 長

0550 大阪市西区長姻北通1丁目8番 地 図 γ 橋ピル

万 年 ス レ ー ト 株 式 会 社 取 締 役 社 長
. 461 名古屋市東区'IJ 土塚町 3 丁目 2 番地電話052( 962) 7581代

電話 06( 532) 3421代

骨 464 自宅 ・名古屋市千積区稲舟通 2丁目 7 番地

o659 自宅 ・芦 屋 市 岩 園 町 3 5 ー 7 電話0797( 31) 3201
畢 557 大阪市西成区千本南 2 丁目 14審 20号 電話06( 661)8181

電源052( 751) 2613

岡 山 雄竹

22 岡山雄築事務所一級建築士事務所 2締護

唖 612 京 都 市 伏 見 区 深 草 平 岡 町 1 8 電話075( 641) 0536

o612 自宅 ・京都市伏見区深草平田町18 電話075( 641) 0536

奥 晴 弘野

. f ' ; j < 式会社和光建築設計明務所代表取締役

冊 556 大 阪 市 浪 速 区 新 川 3 丁 目 630 電話 06( 633) 0141- 3

唖 550 自宅 ・大阪市西区北堀江御池通 3 丁目 40番地

電話06( 541) 0261

海 静上

谷

修 成 建 設 専 門 学 校 校 長

晶 555 大阪市西淀川区大和田 5 丁目 19- 30 包括 06 ( 474) 1644 

! ! !665 自宅 ・宝 塚 市 千 極 4 丁目 3 番 3 号 電 話 0797( 72) 1380

神 谷 新

l

 

i

 

-
-
E
a

，

 

崎 軍

近畿電気工事妹式会社広lゐ支出 取締役支社長

。730 広島市稲荷町 4 帯 1 号住友生命広島ピル

包括0822( 62) 1471

晶 734 広 島 市 宇 品 御 宇 2 丁 目 2 ｾ昨 Ｒ り氾活 ＰＸＲＲＨＵ ＱＩ ＷＵＳＵ

i

 

l

 

---z' 

崎 敬

コ ク ヨ 株 式 会 社 取締役 株 式 会 社 近 後 辿 設 取 締 役 社 長

骨 557 大 阪 市 東 成 区 大 今 盟 南 6 ー l ー 1 電話06( 976) 1221 唖 550 大阪市西区江戸婦 5 丁目 118 和光ピル m穏06( 448) 5601

. 657 自宅 ・神 戸 市 溌 区 五 毛 通3- 2 - 21 電髭078( 861) 0596 唖 556 自宅 ・大 阪 市 浪 速 区 新1112 丁目 666 電話06( 632) 7369

亀 井
:.b. 

tロ晃

株式会社海上静ー悠築事務所代表取締役 ♂主築 ＱＲＵ 務 ｾａ ・ ｒ ・ ｉ 建築事務所取締役社長
唖 541 大阪市東区1噂労ar2丁目 41番地 中将ピル . 542 大阪市南区谷町 7 丁目 12の l 新谷町第 3 ピル ・2 F

電話 06( 271) 1149 ・( 261) 4428- 9 電話06( 768) 1405代- 8

唖 591 自宅 ・大阪府幌市日置荘西町13番地 2 電話0722( 85) 2120 唖 631 自宅 ・奈 良 市 中 田J 1 丁 目 4 7 9 包括 0742( 43)1226

i

 

i

 

--.
，， 瀬 啓 一 郎

扶 桑 管 工 業 妹 式 会 社 代 表 取 締 役

骨 616 京都市省京区太栄和泉式部町12器地 包括075( 861) 1157

唖 616 自宅 ・京都市右京区噌安井Jli 道町21 1' "話075( 811) 1509
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谷 勇

川 谷 建 築 設 計 事 務 所 自 営

新 年
昭 和 50年 兄 斗 (50  ('，'版t)

城 武 男 章

・

池 ::rc 戸

畢 606 京都市左京区一来寺i 1 I 水町15 包 括075( 781) 1148代 晶 460 名 古 屋 市 中 区 栄 1 ー 2 2 - 27 包括的2(231)5451代 唖 557 大 阪 市 西 成 区 出 城 2 丁 目2 祷29号 電 話06(562) 3038

串 606 自宅 ・京都市左京区一来寺消水町15 電話075(781) 1148代 置 460 自宅 ・名古屋市中広栄 1 - 2 2 - 27 1iI話052( 201) 4061 . 659 自宅 ・兵隊県芦屋市山手町37番 地 電 伝0797( 31) 7411

妹 式 会 社 小 池 商 j苫 代 表 取 締 役 社 長

l

 

i

 

t

・
J

廷 誠 治 郎

事j I 鋼建材 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 660 尼 崎 市 西 向 島 町 7 7 訴 地 電話06( 411) 1301代

l

 

i

 

-
-
E
E

，

 

村 宏

株 式 会 社 汎 建 製 作 所 代 表 取 締 役

縁 式 会 社 城 戸武 男 建 築 事務 所 代 表 取 締 役 所 長

木 下 園 男 泉 善 重

内 外 パ ー キ ン グ 施設 株 式 会社 代表 取 締 役

唖 550 大 阪 市 西 区 京 町 掘 1 丁 目32番地 電路06( 441)0477代

骨 560 自屯 ・盤中市北桜嫁 3 丁 目9 番15号 電話06( 853) 0892

草 浦

2ム

J ロ

株 式 会 社 栄 和 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

居 553 大 阪 市 福 島 区 堂 島 浜 通 4 丁 目14 電話06( 452) 1651

唖 583 自セ ・大阪府羽曳野市高鷲 7 丁目 3 番11号

電話0729( 55) 4416

忠坂 勝

消 水 建 設 株 式 会 社 九 州 支 庖 取 締 役 支 胞 長

唖 554 大 阪 市 此 花区間島町 3 丁目 15帯地 電話06( 462) 4661 骨 810 福 間 市 中火区功、坂 1 丁目 I lft 29号 電隠092( 771) 9151 唖 460 名 古 毘 市 中 区 栄 3 ー 7 - 1 電話052( 261)2651代

. 699- 11 自宅 ・大和郡山市冠山町 2 - 5 5  包 括07435( 2) 5995 冊 814 自宅 ・福岡市西区西新 6 丁目 7 - 4 電話092( 821)2383 唖 467 自宅 ・名古屋市瑞磁区民見町4- 20- 2 電話052( 831) 4459

株 式 会 社 米 海 設 計 代 表 取 締 役

;可 裾 夫和
熊 j畢

. .L. .  

ノ、 朗

平 和 建 設 株 式 会 社 常 務 取 締 役

後 光 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 。536 大阪市減東区関呂町 1 丁目 40番地電話06( 939) 4741代- 5

晶 531大阪市大淀区本庄川崎町 2 丁目 18番地 4 電話06(371)5146 . 564 自宅 ・吹田市内本町 3 丁目 23番 8 号 包 括06( 381) 0451

河 原 義 夫

新 日 本 空 調 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支 庖 長

栗山和

島 巴

妹 式 会 社 シ ェ ル 石 油 大 阪 発 売 所 本 部 長

勝

有 限 会 社 小 島勝 己主u築 事 務 所 取 締 役 社 長

居 541 大阪市東区南本町 4 丁目 41器地( イヨピル 6 階)

包 括06( 252) 8088代

cnOl 東京事務所 ・東京都千代間区岩本町 2丁目 9 番地

雌 野 ピ ル 電 話 03 (861) 9538 

唖 662 自宅 ・西 宮 市 五 月 ケ 丘 6 番 35 号 電 話 0798( 33) 5120

杉 茂
:.b. 

2ロ

母 530 大阪市北区堂島浜辺り 1 - 2 5 - 1 電話06(344) 6031 畠 532 大阪市淀川区西中島 2 丁目 11番30号 電話06( 303) 7131 唖 545 大阪市平野区加災南 3 丁目 7 祷19号 電話06( 791) 7221

唖 659 自宅 ・芦 屋 市 営 岡 田r 23 番 34 号 電話0797(31) 5492 . 663 自宅 ・西 宮 市 校 川 町 1 - 144- 304 電話0798( 48) 9428 . 583自宅 ・大阪府羽曳野市野々上5丁目6の7 電話0729( 54) 4488

シ ャ ー プ 設 備 機 務 株 式 会社 常 務 取 締 役

神 崎

互王

明
黒 JII 巳

.官5E企=2==F  • 
西 出甲

ｾ＠

妹 式 会 社 神 崎 組 取 締 役 社 長

妹 式 会 社 黒 川 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 株 式 会 社 問 中 小西 建 築 事 務 所 取 締 役社 長

畠 670 姫 路 市 北 線 口 8 6 の 3 電話0792( 23) 2021代

串 466 名古屋市昭和区鶴舞 2 - 1 0 - 5 電話052( 882) 0281代 咽 550 大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 の 60 電伝06( 532) 4051

. 670 自宅 ・姫 路 市 北 線 ロ 6 2 電話0792 ( 23)  0210 

0 497 自宅 ・愛知県海都郡蟹江町大字蟹江新岡字鹿島 119 唖 546 自宅 ・大阪市東住吉区平野西脇町373の4

電話05679( 5) 2255 電話06( 701) 0297

木 藤 友 樹

株 式 会 社 団 地 サ ー ビ ス 西 部 支 社 EZE控室

唖 536 大阪市城東区恭之宮 1 丁目5 番101号 f在籍06( 969) 1001

36 

桑 正

士tf::.

"l t : l  田

桑 田 硝 子 株 式 会 社 取 締 役 社 長

暗 650 本社 ・神戸市生田区多聞i i l ! 4 丁目 9 - 8

電話078( 371) 1861代

大 阪 ・ 神 戸 ・ 姫 路

林 清

株 式 会 社 新 住 宅 社 代 表 取締 役

唖 530 大 阪 市 北 区 常 安 町 17 番 地 電 話06( 444) 4677  

骨 ＵＴＵ 自活 ・ 大阪市阿倍野区 北 ｬｾ ＱＳ 丁 目 ｬ 務 Ｗ 号電紙 ＰＶＨＶＵ Ｑ ＩＱＵＹＴ



謹 賀

郎林 四

太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社 社 長

晶 553 大阪市福島区上摘島区北 2 丁目 l 番地

電話06( 452) 1151大代

士
一
郎林

4 国

T守

株 式 会 社 小 林 得 志 建 築 事 務 所 代 袋 取 締 役 所 長

5650 

唖 530 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町20藤田ピ ル 電話 06( 341) 5658 

5659 

. 662 自宅 ・西 宮 市 丸 繍 町 6 - 16 電話0798( 66) 2394 

小 林 三 甫 朗

新 年
昭 和 50年 元 U

( 50 訂版1)

J可 内 就義

有 限 会 社 河 内 議 就 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

晶 730 広島市上織田' J 2 者 3 7 号 電 話0822( 28) 2271代

。739- 17自宅 ・広島市高陽町字翠光台1- 2371I U!i 08284( 2) 4141

鴻 藤池

株 式 会 社 鴻 池 組 取 締 役 社 長

畠 541 大阪市東区北久宝寺町 4 丁目 27番地

電 箆06( 252) 3100大代

唖 603 自宅 ・京都市北区平野鳥居前町86 電話075( 461) 1526

金 隆岡リ 利

株 式 会 社 金 剛 組 取 締 役 社 長

小 林 住 宅 産 業 株 式 会 社 社 長 一 級 建 築 士 . 543 大 阪 市 天 王 寺 区 椛 寺 町 5 6 - 2 官時 06( 779) 7731代

。541 大 阪 市 東 区 南 久 宝 寺 町 5 - 18 電話06( 245) 2181 也 543 自宅 ・大阪市天王寺区椎寺町56- 2 電話06( 779) 7731

佐 野 春
士

ロ

森 井 電 業 株 式 会 社 取 締 役 高IJ 社 長 ( 関 西 駐 在 )

. 530 大阪市北区玉江町 1 丁目 l H存地 JE宗ピル

話06( 443) 8381大代

雑 賀 孝 夫

株 式 会社 雑 賀 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 640 和 歌 山 市 西 汀 丁 1 番 地 電話0734( 31) 1371代- 5

串 640 自宅 ・和歌山市小絵原通り 5 丁目l 番地

電話0734( 23) 5888

雑 賀 幸夫

株 式 会 社 大 阪 雑 賀 建 築 事務 所 代 表 取 締 役

晶 543 大阪市天王寺区東平野町 5 丁目 9 番地 育 盛 ピル

電話06( 772) 4426 ・4436

. 573 自宅 ・枚方市香里ケ丘 7 丁目11- 16 電話0720( 54) 0004

松 英 佐
: .b. 

誠 次 斎 藤 博，ロ

東 海 興 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大 阪 駐 在 専 務 取 締 役 株 式 会 社 佐 治 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

尾 亀 清 四 郎

唖 ＵＳＰ 大 阪市北区ｾ宮田 ｉ ｊ 3 番 2 住生峰崎 ピル電話06( 373) 1181 唖 550 大阪市西区立売姻南通1- 24 丸栄ピル南館

株 式 会 社 』も
置 659 自宅 ・芦屋市東山田tt213 ローズハイツ芦屋610

電話06( 541) 5831
一

主主 調

電話0797( 31) 0996 唖 662 自宅 ・西宮市苦楽園一番町 1 - 3 6 電話0798( 35) 2516 畢 530 大阪市北区f . I " ffl 町 1 6  包 括06 ( 363)  1371 

山 武

役

長

M

四

日

締

庖

肝

柏

崎

取

支

の

め

務

阪

幻

ω

常

大

沢

幻

庖

捕

副

支

官

電

阪

口

1

大

目

品

位

丁

目

合

5

灯

t

浜

町

一

z

t

原

株

ハ

リ

鈴

唯

一

川

肺

E

市

伊

友

原

子

住

大

酢

'

aτ

戸

h

v

唖

唖

佐 藤 松
四 方 郎

.::a:. 

目

株 式 会 社 今 西 組 取 締 役 会 長

晶 543 大阪市天王寺区上本町 7 丁目2 番地の l 上六ピル内

電話06( 772) 1251

唖 659 自宅 ・芦 屋 市 六 館 荘 町 12 番32号 電話0797( 22) 2226

靖

四 方 設 計 工 務 株 式 会 社

l 級 建 築 士 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

。612 京都市伏見区深草関屋敷町32- 2

官E括075( 641)6091 ・6092 ・6324

骨 612 自宅 ・京都市伏見区深草関屋敷町32- 2

島 義 矩 佐 藤 次 夫 清 水 愛 明

株 式 会 社 巴 商 会 大 阪 支 庖 実阪空后霊

株 式 会 社 佐 藤 武夫 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

株 式 会 社 清 水 工 業 所 代表 取 締 役

骨 105 東京都港区新編 4 丁目 6 審 15号 DK B新橋ピル 6 階

唖 530 大 阪 市 北 区 堂 島 上 2 - 3 8 電話06( 344) 1441代
電話03( 436) 3511代

唖 531 大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 - 14 電話06( 372) 2851代

唖 665 宝 嫁 市 震 後 ケ 丘 1 - 9 - 8 メゾン花屋敷203号
串 156 自宅 ・東京都世田谷区赤堤1 - 16 - 13 電話03( 420) 5810

唖 662 自宅 ・兵陣県西宮市南郷町 3 - 1 2  電話0798( 22) 1184

局 主 計武

コ ー タ ケ 建 築 設 計 事 務 所 所 長

。550 大阪市西区江戸掘 5 丁目 155 新山越ピル

電話06( 448) 0178 ・2408

唖 550自宅 ・大阪市商区北郷江御池辺 6 丁目 21

北堀江コーポ 706号 電 話06( 531) 2812

佐 野 正

株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

。540 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 7 番 地 電話06( 943) 1371代

. 662 自宅 ・西 宮 市 震 井 町 4 の 9 岱話0798( 22) 1569

清 水 和 禰

株 式 会 社 清 水 和 粥 設 計 事務 所 代点 取 締 役

畢 530 大阪市北区万才町43浪速ピル m話06( 312) 7278代 ・4616

唖 560 自宅 ・豊 中 市 中 桜 塚 4 - 3  - 1 0  1ll鯖06( 852) 7056

37 
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d コ
ノ、 輔戸 正

日本 雄 餓 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支!苫lえ

新 年
昭 和 50 年 元 且

Ｈ ＵＰ 白 ｊｉｾ｛Ｉ

城 庸 平口

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 取 締 役 社長

畢 530 大阪市北区梅田町47 新阪神 ピル 9 階 包 括06( 341) 4331 唖 530 大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 番 地 電話06( 372) 7151代

品 川 男

株 式 会 社 品川建築事務所 代表取締役所長

進 海

隅 美

藤 汎

回 正

株式会社 企 画 設 計 社 代表取締役

第 一 工 業 株 式 会 社 相 談 役

関 守

晶 910 福 井 市 岡 原 1 丁 目 l 呑 2 0 号 電話0776( 22) 6683 唖 556 大 阪 市 浪 速 区 日 本 線 J ! [ 4  - 16  電話06( 643) 3631 唖 541 大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目48番地の 3 電話06( 201)4710

串 910 自宅 ・桐 井 市 経 田 町 7 0 - 2  屯話0776( 23) 3552 唖 591 自宅 ・西 宮 市 有1 宝田Ir 8 3 - 3 包括0798( 72) 3070 唖 662 自官 ・西 宮 市 屋 敷 町 4 番 10 号 電話0798( 34) 2327

22 凶 建 築 設 計 事 務 所 代表取締役

篠 原 太 良B 須 賀 孝
銭

•• EaZ』2•• 

輝 之I司

株式会社 なにわ建築設計事務所 取 締役所長 須 賀 工 業 株 式 会 社 取 締 役;社 長
株式会社 銭

高E

組 取締役社長

0 550 大 阪 市 西 区 南 鳳 江 沼 2 の 4 8 包括06( 531)4428 唖 550 大 阪 市 西 区 土 佐 期 通 1 丁 目 1 4 電話06( 441) 5171

串 550- 91 大阪市西区阿波泌上通3丁目2番地

唖 562 自宅 ・箕 面 市 箕 面 5 ー 7 - 6  電話0727( 23) 3836 畢 662 自宅 ・西 宮 市 袋 井 町 6 番 14 号 包括0798( 33) 0269 電話06( 531) 6431大代

島 孝

Ｚｾ＠
I ロ田

株式会社 片 山 鉄 工 所 代 表 取 締 役 社 長

畢 551 大阪市大正区南恩加島町 l 番地 ¥11話06( 552) 1231大代

都 545 自屯 ・大阪市阿倍野区昭和町3 - 5- 7 沼鯖06( 622) 1561

須 賀

由

自

国
好

株 式 会 社 近 俊 雄築締造研究所 所 長

唖 ＵＴＳ 大阪市天王寺区Ｂｾ寺町 ＷＶ 天王ピル 電話06( 779) 9316

06( 771) 3216 

串 577 自宅 ・東 大 阪 市 下 小 阪 172 - 2  電話06( 789) 8114

島 村 佐 次 郎

理支 所 事長 戸田均
良 春

而IJ支所長 近
藤 貝

島 村 建 築

*  

務 所

640 和 政 山 市 四 番 了 4 電話0734( 22) 3338 ・4335

日本住宅パネノレ工業協 同組合 大 阪 支 所

骨 640 自宅 ・和 歌 山 市 凶 器 丁 4 包括0734( 22)3338 ・4335

畢 530 大 阪 市 北 区 沼 田 町 4 6 番 地

第 二 富 田 町 ピ ル 電 話06( 313) 3321

島 村 忠 男

Ji!i 円本建設業保証株式会社 取 締 役 社 長

骨 540 大 阪 市 点 区 上 町 5 帯 地 包 括06( 762) 5701ft  

自 石 登 喜 男

菅谷 健 児

山

山
，
a

a

E

・

四 郎

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社 取 締 役 社長

唖 550 大 阪 市 西 区 江 戸 姻 1 - 6  0 電話06( 441) 8231  

杉 村 正 三 郎

田

株 式 会 社 カ ン ダ ン 取 締 役社長

唖 558 大阪市住吉区万代東 6 丁 目 3 器地 包括06( 672) 1281大代

相
コー-
，子肇

日 新 工 業 株 式 会 社 専 務 取 締 役

唖 120 東京都足立区千住東 2 丁 目21番28号 電話03( 882) 2424

唖 271 自官 ・松 戸 市 北 怯 戸 3 の 7 の 3 電話0473( 62) 9314

国 従 博回

妹式会社 川本 製 作 所 大 阪営業 所 所 長

( ポンプ専門メーカー〉

器 533 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光通5丁 目7の2 電話06( 328) 0877代

田 賀 勉

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 常 務理事 阪急電 気 工事 事 ｾ式会社取締役社長 株式会社悶質建築設計事務所取締役社長

唖 541 大 阪 市 東 区 両 替 宙 ' T l 丁目 13 番地 電話06( 942) 1461 晶 532 大阪市淀川区十三本町2丁 目13番15号 電 話06( 302) 0231代 冊 550 大 阪 市 西 区 北堀江通4丁目 33番地 電話06( 531) 7193代

串 ＵＵＸ 自宅 ・ 大阪市住 ｊｔ 区耳 ｾ ｩ 工 中 Ｑ の ＶＸ 電話06( 671) 3792 唖 665 自宅 ・宝草富市 栄 町 3 丁 目9 務20号 電話0797( 86) 3623 唖 586 自宅 ・河内長野市千代田台町13- 13 電話07215( 3) 0455
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謹 賀 新 年
H信不LI 50 年 元 斗 Ｈ ＵＰ 白 ｊｉｾ ｴＩ

回 口 夫 1司 橋 慶 夫 知 見 義 夫

株 式 会 社 恵 美 須 建 設 代 表 取 締 役

株 式 会 社 大 建 設 計 取 締 役 社 長

春 日 設 備 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 606 京 都 市 左 京 区 浄 土 寺瓜湖町 151 電話075( 761) 1151

唖 550 大 阪 市 西 区 京 町 姻 2 丁 目 7 5 包括06( 441) 9351

唖 601 京都市南区西九条春日町48 電話075( 681) 6455( 691) 9228
唖 533 自宅 ・大阪市点淀川区相川中通 2丁目 2-4

品 606 自宅 ・京都市左京区鹿ケ谷法然院国1J 7 電話075( 771) 3543

電話06( 328) 0935
骨 601 自宅 ・京 都 市 南 区 西 九条春日町48 電話075( 691) 3860

回 中巌 夫

東海興業事ｾ式会社 大阪支腐 常務取締役支 ｦ 占長

串 530 大阪市北区峰宮町3- 2 住生設崎ピル電話06( 373) 1181

晶 658 自宅 ・神戸市東灘区深江北町 l ー7- 29 7 ラワ ー芦屋205

電話078(452) 1945

田 中政

大 局 路 用 化 学 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

居 578 京 大 阪 市 新 庄 1 1  4 帯 地 電話 06( 745) 5121 代

06( 745) 6736- 8 

唖 536 自宅 ・大阪市城東区野江東ノ町 4 - 99 電話06( 931) 3506

国 中 照 雄

竹 健
、'a:.
l. C I  地 政頭 人腰

小 俣 シ ャ ッ タ ー 工 業 株 式 会 社

。530 大阪市北区此花町 2 丁目 51 第 5 新興ピル

電話06( 353) 7377代

晶 661 自宅 ・尼崎市東富松字長潟331- 2 5 電話06( 421) 5228

千 原 大 五 郎

抹 式 会 社 大 建 設 計 代 表 取 締 役 副 社 長

串 105 東京本社 ・東京都港区新機1- 10ー7 大和銀行新縫 ピル

包括03( 572) 4595代

串 550 大阪本社 ・大阪市西区京町猫2- 75 電話06( 441) 9351代

畢 251 自宅 ・神奈川県藤沢市鵠沼怯が岡1- 15- 25

電話0466( 23) 3124

津 村 健 児
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戸
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唖

畢

橘 春 重

点#11パ ー ラ イ ト 株 式 会 社 取 締 役 社 長

株 式 会 社 タ ナ カ 風 品 代 表 取 締 役 <<It 540 大 阪 市 東 区 蘇 之 宮 西 の 町 594 電話06( 941) 9243- 7 オ リ エ ン タ ノレメタ ノレ 製 造 株 式 会 社 代表 取 締 役

唖 556 大 阪 市 浪 辿 区 元 町 l 了目 747 電話06( 649) 3726代 署 590- 01 自宅 ・現 市 荒 船 台 3T 26藩 3 号 電 話0722( 91) 2267 唖 660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 丁目 2 6番 地 電 話06( 412) 5131

揃 建 築 事 務 所 所 長

串 577 大 阪 府 東 大 阪 市 御 厨 1 6  1ll話06 ( 781)0937 

唖 632- 02 自屯 ・恭良県生駒市新旭ケ丘11番34号

電話07437( 3) 2401

橘 泰
:.I.>-

J ロ

回 淵 誠 也 ムL 国 清
塚 本 猛 次

株 式 会 社 問 視l建 築設 計 事 務 所 代表 取 締 役 1- 1 限 会 社 柳 々 主主( 建築専門瞥庖〕

唖 640 和 歌 山 市 下 町 1 9 町 地 電 話 0734 ( 31)  0261- 2  唖 550 大阪市西区京町i I J I 2  - 4  9 電話06 ( 443)0167- 8 
株 式 会 社 ｾ ｉ＠ 建 設 青|ー

畢 640 自官 ・和 歌 山 市 下 町 凶 器 地 電 話 0734 (31) 0261 - 2  営業所 ・鴻 i由 ピ ル 電話06( 251) 8233 ー541 大 阪 市 東 区 横 綱 2 丁目 38 番 地 包 括06( 203) 2361

C I  

1司 伊 三 郎回 谷 3t! 夫
辻 本 豊

i

 

l

 

-

-

a

J

 

辻 本 堂 一 級 建 築 設 計 事 務 所 所 長

| 昭和ア ノレ ミ ニ ウ ム 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株 式 会 社 iLIi 原 衛 生 工 業 所 大 阪 府 専 務 取 締 役 晶 640 和 歌 山 市 東 長 町 中 ノ T 1 2 - 3  m話0734(24) 6346代

骨 590 l J ' I . 市海山町 6 丁 2 2  4 接 地 電話0722( 33) 1181 骨 531 大阪市大淀区中津南通 4 丁目 11番 地 電 話06(458) 3531代 串 640 自宅 ・和吹山市東長町中ノ T 12- 3 沼話0734( 24) 6346代

『司 徳野 男

山 陽 電気 工 事 妹 式 会社 大 阪支 社 PE締2

谷 尚 武 堤 兼 雄口

. j ' ，j < 式会社大 林 組 専 務 取 締 役 側 大 林 組 本j苫 建 築 本 部 工 務 部 長

暗 540 大 阪 市 東 区 京 線 3 丁 目 37 番 地 電 話06( 943) 1131 唖 540 大 阪 市 東 区 京 繍 3 丁目 37 暑 地 電 話06(943) 1131

串 531 大 阪 市 大 淀 区 本 庄 中通4丁目 10 電話06( 372)1664代 唖 ＶＵＹ 兵 ｾｉｬ 県芦毘市浜芦屋町 Ｓ 器 ＱＵ 号 ＵＰ Ｖ 号 電話 ＰＷＹＷ Ｈ ＳＱ Ｉ ＶＴ ＰＶ ・567 自宅 ・茨 木 市 南 春 日 丘 5 - 8  - 22 電話0726( 23) 0379
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謹 賀

手 尚 義塚

大 垣 セ メ ン ト 工 業 妹 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

新 年
昭 和 50年元旦 (50官版〉

時 保 雄 代 表 取 締 役社 長 中 井 康 勝

株 式 会 社 中 組

岡

. 530 大阪市北区 金毘町 1 丁目l 番 地 電話06(353) 4101代 岳 550 大阪市西区靭本町 4 丁目35番地 畢 660 尼 崎 市 常 光 寺 元 町 l ー 3 電話06( 481) 5461代

. 567 自宅 ・茨木市西駅前町 4 番1012号 電窓0726( 23) 3833 電話06( 443) 7606代 ・4157 畢 561 自宅 ・尼 崎 市 東 園 田 町 9 - 1 7 電笛06( 491) 1386

井 総

寺 徳 重回

大 成 建 設 株 式 会 社 取 締 役

唖 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁 目 2 7 電話 06( 262) 1131

唖 562 自屯 ・大阪府箕面市桜井 2 丁目 4 - 3 9 電話0727( 21)4641

{専 馬 明正

ムツ三産業揃式f i U 代 表 取 締 役

三協アノレ ミニ ウム 工 業 株式 会 社 代 理 庖

唖 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 丁目 47 番 地 電話06( 441) 0378 

唖 531 自宅 ・大阪市大淀区中部浜辺1 - 3

中 津 リパーサイドコー ポC - 929 匂括 的( 371) 0385

寺 芳西

抹 式 会社 寺 西 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 658 神戸市東灘区本庄町2丁目 13番24号 電話078( 451) 2456 

電話078(411) 0139

唖 658 自宅 ・神戸市東灘区本庄町 2 丁目 13番24号

電話078( 451) 2457

東 郷 武

株 式 会 社 三 和 地 質 代 表 取 締 役

時 山 龍 太 郎 中 義 昭尾

時 山 設 計 事 務 所 所 長 株 式 会 社 旭 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

。530 大阪市北区曽根崎上2丁目 21番 地 美 都 ピル 唖 550 大阪市西区靭 1 丁目123番地 近自民富 山会館 5 F

電話06( 361) 6248 電話06( 445) 2050代

唖 657 自宅 ・神戸市灘区六甲台町 7 番19 ハイツ六甲 308号

唖 532 自宅・大阪市淀川区三国本町 2 丁目 7 番21号

電話06( 393) 9557 電話078( 881) 2907

代 表 取締 役 徳 永 正

代 表 取 締 役 目 村 又 夫

株 式 会 社 徳 永 ・ 田 村 建 築 事 務 所 中 川 匠 建 築 設 計 事 務 所 所 長

居 541 大阪市東区樽労町 2 - 4 1 中博ピル 電話06( 262) 2310 唖 530 大 阪 市 北 区 浪 花 町 38 新興ピル 電話06( 371) 3651

唖 103 東京都中失区日本橋兜町 2 - 3 6 大洋ピル 晶 665 自宅 ・宝 忽 市 米 谷 石 田 1 8 電話 0797 ( 86)  2391  

電話03( 668) 3056

ｾ＠
c ョ

E目
光 男

中
i

 

l

 

---z' 

匠

田

丸 善 冷 熱 工 業 株 式 会 社 代 表取 締 役

。556 大阪市浪速区河原町 2 丁目 1470番 地 丸善ピル

電話06( 631) 1431代

。573 自宅 ・大阪府枚方市三栗 1 丁目3 ) 5 電話0720( 56) 4451

友

t先

B 乙 夫

中真 佐 吉

回

i

 

l

 

雷

E

a

s

'

ア ポ ロ 印 刷 株 式 会 社 代表 取 締 役

骨 540 大阪 市 東 区 北 新 町 2 丁目 7 電話06( 942) 2951 - 5

中漂 誠 一 郎

株 式 会 社 中 海 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大 和 ハ ウ ス 工 業 株 式 会 社 取 締 役 友 回 工 業 株 式 会 社 取 締 役社 長 。530 大阪市北区富田町38 高縞 ピル北 5 号館電話06( 363) 3881

唖 550 大阪市西区阿波出中遜 1 丁目 40番地 包 括06( 532) 6351 8534 大阪市都島区都島中通3丁目3番6号 電話06( 921) 0331代 G570 自宅 ・守 口 市 滝 井 元 町 3 の 2 7 電話06( 991) 1848

東 畑 謙

株 式 会社 東 畑 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 541 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 - 1  9 電話 06( 202) 0391

唖 658 自℃ ・神戸市東灘区住吉町純手下1680 包括 078( 851) 5043

一 級 建 築 士 栂 野 正 春

F 士司

c >  

I:EI 

士

ロ志 乃 武 中 順 次 郎

額 日 本 設 備 エ ン ジ ニ ア リ ン グ 代 表 取 締 役

唖 550 大阪市西区京町掘 1 丁目156 中谷ピル内

電話06( 444) 4848

内 克

野

株 式 会社 創 研設 計 事務 所 代 表 取 締 役 所 長

畢 541 大阪市東区淡路町 4 - 54 興和淡心ピル

電話06( 231) 4701- 5

畢 561 自宅 ・盤中市曽根西町 3 丁目9番11号 包 括06( 852) 4145

中 原 茂藤 正

株 式 会 社 栂 野 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役社 長 唖 675- 13 兵庫県小野市上本町240小野ピル電話07946( 2) 4757代 置 560 大阪市西区靭本町 3丁目90番地岡崎織 ピル

11) 640 和 歌 山 市 五 番 丁 4 番 地 電 話 0734 ( 22)  2826 ( 1) 675- 13 自宅 ・兵庫県小野市久保木町1063 電話07946( 2) 4668 電信06(445) 0039

株 式 会 社 中 原 茂 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

40 
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謹 賀

中 原 英 雄

株 式 会 社 f I 1J 美 設 計 代 表 取 締 役

新 年
Hf{和 50 年 元 旦 ( 50省}I凶)

西 村 虎

唖 530 大阪市北区末広町17 日生不動産扇町ピル 9 階 層 530 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 1 6  電話06 ( 345)  9055 

電話06(312) 3587代 06 (343)  1727直

株 式 会 社 ナ イ ガ イ 代 表 取 締 役 社 長

冊 659 自宅 ・芦屋市打出小鎚町 1 番地405

中村 正

中 村 タ イ ノ レ 株 式 会 社 社 長

唖 550 大阪市西区南姻江通 1丁目 11番地 電話06( 538) 7101代

品 590 自宅 ・緋 市 若 絵 台 3 丁目 17悉 9 号 電話0722( 91) 5592

中村 豊

株 式 会 社 日 邦 建 築 企 画設 計 代表 取 締 役

. 530 大阪市北区篠ケ校町114 関西ピル電話06( 362) 1766代

岳 600 自宅 ・京郷市下京区七条通東姻川西入八百屋町12

電話075( 371) 2755

永 井 賢 城

株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

. 106 東京都港区西麻布 1 丁目13番11号 電 話03( 403)0251大代

長 谷 川 幸 雄

株 式 会 社 新 日 本 設 備 計 画 代 表 取 締 役 社 長

. 143 自宅 ・東京都太悶区南馬込2丁目 3 0 - 14 電話03( 771) 1408 . 530 大 阪 市 北 区 金 昆 町 2 丁目 31 電話06( 353) 4061

根 津 耕 一 郎

株 式 会社 根 津 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

串 530 大阪市北区梅ケ枝町81 大阪弁護士 ピル

電話06( 364) 8301代

唖 655 自宅 ・宝 縁 市 川 面 6 丁目 19番10号 電話0797( 86) 6226

野 清

萩 正 勝

ロ

安 藤 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 大 阪 支 底 長

唖 553 大阪市福島区上福島北通 1 丁目 17番地の 1

電話06( 453) 2190

会長 野 崎 謙

社長 津 田 輝 夫

株 式 会 社 荻 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 153 東 京都 目 隠 区 背 架 台 2 - 2 0 - 14 電話03( 719) 1734代

橋
詰

問 雄

株 式 会 社 橋 詰 工 務 庖 取 締 役 社 長

暗 504 京都市中京区指熊通三条上ル姉猪熊町326

話075( 801) 2356代

冊 604 自宅 ・京都市中京区猪熊通三条上ル姉猪熊町326

電話075( 841) 2803

浜 幹 三 郎口

株 式 会 社 山 下 設 計 . 543 大 阪 市 天 王 寺 区 東 高 砂 町 8 の l 電話06( 768) 5222

株 式 会社 浅 沼 組 専 務 取 締 役

唖 ＲＵＱ 自 官 Ｎ ｾ沢市鵠沼海岸 Ｒ 丁目 Ｘ の ＲＶ 電話0466( 36) 7706 畠 104 東 京 都 中 央 区 八丁堀 2 の7 の l 包括03( 552) 8311代 骨 631 自宅 ・奈 良 市 二 名 町 3 3 3 6 - 7 包括0742( 44) 3237

力く 田 鼎

大 阪 i忍 気 暖 房 株 式 会 社 相 談 役

畢 550 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 l の 6 0 電話06( 441) 8231 

野 中駒 市

野 中 ill 産 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 560 自宅 ・盟 中 市 上 野 東 3 の2 の1 0 電話06(855) 3710 冊 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 - 2  9  電話06( 441) 6631

成 正 彦回

株 式 会 社 設 計 事 務 所 ゲ ー プ ラ ン 代 表 取 締 役

唖 550 大 阪 市 西 区 土 佐 姻 通 3 - 6 1 匂話06( 443) 8216

. 662 西 宮 市 甲 子 闘 九 番 町12- 10 電話0798(47) 3227

西 嶋 徳 太 郎

妹 式 会 社 大 建 設 計 取 締 役 副 社 長

. 550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 - 75 電話06( 441) 9351代

. 562 自宅 ・1 C 面市桜ケ丘 3 丁目11署地35号電話0727( 21) 2432

能 次 郎勢

株 式 会 社 能 勢 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

晶 550 大阪市西区江戸娼 5 丁目 118番 地 和 光 ピ ル 7 階

電話06( 443) 6451代

有言 勢 樹
差

E ヨ

株 式 会 社 能 勢 建 築 構 造 研 究 所 代 表 取 締 役

串 550 大阪市西区靭本町 2 丁目107 新興産ピル

電話06( 538) 0378- 9

包括06( 538) 2 8  2  9  

林 唯 夫

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 専 務

。550 大阪市西区西長姻北通 1 丁目 8 番地 四 γ 橋 ヒリレ

電話06( 532) 3421

. 565 自宅 ・吹 田 市 青 山 台 3 丁目 41- 11 包括068( 72) 3608

原 精

甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

畠 532 大阪市淀川区十三本町 2 丁目 4 番28号 電 話06( 302) 1551

. 662 自宅 ・西 宮 市 名 次 町 1 2 番 9 号 電 話0798( 22) 1504

原 重信田

原 因 セ メ ン ト 化 工 株 式 会 社

大 統 砲 事 株 式 会 社

泉州生コンクリート工業株式会社 代 表 取 締 役

大 統 ハ ウ ス 工 業 株 式 会 社

指州 コンクリート工業綜式会社

. 554 本社 ・大阪市此花区朝 日梼通 2- 13 電話06( 462) 1212代

電話06( 462) 1471代 ・電話06( 462) 1421代

包括06( 463) 0401代 ・包括06(461) 1248代

。661 自宅 ・尼崎市塚口町 3 丁目 41の8 包括06( 421) 4518代
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謹 賀

伴 郎

新 年
昭 和 50 年元旦 ( 5 0音順〉

福 中定 三 郎 藤 木 銭

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 常 務 理 事

株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖 取 締 役 社 長 唖 541 大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 3 7 電 話 06 ( 231) 9648 株 式 会 社 藤 木 工 務 応 取 締 役 社 長

0531 大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 ー 11 電話06( 458) 3531代 唖 573 自宅 ・枚 方 市 香 恩 園 町 2 6 の 68 電話0720( 31) 0549 唖 540 大 阪 市 東 区 両 轡 町 l の 1 3 電話06( 942) 1461代

理I j j : 長 坂

静 雄

財 団 法 人 日 本 建Z築 I総E合 ご 試 験 所

晶 565 本所 ・大阪府吹田市藤白台 5 の125 電話06( 872) 0391

畠 531 大淀分室 ・大阪市大淀区長柄西通2の35 包括06( 351) 7217

平 田 作 太 郎

株 式 会 社 平 田 タ イ ノ レ 社 長

骨 550 大 阪 市 西 区 阿 波 盛 中 l の 5 包括06( 532) 1234代

品 600 自宅 ・京都市下京区綾小路通大宮東 電話075( 801) 1806

広 谷 最

合 資 会 社 中 建 築 設 計 事 務 所 代 表 社 員

也 460 名古屋市中区西瓦町11番地の 1 広瀬ピル

包括052( 262) 4411

0464 自宅 ・名古昆市千種区月ケ丘 2 丁目 2 - 8 3

電話052( 711) 8010

深 j工

大 装 株 式 会 社 社 長

畠 550 大 阪 市 西 区 西 長 堀 北 速 4 - 1 4 電話06( 532) 0171

福 朝田
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唖

唖

社 長 津 田

副 社 長 福 田

彰 逸

好 雄

住 友 ウ オ ー ル シ ス テ ム 株 式 会 社

串 100 東京都千代岡区神田美土代町 l 住友商事笑土代ピル

電話03( 294) 8511大代
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秋

賓

生

代 表 取 締 役 福 永 薫

代 表 取 締 役 福 永 健

株 式 会 社 福 永 建 築 設 計 事 務 所

串 542 大 阪 市 南 区 順 陵 町 通 4 の 6 1 電話06( 251) 3102

也 542 自宅 ・大 阪 市 南 区 順 鹿 町 通 4 の61 電話06( 251) 5189

福 村 久

常 勤 相 談 役

日 本 住 宅 パ ネ ノ レ 工 業 協 同 組 合 大 阪 支 所 駐 在

西日本地区担当

也 530 大阪市北区富田町46番 地 第 二富田町 ピル

電話06( 313) 3321

骨 565 自宅 ・吹田市竹見台 2 丁目 2 審 4 号 電 話06( 381) 8971

福 頼 圭 蔵

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所 取 締 役 社 長

。550 大 阪 市 西 区 南 姻 江 辺 6 の 3 9 電話06( 541) 5757代

。558 自宅 ・大阪市住吉区住吉町242の22 包括06( 673)5120

藤 井
音
十

株 式 会 社 藤 井 工 業 所 取 締 役 社 長

。520 大 部 市 本 宮 2 の 2 の 9 m雷0775( 23) 0119代

串 606 自宅 ・京都市左京区松ケ崎泉川町23 電話075(781) 5333

藤 井 稔

藤 蔵田 初
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骨
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藤 恭原 稔

開 藤 原 工 務 庖 取 締 役 社 長

晶 562 箕 面 市 箕 面 3 - 1 - 6 0 電話 0727 ( 21)  7268 

串 562 自宅 ・箕 面 市 箕 面 4 - 15- 40 電話 0727 (21) 2774 

藤 清村

株 式 会 社 日 新 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

串 530 大 阪 市 北 区 也 屋町 1 丁目 66番地 電 話06( 352) 6161代

畢 631 自宅 ・奈良市登美ケ丘 5 丁目 5 - 5 電話0742(44) 0201

代 表 取 締 役 藤 本 一 男

社 員 一 同

株 式 会 社 都 市 ・ 建 築 設 計 工 房

串 542 ( 本社〉大阪事務所大阪市南区安堂寺橘通3- 4 0

第二芦池ピノレ B階 電 話06( 252) 8757代

串 103 (支庖) 東京事務所東京都中央区日本橋小伝馬町 3 - 4

梅月ピル 4 p，費電話03( 662) 1580代

藤 本 庄 之 助

株 式 会 社 工 盟主 社

串 530 大 阪 市 北 区 梅 田 町 4 7 旬 結 06 ( 346)  1171 

阪 神 不 動 産 株 式 会 社 常務 取 締 役 唖 536 大阪市減東区間高野西 5 丁目 18 - 9 電話06( 961) 4460

晶 536 自宅 ・披 東 区 鴫 野 西 5 丁目 1 6 - 43 包括06( 962) 1288

藤 岡 正

藤 岡 設 計 事 務 所 所 長

畢 730 広 島 市 段 原 山 崎 町 1 5 番 7 号 電 話0822( 81) 2840

0 7 59- 41 長 門 市 仙 筒 漁 協 ピ ル20号 室 電 話08372( 6) 1580

畢 759-44 自宅 ・山 口 県 大 津 郡 日 抵 村 古 市 包 括08373( 7) 101

船 橋 明

高 砂 熱 学 工業 株式 会 社 大 阪 支 庖

常 務 取 締 役 大 阪 支 庖 長

. 530 大 阪 市 北 区 芝 田 町 55 北阪急ピル 電話06( 372) 2511



謹 賀

古 屋 才 兵 衛

日 新 工 業 株 式 会 社 大 阪 支r.s 取 締 役 支 庖 長

CD533 大阪市東淀川区瑞光通4丁目 30番地の2

電話06( 329) 7737代

新 年
昭 和 50年 元 旦

( 50音)1債)

松 久田
E ヨ

Eヨ

株 式 会 社 都 市 設 計 所 長

. 541 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 3 の 7 電話06( 231)6617

骨 533 自篭 ・大阪市東淀川区瑞光通4- 30- 2 電話06( 328) 3343 唖 665 自宅 ・宝 塚 市 背 楽 台 1 丁目 2 - 9 電話0797( 72) 2362

堀 也コE

神 戸 材 料 株 式 会 社 取 締 役 社 長

暗 651 神戸市葺合区熊内町 2 丁目 1 の37 電話078( 231) 1421代

松 村 慶

輪 泰 司

株 式 会 社 浦 辺 建 築 事 務 所 喜品室

抹 式 会 社 地 域 計 図 ・建 築 研 究 所 代 表 取 締 役 所 長

唖 606 京都市下京区四条通高倉大和銀行京都ピル 8 階

電話075( 221) 5132

唖 612 自宅 ・京都市伏見区桃山南大島町95の45

電話075( 601) 3962

水 野 喜 一 郎

水 野 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

. 600 本社 ・京都市下京区西七条市部町77番地

電話075( 312) 0431代

. 653 自宅 ・神戸市長田区花山町 1 丁目 79 電話078( 691) 8350 . 530 大 阪 市 北 区 梅 田 8 新阪急ピル11階 電話06( 341) 1680 唖 530 支庖 ・大 阪 市 北 区 鶴 野 町72番地 電話06( 372) 7761代

前 野 慶 太 郎

株 式 会 社 あ め り か 屋 取 締 役 社 長

。530 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 7  電話06( 444) 1501

松 村 雄
南 長

株 式 会 社 松 村 組 代 表 取 締 役 社 長 唖 530 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 番 地 電 話06( 443) 5041代

斎 久 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 会 長

。659 自宅 ・芦 屋 市 翠 ケ 丘 町 4 番 18 号 電話0797( 22) 2005 . 530 大 阪 市 北 区 空 心 町 1 の 7 0  電話06( 353) 1131 唖 661 自宅 ・尼 崎 市 塚 口 町 6 - 20ー 7 電話06( 421) 5136

松 浦 潤 一 郎

芸 若 松 浦 構 造 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

松 郎 南 甚 J ¥ 本

...1ー

ノ、 沢

母 657 神戸市灘区八幡町 4 丁目 9 - 2 7 六甲ピル CD543- 91 大阪市天王寺区上綿屋町 6 電話06( 779) 1581大代 。530 大阪市北区伊勢町1 9 - 2  高橋ピル北 2 号館

電話078( 861) 3304 ・( 881) 3302 串 580 自宅 ・松 原 市 北 新 町 2 丁目 3 の7 電話0723( 31) 0158 電話06( 312) 5765- 7

i株 式 会 社 パ ン デ ッ ク ス ・ジ ャ パ ン 関 西 営 業 所

取 締 役 関 西 営 業 所 所 長

松 岡 晃 一 郎

ア イ エ ム 換 気 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

串 556 大 阪 市 浪 速 区 芦 原 町 1 1 8 3 番 地 電話06( 561) 3901

. 590 自宅 ・堺 市 車 之 町 東 2 丁 2 番 9 号 電話0722( 38) 2582

平

吉

門

事計設図
、ムぉ

'
ー社会式株

松

松

回

国

E ヨ

匡ヨ

JI 頃

也 812 福岡市博多区綱場町 2 番 1 号 明治屋ピル

電話092( 271) 7441代

。150 東京出張所 ・東京都渋谷区神宮前5丁目 2の18

電話03( 400) 3854 

唖 810 自宅 ・福岡市中央区今泉 1 丁目 16 - 5 電話092( 741) 2497

松 誠田

松 本 金 物 株 式 会 社 取 締 役 社 長

丸 山 信

r=.. 

昌 後 健

株 式 会 社 丸 山 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

. 107 東京都港区北青山 3 丁目 5 番25号

電話03( 401) 2287 ・6703 ・2426

. 901- 22 出強所 ・沖縄県宜野湾市大山1003

電話09889( 7) 2974 ・4077

上

田h

晶

株 式 会 社 宮 後 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

. 543 大阪市天王寺区上汐町6丁目 35番地 包括06( 772) 0165代

唖 543 自宅 ・大阪市天王寺区上汐町6丁目 35番地

包括06( 772) 0167

「 晶 『

昌 崎 辰 敬

株 式 会 社 汎 美 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 604 京都市中京区御池通御幸町西入京都府旅館会館ピル 2 階

包括075( 231) 4638 ・6472

畢 604 京都市中京区御池通堺町西入御所八幡町225

電話075( 222) 0006

木 清 経

宮 崎 辰 五 郎 建 築 事 務 所 所 長

唖 466 名 古 屋 市 昭 和 区 折 戸町 5 丁目 13 電話052( 751) 3096

冊 466 自宅 ・名古屋市昭和区折戸町 5 丁目 13 電話052( 751) 3096

r=.. 

昌 武 伊 三 郎

エ ス エ ム 工 業 妹 式 会 社 取 締 役 社 長

必 ! 日 ま こ と 設 計 事 務 所 唖 559 大阪市住之江区東加賀屋 1 - 8 ー 16 電話06( 685) 1661代 大 阪 建 設 業 協 会 常 務 理 事

晶 662 自宅 ・西宮市若衆悶六番町 4 - 1 6  包括0798( 36) 7594 唖 559 大阪市住之江区東加賀屋 1 - 8  - 16 電話06( 685) 4051 骨 540 大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁 目 7 0  電話06( 941) 3651
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謹 賀

村 石 秋
士

ロ

浪 速 合 板 株 式 会 社 取 締 役 社 長

新 年
昭 和 50 年 元 旦

( 50音}I頂)

森 宏、 薮 本 芳

備7 村 監f ・ 森 建 築 事 務 所

畢 556 大阪市浪速区幸町3丁目2番地の1 包括06( 561) 2201代 唖 545 大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋2- 3 - 8 電話06( 624) 0926 . 640 自宅 ・和 歌 山 市 東 長 町 10 丁目13 電話0734(22) 9930

畢 659 自宅 ・芦屋市岩間町10番16の401号 電話0797 ( 31)  2643  唖 665 自宅 ・宝 E富市武庫山 1 - 1 0 - 8  電話0797(72) 4461

村 上 晃

株 式会 社 村 上 工 務 [ . 5 代表 取 締 役

森 健 次 山 家 啓 助馬

唖 531 大 阪 市 大 淀 区 鎧 崎 束通 3 - 16- 16 包括06( 372) 2924 . 542 大 阪 市 南 区 安 堂 寺 織 通 1 ー 7 電話06( 261) 2095代 抹式会社 R I A建 築綜 合 研 究 所大 阪支 庖 支 庖 長

唖 657 自宅 ・神戸市灘区宮山町 1 丁目2 の22 電話078(851) 8466 . 663 自宅 ・西 宮 市 甲 子園五帯町 3 - 9 電話0798(45) 1287 唖 530 大阪市北区太融寺田! J 33大阪合同ピル電話06( 312) 9154- 5

村 上 郎

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社 社 長

'1l. 1 I 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

八 十 島 健

唖 530 大阪市北区堂島北町20 勝国ピル 電話06(344) 6526 e541 大 阪 市 東 区 本 町 4 - 2  7  電話06( 252) 1201

骨 565 自宅 ・吹岡市千里山西3丁目7番5号 電話06(384) 1002 畢 663 自宅 ・西宮市甲子凶二番町 5 - 3 0  電話0798(41) 0598

株 式 会社 竹 中 工 務 庖 常務 取 締 役

村 田 よ 志 子

明 研 化 学 工 業 株 式 会 社 代表 取 締 役

哩 673 明 石 市 藤 江 中 谷 町 888番 地 電話078( 928) 3456代

唖 655 自宅 ・神戸市垂水区泡屋町西の回164 電話078(751) 4186

村 野 藤
主

同

矢 作 貞 司

ー山 内 栄

や は ぎ 屋 工 務 j苫

株 式 会 社矢1 ' 1' 1 級 建 築士 事 務 所代 表 取 締 役

。543 本底 ・大阪市天王寺区逢阪上之町18- 10

包括06( 771) 0555

. 543 自宅 ・大阪市天王寺区逢阪上之町18- 10

包括06(771) 0678

安 井 忠 生

近 庄 化 学 株 式 会 社 代 表 取 締 役

唖 60.1 京 都 市 中 京 区 四 条 大 宮 入 ル 電話075( 821) 2111 - 5

串 600 自宅 ・京都市下京区県内通商辻上ル今大泉町206

包括075( 801) 6828

山 口
王

国郎

不 二 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 550 大阪市西区阿波怯i 通 4 丁目 8 番 地 電 話06( 541) 5534代

唖 665 自ち ・宝塚市話術丘 1 丁目 13番25号 電話0727(59) 2018

山 崎 明敏

有 限 会社 村 野 ・森 建築 事 務 所 代表 取締 役 株 式会 社 安 井 建 築 設 計 室 代 表 取 締 役 辰 巳 興 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

晶 545 大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋2- 3- 8 電話06( 624) 0925 . 550 大 阪 市 西 区靭 1 丁 目130 番 地 電話06(448) 2765- 6 唖 650 神 戸 市 生 回 区 栄 町 2 丁 目2 1 電話078( 321) 0655代

唖 665 自宅 ・宝 塚 市 消 荒 神 2 丁目 18- 27 電話0797( 86)2559 . 558 自宅 ・大阪市住吉区長居町東 6 丁目24 電話06(698) 2422 唖 662 自宅 ・西 宮 市 五 月 ケ 丘 5 の 7 電話0798(26) 2763

室 谷 山 水

室 谷 商 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 650 神戸市生田区北長狭通 4 丁目 l 英和ピル

電話078( 331) 0881

安 田 誠 山
白

木下

安 田 株 式 会 社 会 長 唖 640 和 歌 山 市 弁 財 天 丁 l 番地の l 電話0734(24) 3245代

山 下 総 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役

唖 650 自宅 ・神戸市生悶区山本通 4 丁目 108の37 . 542 大 阪 市 南 区 末 吉 繍 辺 1 丁 目 17 包括06( 251) 7091代 唖 640 自宅 ・和歌山市弁財天丁 l 番地の 1 電話0734( 24) 3245代

包括078( 221)5050

コE 木 貞 次

東 洋紡 エ ン ジ ニ ア リ ン グ紛 建 築 総 指部 長

唖 531 大 阪 市 北 区 堂 島 浜辺 2 丁目 8 番地 電話06( 345) 1810

! l J 569 自宅 ・高 槻 市 上 田 辺 町 20 審 4 号 包 括0726(85) 2027

44 

薮 本 弦

株 式 会 社 笹 川 組 取 締 役社 長

唖 520 大 津 市 打 出 浜 1 3 - 1  5  電話0775( 23) 2314

. 520-21 自宅 ・大持市瀬悶南大萱町2087- 4 電話0775(45) 3966

山 下 密 男

合 同 特 許 建材 工 業 株式 会 社 代 表 取 締 役

。546 大 阪 市 東 住 吉 区 事j 川町 3 の54 電話06( 702) 7814代

. 546 自宅 ・大阪市東住吉区間辺東之町3の193

電話06(621) 9086



謹 賀

山 恒

Ｚｾ、

，ロ田

新 年
昭 和 50年 元 旦

( 50音順〉

山 本 博

株 式 会 社 山 田 工 務 [ ， 5 取 締 役 社 長 朝 陽 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役

。651 神戸市葺合区八雲遜 1 丁 目 1 番 6 号 電話078( 221) 1013代 。530 大阪市北区中之島 3 の 3 朝日ピル内

官E暦078( 231)5601代 電話06( 385) 1361代

。651- 12 自宅 ・神戸市北区山田町上谷上古々山29 骨 565 自宅 ・吹岡市藤白台 4 丁目 23番 8 号 電話06( 872) 9087

電話078( 581) 2055

山回
E ヨ

匡ヨ 次

花 盛 造 闘 株 式 会 社 専 務 取 締 役

<<1) 600 京都市下京区大宮通五条下ル 電話075( 341) 2246代

。600 京 都 市 下 京 区 大 宮 通 五 条 下 ル 電話075(341) 6980

士

ロ 源 治 郎

和

出

国

民

岡

高 砂 熱 学 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 実阪SE次2

G 530 大阪市北区芝田町55番地北仮急ピル 電話06( 372) 2511

田

株 式 会 社 東 和 組 代 表 取 締 役

串 530 大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 1 7  5  電話06( 363) 4051

骨 659 自宅 ・芦 屋 市 公 光 町 3 番 8 電話0797( 22) 3282

若 繁
士

ロ林

二 楽 屋 装 備 工 業 株 式 会 社 社 長

串 564 奴i ' lt 市 東 別 府 3 丁目 7 番 8 号 包 括06( 349) 9193代

G605 自宅 ・京都市東山区消水 2 丁目232器地

電話075( 561) 6283

常務取締関西駐在

'::f::" 

回 康 助 若 山 繁

山 回
豆盛盆豆

1=1 

常務取締役支庖長

株 式 会 社 ナ

同 木 政 夫

ワ 代 表 取 締 役 近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 専務 取 締 役

品 543 本社 ・大阪市天王寺区烏ケ辻町61 電話06( 771)9123 <<1) 530 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 電話 06 (312)  1281  

大 日 本 土 木 株 式 会 社 大 阪 支 庖

唖 544 営業所 ・大阪市生野区巽西 2 - 7- 24 電話06( 757) 1101代 悟 661 自宅 ・兵岬県尼崎市武J i l l 之荘2丁 目25番11号

0 662 自宅 ・西 宮 市 樋 ノ 池 町 14 の 14 包括0798( 33) 0845

電話06( 421) 1381  

山 根 正 次 郎

株 式 会 社 日 建 設 計

山本 憲

株 式 会 社 ヤ マ ト 電 気 商 会 専 務 取 締 役

士

ロ 信武 渡 辺
古
ω回

株 式 会 社 吉 田 建 築 事 務 所 取 締 役社 長

e550 大阪市西区北姻江上通 3 丁目 22番地 電 話06( 538) 2991代 G 540 大阪市東区両斡町 1 - 12 日生ピル電話06( 943) 6571代

串 574 自宅 ・大 東 市 住 迫 1 丁目 7 ー5 電話0720( 72) 0409 G 560 自宅 ・盟 中 市 緑 丘 3 丁目 21番 8 号 電話06(856) 0988

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社 代表 取 締 役 会 長

士

ロ村
= 邑

，円 渡 辺 道 輝

唖 530 大 阪 市 北 区 西 姻 川 町 1 5  電話06( 364) 3056ft 関 西 電 力 株 式 会 社 取 締 役 社 長 。541 大阪市東区今橋 2 丁 目21番地藤浪ピル電話06( 231) 1696

悟 524 自宅 ・滋 賀 県 守 山 市 今 宿 町 電話07758( 2) 2665 0530 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 丁目 5 番地 電話06( 441) 8821 o 651 自宅 ・芦 屋 市 岩 園 町 21 - 13  電話0797( 22) 2266

株 式 会 社 渡 辺 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

山本 昇

株 式 会 社 大 登 慾 設 取 締 役 社 長

米 午

追 補

佐 々 木 米 太 郎

築
社 団 法人 日 本 建 築 協 会 京 都 支 部 支部 長

沢 昭

0661 尼 崎 市 東 園 岡 町 9 丁 目 35 の 1 電箆06( 491) 1139代 串 920 金 沢 市 二 宮 町 イ 28 - 4  電話0762( 33) 3388 骨 604 京都市中京区押小路通柳馬場東入弱町645

骨 664 伊 丹 市 梅 / 木 6 丁 目 4 の 9 電話0727( 72) 2210 G920 自宅 ・金 沢 市 二 宮 町 イ 28 - 4  電話0762( 33) 3388 電髭075( 211) 2857

山 本 哲 夫

昭和I 鉄 工 株 式 会 社 取 締 役 社 長

。812 梱 関 市 東 区 箱 崎 4 1  2  1  電話092( 651) 2931

0810 自宅 ・福岡市中央区襲院 2 丁目 11番 4 号

電話092( 741) 5095

米 沢 建

蓮 備
ヲ'

株 式 会 社 京 都 建 築 事 務 所 代表 取 締 役

串 604 京都市中京区三条抑潟樋東入 電話075( 211) 7277代

0611 自宅 ・字 治 市 小 倉 町西山 74- 43 電話0774( 21) 3617

迫補

芝 ｾｂ＠ 夫崎

大 同 鋼 板 株 式 会 社 取 締 役 社 長

。660 尼 崎 市 杭 瀬 字 午 新 国 2 2 客 地 電話06( 488) 1181

G 662 自宅 ・西 宮 市 霞 町 5 - 4  8  包括0798( 36) 5288

45 



謹 賀

，自主日

清 田 文 力く

株 式 会 社 梓 設 計 代 表 取 締 役 社 長

居 141 東京都品川区西五反問2- 27- 3 三井生命五反問ピル

nt話03(492) 3591大代

唖 164 自宅 ・東 京 都 中 野 区中野5- 37- 23 電話03(387)1539

追補

小 中 村 繁 次 郎

富 士 辿 設 機 工 株 式 会 社 代 表 取締役

新 年
昭 和 50年 元 旦

( 50台二順)

追同i

迫 "6

義 中 弘守 人 田

相 互 建 設産業 株 式 会 社設計 部 会 社 役 A

0599-02 大阪府緑南郡阪南町和泉鳥取1133- 1

電話0724(72)1528

冊 599-02 自宅 ・阪 南 町 和 泉 鳥 取1133- 1 電話0724(71)1376

淡 陶 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 550 大 阪 市 西 区 阿 波 路 中 通 1 の 9 電 話06(532) 5301

唖 659 自 '百 . j!i 屋 市 納 町 l'I書 8- 106 号 電 話0797(22)7686

i白補 ;f! I11i 

j畢 井 修 渡 辺 紋 左 衛 門

居 601 京都市南区東九条河西田r27番地 包括075(691)0791- 2 . 542 大 阪 市 南 区 高 津 町 4 孫 丁 73 電話06(631)6221代 唖 510 四 日 市 市 中 郁 1 1 - 9 電話0593(53)5505代

話075(691) 8224 ・577 自 宅 ・東 大 阪 市 下 小 阪 7 9 電話 06 (721)  0098 骨 512 自宅 ・四 日 市 市 東 富 田 町 13- 8  電話0593( 65) 2523

株 式 会 社 大 和1 1m 会 取締役 社 長 波 ｩＮＡＱｾ 築設 計事務所 所 長

「建築と社会」誌ノ t ックナンバーのおしらせ
下 記パ ッ クナ ンバ ーが そろ ってお りますので 、購入 ご 希 望 の 方 は 日 本 建

築 協会ま で ( flt 話0 6 - 2 3 1 - 9 6 48) お 中 し込 み 下 さ い。

* 向Hi 欠号

|昭和42年

( 48m)  

|国和44年

( 50集)

u討羽1451ド 1  I関税146年 1  11付布147年 11日布148年

( 51集) I  ( 52集) I  ( 53m) I  ( 54集〉

現 代 社 会 | 住 宅- 60年 代 | 冬 季 オ リ ン

! の 総 指 と 70 1  - -' .  .  .. ，..  ， ｾ 築 教育
と は 何 か l 年 代 の 展 望 | ピ・ノタ と札幌

| 都 市 エ ネノレ I I  ｾ￭ｕ ｉＺニュ ー タ
建築とy . _ : 全 | ギ と 無 公 '; '[- 1  600 け『記念、 刀 | ウンの コミュ

化 ピ ノレ ， ニ テ ィ 施 設

明 日 の 建 築

はどうなる か

I五 J，] 号 *  同 立 劇 場

2 月 号 建 設 機 械

3 月 号

日本建築協会

50周 年 記 念 号

4  . FJ 号 社 会 と 建 築

l凶和43年

( 49集)

者11 i li ft 活

者11 TI i の

い こ い の 場

ネ

50 周 年 記 念

事 業 記 録 号

*

の

向

業

方

産

と

築

比

底

辺

椛

昭和49年

Ｈ ＵＵ ｾ 長Ｉ

歴 史 的

環 境 保 全

鉄筋コンクリ

ート 椛ｾ耐震
設 計の再 検 討

計画と住民一 | 日本万国博と I ...  ._.  .. ...  .. I イ ン テ リ ア 大 阪 大 林

中 部 か ら の 1 .- ， 一一 | 処 築 恭 準 法! 日

報 告 | 技 術 開 発 I ｾ ，， Ｍ Ｎ ｾ＠ ， つ ァ ザ イ ン | ビノレデ ィン グ

保 養 所 作 品

設 ，rl  の | 都 市 生 前 と

シ ス テ ムイヒ | み ど り

既 成 市 街 地 の

住 宅 地整備 の

方 策

幼 児 施 設 1 必人とすま い 者llr l1交通 問題

レ ジ ャ ー と

胞 設

5 月 号

者11 市 と

流 通 空 間

建築史の方向 | グ ッ ド デ ザ | 企 画 と 設 tf
教 育 施 設 | 一現代によみ I "  '.  .  .;， ｾ ，＠ I  

がえる過去一 | イ ン 述 動 ! の プ ロ セ ス

水 不IJ J宵

大 |坂 国 際 | 北 摂 ニ ュ ー

ピノレデ ィン グ | タ ウ ン 計 画

6 月 号 住 宅 と 設 備

7  J，] 号 生 産 施 設

転 換 し つ つ | 欧 米 に

都 市 交 通 施 設 | 1  1  1 都，hーと 港 湾

ある住宅生 産 お け る 契 約

*  敏 53-

と

の

容

一

省

化

産

総

一

つ

ギ

生

機

一

一

ル

築

通

一

川

不

建

流

変

一

ピ

エ

人

イ

一

家

い

テ

一

築

;

ニ

一

雄

古

一

一

ト

す

老

コ

一

仰

の

:" 1建 築 行 政 に I ｟ ，Ｎ ］ Ｂ， ｟Ｎ ，，Ｂ Ｂ ｾ＠ I  h . .  "  _  "， I 此 産 住 吉

医 療 施 設 1 =::- Ｚ Ｇ｟ ＭＭＭＺＮｾ＠ Ｑ 高層強築問題 ｼ 解体工 ｾ Ｎｆ 1  

' 期待するもの I ， ｾ ， Ｍｾ ，， Ｍ Ｎ ＮＮＭ I  '" "  - ， I の 設 備

8 月 号

1  *  1  1  

モ ン ト リ オ | 都 市 供 給 | 解決をせまら | 建 築 家 の | 転 換 期 の

ー ノ レ 万 博 | 処 理 施 設 | れる公害問題 | 課 題 と 武 任 | ニュ ー タウン

新 用途地 域 制

と 環 境

9 月 号 建 設 資 金

(桂 Iド 学〉
高 層 プ レハ プ

住 宅 の 構 造

設 計

*  
工 事 計 画

軟 弱 地 盤 | 都 市 住 環 境 へ

と 震 災 | の アプロ ー チ

ど り

1洋 と し て の

| 海 洋 開 発

住 居

- I ¥' I i j s: と施工 | み

*  ， 1  1  1  1  

都 市 の | 民 家 の 系 譜 |デ ィ ベ | 変 貌 す る I - h- "  l '  11 1 _  U l  I  1 1  1. 1.  "". ， I 屋根 防 水 工 事
10 月 号 | 紋 近 の 外 装 1: '1' ..  V . /  I  ｾＺＺ＠ =  Ｚ Ｎ ｉ ｾＺＺ＠ I  汁 I  :: Ｚ ｾ＠ ｉ ｾ ｟＠ ｾ Ｚ Ｎ＠ I 者11 ，↑ i 防 災 | イL I ーと 材 料 | の 失 敗 例 と

ア クセサリー l と 保 存 計 磁i I  0  ' ; ; パ - ｾ 築 生 産 ｉ '" .  .. '  - - I  .- - - .  _  .. I そ の 対 策

11 月 号 | 第 1 4 国 | 第 1 5 回 | 第 1 6 1市 1 7  1111 I第 1 8  Ｑ 日 ｾ ｉ ｾ＠ ，_:  Ｎ ， Ｎ ｾｨ Ｇ＠ ｾ＠ I  ｾ＠ ｾ Ｒ＠ . ，.0，. .  ｾ＠ I 第 2 1  ITII 

1汀? 年 1泊悠1主! 築 家 I  i了η'j" 年 技 術 者 |  背 4年1干芋j三- 技術手者' f I  ｾ占 ＡＵ守ＡＧ年 ｦ技主術字者 ｦ lf山a?t 年技怖術i .;将'f ，白:￥f 年 技 b討術r.街:可j 者 I  1汀'f 年 技 術 者 |  背 壬勾年!ド三技術術j 者

I  12  n  ｾＮ＠ I  ｾ＠ ｾ＠ t; ft ifi; I  新制初都桁附附附i灯巾叩附叩T市市制tj附.守詰

1ロ2 J片j 号 | 辿 築 と 生 命 | l  l  l ，lじ隙の新組築 |  
I  ｾ ［［＾ｲ＼［［＠ ' - ;.....1.- " 1'  1 の 諸 問 題 | 鰍 :ら か ら の 報 告 | レ ジ ャ 空 間 l ま ち づ くり | 関 す る 12 章

46 建築と社会パ 975年 1月号



新 宿 住 友 ビ ル デ ィ ン グ

m

m.

一一……………………………………………………………………………

…
…
………………

…………

『
・
・
・
・
・
・
・
・
・
園
田
園
田
・
・
・
園
・

g

圃・・

E

E

-

-

司
園
田
園
田
園
圃

.

，

.

.

 

園
田
.
，

E

E

・

E

-

E

E

?
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
圃
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
園
園

B
E

-

-

B

a

m

-

-

園

田

・
目
・
・
圃

園

田

-

F

・
園
・
・
・
・
・
・
"
・
・
・
・
・
圃
・
・
・
・
・
・

四

国
-
E

・
E

・
-
-

-
園
田
・
・
・
・
・

-

g

B

E

E

-

E

-

E

E

-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
関
田
園
田
園

'

a

園
田
園
田

-

-
B

E
a

-

-

-

-

-

-

-

a

s

-

E

E

-

-

-

E

E

一
・
・・・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
国
富
田
園
園
田
園

田
S

E

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

E

圃・

・
園
田

E

E

-

-
-
-
-
圃
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
回

-

-

B

E

-

-

B
E

-

-

-

-

-

E

B

-

-

-

園田

-

z

'

Z

E

機能美を誇る超高層ビル

その内外装、各種製品は

米国のカ ップルス社との

， 

f  

技 術 提 携 に より

多様性に 富 んだ創造力と

すぐれた技術I により

具 現 化 さ れ た も の で す

オ ー ダ ー カ ー テ ン ウ オー ル

ス タ ン ダ ー ド カ ー テ ン ウ オ ー ル シ リー ズ

オ ー ダ ー サ ッ シ ・ ドア

レ デ ィ メ イ ド ビル 周 サ ッ シ シ リー ズ

{ DR一 6印o D Rト一 刊

D A一6印o D A一70引)  

各 種 防 ;潮朝 ノぐ ネ ル : 各 種 防 音ノ ぐネ ル

J IS 表 示 許可 工場、 KJ 認 定 工場

。 住 友 ウ ォ ーlゆ ヌ デb 椋 式 会 位

本 社 / 東 京都 千 代 閲 区神 田美 土 代田丁 1 ( 住友商 事 美 土 代 ビ ル)

T E し 03- 294- 8511 ( 大代表)

大 阪 支社 / 大 阪 市 東 区 南 本 町 5 ー 14 ( 南 本 田T ビ ル )

T  E  L  06- 252- 1881 ( 大代表)

営 業 所 / 札 幌 ・仙 台 ・名 古屋 ・ 広 島 ・福 岡

出 張 所 / 函 館 ・秋田- 盛 岡・郡山 ・前 橋 ・ 新 潟 ・静岡・京都・

和歌 山 ・神 戸 ・姫 路 ・岡 山 ・北 九州、| ・沖縄

工 場 / 埼 玉工 場 ・ 堺工場・ 鳳工 場



コミュニティをメーキャ、ソフ。する

マルZ ス 印 ア ス フ ア ル ト シ コ'!1. 11t

圃マルエスシングル 8 色

・8 P シ ン グ ル 8 色

. ランダムシングル 3 色

マルエスランダムシングルで家を一層美しくf ノ

すでに欧米諸国では、屋根葺き材の主流はシンクルと

なっております。

最近日本においても建築様式の多様化 lこともない、壁

状屋根は増加の一途を辿っています。

マル工スランダム ・シングルは、この壁状屋根に最も

マッチしと素材として開発され芝ものです。

従来のシングルでは難しいとされてい疋、力量感 ・立

体感を家全体 に、もだせることも特徴の一つです。

マルエスシンクフレ製造発売元・ B P シ ン グ ル 日 本 総 発 売 元

日 新 工 業 株 式 会 社

カ ナ ダ 直 輸 入 の 高 級 屋 根 材

@う BUl lDl NG PROOUCTS Of CANADA lI MITED 

マ ｬｬｦＺ ヱスヲコ ｾｉｌ

:，:ta./1t 
〈カラー〉

RS一I( シダーウッド) / RS- 2( レッドウッ門 / RS- 3( ドリフトウ ッド)

本 社 ・ 120/ 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 丁 目 21 :番 2 8 号

T E L  東 京 ( 882) 2424( 代 表 )

大 阪 支 j苫 . 5 3 3/ 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 4 丁 目 3 0 の 2

T E し 大 阪 ( 329) 7737- 7740

営業所圃札幌・山形・東京・名古屋・広島・九州



日本建築協 会法規委員会

ー ナ

質疑などの投稿をお待ちしておりますe

87 

建 築 基 準 法の一 部 改 正 案に対する 条項 別 の 解説 (49 .3.7)

- 第 6 粂第 1 項第 1 号の特殊建築物を 別表第一

の建築物を対象とし、 100m' を超えるものとする 。

なお} j lj 表中( い) 側 2 号に診療所を追加している 。

公衆浴場は令書' i 115 粂の 2 第三号に指定されて

いる 。

- 第 7 粂 4 項を単独条項として経理し、新築に

かかるものについては従来通りであるが、増築

改築移転、大規模の修繕もしくは大規桜の模様

替の工事で、防火、避維に |拘わる工" - ): ，を行う建

築物については、特行政庁の使用承認が必要と

されることとな った。 この場合、対象建築物は

隙別に耳目設とされるものである 。 使用* 認につ

いては消防法の改正によりスプリンクラ一等消

火設備については消防署が検査をし検討済舎の

交付がなされたのち仮使用のゑ認となる 。

・第22粂の屋根不燃化の区域の内外にわたる建

築敷地の建築物の法22粂の適用区域を当該区域

内にあるものとしたものである 。

百'152粂第 1 項の前面道路に関する答mll 刊l限規定

を第 Ｑ 種住居専用地域、百ｾ 2 極住居専用地域、

住居地域においては 10分 の 6 を、 10分の 4 に改

め、その他の地域については 10分の 6 とするも

のである 。 その他の用途地域においても特定行

政庁が都市計画審議会の識を経て指定した区域

についても 10分の 4 とすることができる 。

・第 2 種住居専用地域内の容積率を 10分の 10、

10分の 15、10分の 20、10分の 30の選択制を採用

した 。

容積率の逃う地域または区域が 2 以上にわたる

場合は面積加重平均を採用する 。

・罫i 2 極住居専用地域の主主ベイ率を第 1 桟住専

地域と同様に選択制を採用し、主主ペイ率の違う

地域または地区が 2 以上にわたる場合は商績の

加llli 平 均i制! とすることとなる 。

・法55条第 1 位住居専用地域内における建築物

の日さの限度において、公図、広場、道路そ の

他の空地等に隣接するものまたは学校等で用途

上やむを得ないものもしくは政令で定める( 敷

地面積が700m'以上としかっ令136粂と問機に建

ペ イ率はきびしくする 。 たとえば% の主主ペイ率

を% とする等) ところにより 12mまで高さを緩

和し特定行政庁の許可および認定として処理す

ることとした。 許可については建築審査会の同

意が必要である 。

・北1l 1 1 ] 斜線制限は第 l 樋住居専用地域のみとし、

地域、地区が 2 以上にわたる道路斜線および隣

地斜線についてもそれぞれの地域の制限による

こととされている 。

ひか If

・法 56条の 2. 日最長による中高層の建築物の目玉さ

の制限は冬至自の A太陽時による午前 8 11寺から

午 後 4 時までの H寺問幣とし、当該建築物の平均地

盤面( 建築物の周囲に接する平均地盤) から 1. 5

mおよび 4 m高い水平面において測定するもの

で当該建築物の敷地外に Ｕｭ 以上に Ｔ ＱＱ 寺↑ ｾｮ 以上

の日彩、 ＱＰｭ 以上に Ｒ Ｎ Ｕ 時間以上の日ｾを規制

するものである 。 がけ J也の場合および市街地改

造 事 業 等 客 観 的 に 判 断 し た 場 合 等 で 居 住 環 境

(日 1; 診をうけるものを 対象とする ) を蓄しない

と判断したとき建築審査会の同意を得て日ＩｩｦＮｾ規

制制限の緩和ができる 。

・ 3 項建築物の敷地が道路、川または海、軌道

敷等に接する場合はy 2 だけ外側にあるものとみ

なす。 公園はだめ、隣地の地盤面と高低差が著

しい場合について北斜面の敷地について緩和を

考える 。

・4 項の地方の気候、風土の特殊性は市もしく

ははｾ単位で別表の各項を連動させてＨにＩ欄にお

いては 1 時間(11) 欄においては 0.5 時間の悠化、

緩和の措置がとれるよう政令で定められる 。 土

地の利用状況等によりやむを得ず局部的に行う

場合のその部分のみに適用させることも検討さ

れる 。

・ 日Ｉｾ ｾ規 制を確認する場 合省令によ り添付図書

として自信長図を添付させ基準定規により審査す

ることとなる 。 この定規の使用手引舎を作成し

て配布するが日影チャートは鹿 l白方式とし日本

建築センターが評定したものとする 。

・法第59条 2 敷地内に広い空地を有する建築物

の延べ面積の敷地面積に対する割合等 の特例は

従未の総会設計制度を単一条文化したものであ

る。

- 法第69粂中、土地の所有権者の定義を明確に

し、臨時または一時使用のため供地権者を除く

こととした。

・法76条の 3.建築協定の設定の特例は、大規模

開発団地等に対する 一 人協定ができることとな

った。 この建築協定の施行は認可後 1 年以内に

二人以上の土地の所有者等が存したときから効

力が生じるものとされている 。 ( 一 人協定)

・法86粂の2. 既存 の建築物に対する制限の特例

(r 特定用途」の建築物に対する避難防火の規定

の遡及適用) で遡及される規定は 、避難施設、

非常用の照明装程、非常用の進入口、防火区画

並びにこれらの規定にもとづく法40条により制

定されている条例の規定に| 浪るものとされてい

る。

* 特定用途一一

①百貨底、マーケｾ ｾ＠ ，展示場、物品販売業を

営む庖舗に供する建築物 で 3 階以上の階または

地階で床面積の合計が 1，500 m' を超えるもの

(  3 年後)

②病院その他政令で定める特殊建築物で 5 階 以

上の階においてその用途に供する床面積の合計

が 1，500 m' を超えるも の ( 5 年後)

③ホテル、旅館、劇場、キャバレー、カフェ一、

ナイトクラブ等で 5 階以上の階また地下におけ

るこれらの用途の床商般の合計が 2，000 m' を超

えるもの( ホテル、旅館は 5 年後)

@ l 号 - 3 号の特殊建築物で 5 階以上または地

下でそれぞれの用途の床面積の合計が 2，000 m'  

を超えるもの

⑤地下街における居室の床面積の合計が 1，500

m' を超えるもの。

・遡及する規定の適用は特定用途部分に限るも

のとし 、ただし特定用途が地下にある場合は 最

下階から地上の出入口まて・適用する 。

・第40粂により遡及i盛期の事項にかかるものに

ついては条例で遡及適用条項を 附 加 す る こ と が

必要である 。

・第90条の 2. 工事中の特殊建築物等に対する措

置は、法第 6 条第 1 項の第 l 号から第 3 号 ま で

の建築物を対象とし、確認を要しない工事でも

安全上、防火上、または遊錐上支障があるとき

の使用制限をするものである 。 これらの措置に

ついては消防、労基、特定行政庁で協議し 、そ

れぞれの機関とタイアップして執行するものと

する 。

・第90粂の3. 工事中の安全上の構造等に関する

計画の届 出 についてはゑ認受理形式とし、消防

と協議されたものとすること 。

. }j lj表第 1 (3)項に 2 号が追加され、第 2 極 住 居

専用地域内における建築物で 3 階 以 上の部分に

( ぃ) 項以外の建築物を制限する。 ただし病院、学

校、郵便局等は政令で除くものとする 。 また大

規模な建築物 1，500 m' をこえるものは( 吋項の建

築物に限るものとされた。

「建築関係法令の研究 3 J  

頒布のお知ら せ

日本建築学会建築計画委只会建築規準小委員会で

は、白石博三主3 ' t を中心として、近畿支部の委員

によって、建築法令を法学的立場で研究してこら

れたが、昭和47年版、 48年版にひき つづいて 、今

骨量、「建築関係法令の研究 3 J をだされた。内容は、

建築関係法令コンメンタールとして、 「建築面積

及び床面桜の算定」をはじめとして、 58項目 の具

体的適用例に対する評釈が収録されている。

その他、小委只会で討論された各極の資料や議事

などが付されており、法令に関心のある人には参

考になるところも多いと思われる。購入の申込先

は、日本建築学会本部資料頒布所( 東京都中央区

銀座 3 - 2  - 19 ill 03- 535- 6511 ) または間近

畿支部( 大阪市西区制 1 ー118 大阪科学技術セ ン

ター内 m. 06- 443- 0538) へ。

管11而￥ 1，000
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近t エはあすを具現します

総 合 設 備 産 業 の パ イ オ ニ ア一一一一一

〈近 電 工〉 は 新 じ い 時 代 の 展 開 と と も に 成 長 を つ づ け ま す 。

電 気 工 事 は も と よ リ 計 装 ・ 空 調 ・ 土 木 工 事 ま で 、 そ の 総 合 力 を

広 範 な 分 肝 て 発 揮 レ 、 国 際 的 レ ベ j レの技術 ・技 能 を ほ こ る 精 鋭

企業として、 70年 代 の エ ネ ル ギ ー を 先 導 し ま す 。

近鉄電急エ孝妹夫令系土

繁本岡
取締役社長

5 0  



ガラス- 空間・人間

，'.-11:と l呼l; f t Lる 11，1 ' 1 1 : には、人々 は、 1'1 分の予と

n合士の ) J て， ＡＮｉｾめた ｈ ［ｪｩｩ十をも っ て、 ｲ ｮ う〉の ｬｾ にＱＧＱ

分 の 宝 I/¥IJ を fi l) っ てきた 。 これを A. J I . 代的に 111'--; :

とすｩＮ ｕ ［ｦ、旅人 ＨｉＨ ｊ な千 ｮｾＢ と，也 ｬ 巧をあＺけながら ｦｬｬＩ

って き た 人 4 と い え る の で は な い た ろ う か 長

い日本 ￦ の ＧＱＧ て｜それらの ｾ Ｇ ｲ 1 . . ，が大部分の I1 本

空間の ＱＱＦ ちとを ， ｉ ｾ 1，. 、てきた 。 111合 へ 行 く と 今 な お

;{ ，i 1ーの} 引' l { のi ' i ; きかえの' 1 ' に、それは生きつづ

けている 。 し か し 、 現 代 の 人 々 に は こ の よ う な

行 為 を 探 し :Hす こ と は で き な い で あ ろ う 災際、

現 代 の 人 々 に と って n分 の ゐ に fjl) られた空間に

住 む 機 会 は 、 き わ め て 少 な く な ってきている 。

住宅問地 ・ ｬ｜ＧＺＱｬｬ Ｑ アパートの ｂｩ 止 ｉｾｉ 一宇 ｩ ーなりオーナー

が J"t ( j ミす?と中11.1車して、その、|ε l自iなり J LIUI をもたA

し て ゆ く こ と は 、 全 く と い っ て よ い ほ ど な い 。

このような、 nう〉σ) 1; 告に自1) らi . L たも のでL は な い

Ｎｅ［ｾ成 ｚｅ 川のＱＧ Ｑ Ｇ で、つまり、 ＱＧＱ 分でコンクリート

も支配できないと忠われがちな以年ＺＢｴ ｾ ｉ ｉ｜ ｊ の ＧＱ Ｇ で

n分 の ( F{I ーを、 1'1 分の刀法をどのように自I)j 立し

て ゆ け ば 良 い の か を 探 し 出 す こ と は 、 少 数 の 特

定 の 能 ) J ある人でない| 民り不司能のように忠わ

れる 。欲ょJ < ＭＱ ｾｩ ，ＺｬＮ ｪ にｴＮＧＱ ｬ もれているかのように思わ

れる現代人にと っ て、 i: I'や (I(J な分折をする ι); は

決してないであろう 。 しかし、人々は尖| 祭の行

動 に お い て n分 を 創 造 し て い る と い え る の で は

な い だ ろ う か。

たとえば、「カ ッコい b 、」という， 1' 柴 が 発 せ ら れ

る が 、 こ の J 必ほど向分のぬにのみ自りられたも

むのはないであろう 。 この ιl' に n じ を 出 没 さ せ 、

それを 2r，三 - / ' i ーにあたかも nL. の干f: イ1:を知1らしめ

る 下 段 の ぷJ) l . としてみせようとしてゆく 。 この

聞困層調圏 ＼Ｇ ＱＱＧ［Ｇ， Ｗ 会社 Ｑｾ Ｇ

里 子 沢 明 雄

サ ラ リ ー7 ンづれしつつある能無し悠築民が、

右、の般にいる 。 彼は Ｇ［ｩｾＧ に住築出であることを ｉ 主

減しているが、 '11は 動 く 気 配 が い っ こ う に 無 い

i庄は illi 転免; : ，: を 本 当 に 持 っ て い る の だ ろ う か。

彼 が 6 年 liij 、阪急1正Ij[ に入社し、 illi 輸王>!.;{i に1リJ

ＭＱＺ Ｖ し十 ｾ ｊ ゲ〉た｛臥、 ＭＱＧ ＱＮは Ｔ 庄にい っ たことカずある 。 「お

liij は 処 築Lせである li1 J にサラリー 7 ンである」と 。

その時、 Ｑ 庄は「生Ｑ｜築 ｌｾ であることがサラリーマン

であることになるのではないのか」と、 !日l い i与

してきた 。 しかし、その/ l IJし、返しの戸は次第に

小 さ く な り 、 や が て 彼 自 身 に む Ilfl えなくな って

しまったようだ了。

ｩ 庄が ｊ ＮｊｉＮｾ佐を終えて，辿設古 ＱＱ に自己以にな っ たとき、

彼自身のｾｊＱのＱＧ Ｑ ＧＱに Ｍｩｬｬ 築 ｬＳＡＮ としての ｊｅＮ ぷがほとん

どれ1えてしま っていることに- 1 ' 1 . は会tイJ いた 。 そ

読者の頁

土 谷 重 男

ような現代の状況の小、えf ラスというぷ村力、、

「 カ ッ コ ｌ 、し、 」 というｾ，必の ＧＱＧ で ＧＱ 三きる人々に、

1i 存としてのがi 技 の 場 を 与 え る aつを/l IJ 附 成 の 下 法

として礼いt I ' . せる 。 そ し て 、 人 々 は n分の1. . ，に

fil) られたものではない' や川の '1'でそれらの倣，hE

を担} る1. . .1こ、ガラスの "J 古li: t' l : をふんだんに -['1)11)

してゆこうとしてきている

人々のできる fill ili(I(J 勿 )J の多くは、ガラスに1 ' 1

分 の 安 を '/j: す と い う 行 動 に よ り n L . を泌山し、

他 ｈ 良〈、ガラスで ｦｩｬｬ られた Ｇ ｾｮＺ ｊ の ＧＱ Ｂ で、あた

か も 、 人 生 のこi三役のように仮るまう・れである

日本人はガラスの 中の 純 粋 性 と 透 明 j立のある (1

色が好きである 。 そ こ に はr ｬ￭ｾｾ＠ ＨＭｊ というぷｾ，ｾか

ら一 生 懸 命 に 抜 け 出 そ う と し て き た H 本 人 の 安

がある 。 ja: 1別ガラス越しに l止を車11んでお>11¥=を飲

んでいるど内、 ＡｊＺ 性をＩ，ＮＡＮると、ＱＮＧ Ｑ 分もそのｩ￡Ｚ ｲｾｊｾ

1mの1' 1' でそのように演技したし、公持にさせられ

その 小 にダ ｾｪ ｬ ｩＮ｝｣ＨＧ￭Ｇのようにな っ て入 っ てゆく 。

そして、 n分 が そ の 宅 11りのコントローノレに参加l

し て い る と い う 怠 滋 の '1' へ入 っ てゆく・れにより

満 足 感 を 知 る 。 こ う し た 場 合 に は 、 カe ラスを. i l ! i

してお平与さんにどれほど多< iii( 技させるかが、

商 業 }jffi 設 の 判 定 法 郁 と な っ てくる 。 しかし、人

々はこの Ｚｏｾｉ ｜Ｎｉ＼を知 ｬ りなカずらも、その判 ￭ ＮￋｬＮ ｈｉ ，の

k， J阜の' 1 ' に入 っ てゆく 彼らは 「 比る・ Ｉ ｾ J より

む r Ｉ，ＮＡＮられる・ Ｉ ｾ J によ っ て、 n L . の存イJ: を6在か

め、また、 1'1 分の打11 ili( I() 努) ) を他め人々に必め

させようとする 。 大 多 数 の 人 々 は 、 般 か に fZi 与1

ｾｉｉ ｉ ｊ の時 ｉｬｩｬｩ - / ' i ーではないかもしれないが、 lli J-l ¥J を

コントローノレしうる芯 ｉ ｬＭＡえでは官ＱｉＱｪｾＩ］理 Ｑ 者といえ

る の で は な い だ ろ う か。

れでも半年Ｎｦ ｬｬｾ 過ぎると、 Ｑ 庄はそのＺｮ ｾ 泌を取り ｬ パー

し 、 北、鉛 ｾＨｴ を，Ｈ ￭ 下に持 っ て人の ｊ ｆ｢ 、たｼヌ ｬ￹ｩｩ を一

生 懸 命 凡 て い た 。 そんなある時、 i庄が私にい っ

てきた ｊ 亦量丹市を布下に持 っ て人の ｬｬｾ いた ｬ 宝 ｉｉＨｉￍ

をみるのが， ｩｬｬｾ ｨｩＮだろうか」と 。 そこでＭＱＧＱＮは彼

にい ってやった 。「建築主廷であi . Lば こ そ 人 の 関 1M

が 比 ら れ る の で は な い か」 と しかし、 ｉ ｾ ｉ 分で

図 l耐 を 占 い た こ と の な い 彼 は 次 第 に 悠 り を 感 じ

てい った。

もともと阪急' ，[よ'1' . の挫，没msのtt '1'; は l民思! である 。

監互 ｉｉ の イ 上。 Ｉ ｾの成法には ｏ から ＱＰ まである 。 ｩ 設 ＱＱＱ

や 現 場 に は 、 0 という成米ーはイFイピしない 。 それ

だけに盟主ＮｬＡＱｬの イ ｉＺＧ Ｉ ｾ に ｪ 式決をみることは餓しく、

ｩ 逆にￍｩｬｩＺ ｪＡ ，，ｾしにもー比務ま っ ているように比える 。

従 って彼には、 n分の知認がどの. f J l 皮のものか

I=I党 で き ず に 悩 ん で い た よ う だ。

そ ん な 時 、 会 社 は 彼 を 阪 急 エ ン ジ ニ ア リ ン グ と

いう ｅ 没 ｾｦ ・ ｊ ｾ 務所に勉強させるために出向させた 。

勉 強 の 場 を 与 え ら れ て 2 年、件、彼は一人 ljij の 民

- Jj 、 現 代 の 社 会 の '1' ではタブーといわれるも

のヵ、; たなわれてゆこうとしている 。 そ れ は あ た

力、も 、 カ ｐ ラスという ｊｾｈ ヵ εＱＺ 市子とし、う ｾｩｴ て Ｇｦｪ ｬ Ｉ っ

た ｲ ｮ 愛 ｮ 去なＧ全Ａｬ ｉ ｉｊ を Ｑ ＢＱかし、Ｎｦ ｾｖ Ｚ 克のＱＧ Ｑ Ｇ で大きな

ウエイトを Ｎ Ｇｩ めてきた‘ Ｉ ｾと 一 致している 。 ガラ

スというぷ付が! 皮われていくにつれ、ガラスで

fil) られた令 11I 1状況が、人I I ¥Jのむ っ て い た タ ブ ー

といわi . Lるものを| 徐々にではあるカヘ jf:t り! なも

の へ と 変 え て き て い る の で あ ろ う 。

池 築 と い う む の は 人 IHJ を':j: るシェノレターを自1) っ

ていくものであろうが、現代では、カか、なリその

シエノルレ夕 一 f的1内句，忠立也弘:1昧味合をな〈 して k以梓 l山jμ11拍l台 訂 }

.  

てきているといえるカか、もし jれL なし、、。 以 f前iド狗i甘Iは J非ド廿判"常J  日片

に，'，苅;五5刊刊11制仰11出11耐li て，あ つfた』と忠わi . Lる 「カガF ラス J カ《ヘ、 多〈

の人々の千 ＧＱ ド Ｇに入 つ て ｶゆ ｨ き、あらゆる ｾｊｉ ｜ｊ梢成

に使J 1 i されるー)，; により、宅川の ) j -え J 'j の '1' か ら

似 本 的 な る 忠 巧ーの 変 Ij ・J を1J t . してきたともいえる

であろう それは、今まて' イfイ1: してきた 「隠 す」

という笠1/¥1桃 1永の阪本原坦II を 「礼せる J という

}j 1I<Jへ 宅 11¥1 ｊｊｾＨ 却を変えていくということにより

. 1 [ 反対とも忠われる思々椛Jぷ を な し て き た 。 そ

の '1' て"iiii 技をが{ じる人々は、: 止舛伎の1 ' 1' 1 の主人

公のような心. l ! ll でも って 、 そ の ガ ラ ス で (jl) られ

た 空 間 の '1' へ入 っていく 。 そ れ は 、 シ ン デ レ ラ

脱のあのもろいガラスの干It にも似た「おとぎ川町J

の世界でしかないのであろうが、五> ! . 代の泌乱の

'1' でねIJ . i 1L をしてゆく iiilJ 主 将 と し て の 悲 し い 術 命

で あ る か も し れ な い。 また、! 百111寺に' i ' i : J 1J ! : fi であ

り被 ｾｊ ・ ｅ且 ｊ 守て ー あるとい っ た入荷のＱＧ Ｑ Ｇ にあるＧｊＺＺｪ古

ｾｈ ｉｪを Ｑ ＧＱ Lよの I J で自11 り 仰 な い と い う 悲 点 の '1' に

し か ぷ 材 と し て の 「ガラス」は存イ1: し え な い の

かもしi . L なし、 。

透 明 j主z がT: ' /せ l工作iすほど、人の心の1 ' 1' へ 入 っ て

いく・ ｉｾ のでさえない色里ｬＡ省的な空ＡＱ ＱＱｭ 成のぷ ｉｦ

として、ガラスは冷めたく j瓜f，t を' 与し、また、

反 I(U人 々 の 心 の '1' を1 ; 1 ) りきざむとい った，)，; があ

る の で は な い だ ろ う か。 そ れ を 少 な く す る も の

は、日本の民家の1 ' 1' で長い1 - 1 ¥1 使用されてきた FF

F との対比なリ日虫令なりの '1' から探し出すこと

が で き る の で は な い だ ろ う か 。 ( U 佳築企 1'lii "i!.J

.l! 1! 者 へ の i立を少しづつは絞 っているようだが、

相 変 わ ら ず JI，り と 不 安 を 抱 き つ づ け て い る 。与

えられた仕， Ｉ ｾだけをや っ ていては駄目だと彼も

わか って い る の だ ろ う が 、 ク ラ ッチ を 踏 ん だ ま

ま ア ク セ ル を ふ か す よ う で は 、交 iill ラ y シ ュ の

街の1 ' 1'に :Hるには伎此不足だと，tl われる 。 μj.J文

教 判 所 に 入 所 す る に は 随 分 な 役 資 が 必 要 と 忠 わ

れるが 、 安全 ・ 迅 ｪ 率 ・ Ｏｩｻ ｴ ＱｩｾＺ illi 転 を す る た め に

は 、 そ の 投 資 は 彼 に と っ てよ止JI ' とも必要なこと

であろう 内 ( 阪急エンジニアリング K ，K . )  

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
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N S 防煙シャッターは建設省告示第 2564号の規定に適合. グ

政令基準¥火災時の空気圧 2 kgj m
2

時¥煙の

漏気量0.2m
3
jmin. m

2

をはるかに下廻る0.03

m
3

j min. m
2  

( 業界NO. l ) を記録しました。

防煙シャッターの開閉には、業

界最高の性能を誇る、 L 型電動

開問機を使用しております。

御一報次第カタログお送りします。

近年¥ビル火災でのいたましい¥犠'1笠者

の続出はそのほとんどが〈火〉よりも

〈煙〉によるものでその為建築物の防

煙性能の向上ガ一段と重要になってま

いりましだ。

建築物の設計上¥防煙¥防火区画での

シヤ 1ツターの役割は非常に重要なポイ

ントとなっております。

その防煙区画に¥すばらしい遮煙l性能

を備えだ" N  S 防煙シャツタ を¥

御採用下さい。

株式会社日本シャッター製作所

大 阪 本 社 大 阪 市 淀 川 区 社l 川 北 3 丁目 2 番 4 号 屯 話06(301 ) 3656- 9 営 業 所 償 浜 ・大 宮・ 静 岡・千 葉

大 阪 工 場 大 阪 府 枚 方 市 招 提 出 近 1 丁目 7 番 地 屯 話0720(57)4535- 9  

東 京 工 場 川崎市中原区新丸子東 3 丁目 1 1  5  9 番 地 電 話 附044 (411 )  6325 

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市 中 川 区 北 江 町 2 丁目 1 2 番 地 f12諸問052 (361) 7441 

九州支庖・ 工場 福間県粕屋郡粕屋町大字仲原字明布jl 984 - 4 屯話 09293 ( 8 )  4661  

北 陸 ・京 都 ・神戸・ 高 松

広 島 ・北九州 ・大 分 ・宮 崎

鹿児島・ 佐 賀 ・長 崎
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ニュース原綿をお送りください.

住 宅 建 設 促 進 協 議 会 発 足

さ る 11 )) 20 口、育、J反 プ リ ン ス ホ テ ル に お い て 、

( 紛 凶 」 ニ 政 策 研 究 会 、 会 悶 木 村 協 同 組 イ ト 述 作 会 、

:t引き) I i ) 木材組イャ述イ子会、全国木色セメント板工

業 組 作 、 (ω 日 本 法BEt 材 料 協 会 、 ( 甘 ) 日 本 位 築 材 料

協 会 、 日 本 側 'l'e繊 維 板 工 業 会 、 日 本 作 械 工 業 組

合 連 作 会 、 ( 剖 H 本 サ "/ :..-- 協 会 、 日 本 住 宅 〆 マ ヰ J レ

1工業 t6!.1o・1組作、 EI 本 計 官 ポ ー ド 工 業 組 作 、 8 -1三

村妹イトヰ反ｔＺｾ会、Ｈ社片 Ｇ レハプ建築協会的［Ｑｙｩ団体

に よ り 住 宅 池 設 促 進 協，I: M会が辛，'il ))とさ h 、 ・4忘年

J文住宅金融公l i H よ'/i' 規 融 資 の l jqtl l l lW日、 ・民1/ ¥) 住

宅 ロ ー ン の 大 川 町 怜H促進、 .  5011ミj立 住 宅|μl 係 予

ｴＩＺの大中 ｩｴ｜ 拡充の裂盟 ｉｉｾ を、政 ＯＨＮｦ . 与 党l弘l係 当 /，，01

ｴ ニ ＱＩ￺ｈｾ した Ｎ

建 設 業 のジョイント ・ヴェンチャ一

宮 島 一 夫 監 修 松 下 五夫 ・松 尾 政 和 ・山 本 正 夫 著

抱認E業経忠実手あ怨件. h'f文 社 党 行 A5相') . 240 J { . ￥1. 800

わ がI民! の建設さ定的共同企業体 ( J oi n t V ent ur e)  

によるｾ， Ｇｉ ＺｴＧｬＩＧｪ -，X; c立 、 昭 和 25年 に ア メ リ カ か ら 将

入されて以米、大規桜工 ｩ Ｉｾ における ｾ ＢＱＡｾ 方式と

して 吋 自主的によく知 Ｑ られている 。 本 ， ｉｾ は、この

共 同 企 業 体 的 理 解 を 深 め る た め の 法 律 (1<) な味、

効 用 、 形 態 な ど の 角 草 川 、 共 同 企 業 体 的 組 織 と 巡

営、経迎 ［ 総務、それに参考資料として協定 ｉｉｾ 守［

; 打 線 則 的 作 り 方 を 中 心 に の べ ら れ て お リ 、 そ の

) 71市 町 人 た ち に は 好 適 の 円 で あ る . 紙 すiーは、大

林 組 や 、 昭 和 監 査 法 人 に 絡 を お く べ テ ラ ン た ち

で 、 そ れ ぞ れ の 長 、 、 実 務 経 験 が 生 か さ れ て い る 。

なお、 7.1向 、 松 下 両 氏 は 、 日 本 建 築 協 会 の 会 計

f f i . 去に l比j { 系の深い人たちである 。

建 築 基 準 法 改 正 案 等 講 習 会 開 催

さ る 11 H 29 日 御 立 会 館 に お い て 、 日 本 建 築 協 会

ほ か 8 団 体 共il 品 、 大 阪 府 . /(.f 下 特 定 行 政 庁 後 仮

による、建築基1 . ¥' 1法 改 正 築 士 予 の 講 習 会 が 日 目 倒i さ

れ た .

十 日 会 創 立25周 年 記 念 祝 賀 会

さる ＱＱ 月 ＱＱ 日 ｲ 大開 ｉ 溜 ｊ において、創立 ＲＵ ｾ 年

を迎えた、、十日会作 ( 1王l 中 幸三 郎 会 長 ) の 記 念

祝 賀 会 がflli さ れ た。 似 賀 会 は 、 竹 中 錬 一 大 池t61，

会長、 }; ，I
J
村 忠 則 西 日 本 雄 市 上 保 証 社 長 の 来 賓 の ほ

か 十 日 会 只 約 200人 がrl J 席。 過 去25年 を 回 顧 す

るとともに、今後のｾ界的発展と会只キ ｉｉｉｉ の税

陸、協力を宇午、、あった。

西 洋 建 築 思 潮 史

森 田 慶 一 著 ・ 限 定 500ff i> Ｎ非売品・中央図 ｾ ｴ ｾ 刊

本 ｾ ｲｾ は、森田先生が京大退官後、東海大 ＧγＺ 大学

院工学研究科内総ｾや Ｇ ＮＧ ｰ 欠ザＺ生のために減じら

れ た 講 義 的 犯 析 を 保 録 さ れ た も の で 、 そ の 内 容

は、 I 古 代 ギ リ シ ャ の 建 築 忠 !JJ 、 II ウ ィ ト ル ウ

イウスの抱Ａｾ， ｦＧ￻ 川 rl _1世] : ( 7 ) 建築観 N J レ ネ サ ン

ス の 建 築 忠 :tu V  7 ラ ン ス の 建 築 思 泡l vl 古 典

主 義 と ロ マ ン 主 磯 に 分 か れ て い る 。 その簡市! な

文 体 に も か か わ ら ず 、 そ の 建 築 .¥!'.:t!J の正告告さ、

かつ、ずっしりとした ＱＱＱ みが ｾ［￩ む者ーをして ｦ 云わ

っ て く る 小 冊 子 で あ る 。 この，議議童話は、その i丘

町 人 た ち に よ く 知 ら れ て い た が 、 今 般 、 近 畿 所

在 大 学 的 . WIED友 也 教J去 ら の 手 に よ り 、 限 定 出 版

と は い え l場 何 回 を み た わ け で あ る 。 な お 、 I I HU

として九、ろいろなｾｉＯ ｜Ｉｊ i ，収められている。

住 環 境 を 住 民 と と も に 一新 建

ｾＯｲ 独築家技術者ー集団Ｈ祈主目的第 ｉｊｱ 回大会が、

ＷＴ ｾ 三 ＱＱ 月 Ｒ 日 ・ Ｓ 日の同 ｩ 臼にわたって、 ＱＰＰ Ｚｲ ， を

こ す 会 問 弁 支 持1; か ら の 代 泌 只 、 幹 ，).; ら の 参 加 を

{l } て 、 浜 絵 で)Jf . J f 怯された。 rf:主広i境 を 住 民 と と も

に 創 リ か え よ う 」 と い う 大 会 ス ロ ー ガ ン の も と

に 、 現 下 の 不 況 下 を は ね か え す 池 築 家 技 術 者 向

こ ん ご の 活 動 の あ リ 7' j について活機に脅す取され

た 。 釘ｾ 1 日 目 は 、 全 国 15支持1; か ら の 活 動 鰍 告 、

ｾＺ［＠ 2 回 目 は 大 会 議 案 件 を 討 議 ・保 択 さ れ た が 、

m l 日 目 何 枚 に は 、 II! 弘江神主i 境内において、[ " o i，

例 的 「 新 建 ま つ リ 」 が 行 な わ れ 、 「 あ さ り 焼 き 」

グ 川 、 ろ リ を 臨 み 、 ま た 折 か ら 初 米 日 中 町 ベ ト ナ

ム 民 主 共 和 図 的 建 築 家 一 行 を 迎 え て 楽 し い 交 歓

が く り 広 げ ら れ た 。 大 会 で は 枇 後 に 特 別 決 淡 と

して、①不況に苦しむ中小零細建設Ａ剣道 ｉｾｦ［ｈ Ｇｦ ｬ の

危 機 突 政 策 と 住 み よ い 佳 正 当i 境 を つ く る た め の 積

似 的 な 対 策 を 製 笠 す る 。 ② 「 悶 土 利 用 .n一阿法」

的 実 施 を f 了 検 し つ つf主 判 境 を 住 民 と と も に っ く

り か え る 努 力 を つ よ め よ う 。 ③ 各 約 災 容 に 対 す

る 山 検 ・予 l坊 の 対 策 を 住 民 と と む に つ よ め よ う 。

③「節 Ｓ 図利述研究集会アピール ｊ 織 のｾ 践 にと

リ く も う . ⑤ ベ ト ナ ム 建 築 家 代 表 団 の 訪 日 を 倣

迎し ー 照的速 ＧｾｩＧ ，Ｚ・協力を 。 ⑤紘兵桜町持ちこみ

に 抗 議 し 「 非 核 三 原 則 」 の 厳 守 を 嬰 求 す る 、 の

6 つ が 採 択 さ れ た 。

主主 * 去 る 10月 5 日 ー6 目 的 両 日 に わ た っ て 神 戸 で 開 催 さ

れ た 「 第 3 回新m研 究 集 会J は r 住 原 境 を ど う 自1) りか

え る かJ を 総 合 テ ー 7 にして、パネルディスカ' / : - ' ョ

ン と 「 歴 史 的 環 境J r街 づ 〈 り j r 日 開 問 姐 J r建 築 計 画J

の 4 分科会がもた札、っき' の 4 .#. を確I i ! . L ア ピ ー ん を

だした.

I 住 環 境 を 住 民 主 体 で 自1) り か え る 課 題 を た だ し 〈 と ら

え 、 そ の 理 論 技 術 を 深 め . 発 展 さ せ 、 積 極 的 な 徒

系 づ < ' ) をおしすすめよう.

2. !主J J ; l 境を住民主体で創りかえるために、自治体的役

割l を 量 級 し 、 は た ら き か け を つ よ め よ う .

3 歴 史 環 境 を 守 り 育 て る た め に 、 保 存 運 動 を 住 民 主 体

的 ま ち づ 〈 ゅ の 主 要 な 指 標 と し て 発 展 さ せ よ う .

4 まちづ〈りについて住民と民主的肘演をj J J j めるなか

で、日. I ! l ¥問題を解決させることを基本とし、日照基

地 町一 方 的 制 定 に 反 対 し よ う .

企 企 ￥ ￥ ￥ ￥ 込 企 五 ￥Mh 樹 の話シリーズ・ 5 ba企企A 企 企

く ろ ま つ Pi nus T h耐 rgi i Par l  

い わ ゆ る 日 本 的 風 殺 と い う む の が イ メ ー ジ さ れ

る と す れ ば 、 そ の 背 奴 に は 松 が 欠 か せ な い だ ろ

う。 EI 本 三 景 を 形 づ く っ て い る の は 松 で あ リ 、

古 仰 の 景 観 に は 松 林 が 大 き く 得 与 し て い る 。 ま

た、おめでため ｲｦ ｴＺ には伊 ｉ らかの ｊｾ て寸古とがでてく

る 。 Ｔ 会は ＧＭ［ｩｾＧ にあおい誕を保っていることが、古

米 」 主しとされたのであろう 。 松は Ｂｉ［ｾＧｾｒ てー雌 ｬｩｬｩ ｬ ・ ＮＩ

株 で あ る が 、 松 策 は お よ そ 二 年組経てば枯れ' 1 1 ; ;

ち 、 松 ぽ っ く リ も 二 年 で 成 熟 し 、 か さ を I) f . ) き胤

で ｦｩｦｩ 弓乙を ＱＱ を ｃ ［ｦす 。 杉ｾ ｾ 挺も Ｔ 公 Ｑ ＱＢっくりもともにか

つ て は 燃 料 と な っ た し 、 松 裁 は タ バ コ 畑 町 州 ; 肥

と し て も 役 立 っ た 。 !t lc 人 肉 食 べ る も の と し て の

祈 が あ る が1-1' 悶 で は 松 町 突 を 食 用 と す る し 、 車i'f

榊ｾ主分を含んでいるらしい 。一 般に松と呼ばれ

て い る も の に は こ ま 慌 の く ろ ま つ ・あかまっとT i .

裁 の ご ょ う ま つ ・は い ま つ 等 が あ り 、 と ど ま っ

や え ぞ ま つ ・か ら ま つ は ヒ マ ラ ヤ ス ギ 守 ; と 1，; ) じ

〈 ま つ 科 で は あ る が 属 が i @ う . く ろ ま つ は 11.1::地

内海岸地方に生える樹皮肉 ｉｾ 音瓜色のむので、 ｬ 付

l出I也 、 や や 北 万 に 多 い 樹 皮 肉 亦 褐 色 の あ か ま っ

と区別される 。 ｊ ゐ宇Ｇｬｾｾ，Ｎのｼ品 ｬ のｊｩ本給はくろまつ、

松 山 の 松 は あ か ま つ で あ る 。 海 岸 町 砂IIJi、 II;/}/，民

の 用 に 松 を 利 用 し て き た の は 日 本 独 特 の む の で

あ る . くろまつは而 Ｎｴｩｎｗｾ があリ、乾協同激しい

砂' l ' ( i ' } l 土にも ' (f ち 、 移 秘 力 が あ る 。 ま た 、 松 首

は去二イ凶であるので、現在ではコソレ 7 場 制 裁 に 大

正に f! l : ! われている。 ゴ J レ7 士必とも、う白? - ! ¥広1写LI ニ

劣 Jι1 な 場 所 に Ilo.t え う る み ど り と し て 、 日l じ 海 岸

"1' 1:刷 物 で あ る 芝 と と も に 活 用 さ れ る の で あ る .

か つ て 幕 府 が 日 光l靭 総 攻 守r 的 財 政 弘mの 折 に 才i J:.IT

ｬ 二 の土塀のコ二ｾ ＧＨ が乏しく、やむなく制えたのが、

現 在 の I主城町平7垣 上 の 松 と い う 祈 む 残 っ て い る 。

4公は 1，! . ! { . 正に. f t ( ( えイ寸けるが、千Fi 凪のオミと i盆ってオく

を 注 が ず 、 彼 J[: の 土 を 杭 で よ く っ つ く 、 い わ 申

る 土 恨 め を 行 う o r，'i 木 を 移 槌 し た l燃 は 幹 に 縄 を

巻 き そ の 上 に 泥 を 主主 り 付 け て 謎 生 す る . 松 は 成

長 が 非 常 に 早 〈 、 毎 都 新 芽 の 延 び は 激 し く ー ヶ

所から数本町芳三が，'.1:1る 。 こ の う ち や が て 強 胤 な

ど の 彬 轡 で 残 っ た 部 分 の み が 生 長 し 、 あ の 〈 オ

く ね し た 不 可 花 形 的 樹 F担 と な る 。 宇'lh 亡 が 洗 わ れ た

リ 、 盛 り 上 っ て 独 判 ー の 線 上 が り 松 と い う 設 に L

な る 。 こ う し た 4会 的 自 然 砲 を 人 工 (1<) に 作 る た め

に、庭r " J i は 務 に み ど り 摘 み を 行 い 、 盆 裁 で は 根

を 洗 い 針 金 を か け る 。 一 方 、 あ か ま つ も 花 I孟i岩

風 化 土 を 好 み 、 怖 の 必 と H乎 ば れ る よ う に 稜 線 の

栄 養 分 の 少 な い 場 所 に 生 fr す る 。 あ か ま つ の 材

はかつて| 品l四 方 而 で は1宋 伎 と し て 利 用 さ れ た が 、

その赤味町村と術脂を ｾ ｉ 三 かしてぞうりの否認で腕

き白地. ' 1 ｾしされたものという 。 まったけがとれる

の も あ か ま っ 林 が 主 で あ り 、 ，.，.， 岡 地 方 が 主 産 地

で あ る 。 i丘町i は ま っ た け に お 目 に か か る こ と カe

ｰ なくなっているカヘ Ｔ 会自 ｦ 本も与大都にｾＧな〈な

っ て い る 。 Il f . ) 発的 V皮肉』数しさによるi ! I :tiHI 勺i成 少

と 、 か つ て の よ う な 紡 採 集 が 行 な わ れ ず 経 済 林 で

ない何で放泣きれ、耳石実 ｮ がはびこり、日 ｰＧＨｾ がＧ止Ｎ

くなったり、土壌の養分が. 1 ' ( ' 1し て か え っ て 松 が

衰 え る と い う 現 象 が み ら れ る 。 京 都 の 西 山 は 東

山 町 方 に く ら べ て 11日発 的 波 に お か さ れ な か っ た

ので、 mn : 権 樹 林 が 復 元 さ れ 、 か え っ て 松 が 少 な

〈 な っ て い る 。 < ろ ま つ は あ か ま つ に 比 べ て 幾

分 大 気 汚 染 に d虫 、 、 と い わ れ る が 、 針 主題 樹が 一 般

に 大 気 汚 染 に 泊 昔 、 、 と い う 何 で は ほ と ん ど か わ ら

な い 。 大 会L 汚 染 や I)f.)発 的 被 に 寄 る 地 下 水 脈 の 変

化 守E に よ る 樹 勢 の n え は マ ソ ク イ ム シ の 1・2 入 に

対 す る 松 ヤ ニ の 修 復 機 能 の 低 下 を お こ し 、 ま た 、

虫 を 食 う .1.b円 減 少 も わ を か け て 立 枯 の E白 星 状 況

を つ く っ て い る と 巧 え ら れ 、 日 本 的 長 観 と 呼 ば

れ る む の の 変 れ が 進 行 し て い る 。 ( 陥1線 記 )

- - =植すの書舌 シ リ ー ズ に つ い て ーー- -

本: y 1) ー ズ は 昨 年 の 白o9  ｊｪ ｽｴＮｾ Ｎ・ ｷ ｲ みどり」を契機

に 始 ま り 、 昭 和52年目": ; 3  J ，J- ま で の 予 定 で 、 身 の

ま わ り の 倒 木 に つ い て エ ピ ソ ー ド を 紹 介 い た し

ま す。 本 側 を 切 抜 き 7 ァイ J レ さ れ 、 み ど り へ の

配 慮 を 深 め る た め に お 役 立 て 下 さ L 、。
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空Eヘ周T ネルギ一自約f

断熱/ ニ重カヲス万/ 横軸回転/ ケフヲインド内蔵工J胸h眠言ヨ翠

石油( 二電力) エネ射yレキ一の危機が大きな社会問題となつてし迫る

今佃日

エルミン窓は空調エネルギ一の大巾な節約を実現します士二さらに

;湖苛叡駒〉渦筒単な祈才欄黄鄭車由削18ωO度回陣車淵茸、遮蔽鞍〉滴高しずラ到イン沖ド内蔵など

。すぐれた断熱性 と気密性で、空調設

備費・維持費を大巾に低下させます。

870協の空気層をもった二重ガラスが

騒音 を遮断します。

@ 横軸 180度回転機構により 、外側のガラ

ス清掃が室内カ、ら簡単におニなえます0

0 内蔵 されたブラインドは遮蔽率が高

〈冷房費の節約になります。

@ 内蔵 されたブラインドは損傷しにく

〈、維持管理が容易です。

。 二重ガラスとサッシの断熱材により 、

結露を防止しま す。

@ 確実なロ ックと 気密材によって、素

晴らしい水密性を発揮 します。

。独得な 製造方法によ り、 精度の高い

窓、大型窓 も簡単にできます。

国日本工［ｾ三コｾｾＺｊｊ株式会社 二阪営諜 ＲＲＲＲＵＱＲＲ ょ ｺｲｺｺｺ 品 川 ［ ＱＲＲ 弘 ｉ Ｈ 代表Ｉ
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ロ写真と慨' l ! ! をどしどしお j量リ( 1-" さい内

凡仰IJ :  a 所イ' U也 b. "股I也l(!j fi'( c. Ｎ ｩｬｬｾｉ￟ｩｨＧＨ＠ d  抵 l向i W e. hYti 主総悦 f. 1てJUJ
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抑
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M

t

t

掛
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昭

司

自

設

富

ト

l

E
建

市

刊

立

松

地

川

川

町

富
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?

和

活
川

n
a

市

計

工

3

.

8

設

施

a

b

e

d

e

f

宮新 1055.  奈 良県浄化センター( 管理課) 1056. 住 之 江 庁 舎

設 計 ・側日本水道コンサルタン ト

施 工 . 奥 村 組 関 西 支 庖

a  帯良県大和郡山市額田部南町， 瞳地問川西村

b  全面積58. 6ha m'

c.  ( 管理練のみ ) 2216.9m'  

d .  ( 管理織のみ ) 2043. 6m'  

e .  R  C 進、 B 2 、 3 F  

f  昭和47年 10月~昭和49年 10月

区

設 計 . 安 弁 建 築 設 計 事 務 所

施 工 奥 村 組 関 西 支 庖

a  大阪市住之江区御崎3丁目 l 番7号

b .  5700. 0m'  

c.  1913.94m'  

d  .  5933 .  38m'  

e.  R  C 、 B I 、 4 F  

f  昭和48年 5 月~昭和49年 7 月

1057.  ブ ン ミ ッ ト ビ ル デ ィ ン グ I 1058.  弘

設 計 : 竹 中 工 務 庖

施 工 :竹中工務庖・大林組・三井建設

a .  ? イ国パンコク市シーロム路

b .  6，096.4m'  

c .  2，124 .3m'  

d.  ｈ ， ｾ Ｕ Ｎ Ｕ ｭＧ＠

e .  R  C 、 12 F 、 P I  

f .  11百;l1J 47年 11月ー昭和49年 5 H

円恒

合 ピ

設 計 : 清 水 建 設 側 大 阪 支 底

施 工 . 清 水 建 設 側 大 阪 支 庖

a .  J巨大阪市長堂 1 - 1 0 1 - 5

b .  1，08J . 12m'  

c .  970 . 14m'  

d.  10，819.80m'  

e .  S  R  C 、 B 3 、 9 F 、P 2

f. 昭和47年 8 月~昭和49年 4 月

近彼自動車道

1060.  紀の川サービスエリア休憩施設

設 計 ・側 昭 和 設 計

施 工 : 大日本土木株式会祉大阪支唐

a  和 歌 山 県 和 歌 山 市 字 北 野

c. 2. 223 .456m'  

d .  1，713. 956m'  

e .  R  C 、 1 F  

f  昭和48年 11月~昭和49年 7 月

1061. 関 西 電 力 練 式 会 社 大 津 電 力 所

設 計 側新日本技術 コンサルタント

施 工 ・関 電 興 喋 株 式 会 社

a . 大 津 i!i 秋 諜 台 1 4 ー 1 3  

b.  3，144m'  

c .  365 m'  

d .  680m'  

e.  R  C 、2 F

f  昭和48
i
jC 7 月~昭和49年 2 月

ル I 1059.  大 昌 通 信 建 設 糊 本 社 ビ ル

設 計 ・日本総合建築事務所大阪支所

施 工 . 共立建設株式会社大阪支庖

a . 吹 田 市 広 芝 町 5 - 5  

b .  1，155.88m'  

c .  402.  66m'  

d .  1，656.25m'  

e .  R  C 、 5 F  

f . 昭和48年 11月ー昭和49年 8 月

1062.  関 西 電 力株 式 会 社 長 奥 寺 変 電 所

設 計 :側新 日本技術 コンサルタン ト

施 工 : 関 電 興 業 株 式 会 社

a . 1 2中 市 長 興寺 北 3 丁目 I 8 5  

b .  1，009m'  

c .  ｾｉ ｭＧ＠

d .  665m'  

e.  R  C 、 2 F  

f  昭和48年 9 月~昭和49年 5 月
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5 6  

7 宅' ; . J I.... ごl ' . . :  

マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

耐久性のすぐれた防湿床材

特 長

耐久性 : i耐久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低〈、ホコリなど生じない。

3  すべり抵;抗'性 : すべり抵; 抗. ，性にすぐれている 。

4  復元性 : 弾性があり、万一亀裂ができても使用している問に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 圏、@

FLl NTKOTE 

、_，

フリ ン トコートにつ い てのお問合 せは下記 へ

。
ｪ 限式会 ｦｦｩ￭ シェル厄 ｾｩｘ 版発売所
つ ｆ 宅 ｉｾｉＭ こＱＺ " _ I - 施工販売部

大 阪 ⑥532 大 阪 市 淀 川 区 西 中 島 2 丁 目 11番 30号 宮 ( 06) 303ー7 13 1

東 京 ⑮104 東 京 都 中 央 区 宝 町2 T 目4番 地( 第2ぬ η 彦 ピル3階 ) 宮 ( 03) 562 - 4646 

名 古屋<! ! : ! >461 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日 本 橋 ピ ル4 階 ) n ( 052) 931 - 8537 

広 島 ⑮730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西 林 ビ J レ3 階 ) n ( 0822) 21 ー 1224

福 岡 ⑥810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 l ー l ー 5 ( 舞 筒 ビ ル 3 階 ) 含 ( 092) 77 - 1961 

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 



建築の眼

1 月号より 6 月号 ま で下 l e 4 氏 てー担 当

ハ イ7 ートロ ス

故 郷 を 失 な う

近 世 が 生 ん だ 思 想 家 に 荻 生 狙 微 が い る 。 狙 僚 は 元 禄 の 世 に 生 き 、 そ の 華 麗 な 文 化 の か げ に ひ そ む 矛 盾 を さ め た 眼 を も

って鋭〈感じと って い た。 分 国 制 の も と 、 き び し い 身 分 秩 序 に し た がって 建 設 さ れ た 江 戸 を 中 心 と し た 城 下 町 の 都 市

生活を 、「今ノ世ノ入、百姓ヨ リ外 ハ 、 武 士 モ 商 人 モ 古 郷 ト イ ウ モ ノ ヲ モ タ ズ 、 雲 ノ 根 ヲ ハ ナ レ タ ル 境 界 ナ リ」と 批 判

した。 それは 中世 末 期 に 深 い 地 域 的 連 新 感 で 結 ば れ た 町 づくりと者日市 迎 合 を 否 定 し て 成 立 した 城下 町 に 当 然 も た ら さ

れ る 矛 盾 で あ った。

現 在 、 通 信 連 輸 の 技 術 革 新 に よ って 、 世 界 の 人 々 を へ だ て る 距自If: は 急 速 に小 さ く な っ た 。 私 た ち は 人 類 の 月 表 面 へ の

菊 地 の 瞬 間 を 茶 の 閉 め テ レ ビ で み る こ と さ え で き た 。 し か し 反 面 、 都 市 の ア ノ マ ー ト の 一 室 で 、 そ の 死 を み と る 人 も な

く、死後も気づかれずにすごされた君主人のいたましい報道をきベ 。 都 市 に 人 口 が 集 中 し 、 高 密 な 居 住 空 間 を う み だ し

ながら、かえ って 私 た ち は 孤 独 感 と 疎 外 感 を 深 め 、 な や ん で い る の で あ る 。 f且 練 が 指 摘 し た 「 故 郷 喪 失 」 の 現 象 が 、

はるかに深刻! な様相をも って 日 本 の 各 地 で 進 行 し て い る の で あ る 。「故 郷 喪 失 」 の 悲 劇 を 克 服 し 、 都 市 に 人 間 的 交 流 を

回 復 さ せ る た め の 努 力 を 多 面 に わ た って検討すべき Jl寺 に き て い る よ う だ。 (Ni )

は み 出 し 建 築

H乍 今 の よ う に 都 市 が 建 て こ ん で く る と 、 建 築 と 環 境 と い う 問 題 が一 般 に 新 た に 認 識 さ れ る と と も に 、 建 築 が 都市像 を

左 右 す る 最 大 の 要 素 と な る 時 代 と な った。

と こ ろ で 、 街 を 歩 い た り 高 速 道 路 を 走 って い る と 、 ハ ッ と し て も う 一度 見 直 す 建 物 に 出 く わ す こ とがあるが、 これ は

そ の 建 物 の 姿 、 形 の 美 し さ に 打 た れ る l時 も あ る が 、 そ の 形 態 ・高さ ・ボリューム、または宏、や壁の色等から瞬間的に

受 け る 一種 の 抵 抗 感 で あ る 場 合 が 多 い。

こ の よ う な 建 物 に 共 通 し て い る も の と し て 、 何 か が そ れ ら の 建 物 か ら ほ み 出 て い る こ と に 私 は 気 が つ い た 。( も ち ろ ん

容 積 率 ・建 ぺ い 率 や 高 さ 等 の 建 築 制 限 に 迎 合 し て い る の で あ る が) つ ま り そ の 建 物 の 持 つ一 定 の 空 間 以 上 の 周 囲 の

空 間 の一 部 を そ の 建 物 がl喰い取 って お り 、 そ れ が 周 囲 の 人 間 の 呼 吸 を 困 難 に し て い る の で あ る 。

日照 問題 や 環 境 破 壊 を 起 し た り 、 都市景 観上 云 々 さ れ る 建 物 は す べ て こ の 類 に 属 す る と い え る し 、自 己 主 張 や 自 意 識

過 剰 の 建 物 に な る こ と こ の 傾 向 が さ ら に 著 し く な る 。 設計 図 の 段 階 で1証み出 L建 築 に な る か 否 か を 見 き わ め る こ との

で き る の は よ ほ ど 非 凡 な 建 築 家 に |浪 ら れ る の だ ろ う が 、 私 ど も 大 い に 心 す べ き こ と で あ ろ う 。 ( M )

街 の ス ケ イ ル 感 と . • 
見 知 ら ぬ 外 国 の 街 で 、 訊 ね 訊 ね 目 的 地 を 探 し 歩 く と き 、 そ こ い ら の 人 達 が く右 へ曲 って 左 へ 折 れ て 5 分 も 歩 け ば 着 き

ますよ 〉 と言 う。 そんな場合、別に道を間違えてもいないのに早くても 7 - 8 分、遅ければ10分 も か か っ て し ま う こ と

がよくある 。

永らく階f[ れ て い た 今 浦 島 の 日 本 へ 帰 って 、 見 な れ ぬ 街 並 に 驚 き な が ら 人 に 訊 き 訊 き 目 的 物 を 探 す と き 、 路 が あ ま り半IJ

り事jg くて途 中 で 五 里 霧 中 に な る こ と も 多 い け れ ど 間 違 い さ え し な け れ ば 、 人 が 10分と 言 えは、多分そ こへ は 7 - 8 分 で

早 け れ ば 5 分 位 で 若 く の が45乙通 み た い だ。 そ こ に は 人 の ス ケ イ ル 感 覚 に 恨 さ し て 笑 距離 に 対 す る 過小 評価 と 過 大 評価

カずある 。

日 本 の 街 で は 、 家 と そ の 隣 り の 聞 に は 必 要 以 上 の 表 情 の 差 が あ る け れ ど 環 境 と し て の 視 覚 要 素 の 単 位 が小 き す ぎ る の

で 、 そ の 表 情 は 雑 然 さ の 中 に 埋 没 し て し ま い 、 街 並 と し て の 性 格 が 形 造 ら れ ず 、 街 の 有 様 は 極 〈 近 隣 の 人 々 に 暗 黙 の

うちにしか半IJ ら な い よ う な 構 成 に な っ て し ま い 、 は じ め て の 訪 問 者 の た め の 索 引 付 き の 案 内 地 図 さ え 作 れ な い 。 も と

も と そ こ に は 人 の 巾 広 い 自 由 な 動 き は 存 在 し な か っ た し 、 だ か ら そ れ へ の 対 策 も 必 要 と せ ず 、 し か も 、 そ れ を 不 自由

と感じない く自 由 の 欠 洛〉 がそこにある 。 ( K )

地 熱 利 用

太 陽 熱利 用 と い え ば 、パ ラ ボ ラ ・反射鋭 な ど に 象 徴 さ れ る よ う に 地 熱 利用には、 l噴汽!騒 音 と 松川 発 電 所 の 冷 却 塔 が 目

に 浮 か ぶ。しかし、これらの典型的なイメージに惑わされぬようにしよう 。 太 陽 熱利 用 の 最 た る も の は 植 物 の 緑 で あ る

とい った 飛 躍 を 行 わ ぬ ま で も 、 従 来 、 技 術 で 屡 々 用 い ら れ て い る 地 熱利 用 形 態 を 忘 れ て は な ら な い。井 水 冷 房 や 井 水

ヒ ー ト ポ ン プ は ま さ に 最 も 賢 明 な 地 熱 利 用 法 の一 つ で あ っ た。 還 元 井 を 用 い れ ば 地 盤 沈 下 の二 次的公害を生まずに、

夏 冬 の エ ネ ル ギ の 警 熱 体 と し て 利 用 で き る 。 こ の 形 の 年 間 ヒ ー ト バ ラ ン ス は 生 態 系 に 影 響 を お よ ぼ さ な い 理 想 像 で あ

る。 海 抜 4 m以 下 の 三 角 洲 上 の 上 海 で は 長 年 に 亘 って 地 下 水 汲 み 上 げ に よ る 地 盤 沈 下 に 悩 ま さ れ た 。 とこ ろ が 冬 濯 夏

用 、 す な わ ち 地 下 水 の 冷 た い 夏 は こ れ を 冷房 等 に 利 用 し 、 地上 水 の 冷 た い 冬 に 大 量 水 を 地 中に 注 水 す る と い う 蓄 熱水

槽 と し て の 大 地利 用 を 行 い 、 沈 下 し た 地 盤 を 復 帰 さ せ る と 共 に 、 水 温 も 7 ' C低 下 、 水 量 の 使 用 も 減 少 し た と い う 。

目標を定めるとその最高効率化を図るため、 一 定の パ タ ー ン を 生 み 出 して副次的公 害 を 発 生す るこ とが多い。 テクノ

ロジー ・ア セ ス メ ン ト が 要 請 さ れ る 所 以 である 。 環 境 庁 が地 熱 利 用 に 待 っ た を か け た の も あ な が ち 無 暴 と は 言 え ぬ理

由カずここにある 。 ( N a)
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' マルチテメ4レル つやのよい4彩 服 の立体 感 豊 作 高 級 な 〆 三， J J

直接雪つてのナごτ建築畑仕上げ材炉すす

f Vj J 二塗! 肢が民〈 尉 候 佐 ・耐本性にすて。れ 変 鈍 色ψ なく 光 沢 保 J

三子 ノ持 性 が よ い の で 建 築 外 壁 の 防 キ 加 工 に 逃 し て お り ま す

ふ た 1 J ち 赦 じ ゴ'ンクリートテ是ルタルなどの無機質材持に直

' 後施ゴどができる'cry'Z" 左官工事が省略でき /  〆 ー ， ;  ... 

長期j 間奨鋭を保持します

ム ¥ デザイ，〉も， 高 原 r 筑 紫 ・近 江 ・箱 娘 ・者 野と以前に比較し ，

.  - 新新な主主のにタ，りました f 'L  A  

， wFしいカ写ログ¥i H上 げ ま す の ぞ ・ 弘 社 ゐ 璃 社 保 へ お ハ ガ キ で お 申 山 み 〈 だ 車 い

今関ヨ5ペイント

/.: 
， • 

， 

， 

/ 〆

， 

， .  

， 

、

.-

、、
、

.. ・. 、
、- 、

、・

¥ 

/ / ノ ノ

、・、

、. .、

、

、
.  

、.

‘ 〉、

.  



1 9乃

特集. 図書館

.2月号 特 集 予 告

東海の新建築

.3月号 特 集予 告

インテリア

・4 月号 特 集予 告

P C 版を使用した プレハ プ住宅

・5 月号 特 集 予告

社会 ・建築 ・法

建 築 と 社 会

⑥第56集(1917年創刊)

SPECIAL FEATURES ON LI BRARY 

'75年を迎えて/ 日本建築協会会長塚本猛次

大阪中央卸売市場新本場 、京都市大受市営住宅、協和銀行大阪支庖 ・大阪本務セ

ンタ一、西武タカツキショッピングセンタ一、西協力ント I) ークラブハウス、ホ

テルドゥスポーツプラザ、舞子グランドハイツ、 Z町桜酒造丹波工場、藤井寺市立

市民総合会館、新大阪地産ピル、京都労働会館、予告良大学、荻窪勧業ビノレ、西道

駅士官『分淡住宅、ハイツ苦楽園、中百舌ｾｾ第 Ｒ 高層団地、 川 西 市 交化会館、環境科

学研究所、広 jゐ修道大学、日本生命博多駅前ピノレ ー ...・ .. .. .... .. .. ... 2  

日本建築協会常設委員会本年の抱負/ 日本建築協会常設委貝長 ・… ・・ .... .. 28 

日商岩井附大阪本社ピノレ新築工事の見学会 ( 第 2 回)。 消酒白骨の西寓工場見学会。

若い会員の集い ・解体修理中の古建築見学会(3)一清水寺釈迦岱 ( 重文 ) と成就院庭

図一。日本建築協会名詐会長 竹膝健造先生米寿を祝う会開1mご案内。会nの受章。 一 29  

ｩｬｬｾ 事法準法の 一 部改正案に対する条項 別 の解説Ｏ梶原明 一 49  

ガラス ・ ｾｦｭ ・ 人間 Ｏ 上谷重男 。 私の職場 ｎ ｯＮ 7  ( 会社営終 〉野沢 I明雄…ー ....51  

住宅建設促進協議会。建設業のジョイント ・ヴエンチャ一。建築基準法改正案等

総習会開催。 十日会創立25周年記念祝fi 会。 西洋建築恩l制'1 11: . 住環境を住民とと

もに一新雄。樹の話シリーズ 5 ( くろまつ 〉 … ・・ ・・ ・ ...・ 53 

最近竣工した新建築 9 .<!f ( No. 1054- 1062)  .. .. .... .. .. .. .... …・・… ・…・ ・・・ ・・ー ・ ー55

故郷を失なう ( ハイマートロス ) / 西 川幸 治。 はみ出し建築/ 三品 哲 夫

マ討のスケイノレ感と … " / 北 島 道 生。 地 熱利用/ 中原信生 ・・・57

ユニットを組み合わせた「プレハプ住宅」 ・ ・ .. . .. . …  …・・・・・・ 60

年 頭 の ニ と ぱ

昭 和 49 年 中 に

竣 工 し た 新 建 築

負

告

法 令 コ ー ナ - 87 

読 者 の 頁

建 築 と 社会 ニ ュ ー ス

ス ケ ッ チ ブ ッ ク

建 築 の 眼

抱(J )  年本

会
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VOL. 56 1975 

表紙 ・きり鎗デザ イン 加 踊 . 明

1931年大阪に生ま れるa

大阪市奥術研究所に学び. 現日本捷

術会会員.

主な作品 . r大阪肉民話， ( 1911年

• r  l : 方落語よ η ，r浪 速 行

商風俗 ，(1972年}

• r大阪の揖r . (1973年

・1973年 N H K企画制作茂

木草介作 rけ勺たいな人

』々 タイトル樹

宅 大阪市北区天満惜筋1- 55

天満楊 ｾｴ 問地 倒。 号

話 ＰＶ Ｍ ＳＵＳ ・・ ｾＳＰＳ
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自
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こ れ か ら の 図 書 館 ・・

企 画 か ら 作 品 ま で

兵 庫 県 立 図 書 館 + 明 石 図 書 館 ・ ・・・ ・・ ・… ・・・…一 近 沢 輝 男 / 竹 山 清 明 … 68 
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94 

図 書 館作 品実 例
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替 館 ・枚 方 市 立 香 里 ケ 丘 図 書 館 ・赤 穂市 立 図 書 館

国
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北 縦 符 造 ! 布 岡 安: i可 自 治 官
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白 井 周 ニ i 生 回 附 史 :- J、川 克 彦

菅谷健 ｾ Ｚｬ 土 文 三 : 1- . 1，凪正行

間 田 正 典 i 大 野 義 照 j 干i m 11. 事亀

高野考二郎Ｚ健闘術事ｾＺ松 ＱＢ ，Ｍ ， 棋史
谷 口 尚 武 i 尾 路 義 一 j 竹本主た閉

山 国 幸 一 ! 布 図 繁 夫 i 昆 忠 111

1 f t 辺志: 111 :本 勝 :1夜 困 難 次

副 審 員 長 ! 阿国圭司 i 山 下 博 司

績 山 厳 - iI雪 野 孝 : 1 : 議 議

開唱団正奨 i 浅 野 満 男 . -ゴ. 陳情敏

ｾｩ 噌昌利 ｪ 平林 掌 i 久 保 田 過 也

・..員 i 梶 原 明 j 渡 辺 恵
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大 規 般 地 中 121害 撤 去 を 伴 う 地 下 工 事 / 木 村 征 夫 ・・・ ・ ・ ・ ・ … 113

，建 築 家 の た め の 「みどり J 学 習 会 一 街 中 の 樹 木 の 観 察 / 本 回 !l.':t .恨 来 設 二

悶 頭 良 之 助 ・原 田 泰 紀 .. ....... 114

新年のごあいさつ Ｏ 坂古矧ｾ •••••• . •••••• ..• ••• .. . .. •••. •.• ••. •... ・ ・ 116  

日本，建築協会月1 i ¥J の !l! IJ き ( 昭 和49年 11 月 分 ) ・・ ー ・・ー ・… … … 117

構 造 の 頁 7

設 備 の 頁 7

施 工 材 料 の 頁 7

若い会員の集い レポー ト

日本建築総合試験所だより29

月 報

輔副院人松 井 昭 光

印 刷 昭 和 50 年 1 月 初 日

発 行 昭 和 50 1l ' 1 l'1 25 日

発行 へ 編 中 定 三 郎

発行所 i 村:) 日 本 纏 築 協 会

大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 3 7

電 0 6 - 2 3 1 - 9 6 4 8

鎌 待 ロ 曜 大 阪 3 9 9 7 5

印刷所凸版印刷綜式会社関西支社

大阪市緬島区海老江上 4 - 23 
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売 価 1部 6 0 0 同 ・ 送 料 共



第20図工高生デザインコンクール入選作品

応 募 作 品94点 の う ち 、 予 備 選 考 、 第 1 次 か ら 第 4 次

ま で の 本 審 査 を 経 て 、 入 選 作 品 10 点 を 決 定 し 、 う ち

最 優 秀 作 品 1 点 を 選 定 し た。

応募校 12校 応募点数 94点

審査会 昭 和49年 10月23 日 附 に 開 催

審 査 委 員 長 / 野 々 村 五 四 男 審 査 員 / 池 田 有 隣/ 出 江

'J'l. / 江 川 好 巳/ 大 久 保 昌一 / 大 津 敏 附/ 片 倉 健 雄/ 梶油、

恒 男/ 亀 井 晃 治/ 久 保 田 進 也/ 小 角 亨/ 田 中 弘 成/ 前 田

高 f色雄/ 松 崎 淳 / 山 本 純 孝 ( 50音 順 ・敬 称 略 )

設 計 課 題 : ユ ニ ッ ト を 組 み 合 わ せ た 「 プ レ ハ ブ 住 宅 」

主 催 : 日 本 建 築 協 会
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設 計 要 項

l 敷 地平坦な敷地で自由に: t t t定する 。

2. 規 桜 . 独立住宅て' 延べ面利Iは150m
2

以 下

( 階数は自由)

3 ユニント 1 ユニットの床面 積は由ii<:;k3Om

2

までとする。

ユニ y ト/1¥1のジョイント方式および輸送条

件はとくに考慮、しなくてもよし、。

4 椛 ii!i 自由とする。

5. 家 族:(i Y/成 夫 婦 と 子 供 1 人または 2 人( 男女各 1 人)

ｾ＠

総 評

今 回 の 設 計 課 題 は 、 ユ ニ ッ ト を 組 み 合 わ せ た 「 プ レ ハ ブ 住 宅f と い う 、 術 造 ・古血工その他現実性に係わ

る 点 で は と っ つ き に く い 面 も あ る が、 き わ め て 「 今 目 的 な 住 宅J という諜題であったため、 94 点という

多 数 の 応 募 を み た こ と は よ ろ こ ぱ し L 、

応 募 作 品 の ほ と ん ど が 、 現 代 の 求 め る 課 題 の 趣 旨 に 十 分 こ た え た 努 力 作 品 で は あ っ た が 、 な か に は ユ ニ

y ト区分 に つ い て 明 維 を 欠 い だ 作 品 等 が 、 か な り み られ た の は 残 念 で あ っ た。

審 査 に あ た っ て は 、 弁 務 査 員 そ れ ぞ れ の 立 場 か ら 意 見 を だ し て い た だ き 討 議 を か き ね 、 4 次 に わ た る 審

査 の 結 果 、 故 優 秀 作 品 を 含 む 入 選 作 10点 を 選 出 し た。 入 選 作 品 以 外 も 、 す べ て 努 力 の あ と が 著 し く 、 今

後 の い っ そ う の 研 さ ん を の ぞ み たい。 ( 野 々 村 五 四 男 )
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特集・図書館

- 総論

こ れ か ら の 図 書 館 / 森 耕一

・企画か ら作品まで

兵庫県立図書館+ 明石市立図書館 / 近沢輝男十竹 山清明

同志社大学図書館 / 栗原嘉一郎

茨木市立図書館/ 津井平一

. ル ポ ル タ ー ジ ュ

地域図書館をた ずねて/ 篠塚宏三 ・中村恭三 ・片倉健雄

・関西における図書館作品実例

本特集は計画の分野の企画からはじま ったが、新年号にふさわしい題目をえらぶことも考えたものの、最近の

地域社会における図書館活動の必要性が高まっ τ いるので、あえて 、図書館をテー7 に特集を組むことにした。

編集企画にご協力いただいた幹事は、栗原嘉一郎 ・片倉健雄・松村慶三・横山誠一・八木俊樹・竹山清明の各

氏である 。

63 



日野市立中央図書館 貸出を重視した図書館の開架

室。 2 階に参考図書室がある 。

第 1，表 公共図書館の推移 (1961- 1971)

これからの図書館

森 耕 一

1  . 公 共 図 書 館

日 本 の 公 共 図 書 館 は 、 い ま 急 速 に 変 わ り つ つ あ る 。 し か し 、 こ の 変 化 は ま だ ま だ 局 所 的

であり、全体としては、たとえば ＱＰ 年前とあまり巡っていない図 ｾ ｦＧ Ｍ ｲＭ 館のほうが圧倒的に多い 。

公 共 図 書 館 が 変 わ る か ど う か は 、 i li 長 ・di の 幹 部 ・市 会 議 貝 ・教 育 委 只 な ど 、 さ ら に 広

くは 一 般市民が、 「 図 書 館 を ど う い う も の と J すえているか J r 園 出ー館 に な に を 期 待 し て い る

か 」 と い う 図 書 館 観 に ;j}j . 押されるところが大きし、 。

と こ ろ が 、 地 方 行 政 の ト ッ プ を は じ め と し て 市 民 の 間 に は 、 わ れ わ れ 図 fli- 館 員 が ね が っ

ていることとは、 お よ そ 追 っ た 図 書 館 鋭 が 意 外 に 恨 強 〈 残 っ て い る の で あ る 。 たとえば、

図 書 館 は も っ ぱ ら 「 学 生 が 勉 強 を し に 行 く と こ ろ 」 で 、 「 公 園 の よ う な 静 か な と こ ろ に あ

る の が よ い 」 と 考 え ら れ て い る 。 訴 し 、 人 の 川 で は 、 さ す が に 徐 々 に 減 っ て い る が 、 中 年 以

上 で は 、 い ま で も 「 入 館 料 が い る 」 と 思 い こ ん で い る 人 が 案 外 に 多 い 。

ユネスコの公共図書館宣言は、近代公共同 ｩｬｾ 館が具備すべき要件として

1  .  ｾ ｾ ｱｱ＠

2 . 地 域 社 会 の 全 住 民 に 対 し て 平 等 に 公 開

3. 公 'l 'i で ま か な わ れ る

4 . 法 律 に も と づ い て 設 置 . J ] ! ; 併される

5 . 民 主 的 な 機 関

を 挙 げ て い る 。1) 日 本 で も 、 戦 後 の 図 書 館 法 に お い て 「 公 立 図 書 館 は 、 入 館 料 そ の 他 国 啓

館 資 料 の 利 用 に 対 す る い か な る 対 1ll1i を も 徴 収 し で は な ら な い J ( 同 法 第 17条 ) と 規 定 さ れ た 。

ユ ネ ス コ の 立 言 に よ れ ば 、 公 共 図 書 館 は 、 多 少 の 補 助 金 ま た は 寄 付 金 を 受 け た と し て も 、

経 常 的 に は 公 i!i (地 方 公 共 団 体 の 'l!( 用 ) で ま か な わ れ る べ き も の で あ る か ら 、 原 則 と し て

公 立 で あ る 。 英 語 で は publ i c l i br ar y で 、 あ た か も そ の 訳 語 と し て 「 公 共 同 書 館 」 が 通 用

し て い る が 、 そ の 内 容 か ら い え ば 、 「公立 l玄l古館」というほうがふさわしし、 。 し か し 、 本

論でも、 t.nmに し た が っ て 公 共 図 許 館 と よ ぶ こ と に す る 。

1  . 閲 覧 よ り も 貸 出

口頭 に 「 日 本 の 公 共 図 古 館 は 、 い ま 急 速 に 変 わ り つ つ あ る 」 とずれ、たが、その変化の最

た る も の は ，1960年 代 の 後 半 に 入 っ て か ら 、 図 f11・の rw¥がし、ちじるしく WIJJ II し て き て い る

と い う こ と で あ る 。( そのf頃li 'J は 、 いまなお続き、 1J II ;創立:rl(] である )

第 1 表 をみていただきたし、 。 1961- 66の 5 年 II rJ で 、 登 鈷 # が3477 人、1 ( 11-¥図 持 が 269 万

冊 し か ふ え て い な い の に 対 し て 、 1966 - 71 の 5 年 間 で は 、 登 録 者 が 142万人、 trl Hが 2101万

冊 と、ケタ巡し、に附加している 。 1971年 度 の 登 録 者 数 、 n 11:¥111] 数 は 、 そ れ ぞ れ 5 年 前 の 約

2 . 5倍、 31音 羽 と い う 急 成 長 ぷ り で あ る 。

日本の国立1・館は、明治いらいi I 主 j! i : まで「館内 1m'E1J を ifi 枕 し て き た ( 閲 覧rlコ心主義 )。 し

かし、 1960年 代 に な っ て 、 閲 覧 よ り も 貸 出 を 主 視 す べ き で あ る 、 「貸出 」 こそが公共図担:

館 の も っ と も 法 本 的 な サ ー ビ ス で あ る と い う 考 え 方 が 峨 〈 打 ち 出 さ れ る よ う に な っ た。 こ

の 考 え I 'i を 基 礎 に し て 図 書 館 サ ー ビ ス を 展 開 し 、 画 期 的 な 成 果 を 収 め た ノ 守 イ オ ニ ア が 、 日

野 市 立 図 書 館 ( 1965年 9 月 、 移 動 図 f !?館 に よ る 貸 出 開 始 、 1973.iJ三 4 月 中 央 館 開 館 、 そ の 聞

は 移 動 図 書 館 と 分 館 だ け ) で あ る 。

第 1 表 は 白 木 全 国 の 数 字 で あ っ た が 、 も う す こ し 利l か く み る た め に 、 年 川 に 10万 附以 上

の 貸 出 の あ っ た 図 古 館 ( 都 道 府 県 立 ・指 定 都 市 立 ・区立を除く ) を拾い rHしてみると、 第

2 表 の と お り 、 そ の 館 数 は 急 激 に WIJ JII し て い る の で あ る 。

さらに、 1971年 伎 に 20万 111] 以 上 の n 出 を 達 成 し た 10館 だ け を と り だ し て 、 そ れ ら の 過 去

1)  Z)  個 人 n 仕l

3 年 II rJ の tr l l-¥II 日数 ・年 Il-¥J購 入 甘IJ 数 ・岡元'n'iのィ子計を計算して

年 度 図 ｾ ｉ ｲＭ fifl; 数 戦 u 数 登録者数( 万人 ) 貸出冊数( 万冊)

1961 780 3，699  72 .3  892 .5 

1966 791 5，042  106 .1  1161. 9  

1967  814 5，279 118. 5 1342. 0  

1968  825  5，269  137.2  1530.2  

1969 859 5，354  161. 4  1982. 3 

1970 881 5，497 200. 7 2419. 0  

1971 885  5，698 248.2  3263. 0  

『日本の図 j'J fi 官』各年度版 ( 日本図: 日館協会 ) による 。

1)， 2) 各年度はじめ ( 4 月1 日現在 ) の数値
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みると、 第 3 衰 の と お り で あ る 。

お ど ろ く べ き こ と に 、 各11三j立とも、全同 800館 あ ま り の 総 貸

出制It数 の 10% 前 後 を 、 わ ず か に 10fi i'i で か せ い で い る の で あ る

( 正確にいうと、 69年 度 の 8. 8% から 71年 j支の 10 . 9% へ と 寡 ，Ii

の{I:j'[iIl J は強ま っ ている )。

人口 1 人あたり 2 - 3 冊 以 上 の nl l ¥を 達 成 し 、 そ の 点 で は

欧 米 の 水 準 に 迫 る 図 書 館 も い く つ か 出 現 し て は い る が 、 そ れ

は、ごく 一 部 の こ と で あ っ て 、 は じ め に 述 べ た よ う に 「 こ の

変 化 は ま だ ま だ 局 所 的 」 な も の で あ る 。 そ こ で 、 先 進 的 な 図



ぅlF官官は 、 ま す ま す そ の 笑 綴 を 高 め る と と も に 、 後 に つ づ く も の が ふ え 、 貸 出 の JW大 を 公 共

図Ｚｲ ｲ ｾ 館 全般に普遍化することが、現代の急務の 一 つなのである 。

2 . 貸出はどうして伸びたカ、

さ て 、 先 進 国75館 に お い て は 、 ど の よ う に し て n ，'l' ，が伸 び た の で あ ろ う か 。 第 3 ";1長に、

そ の ト ー タ ル を 示 し た 10rli に つ い て み る と 、 ま ず 、 そ の い ず れ も が 移 動 図 古 館 を も っ てい

る。 日 本 で は l苅1-n: 自立のサービス拠点が少ない ( ほ と ん ど の di が 本 館 だ け ) の で 、 本 を i士! 動

'11 に 柏 ん で i li 民 の 生 前 の 坊 ( 住 肘 ・乍 校 ・職 場 等 ) にj [ い と こ ろ ま で 届 け る サ ー ビ ス 形 態

が 、 図 告 館 利 用 を 促 進 す る の に 、 き わ め て 有 効 で あ る こ と の 説明 である 。

第 2 に、 n !l'， の さ か ん な 国 立 ? 館 で は 、 た い が い そ の n ll¥の 50 % あ る い は そ れ 以 !-. が 児 立

園 内 で あ る 2) 0 1971年 伎 に 25万 刑 以 上 の n l l¥を 記 錯 し た 6 市 に つ い て み る と 、 第 4 表 の とお

りである 。 登 鉢Z半f に お い て も 、 児 童 は 成 人 よ り も ，: れ、 。 181A し た サ ー ビ ス 拠点 に 近 い と こ

ろ ( 数 百 m 以 内 ) で は 、 児 主 の 登 鈷 率 は し ば し ば50 % を こ え る こ と が あ る 。

第 3 に 、 地 設 の 数 の |問題がある 。 図 -.' ｾ Ｚ古代のサービス ・ エリア Ｈ 利用問域 Ｉ は立外に狭い

の で あ る 。 際1ｾ ｉＺ Ｚ ｦｩ￭ ｾ の ｭ 院によ っ て差はあるが、多くの調査の材米 、 平 ｉｊ 川 者の Ｗ - 8  '，lflJ が 1

k m以 内 か ら 来 館 し て い る 。 こ の よ う な 実 態 を ふ ま え て A 与 え る な ら ば 、 図 科 館 ほ 1 1' 1治 体 内

に一 つ あ れ ば よ い と い う よ う な も の で は な く 、 人 LJ 集 中 地 区 で は 、少 な く と も 2 - 4  k mに

1 ヵ 所 は 設 け る べ き 地 設 で あ る 。

実際、貸 ｉｕ の多い日野、高知などの ｭ 立問 Ｍ ｾ ｉ ｽｦｩＧ ｦＺｾは、単 一 の胞設ではなく、中央 ｦｩＧ ｬＥ . 分 館

・移 動 図 書 館 か ら な る ラ イ ブ ラ リ ー ・シ ス テ ム で あ り 、 シ ス テ ム 全 体 と し て 、 人 u の 数 怖

の 貸 出 実 績 を 挙 げ て い る の で あ る 。

かくして、 11企近にな っ て 、 小 さ く と も 分 館 ( あ る い は そ の li 別交 11皆もしくは宇II i 完的なもの

と し て 分 室 ) が 多 数 必 要 で あ る と い う 巧 え が 、 世 J命の支持ーを仰るようになり、徐々に各地

に，建 て ら れ る よ う に な っ てきた 。

分館一一一 c ommu nity li br ar y  3) と よ ん で も よ い ー一ーは 貸 出 中心 の 図flF館 で あ っ て 、 そ の

ほかに読升案内と ＧＱ を微なレフアレンスを扱う 。 公 ｮ 月古架 ｪ 洋が ＱＯＧ 心で、 ＧＺ ￮ｬ ｾＺ Jifl と い わ ゆ る ‘ 閲

覧室Ｂは分館にはいらない 。 逆に、説 ｩ ｬ ｾ 会などのために、なるべく集会主 Ｈ ＲＰ Ｍ Ｓ Ｐ ＱＧ ， 収容 Ｉ

を 設 け る こ と が 望 ま し い 。

社 会 教 育 審 議 会 地 設 分 科 会 の 図 flF館 専 門 委 只 会 が ま と め た 「 公 立 図1ｾ ｾ Ｚ館の望ましい基 ｶ 悼

集 J 4) に よ れ ば 、 分 館 の 望 ま し い 規 棋 は 第 5 表 の と お り で あ る 。

た だ 、 日 本 の い ま ま で の 調 査 で は 、 1 k mも へ だ た る と 図 :i!! : 館の 利 用 が ガ タ ッ と 減 っ てい

る が 、 将 来 と も そ う い う こ と に な る で あ ろ う か 。 英 国 の C hest er 市 の 調 査 ( 19 66年 ) で は

1 . 5' " 7イル ( 約 2. 4k m) ま で 登 録 率 が 孫 ち な い の で あ る ( 第 6 表 )5) 0 1  - 1  + マ イ ル の I也祁:

に は 、 社 会 的 ・経 済 的 に 高 い 地 位 の 人 がft: ん で い た と い う 説 明 が あ り 、 そ こ を 別 に し て も 、

至近距離から Ｑ マイルまで登録率はほとんど変わらない 。 図 Ｍ ｊｩＭ 館の ｊ ゐ ｩ Ａｾ が量的にも質的に

も充実し 、 夜 ｬｩｊｗｾ ｊ 古代 Ｈ 地域のＺｯＮｪＺ ￯ＮｨＧ［Ｇ にもよるが、午後 Ｗ Ｑ 時ごろまで Ｉ が実施されるな ら ば、

将 来 こ の 国 で も 図 押 館 へ の l吸 引 力 は 斤i す こ と に な ら な い だ ろ う か 。

3 . 立 地 と 建 物 に つ い て

近 畿 ・中 国 ・四 回 15府 県 の 県 庁 所 在 地 に あ る 、 JH県 立 図 :j I  ｾ・ Ｘ 官の位出を思いおこしてみる

と、 10館 ま で が 公 園 内 、 城 ( 跡 ) 内 あ る い は 点 近 ー に 城 の 見 え る と こ ろ に あ る 。 こ れ が 、 古

い タ イ プ の 図 書 館 の 姿 で あ る 。 これからの図: g } 館は、日常生活の動線上に存布しなければ

ならなし、 。 た と え 参 考 図 書 館 と い え ど も 、 生 活 動 総 か ら い ち じ る し く へ だ た る こ と は 、 ど

う で あ ろ う か 。 最 近 に 新 築 さ れ た 日 野 市 立 中 央 、 昭 j為 市 立 、 浦 和 市 立 な ど は 、 駅 か ら 徒 歩

5 分 以 内 の と こ ろ に あ り 、 東 村 山市 立 1' 1"火 は 駅 か ら は や や 泣 い ( 徒 歩 8 分 ) が 、 市 役 所 の

点 向 か い に 建 て ら れ て い る 。

こ れ か ら の 公 共 図 書 館 は 、 そ の 目 的 ・機 能 か ら い っ て 、 市 民 に 親 し み を も た れ る 、 入 り

や す い 建 物 で な け れ ば な ら な い 。 図 書 館 挫 築 に つ い て 、 気 づ く こ と ( 注 文 ) を い く つ か 列

挙 し て み よ う 。

① 街 路 と 日 低 の 差 を つ け な い こ と 。 こ れ は 、 ベ ビ ー ・カ一 、 '11 イ ス の 利 用 者 の た め に も

ヲ ま し い 。

② 官 公 暑 の 建 物 と い う よ 1) も 、 ス ー パ ー ・マ ー ケ ッ ト の よ う な 感 じ に 一 一。 街 路 に 回 し

た{ 則を床までガラスリ長りにして、外から館内の古: 架 ・本 が 比 え る と い う の も att r ac tiv e

である 。

③ ｉｾｾ ｊ 架室 ・ 説書宅など、 利 用者を迎え入れる室 Ｈ 参々図 ＱＵ 室 ・ 集会主を ｼ 徐＼ )は 、 な る べ

く こ ま ぎ れ に し な い こ と 。 開 架 図 書 10 万冊 程 度 ま で は 1 主に収め、 1 な い し 2 の コ ン ト

ロ ー ル ・デ ス ク で J，芯待が可 能 で あ る 。

④ な に よ り も 人 f'i" i!i が 高 い の で 、 少 数 の 職 員 で サ ー ビ ス で き る よ う に 配 慮 し て ほ し い 。

分 館 で は 、 コ ン ト ロ ー ル ・デ ス ク を な る べ く 1 か 所 に し た い ( た だ し 、 繁忙 11寺には、そ

こに 3 - 4 人 は り つ く ) 。や や 大 き く な っ て 、 デ ス ク を 2 か 所 に 分 け る 場 合 は 、 成 人 対 象

と 児 童 対 象 。 中 央 館 で は 、 そ の ほ か に レ フ ア レ ン ス 専 用 の デ ス ク が 設 け ら れ る 。

第 2 表 貸出の多い図書館

年 Ji 10 ) j  IlIr以上

Aーのう ち

20JJIIサ以上

1966 2  

1967 6  l  

1968 11 2  

1969 15  3  

1970  30  5  

1971 40  10  

第 3 表 貸出の上位 10館の実績

lfl L: IIfr 数 購 入 II IJ-数 l刻'.'n' i ( 万円 )

1969 1，736，068  105，447 7，063. 2  

1970 2，577，447 116，571  7，375. 6  

1971  3，537 ，147 131，206 8，756，4  

第 4 表 児童書の貸出

貸出 11サ数 うち ｙｇｬｩ￭ ｾ ，ｾｾ

632，538 354，552 

583，502 330，899 

490，526 292，719  

416，428 200，191  

285，089 160，449 

274 ，275 133，661  

分館の規模

野

知

問

中

日

高

町

府

12寸1

総戸

第 5 表

人 口 1 ) 1川 00115，000:仰 00，25，000

貸出ス ペー ス1 120 1  160 200 240 

デ ス 7 2)1 + 45  ' + 50  + 55  + 60  

児 議1 70 80  90 100  

集 会1 35 40 45 50 

そ の 他 叫 90 110  130 150 

- - J 1 1360m' ， 440 1  520 ム 600

1)政ふi教は人U l 人あたり l 附、基本図占5，0001l1J-

2)貸出ス ペースは、 125冊1m'として算出

3)事務ス ペー ス、 W C，機械等，全体の25%

第 6 表 距 離 と 登録 率

最 も i丘い自n

ま で の 距 両It

主 主 録 率 1)

ーす ｾＧ 27 %  

26. 5  

24 ，5  

32 

15  

8  

十÷

+ - 1  

1 ー l す

1+ - 2  

2  - 2 +  

1) その範問内に1主む人口に ;対する主主録者の比率
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昭島市民図書館の正面

外からも書架に並んだ本が見える 。
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⑤ 11日架 室 に お い て は 、 あ る 書 架 の 列 か ら 、 次 の 書 架 の 列 へ と 、 t泣 き 具 合 い が わ か り や す

し、 71F架 配 置 を 考 え て い た だ き た い 。君子架上の本は、検i ! まの本の柄字と同様、最上段の友

か ら 布 へ 、 上 か ら 下 へ 、 最 下 段 に 達 す る と 、 次 の 仕 切 り の 最 上 段 へ と 、 分 類 番 号 の )1頃に

li near に排列されている。 )1頃を追って、 ー 列 の 書 架 の 終 わ り ( 最 下 段 の 右 端 ) に 達 し た

と き 、 そ の 続 き が ど こ に あ る の か 自 明 で な い と 、 左 す べ き か 布 す べ き か 迷 わ さ れ る よ う

で は 困 る の で あ る 。

す な わ ち 、 書 架 の 配 也 は 、 原 理 的 に 線 型 の j ! [ 続 性 を 保 っ て い る こ と が 望 ま し い ( そ の

点、 三 /7 の 壁 而 だ け に 並 ん で い る と い う の は 、 い ち ば ん 単 純 で 、 わ か り や す い ) 。辿 続 性

が 空 間 的 ・心 理 的 に 切 れ る と し て も 、 2 な い し 3 の グ ル ー プ に ま と め て ほ し い 。 た と え

ば 、 壁 面 に 並 ぶ 書 架 群 と 、 そ れ に 直 角 の 数 列 の Z!?架 群 に 分 か れ た ( ク シ の 歯 状 の ) よ う

な 場 合 、 そ の い ず れ か一 方 に 小 説( または文学作品) 、 他 方 に そ の 他 の 図 恐 を 並 べ る と い

う よ う な こ と で 、 わ れ わ れ は 対 処 し て い る 。

⑤ 室 内 で も 、 床 面 が一 部 で2，3 段 下 が る と い う よ う な 変 化 は あ り が た く な い 。 こういう

柿 迭をも っている図 ｩ ｄＺｴ ｩＧｴ ｾの館長は、たいてい「失敗だった」と表明している。ブック ・

トラ y ク が 使 え な い し 、 た く さ ん の 本 を か か え て ( 本 の た め に 足 も と が 見 え な し 、 ) 書 架

にもどしに行〈耳哉貝にと って も 危 険 で あ る 。

便所 ・ エレベーターにおいて、身体 ｉ ｾｾ 害者のための配慮をしたといいながら、その配

慮 が 十 分 で な い 、 す み ず み ま で 行 き わ た って い な い 例 が 多 い ( 設 計 の 段 階 か ら 、 障 害 者

の，な見を 徴 す べ き で あ ろ う )。

⑦ 図 il r - 館の事務室は、しばしばtt互 理 作 業 室 を 兼 ね て い る の で 、 官 公 庁 ・会 社 の オ フ ィ ス

よ り も 、 職 員 1 人 あ た り の 商 柏 を 十 分 に 広 く と ってもらいたい。

II . 学 術 図書 館

図書館を大別すると、公共図告館と学術的な図 ｦｉ ｩ 古 Ｇｉｾ の こ つであるとする考え方がある 。

無 料 公 開 ・公 立 と い う 意 味 で の 公 共 図 書 館 は 、 そ の 最 初 の も の ( マ ン チ ェ ス タ ー 市 立 図 書

館 ) が で き て か ら 、 ま だ 120年 あ ま り に し か な ら ず 、 図 む 館 の な か で は 、 き わ め て 若 い 。 公

共 図 料 館 が 出 現 す る ま で 、 図 告 一 館 は だ れ が 設 置 し た も の で あ れ 、 も っ ぱ ら 学 者 ・研 究 者 の

た め の も の で あ っ た 。

も っ ぱ ら 貸 出 に 徹 す る 地 域 図 書 館 と 、 資 料 に よ って は 貸 出 ど こ ろ か 閲 覧 さ え も 制 限 す る

こ と の あ る 大 学 図 書 館 と で は 、 そ の i読 書 ・サ ー ビ ス な ど が 対 照 的 に ち が っ ている 。 しかし、

公 共 図 書 館 と 学 術 図 書 館一一一最 近 は r es ear c h l i br ar y という用語もよく使われる一一ーは、

そ の 両 極 に お い て は 性 物 ・機 能 を 呉 に し て い る が 、 両 者 は は っ き り と 二 分 さ れ る の で は な

く、 rl :1問 的 な 領 域 が 存 在 し て い る 。 公 共 図 fli-館 の 中央 館 の な か に は 、 オ ー プ ン の 専 門 舎 が

相 当 に あ り 、 少 な く と も 学 生 に と っ て 大 学 図 件 館 よ り 使 利 で 、 っ か い や す い 館 が あ る 。 ま

た 、 日 本 に は 少 な い が 、 ヨ ー ロ ッ パ で は 大 学 図 件 館 が一 般 市 民 に 開 放 さ れ て お り 、 ドイツ

のように大学図 ｩｾｾ 館が公共の中央館を兼ねているという例もある 。

そ こ で 、 容 の 見 出 し は 「 大 学 図 書 館 」 と し た が 、 こ こ に 述 べ る こ と は 、 し ば し ば 公 共 図

書 館 の 中 央 館 な ど に も 通 用 す る 問 題 で あ る と い う こ と を 、前も っ て お こ と わ り し て お く 。

公 共 図 書 館 と 同 様 、 日 本 の 大 学 図 書 館 も 、 欧 米 に く ら べ る と 、 い ろ い ろ の 点 で 遅 れ て い

る。 1960年ごろから、 「大学図書館 の 近 代 化」 が徒 H品 さ れ 、 推 進 さ れ た が 、 そ の 後 大学 紛

争 を 経 た こ ん に ち 、 外 か ら み る か ぎ り 、 い ち じ る し く 改 善 が 進 ん だ と も 忠 、 わ れ な し 、 。 大 学

図 ｩｬ ｾ ＺｦｬＧ ｬ ｾ の ［ 場合にも、 「変化 は ま だ 局 所 的 で あ る 」といえよう。

1 . 文 献 の 増 加 と そ の 対策

こ こ で は 、 日 本 の 現 状 に は と ら わ れ ず に 、 海 外 の 事 情 ・動 向 な ど に て ら し て 、 将 来 の 図

書 館 は こ う い う 問 題 を か か え て 、 こ う い う 姿 に な っ て い く で あ ろ う と い う 夢 を え が い て み

よう 。

第 1 の 問 題 は 、 文 献 の 噌 大 で あ る 。 し か も 、 そ れ は 指 数 関 数 的 な 増 加 で あ る 。 1831年 以

前 に 創 立 さ れ た 、 ア メ リ カ の 10大 学 図 書 館 の ii: 訴訟・は、ほぽ16年 ご と に 倍 増 し て い る と い う 0
6)

ー学図書館 は 、 そ の 性 傍 上 、 収 集 し た 資 本l の ほ と ん ど す べ て を 保 存 し な け れ ば な らない

か ら 、 資 料 の 保 管 ス ペ ー ス の 確 保 が一 つ の 大 き な 課 題 と な る 。 対策はいろいろあるが、』長

2缶詰ー架 ( c ompac t s t or age  s t ack s ) と い う の も 、 そ の 対 応 策 の 一 つ で あ る 。 ま た 、 ア メ リ

カ で は 、 い く つ か の 大 学 図 古 館 が 共 同 で ( 分 担 金 を Hj しあって) 保存自: 肢をもち、そこに

各 館 か ら 利 用 頻 度 の 落 ち た 資 料 を 寄 託 ま た は 移 管 す る と い う 例 も あ る 。

科 学 技 術 の 研 究 に は 、 単 行 書 以 上 に 、 情 報 源 と し て 雑 誌 ・紀 要 ・報 告 な ど の 逐 次 刊 行 物

が 重 要 で あ る 。 そ し て 、 文 献 の 噌 加 と い う こ と は 、 単 に ー 誌 に W ，I或 さ れ る 論 文 数 の 噌 1mと

い う こ と だ け で な く 、 学 聞 の 分 化 と い う こ と も あ って、発表される場一一寸A次 刊 行 物 の タ

イ ト ル 数 一 一ーの増加 を と も な っ て い る 。 そ の hYl 加 も 幾 何 級 数 的 で あ る 。 現 代の科 学 の 発 達

は 国 |際 的 で あ る か ら 、 研 究 の た め に は 単 に 囲 内 の も の だ け で な く 、 海 外 の 図 書 ・雑 誌 ま で

収 集 し 利 用 に 供 し な け れ ば な ら な い 。



こ の よ う な 状 況 下 で は 、 た と え 経 済 学 、 医 学 、 工 学 な ど と ili!L1リl を|仮定 し た と し て も 、 一

つ の 図 古 館 で 資 料 を 綱 縦 的 に 集 め る よ う な こ と は 不可 能 に な っ て い る 。 そ こ で 、 最 近 ア メ

リ カ な ど で は 、 彼 数 の 図 書 館 が 協 力 し て 、 な る べ く 広 〈 多 < . ¥ R め る た め に 、 収 集 分 担 の 言一!

IIlij を 立 て 実 施 し て い る 。

こ の よ う な 収 集 ・保存 の 聞 で の 分 組 は 、 当 然 の こ と な が ら 問 、!?館 資 料 の 相 互 平IJJTJ - A

I叉] -，l} 館 の 利 用 者 が 、 み ず か ら 出 向 く こ と な く、 B 同 什合ff， の 資料 を 利 用 で き る こ と ーーーを前

総 と し て い る 。 日 本 で は 、 相 互 利 用 と い え ば 、 い ま の と こ ろ も っぱら 相 互 貸 借 ( 郵 送 ) の

こ と と 巧 え ら れ て い る が 、 今 後 は テ レ ッ ク ス 、 テ レ フ ァ ッ ク ス が 導 入 さ れ て 、 ス ピ ー ド ア

ッ プ ・必J 中 化 が 図 ら れ る で あ ろ う 。

2 . 資 料 の 形態 的 多機 化

印 ＱＱ Ｚ ｉ ｊ された資料の ｊ ｗ 加 は、主として ニ つの足 ｉｾ 由 から図料 館 資料の形態 的変化 をもたらし

た。 旦E由 の 第 1 は 、 さきにも J旨摘したように、いまの図ぅ lF ・ 雑 誌 と い う 形 態 が 、 そ の 保 也2

のために ＴＱ 三 ［ｬ ［ ｾＮ に多くのスペースを必要とするということである 。 ｊＡｬＡＮ由の第 Ｒ は紙の耐久性

で あ る 。 あ る 実 験 の 結 )1去 によれば、 「図: !?館 にある、 20世 紀 の litj 半 に 印刷l さ れ た 図 書 の 大

部 分 は 、 次 のt止 紀 に は 使 い も の に な ら な い 状 態 に な る で あ ろう」という。 7)

紙一一一それを材料とした図書 ・新 聞 維 誌 ・バ ン フ レ ッ ト と い う 形 態 一 一 ー に 代 わ る も の と

し て 登 場 し た の が 、 マ イ ク ロ フ ィ ル ム 、 マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ 、 マ イ ク ロ カ ー ド な ど で あ る 。

は じ め は 既 存 の 新 Ilrl . 雑 誌 な ど を マ イ ク ロ フ ィ ル ム に 写 し と る こ と か ら 始 ま っ た が 、 最 近

は 、 論 文 ・リ ポ ー ト な ど を 印 刷l に付することなく、 j京 杭 か ら マ イ ク ロ 写 点 化 し た 形 で 公 に

するものカずふえてきている 。

ま だ 当 分 の IlrJ、 国 内 ・雑誌 と い う 形 態 が 消 滅 す る と は 思 わ れ な い が 、 こ れ か ら の 学 術 国

内 館 で は 、 阿 古 と と も に 、 (イEfi ひど率においては図 内 以上 に ) マ イ ク ロ 化 さ れ た 資 料 が ふ え

て い く も の と 思 わ れ る 。 し た が っ て 、 こ れ か ら の 間 内館 は 、 マ イ ク ロ 資 料 を 読 ん だ り 、 コ

ピ ー を と っ た り す る 機 株 を 用 意 し 、 利 用 者 が そ れ ら を 1"1由 に 使 え る よ う に 配 慮 し な け れ ば

な ら な い 。

さ ら に 、 レ コ ー ド 、 録 音 テ ー プ 、 ビ デ オ ・テ ー プ な ど を 備 え る 図 モ ト 館 も ふ え て い く で あ

ろ う 。 図 利 館 に そ な え ら れ る 資 料 は 次 第 に 多 止 義 化 し 、 区ltlF館はl j : i . なる“ 国 主将官" ではなく

な っ ていく 。 ; 現に学校図書館界では、図書館を rt ' ，f 亥にして、問弁館外に分散している図書

以 外 の 資 料 を も l吸 収 統 合 し て “ 教 育 メ デ ィ ア ・セ ン タ ー ' を つ く ろ う と い う 々 え 方 、 動 き

が王fL れ て い る 。

3 . 図 書 館 の 機 械化

ＱＹ Ｕ Ｐ 年代から、図シ ｉ Ｍ ｾＺ 官官にもコンビューターが導入されるようになった 。 はじめは 冊 子目

鈷の作成、 雑 誌 の 受 入 ι j¥. 務などに使われたが、 }I走j旦ーでは、オン ・ラ イ ン で 図 書 の 貸 出 ・返

却 事 務 を 処 理 す る 図f!?館 も 出 現 し て い る ( 大 阪 大 学11付 属 図 利 館 ) 。ただし、いままでのと こ

ろ、 A 図 古 館 で は 甲 と い う 業 務 に 、 B 図 1lF官 官 で は 乙 と い う 業 務 に と い う よ う に 、 図 許 館 へ

の コ ン ピ ュ ー タ ー の 導 入 は 部 分的 である。

ところが、 1973年には、回出ーの発注 ・受 入 か ら 利 用 ま で す べ て を コ ン ビ ュ ー タ ー で処 理

する図 ｩ ｬｾ ・館が ｬｈ 現 した ＸＩ 。 それは、イギリスの ｗ ･ｳ ｴ S us s ex  県 立 国 内 館 ( 24館 か ら な る

シ ス テ ム ) で 、 そ の 全 蔵 書:60万 11日 に 関 す る 的 報 を コ ン ビ ュ ー タ ー に 入 れ 、 10巻の蔵千件目録

を つ く っ た ば か り で な く 、 貸 出 中 の図書についてl I iJ ぃ 合 わ せ が あ れ ば 、 図 i '} の所イE ・返 却

予 定 日 が テ レ ビ の 岡 l簡に l決 し だ さ れ る 。 こ れ に よ っ て 、 同 欽 の 「 み ど り の : 窓 口 」 の よ う に

貸 出 の 予 約 が 容 易 か っ 確 実 な も の に な る 。

機 械 化 は 、 な に も コ ン ビ ュ ー タ ー の 導 入 に か ぎ らなし、。分館 の 分 を 含 め て 年 間 数 十 万11日

を 受 け 入 れ る 図 書 館 で の 図 書 の 経 理 ( と い って も 、 主 に 装 備 ) は 、 コ ン ベ ヤ ー を つ か っ た

流 れ 作 業 で 、 工 場 の よ う な 景 観 の と こ ろ も あ る 。 ま た 、 ボ タ ン 一 つ で 本 を 納 め た ボ ッ ク ス

が ｬｉＧ， 納台に ｮｾ てくる、 ｩ ｲ ｾＺ 庫出納 をド Ｑ ＡｉｊＩｪ化 した図書 館 もあるときく 。

こ の よ う に 日 皮 に 機 械 化 さ れ た 図 書 館 が 日 本 に 誕 生 す る の も 、 そ れ ほ ど 速 い 日 の こ と で

はなかろう 。
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(  L  1) ニういち 大阪市立中央図、生館長 )
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兵庫県立図書館 |

明石市立図書館

基 本 計 画 兵 庫 県 建 築 部 営 繕 課

兵 庫 県 立 図 書 館

設 計 監 理 兵 庫 県 建 築 部 営 繕 課

施 工 鉄 建 、 淡 路 、 山 森 共 同 企 業 体

鉄 建 建 設 株 式 会 社

淡 路 土 建 株 式 会 社

株 式 会 社 山 森 工 務 庖

明 石 市 立 図 書 館

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 熊 谷 、 関 建 、 中 村、藤井 共 同 企 業 体

株 式 会 社 熊 谷 組

関 西 建 設 工 業 株 式 会 社

中 村 建 設 株 式 会 社

藤 井 建 設 工 業 株 式 会 社
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@ 県立西側ス ロープ部分

。 県立来館者休憩ホール

@ 県立 2 階 調 査 相 談 室

( 部門別相談コーナー)

O 県立 2 階 郷 土 資 料 室

兵 庫 県 立 図 書 館 ・

明 石 市 立 図 書 館 概 要

建設場所 明石市明石公園 l 番 27号 ・県立明石公圏内

基本計画 兵庫県建築部営繕課

実施設計 県 立 図 書 館 建 築 兵 庫 県 建 築 部 営 繕 課

構 造 和 光 建 築 事 務 所

設 備 兵 庫 県 建 築 部 営 繕 課

家 具 兵 庫 県 建 築 部 営 繕 課

市立図害館 安井建築設計事務所

外 部 環 境 兵庫県建築部営繕課

工事 監 理 県 立 図 書 館 兵庫県建築部営繕課

施

市立図書館 安井建築設計事務所

エ 県 立 図 書 館 建 築 鉄建、淡路、山森共同企業体

電 気 神 戸 電 気 工 事 共 同 企 業 体

空調衛生 東洋熱工業

ガス 大阪ガス

昇降機 日本 オーチス

家 具 近 鉄 百 貨 広 、 三 越百貨広

造園 鉄建、淡路、山森共同企業体

植 栽 兵 庫 県 造 林 緑 化 公 社

市立図書館 熊谷、関建、中村、孫井共同企業体

工 期 起 工 昭 和48年 7 月 竣 工 昭 和49年 9 月

規 模 敷 地 面 積 10 ，635m'

建 築 面 積

延 床 面 積

ｾぺい率

容 積 率

閲 覧 席 数

収 蔵 冊 数

車膏 造 基 礎 構 造

主 体 構 造

5 ，613m' <県 3，146川 市2 ，467mう

12 ，987m' <県 7，989m' 市 4 ，998m' >

52 . 77% 

122 . 11 %  

470席 〈県 110席、市360席〉

60万冊〈県 50万冊、市 10万冊〉

場所打コンクリート杭

鉄筋 コ ンクリー 卜造

地下 l 階 地 上 3 階 塔 屋 1 ，皆

寸 法 最高部高さ 19 . 80m

設

最高の軒高 17. 90m 

基 礎下端 迄 8 . 45m 

主なスパン 12 . 00m X 60 .00m 

備 空 調 設 備 各 階ユニット方式

一 部パッケ ージ方式

ガス直焚冷温水発生機

〈県 14 0 US R T 市 1 8 5 US RT)

給 排 水 設 備 給 水 市 上 水 道

汚雑排水市下水道

消 火 設 備 屋 内 消 火 栓

電 気 設 備 受 電 6 . 6KV

〈県425k w 市 350k w)

契約容量〈県266k w 市 220k w)

配 電 交 流 3 相 3 線 210V

交流 l 相 3 線 2 10 / I 05V

変 圧 録 動 力 用

〈県 250KV A 市2 0 0 KVA)

電灯用

〈県 175KVA 市 150K V A )

配 電 盤 〈 県 高 圧3面 低 圧3面〉

〈市高圧3面 低 圧2面〉

昇 降 設 備 エレベーター

〈県交流 川人乗60m/分 8 k wl台〉

〈市 15人乗 90m/分 15kwl 台〉

ブック リフト

〈県交流300kg5ヶ所停止〉

書庫内書架 県単柱式積層書架

弱 電 設 備 火 災 報 知 設 備 、 放 送 設 備 、

テレビラ ジオ共聡設備、

電気時計設備、視聴覚関係設備

写真撮影 増 村 征 夫 f } - f )

名執一雄 ￦ Ｍ ｾ

東出 ，青彦 カラー
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@ 市 立 新 聞 雑 誌 コーナー 1電算機室 23点字資料室

兵 庫 県 立 図 書 館 ・ 明 石 市 立 図 書 館

配 置 図 ・ 断 面 図 ・ 平 面 図

@ 市立 l 階休憩 コ ー ナ - 2 機械室 24視聴覚資料室 1 階 平 面 図

@ 市立 一般閲覧室 3 積層書架 25吉措室

@ 市 立 親 子 読 書 室 4 倉庫 26調整室

@ 市 立 老 人 読 書 室 5 大集会室 27試写室

6 開架書架 28マイクロ海影室

4  7閲覧コーナ - 29資料課

8 一般相談 30j苛解場

コーナー 31 配本室

Ｙ 主題 ｾｉｊ 相 談 32製本室

コーナー 33車庫

10ホー J レ 34総務課

11郷土資料室 35館長室

12集会室 36児童読書室

13実習室 37親子読書室

14講義室 38少年読書室

15郷土研究室 39老人読書室

16視聴覚資料室 40巡回文庫基地

17視聴覚室 41休憩室

18ボランティア 42新世総毒事コ--T--

ｅｓＺＺｊ “一 Ｘ 口口 ｾ ｩ 口口口 てフ

1) ーダ一室 43軽食室 凶 一 一 一 。口口口口口lHE4-ロU  u  6  u  口 開 ど三三 N

19研究室 44一般閲覧室 巨 三33 自 由 司 8 口 口

20公民館館長室 45資料課 ｲ ｾ 三口 一 週 目 8 口ロ 組ロロ口ロ D口m1。口口口口口 o  6  12 18 24m 

21 公民館事務室 46学習室

22研修室 47事務室 73 



企 画か ら作 品 ま で
兵 庫県 立 図 書館 + 明石 市 立 図 書館

兵庫県立図書館+ 明石市立図書館

近 沢 輝 男 ・竹 山 清 明

ｾ＠ 1  . 兵 庫 県 立 図 誓 館 建 設の経 緯

・最後の県立図書館

兵庫県立図書館は、昭和49年10月に、全国の県立図書館の最後の

図書館として、明石市立図書館と併設された形で開館しました。関

西において経済的 ・文化的中心の府県のひとつといってよい兵庫県

にこれまで県立図書館がなかったということを知って篤かれる方も

おられることと思います。経済的 ・文化的中心地域といっても、大

阪や京都ほどでもなく、また県都である神戸市に古くから市立図書

館があ ったために、結局は、建てられずじまいになっていました。

このように、 最後になるまで建て られなかったということは 、あ

まり名誉なことではありませんが、違う面からみると、非常な 利点

にもなります。それは、先に建てられた県立図立1・館の欠点や問題点

をつかむことができ、それらを是正した形での計画がたてられるか

らです。兵庫県立図書館は、そのような利点をできるだけ生かした

形て¥椛想が練られたといって良いでしょう 。

・県立図書館が建設されるまで

県立図書館建設の気運のはじまりは、昭和 3 年に遡ります。この

年の待11大典記念事業として、建設の計画がたてられますが、この計

画は流れてしまい、そのかわりに、翌昭和 4 年に「兵庫県巡回文庫」

が社会教育課内に設けられました 。詳しくはわかりませんが、青年

団や処女会を対象とした、 r!i 攻争に協力する、国民思想、の統一化」

をめざす「教化総動員運動」の一環としての性格を持っていたよう

です。 この巡回文庫は、昭和15年に疎開を行い、資料も多数を散逸

し、その機能を停止しました。

昭和25年に図書館法が制定され、近代的な公共図哲ー館をつくる法

的な根拠ができました 。兵庫県では 、時を同 じくして サンフランシ

スコ粂約講和記念事業として県立図書館をつくる計画がたてられま

した。 ，これは、既存のドイツ人クラブを改装して図書館とする予定

て¥設計もできていたという、具体化寸前のものでしたが、結局こ

れも| 場の目を見ずに終わってしまったわけです。そしてその代替案

として、巡回文庫が設置されました。正式には「移動公民館」と名

付け られ、図書館と公民館の折衷的な性格を持 ってい ました 。第 1

号車は昭和26年に完成し、 「文鳥号」の愛称で県下各地を走りまわ

りました 。その後、名称も「移動図書館」とかわり、車の台数も最

盛期には 6 台を数えるまでになりました。( ただし、残念なことに、

この移動図舎館は、県立図書館建設とひきかえに昭和48年度で廃止

されてしまいました。) 昭和28年には、社会教育課のなかに、県下

の図む館行政を担当する図書館係が新設され、兵庫県の図書館行政

は新しい段階へと踏み出しました。

その後、行政サイドではいくつもの県立図書館の案が検討されま

した 。一方、一般の県民は、県立因性館の建設よりは、まだ不十分

であった巡回文庫の充実を望んでいたようです。 しかし、県立図書

館協会からは、県下の図書館活動のまとめ役としての、県立図書館

の建設が強〈要求されていました。

そのような状態のなかで、昭和44年に「兵庫県立図書館等調査委

員会 J ( 以下 『調査委J ) が県下の学識経験者を構成メンバーとし

て設置され、その答申が翌昭和45年 3 月に出されました 。 この答申

のなかで提起された構想、が、現在の兵庫県立図書館の基本的な性格

を決定しています。「調査委」は「兵庫県立図書館等建設調査委員会」

( 以下『建設委J) と改められ、昭和46年 9 月に、建設地の選定と、

構想、の具体化を内容とする、第 2 回自の答申を出しました 。 同じ年

7 4  強築と社会/ 1975-'l ' 1 月号

の 4 月に、 「県立図書館設立準備室」が新設され、昭和49年度の開

館をめざして、建設の準備と、資料の収集 ・務理を始めました。

ｾ＠ 2 . 兵 庫 県 立 図 書 館の構 想 と機 能

・県立図書館と市町村立図書館 との機能の分化

これまでの県立図書館の多くが、県者rl に建設され、市立図譜: 館の

かわりに住民に直接サ ービスを行 ってきま した 。しか し最近、市町

村立図啓館が増加するにつれて、住民に対する直接サービスは市町

村立図書館が受け持つべきだという考え方が一般化してきました 。

そして県立図書館の主要な目的は、住民への間接的なサービスを行

うことだといわれています。これは、市町村立図書館の不足を補っ

ていくとともに、全県的な立場で各困惑官官問の述絡調整を行ってゆ

くことだといえるでしょう。

「調査委」の答申は、このような方向に沿って、兵庫県立図書館

の持つべき機能として、つぎの三つを指摘しています。それは、相

互協力体制のセンタ一、参考調査のセンタ一、資料保存のセンター

の三つです。しかし、このように図書館の性格が決定されるまでに

は、いろいろと好余曲折があったようです。

・県立図書館の二つの方向

当初から考えられていた県立図書館の性格は、図書館法第 2 条に

もとづき、それに県立図書館としての特殊性を加えた性格付けをし

てゆくというものでした。その基本的な姿勢は、 「第一に 、利用者

に対して読みたい本を提供する。第二に、知りたい情報を資料を通

じて鎚供する。」の二つに要約されるでしょう。

このようなそれまでの構想に対して、 「新しく県立図書館をつく

るにあた って は、既存の図書館のようなありきたりのものではなく

なにか新しいたとえば『情報センター』といえるような図書館にし

てはどうか」という意見も、出されました。これは、 「ョドのない図

書館」ともいわれ、資料務理などにコンビューターを活用し、電話

サービスを中心にした「情報化社会」の最先端をいく図書館をつく

る、という提案であ ったようです。

しかしながら、このような「情報センター」を 、機能させるには、

普通とは比較にならない莫大な資料が必要とされ、即座に実現が難

しいこと、 「情報センター」だけの機能では県下の図書館行政の中

枢としての働きが期待できないことなど によ り、この「情報センタ

ーとしての図書館」の提案はとりあげられませんでした。

結局、前述の「三つの機能」を中心とし、それに、 A V と点字資

料関係の機能を付カ日した内容で構想、がまとまりました 。

. 相互協力体制のセ ンター

「調査委」の答申では、 「新しい時代の県立図書館を性格つi ! t る

最大の要件は市町立等の第一線図書館 との 聞に役割の区分を明確に

し、さらに県下のライブラリー ・システム[ 図書館網〕を確立する

ことによ って、全県下にわたる広域サ ービスと 、相互協力体制のセ

ンターとしての役割を果たしうることにあると考えられる」と述べ

られています。県立図書館は、市町村立図i ! : ，t館に、資料を貸し出す

だけではなく、県下のすべての図書館が互いに、相互貸借をはじめ

とする相互協力ができるような体紙をつくっていく、まとめ役の役

割を持っています。

ここで問題となるのは、これまで一部の例外をのぞいて、他府県

立図書館において、相互協力業務がなかなか軌道に采らなかった二

と、そしてその理由として、相互協力業務を専門に担当する職員が

配置されにくいことです。

.. 



企 画 か ら 作 品 ま で

兵庫県立図書館においても、建物には構想どおり協力諜としての

スペースを設けてありますが、実際の組織体l I i りのなかには、人員不

足のため相互協力業務担当のセクションは存在していません。前述

のように、県立図書館としての 中心的な機能であり、県の図書館行

政のなかでも同様の位置を占めるものでもあります。早急に人只を

確保し、協力諜を 設遺して、答申にもとづく 相互協力業務が推進さ

れることが望まれます。

，・参考調査センター

図書館を通じての知識や情報の取得が、最近増加の傾向にありま

す。 さらにその内容も高度化 ・複雑化してきつつあります。利用者

の多種多様な疑問や質問に、直接あるいは文書や電話な どで答える、

というこのような参考調査業務は、県立、市町村立を問わず、大切

な業務といえます。 しかし、市町村立図書館では、十分な資料や職

員をそろえることが難しく、利用者の要求に、全面的に答えること

はできにくい状態にあります。 それにくらべて、県立図書館では、

より大規模な財政力をパックに、盟富な資料を主主備し、知識や経験

の豊かな専門職員を配置することによって、 利用者にたいして十分

な参考調査サービスをすることが可能です。その意味では、これは、

県立図書館そのものの、とくに重要な機能ということができるでし

よ 7 。

兵庫県立図書館では、 1m館後も、この面の充実に力を入れている

ようですが、 |羽豊富してか らの日も浅く 、資料や人員 の簡でまだ十分

とはいえず、今後の課題として期待されます。

. 資料保存センター

「調査委」の答 申にもあるとおり、 「先人から伝承された文化財

ともいうべき歴史的な文献および資料の獲備にも、最新の資料と同

様に大いに意を注ぐことが肝要」です。兵庫県立図舎館では、この

ような郷土資料のほかにも、県の行政 ・産業資料の積極的な収集、

あるいは各新聞の県内地方版のマイクロ化などを行います。

そのほかには、県内市町村立図書館で収容しきれなくなった古い

資料の保存をも行っています。市町村立図書館が住民によく利用さ

れるためには、常に生き生きとした魅力的な資料の整備が必要です。

そのためには、古い資料を多量にかかえていることがかえ って邪魔

であり、その排除によって、より効率の高いサービスが可能となり

ます。そこで排除されたものが、! 巣立図書館で保存されるわけです。

. 二次資料の作成など

以上あげた「三 つの機能」を十分に発揮していくためには、県立

図書館の、文献目録や索引などの二次資料の作成と、市町村立図書

館へのその資料を提供するサービスをぬきにすることはできません。

市町村立図書館が県立図書館の資料を利用するためには、その蔵書

内容をよく知 っている必要があります。県立図書館は、そ のために

新しい蔵書目録を各図書館に配り、また、その改定をきっちりと行

っていかねばなりません。これから 、各図書館の相E 貸借が具体化

してくれば、その一層の円滑化 をはかるためには、現在の各館ごと

にばらばらの蔵書目録を共通の総合目録に替えてゆく必要がありま

す。県立図書館は、その仕事を進めてゆくまとめ役としても働かね

ばなりません 。

g  3  明 石 市 立 図書 館 につ い て

. これまでの経緯

昭和22年に、明石市教育委員会社会教育課のなかに「市民文庫」

兵 庫県 立 図 書館 + 明石 市 立 図 書館

が設置されました 。 これが、明石市の図書館のはじまりです。昭和

35年には、中央公民館のなかに図i ! } 係が設けられ、 「市民文庫」は

そこへ移りました 。昭和37年には「巡回文庫」が新設され、現在も

奉仕活動を絞けています。

このような状況に対して、正式の図書館の建設を要求する世論も、

市民の間ではかなり早くから強〈存在していたようです。 県立図書

館が明石公図に建設されることが決定されたのを契機に市立図書館

建設計画が具体化し、県立図書館と同一敷地内に、中央公民館併設

という形で建設されました 。 そして、県立図書館と同じ昭和49年 10

月に開館式をむかえました 。

・開館後の爆発的な貸出 し舟数の伸び

市H町村立図fH-館の活動の活発さの度合いほ、貸出し冊数によ って

計られます。一昔前までは、来館者の数などが一応の目安としてあ

げられていましたが、最近は、本の貸出しこそが、市町村立図書館

の持つ中心的な使命であるという考え方が、 一般化してきつつあり

ます。

新しく明石市立図書館が開館してからの貸出し fl O- 数の嶋吻f J は、目

を見張るものがあります。公民館の図書室時代には、十数年の平均

で、 一年間の貸出し冊数がおよそ 9500冊、 一 日平均になおすと 27冊

にすぎませんでした。ところが、新しく図書館にな ってからは J 開

館以来わずか50 日足らず の|閣に、貸出し冊数が、なん と30，000冊 に

達しました 。 1 日平均 になおすと 704 冊となり、公民館H寺代の26倍

になります。このような爆発的な貸出し 冊数 の増加には、いろいろ

な原因があるでしょうが、根本的には、市民が新しい利用しやすい

図書館を待望していた、ということがいえるのではないでしょうか。



企 画か ら作品 まで

- なぜ、貸出し加数が増加したか

では、そのような il'i 民の読書欲を顕在化し、貸出し冊数を増加さ

せた原因について、考えてみましょう 。

第ーは、公民館 内の図書室という、何となく 利用しにくい状態で

あ ったのが、図書館という明確な形にかわ ったことでしょう 。三階

建の 一階に位置し、外部か ら直接に容易に 利用 できる形態となった

ために、大幅に利用者が増加したものと恩われます 。

第二 には、 j哉書の内容が新しくなり、魅力的なものにな ったこと

があげられます。公民館時代 と現在とでは、蔵書数こそ 三万数千冊

と大した遠いはありませんが、 一万冊 ほど新しいものに入れ換えて

います。

第三 は、貸出し方式が簡略化 され、非常に借りやすくなったこと

です。明石市立図書館では 「ブラウン方式」 を採用し、 一度登録を

済ませれば、あとはカード の受けわたしだけで貸出しが できるよう

になっています。

第四には、立地条件が良くな ったことがあげられます 。これまで

の、公民館の所在地 は、国道にはさまれた場所で、 利 用者の多い住

宅地からは多少交通の不便な所にありました 。新しい敷地は、住宅

地に隣接した明石公園 の端にあり、国鉄明石駅からも歩いて 10分 ぐ

らいという 利用 しやすい場所です。 また、明石公園 内 にあることか

ら、公園 利用者や散歩にきた人が、ふらりと利用しやすい位置でも

あります 。

第五には、図書館側IJ の積極的な姿勢があげられます 。週間 の休館

日は、今のところ設けられていませんし、前述のように貸出し方式

の簡略化 にも気を使 ってあります。館長のお話では、現在、約 8 干

名の貸出し登録者数を、早急に 1 - 2 万に引きあげ、年間貸出し 冊

数 を20万冊 にすることが、現在の目標とのことです。

・学習室化した一般閲覧室

明石市立図書館に は、 一般閲覧室のほかに学習室が同一室 内に設

けられています。既存の図書館 の多くが 、そ の閲覧ス ペースを学生

・生徒の学習の場として占領されているため、 一般の 利用者は非常

に利用 しにくいのが現状です 。そのような状態になるのを防ぐため、

今回の計画では、学習室を独立してっくり、 一般閲覧室とは間仕切

りによって分離しました 。 しかし 、結局はうまくいかず 、一般関 lE

室も学習室と 化 してしまっています。学習室として 利用 されること

を一方的に非難ばかりするわけにはいきませんが、図書館本来の機

古gか らいえばマイナスであるといえましょう 。

新しい考え方に立 って、市立図書館活動の 中心を、貸出 し業務に

透くとすれば、むしろ「日野方式」などを採用して、閲覧席を持た

ない図書館を作 ってもよかったのではないかとも考えられます。

ｾ＠ 4. ニ つ の 図書 館 が 、 同 一 敷 地 内 に 建 っ て い る ニ と

. なぜ、併設されたか

明石公園のなかに、兵庫県立図書館 と明石市立図書館が併設され

ていますが、このような例は他府 県にはありません 。両図書館の併

設は、当初からの計画ではありませんでした 。県立図書館の建設地

が明石公図に決定した段階で、市立図書館の敷地難などの事情から 、

同一敷地内 に建設される計画が具体化 したものと、推測されます 。

もともと、県立図書館 がl明石公圏内 に建設され ること自体が、あま

り必然、的で はなかったという見方もあり 、両図書館の併設は、むし

ろ偶然的な できごとともいえるでしょう。
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このような 、偶然性の強い両図書館 併設の建設構想に 対 し、計画

当初からそのメリ ッ ト，テソリ ッ トが心配されましたが、今のとこ

ろ、デメリ ッ トはあまりなく、メリ y トの方がめだつようです 。

. 併設のメリ ッ ト

併設のメ リッ トとして、第一 に、 両図書館 の機能上の性格分けが

はっきりしたことがあげられます 。

県立図 i!r館としては、図書の貸出しなどの周辺住民へのサービス

にあまり入手をさくことなく、県立図書館と して果たさねばならな

い業務の方へ、専念できます。 また 、明石市立図書館に学習室があ

るため、多少、入館チェ ックが厳しいせいもあ って、学習室的な 利

用もほとんどなく、 一般閲覧者には非常に 利用しやすい状態です 。

明石市立図書館 にとっては、県立図書館 が至近距離にあるため、

参考調査業務をほとんど県立図書館にまかせ、貸出し業務に力を入

れることができます。 また市民からの リクエストサ ー ビス に対して

も、 即座に、県立から借り出せる便利さがあります。 ただ、現在の

ところは、このような相互協力業務はまだ軌道に乗っておらず 、今

後の開館の緊密な協力体l I jlJ の挫備が課題として残されています。

もうひとつの 利点は 、講堂や会議室を 、共同で利用 できる ことで

す。共用できるスペースを、閲覧スペースや書庫スペースにまわす

ことができ、| 浪られたスペースを有効に使うことができました 。

( ちかざ わ て るお 兵庫県建築部営綿謀長 たけ や ま きよあき同営繕諜技師 )

、
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基 本 設 計 大 阪 市 大 莱 原 研 究 室

栗原苦言f 一自I1 日因究念( 故) ・中村恭三 ・

中野明 12回充

実施設計 . !ti 主理 w家建築事務所

北 野 正 宏 、 梶 川 陽 士 小 笹 義 和

朝 団 頼 孝 阪 本 弘 ・大森亘

椛 造 臼 家 建 築 事 務 所

背木茂 ・伊藤牧

設 備 日 本 設 備 設 計

家 具 w家建築事務所

縮 工 大 林 組

電 気 富 士 電 気 工 業

空調 ・衛 生 大 阪 城 口 研 究 所

建築概要

建 築 面 積 2，719m'

延 床 荷 積 9，154m'

閲 覧 席 数 合 計 1，175

図 む 収 容 能 力 65万illr

構 造 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 、 一 部 鉄 骨 鉄 筋 コ ン

クリート造、地下 21; 昔、池上3ド皆、塔屋 H皆

設 備 全 館 11是冷房

主 要 閲 覧 室

開 架 閲 覧 室 198席、 5 万冊

雑 誌 コ ー ナ ー 46席、 300タ イ ト ル

参考図書コーナー 108m; 

第 1 閲 覧 室 324席 第 1 説諮室 1081市

第 2 閲 覧 室 601市 第 2 読書室 1101市

第 3 閲 覧 室 37席( 倒防)

。 玄関

@ 烏丸今出川より見る
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企画から作品まで

同志社大学図書館について

栗 原 嘉 一 郎

1  . は じ め に

基 本 設 計 に 1 年 、 実 施 設 計 に 半 年 、 工 事 に 1 年 を 賀 し て 、 同 志 社

大学図i ! } 館が竣工してちょうど 1 年 が 経 過 し た 。 キ ャ ン パ ス 内 で の

立 地 の 良 さ も あ っ て 利 用 状 況 は 盛 況 を き わ め て い る よ う で 、 こ の 仕

事 に た ず さ わ っ た 者 の 一 人 と し て 喜 び に た え な い 。 こ こ に こ の 回 世

館 に つ い て 企 画 か ら作 品 ま で の 報 告 を す る こ と と な ったが、この幸&

青 が 原 則 的 に 基 本 設 計 者 と し て の ま と め の 域 を 出 て い な い で あ ろ う

ことについては、あらかじめお言午しをいただきたいと思う。

2. 企 画 か ら 設 計 へ

私 が こ の 図 舎 館 の 基 本 設 計 の 依 頼 を 受 け た の は71年春であったが、

大 学1f11J と し て は 、 当 然 の こ と な が ら 、 そ の と き す で に 新 図 書 館 建 設

に向けて長期 ｬ にわたる準備が積み重ねられていた。その辺りの ｉ ｊ ｾ 悩

に つ い て は 直 接 筆 者 の 知 る と こ ろ で は な い の で あ る が 、 こ の 図 書 館

の 企画 は そ の 期 間 に 固 め ら れ て い る の で 、 以 下 本 節 に つ い て は 二 、

三 の 同 志社 大 学 学 内 報 住)に よ っ て 経 過 等 を 要 約 し た い 。

同 志 社 大 学 旧 図 書 館 は 1920年 ( 大 正 9 年 ) に 竣 工 し 、 当 H寺として

は 外 観 ・内 容 と も に 立 派 な も の で あ っ た が、 近 年 大 学 が 急 膨 燥 す る

に 至 り 狭 阪 を き わ め 、 設 備 の 不 備 と あ い ま っ て 使 用 に 耐 え な い 状 況

に な っ て い た 。 こ う し た 状 況 下 に あ っ て 新 図 書 館 建 設 の 要 望 は 以 前

から高いものとなっていたが、 旧館 の 増 改 築 で 対 処 す る か 新 館 の 建

設 に ふ み 切 る か に つ い て は な か な か 結 論 が 出 ず 、 後 者 の 方 針 に き ま

っ た の は 1967年 で あ っ た 。 し か し す ぐ に は 実 現 の 方 向 に 進 ま ず に 日

時 が 経 過 す る う ち 、 何 と し て で も 早 〈 新 図 書 館 を 建 設 し な け れ ば と

いう 関 係 者の精 力 的 な 努 力 が よ う や く 実 り 、 69年 4 月 に 至 っ て 図 書

館 内 に 新 図 書館 建築 実 行 委 員 会 が 設 け ら れ 、 新 図 書館 の 建 設 に 向 か

つ て 具体 的 な 構 想 を つ く る た め の 検 討 作 業 が 開 始 さ れ る に 至 った。

こ の 実 行 委 員 会 は 原則 的 に 図 書 館 員 を メ ン バ ー と し て お り 、 下 部

組 織 と し て 検 討 主 題 別 に 6 グ ル ー プ を 持 つ ほ か 、 問 題 の 性 質 に よ っ

て さ ら に 専 門 小 委 員 会 や 合 同 グ ル ー プ 会 議 を 委 嘱 す る な ど し て 、 全

館 員 を 挙 げ て 新 館 建 設 に 向 け て 施 設 ・業 務 ・組 織 ・管 理 の 改 善 ・改

革 な ら び に 近 代 化 の 問 題 の 研 究 ・検 討 を お こ な っ た 。 実 行 委 貝 会 自

体 は こ れ ら下 部 組 織 で の 検 討 を 基 礎 と し つ つ 、 グ ル ー プ問 の 意 見 割

強 な ら び に 図 書 館 と し て の 決 定 機 関 と し て 機 能 し た 。

およそ 1年聞の検討を経て、新館にl M l t り込むべき内容が「設計条

例ニ」という 形 で ま と め ら れ 大 学 に 提 出 さ れ た 。 大 学1ft1J は こ れ を 学 内

の 各 種 機 関 に は か つ て 検 討 し た 結 果 、 財 政 ( 予 算 ) 函 に |刻 し て 若 干

の 疑問 を 残 し な が ら も 諒 承 の 方 向 に 進 む こ と と な り 、 設 計 者の 選 定

に入った。

3  . 設 計 条 件

上 記 「 設 計 条 件 」 は い わ ば 企 画 段 階 の 総 決 算 と い え る の で 、 以 下

に そ の 大 要 を 掲 載 す る こ と に す る 。 な お 設 計 の 開始 に 当 た っ て は こ

の 文 書 に 加 え て 、 1)図 書 館 の 人 員 の 問 題 と し て 、 旧 館 か ら 新 館 に か

わ っ て も 人 員 増 の 見 込 み は な い の で 、 効 率 的 な 管 理 運 営 が で き る よ

うにとくに考えてほしいこと、 2 ) 烏丸 通 り 、 今 出 川 通 り か らの殿音

を遮断すべきこと、 3 ) 外 壁 に は キ ャ ン パ ス 内 の 多 く の 建 物 に 合 わ せ

て 煉 瓦 タ イ ル の 使 用 を 望 む こ と 、 の 3 点が要望として伝えられた。

同 志 社 大 学 図書 館

口 設 計 条 件 文 書口

〔展望〕

今日の大学図住館に lUI 待されている機能は大きく変貌しつつある 。

それは急速に発展する↑ '，1/報化時代に即応した学術情報の的確な犯燦

と迅速な提供の能力を持つことである 。図i ' .'fiii 資料の収集 ・保存 ・

利用、快適な研究 学習の場の提供と共に本学の学術的報センター

としての機能を十分に呆しうることが新図件館榊泡! の基本条件であ

ると考える。

〔概観〕

新図書館建設の予定敷地は今出川校地 ・烏丸今出川角地 とし、延

床而積約8，250平方メートル ( 2，500坪) 、約 7 億四の建物をたてる

ものとする。内部構造は図 i 'r- fi 官として十分使い歩パ、機能的に考え

るが、外観は大学の 1也の: m物との調和を十分考11&する 。建物の北11t11

が大学のメインストリートになるので、北111'1 を建物の実質的な正問

とする 。南側に建物に相応しい庭園を設ける 。

収容する図舎は80万冊、また全閲覧席数は 1253!市とする 。

建物は将来の変動に対処出来る可能性を考慮したものにする 。

〔所要室〕

0  入口 ・階段

0. 1 入口

入口は利用者用と職只用を設け、職良剤入口の近くに荷受口を設

ける 。 また会議室( 総務部所t 1 ' )への入口を独立して設ける 。

0. 2 階段

利用者用 と事務専用階段とをそれぞれ便利な位世に設ける 。

1 . 利 用 関 係 施 設

1  .  1  ホール

図i'. }fi官の玄関を入 ったところにあたり、 利用者が各室に通ずる

通路である 。 また 利用者が図e館利用 への興味をそそられるよう

なディスプレイなどのスペースを考える 。ホールには学生ロ y カ

一室、傘立てなどが隣接する 。 ホールには休憩のためのベンチ、

水飲場、手洗場なども設ける 。メインカウンターはホールか ら自

のつく場所に設ける 。

1  . 2 メインカウンター (33 m' )  

図st : 館活動の中心的位置をしめ、開架コーナ 一、レ 7 アレンス

コーナ一、雑誌コーナ一、目録室、 ｾｽｉ 車、ホール、事務室と￮ｬ｜ Ｇｩ 妾

な関係で結 j ; 。 とくにメインカウンターと目録室、レ 7 アレンス

デス夕、閲覧事務部門とはより若桜な関係で結ぶ。 メインカウン

ターで| 沼架コーナ一、レフアレンスコーナ一、雑誌コーナ一、対 - 2

・;;t. 3閲覧室、 A - V 室、マイクロリーダ一室の各閲覧スペース

の出入りをチェック出来るようにする 。メインカウンターと閲覧

事務部門とが階層を具にする場合などは、メインカウンターの近

くに閲覧作業、納本準備作業のためのスペースが必婆となる 。 メ

インカウンターのスペースは閲覧事務スペースを含む。

1  . 3  目録室

メインカウンターの近〈、またレ 7 アレンスデスクの近くに設

け将来の蔵st : 冊数約80万 冊分の目録を収答出来るスペースを考え

る。経理事務部門と述絡を官、に出来るようにする 。音Illi とはせず

にコーナーとして考える 。

1  . 4 開架閲覧室

カウンターでチェ y クを受けたのちは開架閲覧室の各コーナー

の資料が立体的に利用出来る ように考える。 閲覧室は全体に 明る

いゆった りと した感じにし、図舎の損傷、亡失などの事故防止の

ためからもあまり背の高くない低む架をおく 。

a 、開架コーナー (749m' )

最大 5 万冊の図Qr - を収蔵し、 200皮設ける 。図; ! ? 館利用 の大

半がこのスペースを利用すると考えられるので、外部から入り

やすい位置が望ましい 。

b  レ7 アレンスコーナー ( 272m' )

レ7 7 レンスコーナーは図性館のどの関覧室からも 利用 しや

すい位置を考之、とくに雑誌コーナ一、開架コーナーと隣接し

た位置にする。また目録室とカウンターは最も密接した位置関

係を考える。レファレンスデスクはメインカウンターの一昔11、

もしくはその付近に設け屯話架設の必要がある 。位訟によ って

は' l 1 L 話ボックスの必要性も出てくる。最大 1 万 3 千冊の参考図

立? を収蔵し、 1001常設ける。 他に アトラス入れ、苦手i'r-台 なども

おく。レファレンスデスクは気軽に相談が出来るようなものを

考える 。

c  雑誌コーナー ( 119 m' )

最大400タイト J レの雑誌を展示し、 52席設ける 。Qr - 架は鴎 1]、
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屋式とする 。雑誌係の事務室と述絡が卜分とれる位置が盟ましい 。

1 .5  ;;j ・1 閲覧室 ( 660m')

ＳＵ Ｐ Ｑ 市の大閲覧 室 とし、Ｏーチエ ｾ ? で入れるようにする 。 御

所に而した南而をとるのが望ましい 。原ftlJ として、 1系只は自己也し

ない。 管理はテレビアイ、放送設備で行なう 。

1  . 6 ;;j' 2 閲覧室( 178 m')

1081市のグループスタディを主目的とした閲覧室 とし、平常I i 寺

はチェ ッ7 を受けて入れるように考えておくが、試験JUIな ど は /

ー チエ ｾ ? で入れるような可能性を考え調書主用閲覧室 としての性

格を持たす。 対ー 1 閲覧室 と同じく、係貝は配誼せず、テレビアイ

} 皮送設備て信・理する 。

1  . 7  7十3 閲覧室 (145m')

ＵＰ Ｑ 訴の個 席 閲覧 室 としチエ ｾ ? を受けて入れるようにする 。

独立した静かな雰囲気の部屋にし、管理の方法は対. 1  .  ;;j "  2 閲覧

室と同じ 。

1 . 8  A - V 室 ( 94m')

521，? ; の視聴覚関係の耳目屋とし、テープ、レコードなどの利用、

スライド、 l映画等の映写、小J降級などにも利用できるように| 坊音

設備を完全にした Ｑ 虫立したｬＧｦｉ ｬｦｦｾ にする 。 テープレコーダーは ＲＰ 台

とし、各テープルにはめこみ医|定し、ヘ ッ ドボーンで伽| 別又は共

同で研究、勉学できるように配慮. する 。 そのうち数台にはレコー

ドプレーヤーを併設する 。映写については 8 刷、 16mmの映写機、

スライド映写機、現物投首長機等を備えつける 。 また図書館利用 の

方法や J レールについて利用者を教育する必要もあり、そのための

機能も十分考えておく 。隣接して A - V 準備室を設ける 。 チェ ッ

クを受けて入れる位置にする 。

7 イJ レム、テープ、スライド、ピクチュア等のライブラリ ー に

ついても将来充笑化する方向で考えることが望ましい 。

1 . 9 - 0 ' イクロリーダ一室 ( 33m' )  

百争かな雰囲気で長時間でも利用できる部屋とし、チェ ソクを受

けて利用できる位置を考える 。 7 イクロリーダーを 10台備えつけ

る。 そのうち数台はプリンタ ー付のものとする 。

1  . 10  特別閲覧室

ＴＰ 席 経度の部屋とし、外来者の図 ｩ Ｇ ｾ 利用、また祭 ［ｒ ｾ Ｚ Ｚｊ ｪ 図 ￭ｾ ｾ 等の

閲覧のためにあてる 。

1  . 11 介 1 読む隻( 163m' )  

チェ ックを受けずに入れる自習室とし、 100席設ける 。

1  . 12 ;;j ・2 設住隻( 163 m' )  

新聞、週刊誌、などをおいた部屋とし、 1001ft 設ける 。 対. 1  ｾ売 ［ Ａ＿

室同様チェックを受けずに入れるようにする 。

1  . 13 学生ロッカ一室

400個のロ y カーをおき、何らかのかたちで管理出来る位訟に

設け、ホーノレに隣接させる 。

1 . 14 学生傘立て

ホー J レ、学生ロッカ一 室 に隣接させる 。

2 . 収 蔵 関 係 施 設

総 計80万冊収蔵できる砲設を考える 。

2  . 1  一 般 ｜ｾ ｲ ｊ￮ｬ ， ( 4 ， 950m'  )  

ＶＰ 万 冊 収蔵できるｾＡ ｲＭ ｉＡｊ ｩ をＩｪ Ｍ える 。 ｩ Ａ ｩＭ ｊＡＱ ｦ はカウンターに近い

位置を考える 。t! r- Ji lf内には 30台の可ifrl J 式キャレ J レを世き、閲

覧事務スペースと同じく冷暖房をほどこし居住性を高める 。

2  . 2 i't霊 図 告 室

一 般在庫内に Ｓ ， ＰＰＰ 冊収蔵できる ｩ ｾ Ｇ 霊図 Ｓ 釜を設ける 。 可

歯車J 式 IV日仕切りをし、チェ ッ7 を受けなければ入れないように

する 。室内にキャレノレ 1 台を置く 。

2 . 3  保存主}:J.i1I

きわめて利用頻度の低い図{'r20万 冊収蔵できる保存件五lf を

考える。

3. 業 務 関 係 施設

3 . 1  事 務 室

図令館の 3 諜の事務室を同一階層に集中させるのが、各パ

ートの有機的 な述けいを保ち、より有効な図55館活動を進め

る上からも有利 ではあるが、場合によ って事務室の一部 が|帯

用を具にするときは上下の関係などで一体化をはかる 。 事務

室内は図書の流れがさくそうしないように機能的 、合連的に

各パー トを配置する 。手洗場、給湯総を事務室内に設ける 。

a  庶 務 (145 m' )  

外部との関連が強い館長室 、応接室 、図書選択室は庶務

部門と直結している必要があるが、音声など不必要な彬相i

をさけるため 、事務室と切り縦す必要がある 。

同志社大学図書館

b 桜. Ell ( 290m') 

f!?梨、目録のためのスペースを十分にとる 。

c 閲覧 ( 240m') 

カウンターと連絡のよいｻ立法 。 仮受雑誌 ｦＮｾＡ ｾ Ｚ ｊＡｉＡを含む。簡単な

製本スペース、 利用者の救護スペースなども考える。

3 . 2  館長 室 ( 36m' )  

会議が出来る設備をする 。

3 . 3  応接室 ( 33m' )

館長室に隣接させた 1立法。

3  .4 図3 選択室 ( 99m')

荷受口と直結させ、庶務官11門に近い{ 立世におし室内は主題別部

門 ｩｬｾｬ に適応出来るようにアコーデイオンドアーなどで区切れるよう

にし、お梨、選択資料キャビネ ッ ト、会議用円型テープルなどをおく 。

3 . 5  印刷室 ( 99m' )  

:J';. 務 室 に近い位置、カウンターと十分連絡のとれる位置とし、防

背設備を十分にする 。当面セ' ロ ックス彼Aj : j 幾2 台を収納する。将来 7

イクロフィルム脳診機なと・も収納するのがl百室の設iXii t ; < 出来るようにする 。

3 . 6  m報管理室 ( 165m' )  

学術情報に関する資料の調査研究を行い、岡山館利用者に情報

を従fj 1 、するための部屋とし、i l I ぃ将来、検索用コンビューターな

どを備え、情報管理機能の能率化、高度化をはかることが考えら

れるので、テレ ックスなどのコミュニケ ー ション設備を持ち 、 各

大学図 ｾ Ａ ｲＭ館の相互協力を進める 。 位置としては事務室の近〈に設

け、コンビューター導入に備え、配線、配管、空調等を考える 。

3 . 7  図i'r館笑留室

関 ｾ ｭ Ｑ ｩ 学笑習および 自 ｩ 官民研修に使用し、図 肘古 学資料 ｦ 慨を設

ける 。約60席。特別閲覧室に隣接させる 。

3 . 8  A - V 準備室 ( 33m')

A - V 室に隣接し、 A - V 機材を収納する 。

3 . 9  荷受口( 10 m')  

図 ￭Ａ ｾ 滋択室に隣接させ、図 ｻ ｾｲ の織入等に利用する 。 場合によ っ

ては雑踏、合/ l l ! ( 図書館所管 ) 、保管庫への荷物搬入口を兼ねる

ことも考えられる 。

3  . 10 職員ロ ッカ一室

男子用、女子用をわけ、更衣室を兼ねたものとし、手洗いの設

備をする 。ベンチ数個と約60人分のロ ッカーを収納する 。事 務

室 から管理出来る位置、職只出入口に近い位置にする 。

3. 11湯沸室 : 略、 3.12シャワ一室 。略、 3. 13合同I : 略、 3. 14保 管nli

Ｚ 略、 Ｓ Ｎ Ｑ Ｕ 雑節略、 ＳＮＱＶ 作業只役室 Ｚ 略、 ＳＮ Ｑ Ｗ 念 ｊ ｾ ￭ : 略 、3. 18会

議 室 略 、3. 19機 械 室 略

4  機 械諸 設 備

4. 1 I坊音 : 略、 4. 2  ｩｾｬ Ｎｉ支に除 ｬ する機株 略、 4. 3 冷1 I ! i i 房に関する機

ift : 略、 4. 4 エレベーター ・略 4. 5 エアーシ 1 ーター : 国語、 4 .6

主主送設備 ・略、 4. 7 テレビ・アイ ・略、 4. 8電 話 : 略

〔機能 図〕

七記所袈室相互聞の機能上の給ひ' つき

をまとめて図示したのが次の図である。

新図書館機能図

図表的線は各パー ト町つながりの深いもの

から順に数字であらわしている 。

ＱＮ Ｎ・圃 Ｈ 図 ｾ Ａｾ館活動的中心となるつながり Ｉ

2.=  

3. 一一-

4 ・ ( 直接述絡の可能性があればよい )
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4 . 設計から完工まで

ところで設計を始めるに当たって「設計条件」 について問題と思

われたことは、盛られた内容の大きさ (座席数、図書収容力、その

他 ) に比して総面積と工貨の数値が小 さすぎるのではないかという

ことであった。 しかしこの点については設計を進めていくなかで解

決していくという ことになり 、 ともかく設計にと りかかったが、や

は りこれがいろいろの困難に会うもととなった。

私自身としては、この設計条件については、 2 万 人もの学生を擁

する大学の中央図書館として内容面もなお決して十分とはし、えない

と考えたこともあり、第一級の図書館建築の実現に意欲をもやした

こともあり、盛られた内容の方を重視して設計を進めたのであるが、

その結果、 最初の構屯! は総面相と工賀の点て¥ 示されていた数値

をかなり超えるものとなった。 実質的に設計案の検討の場となっ

た先の実行委員会は 、メンバーが図刊官官民であった関係上、同じく

内容面 を重視し筆者と立場をともにしたが、大学の公式の建設委員

会や評議会 ・理事会などは、大学の経営上 の観点もあって、内容面

はともかくとして総面積や工費の粋の方が重要な問題とされた。

この両者の聞の考え方のギャップはいろいろの点で笑のところ少

なからぬものがあり 、このため設計案が硲定するまでの過程は難航

を重ねることとなった。 しかしながら、当 H寺の原正図書館長の献身

的な努力などにより 、数次の調整過程を経て、内容もある程度けず

るが枠の方も 上積みするという形で最終的に合意が成立し、 72年春

に基本設計の終了をみることとなった。その 間ちょうど l 年であっ

た。 なおこの調整過程で 4 階に予定していた情報管理室が全市削除

される 一方、 地下に入ることになっていた総務部所管の会議案のと

りやめ、吹みけの縮小 、 3階;: j主1)' 内部の未仕上げ、蔵書収容力 ・席

座数の縮小等々の修正が行われたのであった。

以後は急ピッチで笑焔設計に入り、同年10月末に着工、折から急

激な建設費の高騰が進むなかを熱意のある地工によって翌73年 10月

に竣工、同 12月 3 日に開館の運びとなったものである 。

ところで設計チーム内部の問題としては、基本設計者ーと実施設計

者の関係の問題があったが、話し合いによって、相互にくさび形に

闘わり合い、基本設計の開始H寺点から竣工するまで、設計チームと

しての不連続さが生じないよう努力が払われた。

また、図書館側の先の実行委員会はこの間も終始活発に機能し、

基本設計が開始されてから竣工 までの 間に笑に 200 回近い検討会議

を聞いている。図書館↑ fjl J のこうした立食IJ さと並々ならぬ意欲が設計

の質にいろいろな形ではね返っているのは当然て' あり、その意味で

この新図書館に対して果たした実行委員会の力は非常に大きかった

といってよい。設計者側としても深〈敬意を表するものである。

5 . 作 品 に つ い て

設計の意図などについてはすでに他誌( 新建築 ・建築文化74年 3

月号) にも述べているが、要点を述べれば、つぎのようなところで

ある。

1  ) 内部機能の問題としては、旧館に比して 3 - 4倍の大きさに

なるのに図書館員の増員の見込みがなく 、 したがってきわめて効率

の高い管理 ・運営が要求されるという厳しさに、プランニングとし

同 志 社 大学 図 書 館

てどのように応えるかの問題が大きかった。

このためには、 1200席もの学生動線をスムーズに流すことがまず

必要であり 、設計条件にも示されていたことであるが、 自習室ゾー

ンへの動線はメインカウンターからはずしてノンチェックゾーンに

まとめるとともに、資料をともなう主要室は 1 フロアにまとめてで

きればメインカウンターで集中管理することができるように巧える

ことが必要であった 。

解決として、玄関を 中心にして半階上 りのレベルにメインフロア

を設け、その 中心部にメインカウンターを、さらにその背後に業務

室と書庫へのコアを配して管理の効率を高めるとともに、玄関から

半階下 りのレベルに新聞閲覧コーナーおよび自習室群を設けたこと

によって、目的とするほとんどの室 に対して 1 階の雰凶気のままで

スムーズに到達できるようにしたことである。

2  ) 書庫については上下に 2 分し、資料と関係の深い関覧 ・業務

室群を上下 から断面的にはさみこむという、いわば変形サンド イツ

チ Ｉｦ ｾ王℃をと っ たのであるが 、 これによって イ申 びのあるメインフロア

を得ることができた点は良か ったと考えている 。

3  ) 大きなひろがりを持つことになる内部空間lに対してどのよう

に光 を採り入れるかの問題も重要な課題 となったが、世かな 22聞を

求める気持ともあいま って 、断面計画としてト ップライトの可能性

を追求してみたつもりである。

とくに最も重要な室である開架閲覧室については、 トップラ イト

とともに床の中央部を下げるなどして、新しい閲覧空間の創出をね

がって力を注いでいる 。

なおインテ リアの問題として照 明計画にも立を用い、コンコース

的 な部分、資料のある閲覧室府、自習室J洋等、室の性格に応じてか

なり雰囲気を変えるようにしている 。 また家具についてもすべて木

製とし、室との調和に留意している 。

4  ) 外部の意匠としては、伝統あるキャンパスのなかでの古い建

物群との調和の問題、待II pfr に而した鳥丸 ・今出川の交叉点で正門脇

といった要所に建つことの重みには緊張もしたが、大学側から出さ

れていた煉瓦タイル使用についての要望も積極的に評価し得たし、

道路からの遮音の必要性が高いこともあって 、地上階では庭図との

対話を持たせながらも、全体としては壁面 を基調とした彫りの深い

建物にしたいと念じつつまとめたものである。

6  おわりに

以上であるが、 74年 6 月、この図r u : 官官の設計に当たって文字通り

私の片腕としてカを尽くしてくれた日凶寛吉、君を失った。 この図書

館が開館以来好評のうちに 1年を終えようとしているにつけて、竣

工した姿を見ることなく病いの床につき、ついに帰らぬ人となって

しまった氏に哀悼の祈りを様げるとともに、建設にたずさわったす

べての関係者に感謝の立を表する次第である。 1974年 11月

;主

1  Ｉ 新図￬ＡＮＧ館の建設について、図件館長原正、同志社大学図 Ｉ ｉｾ 館輯 ｉｎｯ Ｎ 10 .  1971. 11. 1  

2  Ｉ 同志社大学図役館 のあゆみ、図 。館長以正、 Ａ 日 ｬ 志社大学通信新図、 Ａｾ 釘 Ｑ 綾工記念特集号

1973.  11.  15  

3  ) 新図性館法設にいたるまて・の iila主的tJHl'1に ついて、 閲覧課長前川茄1"1、同志社大学図

占館報No . 15. 1974 .  2 .  1  

( (  1) は らかいちろう 現筑波大学芸術学系教授 )

8 3  



茨木市立図書館

園田

図書館アプローチ

2 階一般閲覧室

4 階視聴覚室
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合同庁舎建築概要

建 築 位 置 茨 木 市 東 中 条 町298番地

工 期 昭 和47年 l 月24 日~昭和48年| 月 16 日

建 物 概 要 地 上 7 階、地下 l 階、一部地上 4 階

敷地面積

建築面積

延 面 積

設 計 監 理

施 エ

鉄筋 コンクリート造

1，840 . 53m'  

1，102. 00m'  

6，569 :09m'  

株式会社菜畑建築事務所

茨木市建設部建築課

鹿島建設株式会社大阪支広

図 書 館

現在蔵書数 33 ，000冊

将 来 110. 000冊まで可能

地 階 : 自 転 車 置 場 収 容 台 数 40台

l 階 小 中 学 生 室 収 容 人 員 94人

2 階 : 一 般 閲 覧 室 収 容 人 員 72人

3 階 参 考 図 書 室 収 容 人 員 72人

4 階 : 視 聴 覚 室 収 容 人 員 77人

休息室 ・事務室 ・書庫 ・リフト 1基

移動図書車庫等

合 同 庁 舎 各 階 断 面 図

@  

9  

. 一般閲覧室 cr-._rエJ

μ ム J .dl ｾｕＺ［［ｾ＠ ロ エ ロ

ｾｾｾￜｾ ユロ Ｓ Z Z  

2' 昔

1階

合 同 斤 舎 平 面 図

事務室

消防車庫

哩=コ

4 階平面図は省略



企 画 か ら 作 品 ま で 茨木 市立 図 書 館

複合建築物としての茨木市立図書館

平井

聖

草

まえカぐき

茨木市は、大阪、京都岡市の中間に位置し、往古より北摂の交通

の要所にあたるとともに、文化、商業の中心地として発展してきた

が、近年に至り、大阪のベ ッ ドタウンとして人口は急速な伸びを示

し、現在では、 20万人に達しようとしている。

また、茨木インターチェンジを設ける名神高速道路、国道171号、

並びに大阪中央環状線等の幹線道路網の整備による近代的内陸工業

や流通関連施設を有する北大阪の中核都市として位置づけられてい

る。

本市における図書館の歴史は、昭和 27年に茨木ブ ックステーショ

ンを設置したことに始ま っているが、中央図書館、中央公民館等の

設置は市民の強い要望であり、また、既設消防会庁も老朽化し、近

代的消防庁舎の建設の必要にせまられていた。

しかしながら、これらの施設をそれぞれ個別に本市の中心部シビ

ックセンタ一周辺に適地を確保することは至難の技であ ったため、

土地の有効利用と経費の節減等の綜合的見地から、図書館、中央公

民館、および消防庁舎を包含する合同庁舎として昭和45年度から昭

和47年度の 3 ヵ年の継続事業とし、実施したものである 。昭和45年

2 月に、茨木市合同庁舎建設準備委員会 ( 市長以下関係部課長が委

員) を発足させ、基本計画の作成に入り、庁舎建設特別委員会 ( 市

議会関係委員 ) 等の意見をおりこみ、基本計画案を作成したもので

ある 。

建物の内容として、構造、規模は、鉄筋コンクリート造り地下 1

階、地上 7 階建、建築面積は、 1 ，102. 00m' 、延床面積は、 6 ，569. 09m'

である。

なお、図書館、公民館部分は 7 階建で、消防庁舎部分は 4 階建と

しているが、機能、および動線上、両者を明確に分離するものとし

て縦割方式を採用した 。特色として、図書館と中央公民館が同棟に

併設されたことにより、綜合教育の効果が得られ、視聴覚室、天体

観覧室の設置等により、その効果的利用が図れる 。

すなわち、この建築物を合同庁舎としたことについての、考え方

を要約すると、

各階別・用途別・専用床共用床別内訳

l湾建!!

消 防 庁 舎 図 書 館 中 央 公 民 館

合 計

専 用 床 共 用 床 専 用 床 共 用 床 専 用 床 共 用 床

地下 | 390. 09 

100. 29 

263. 23 

126 .00 。126. 00 

352. 29 352 .29 352. 29 

1，005. 61 

地上 | 384. 19 
。

496. 08 

31. 24 。31. 25 

942. 76 

62 .49 62. 49 

// 2  444. 73 
。

533. 77 

67. 39 。
67 .39 

1，113 .28 

134. 78 134. 78 

// 3  383. 78 
。

472. 90 

66. 49 。66. 48 

989. 65 

132. 97 132. 97 

// 4  383. 77 
。 84. 21 84. 22 

139. 77 302. 60 994. 57 

168. 43 168. 43 

// 5  
。 。 0 1  ｾＲ＠ ｏｾ＠

486. 70 

62. 08 

610. 86 

124. 16 124. 16 

// 6  
。 。 0 1  32. 39 

556. 94 

32. 40 

621. 73 

64. 79 64. 79 

// 7  
。 。 。27. 86

234. 92 

27. 85 

290. 63J  

55. 71 55. 71 

1，986 .56 100 .29 1，905. 75 4-97 . 66 1，581. 16  497. 67 

言十 6，569. 09 

2，086. 85 2，403 .41 2，078. 83 

1  ) 都市化に伴い、土

地利用の高度化のすす

むなかで、本市の市街

地には、この極の公共

用地の確保が至難であ

った。

2  ) 合同庁舎とするこ

とは、個々に建設する

よりも建設費、各設備

等経済性において有利

である 。

3  ) その規模においても重量感があり、市の代表する建物のーっと

なる 。

4  ) 予定地は 、官庁街の一角にあり、おのおの公共施設が近接する

ことにより、市民の利用上からも有利である 。

5  ) 図書館、公民館の連絡が良〈、綜合教育の場として利用できる 。

6  ) 消防署は 、東西北三方向が道路であり、北方向が前面道路とな

って、消防活動に際しては、いずれの方向に対しても出動可能で・、

地理的諸条件にめぐまれた適地である 。また、図書館、公民館を利

用する市民が、消防署を身近に見ることにより、| 幼火の意識を高め

ることができる 。

7  ) コミュニティ構想

中央図書館は計画人口 30万都市の施設として、設置基準にみあうも

のであるが、都市化と生活圏のJ広大に伴い、市民相互間の人間的交

流を図れる場として、コミュニティ施設は各地域に分散配置の構想、

が、昭和60年を目標とする茨木市基本構想、におり込まれている 。

8  ) 合同庁舎の調和

外観のとおり、建築構造と外装において違和感は解消できる。

等である 。

図書 館について

茨木市基本構想にもとづく計画人口 30万都市における公立図書館

の設置基準にのっとり策定されたもので、立地条件としても、国鉄

と阪急の各茨木駅の中間で、駅から徒歩 10分ほどの所にあり、図書

館を中心に半径 4 kmのなかに全市民の9 0 %が包含されるほどの人口

密集地域の中央に位置している。施設計画上の与えられた敷地条件

は、船のような形状をした不整形のものである 。

まず、車の動線と人の鈎J 線を分離する方針をたて、図書館、中央

公民館部分を南側よりのアプローチとし、元茨木川宇野辺線と下中

条方向線の車の動線と、図書館、中央公民館部分とは修長方式で分

離し、西側には 1 . 5 m の歩道を設け、閉館時における一時の流動人

員がスムーズに退出できる可能なスペースを設けることにした 。 ま

た、 自転車を利用する来訪者の動線は、西側からのスロープで地下

1 階に導き、 6 0 - 7 0台の自転車置場を配置することにした 。

なお、消防庁舎と図書館が同ーのフロアーであり、かつ、縦割り

にしているので、間仕切、壁面は、防音に十分配慮、して相互に影響

を与えないよう考慮したが、 2 、 3 、 41噂では非常用防火 j弄を設け、

災害時に備えた。

建物の 1 階から 3 階全部と 4 階の l 部まで図書館で、この延床面

積は、 2 ，400m' あり、 4 階の 1 音11より上が公民館となっている。

外装は、四七 2 丁掛施剰I タイル ( レンガ色) 、柱型は l次付ータイル

j ] 築と社会/ 1975年 1月号 8 5  



企 画 か ら 作 品 ま で

仕上げ( ベージュ色) のツートンカラーの明るい感じの建物である 。

玄関については、 1 階からも、 2 階からも気軽に入館できるよう

に配慮している 。 1 階の入口は 、道路より少し高くなっているが、

この段差には、階段と身体障害者のためのスローフ。を付け 、車椅子

も入れるようになっている 。

l  階入口正面は、児童室で 250所、 約 10 ，000 mt 収容の 3 段式木製

沓架と高中低 3 段階に分けた机と椅子を 941常設けている 。

壁面は、絵模様クロス貼り、窓サ ッシュは採光を十分に取り入れ

るように開口部をできるだけ大きくとり、子供室にふさわしい明る

い雰閤気にしている 。

部屋は長方形で、ほぼ 中央に 3 段式両国書架を四亨IJ 配置して、部

屋を 2 分した格好にし、一方を幼児用コーナ一、他方を 小 、中学生

前l きに分け、幼児コーナーにて、お母さんが子供ーに読み聞かせをし

ても支障がないように配慮している 。また、 1 階の1RIJ [ 函には 、自動

車文庫用書庫と車庫をとり ( 現在、ともしび号として活躍中 ) 、車

庫は、中型ノ〈ス 1 台分の大きさである 。自動車文庫用書庫は96があ

り、車庫との関係で天井を高〈し、8 段式スチール書架で、約 17，000

冊収容できる 。

21; 皆は、一般閲覧室で' 372m' 、公開Zii- 架は約35 ，000冊収容、閲覧席

は 4 人掛48席あり、この部室はメインルームでもーあり、入りやすく、

ゆったりした気分をそこなわないよう配慮、した 。 そのーっとして、

天井を高くし、圧迫感を感じないようにするとともに、壁面はクリ

ーム色、ク ロスは茶色とオレンジ色を基調にした模様をとり入れ、

室 内の配色に気を配った 。また、関覧室の南側には、 60m' ほどの休息

室を作り、応接セ ッ トや安楽精子、床にはカーペ ッ トを敷き、ホテ

ルのロビーを思わせるような落ち着いたなかにもリラ ックスした雰

囲気にし、日眼目には音楽を流し、軽い物語、雑誌の閲覧等ができ

るようにした 。

3 階には、参考図書室と事務室、書庫があり、参考図書室は 183m' ， 

72席、 4 ，000冊の参考図書を収容し、レファレンスを中心lこ活動して

いる 。書庫は、 120m' で密集式移動書架を採用し、 56 ，000冊の収容能

力がある 。なお、図書搬入、および各階への配本には 500kg 頼みの

125 ，000人

120. 000 

110，000 一十

100.000 +  

90. 000 +  

80.000 十

茨 木 市 立 図書館

フや ック リフトがＭｾ書庫内にあり、これを利用している 。

4 階では、視聴覚室93m' 77席と視聴覚資料室として 50m' ある 。

また、避: i l !E通路として 2 階以上は、各| 渚窓似IJ にベランダ( 1隔170cm) を

廻し、地上 l 階まで外階段により通じている 。

つぎに、空調計画の基本的な考え方として、合同庁舎である関係

上、使用時間帯が個々に異なり、また使用目的が磁々雑多な特殊な

条件にあって、最も有効に 利用でき、かつ、可能な| 浪り集約してコ

ストを下げるとい った経済性も包含して計画した。具体的には. 、消

防署系統、図書館 ・公民館系統に大区分し、さらに内部でも各室区

分で運転できるように考慮してある 。 そして、これらの条件を満足

さすための方式として、 7J( 熱源式小型ヒートポンプシステムを採用

した。 ただし、公民館の大会議室、プラネタリウム室、消防署の道

場は、一般のノ {' / ケージ空調機を使用している 。

以上が概略であるが、図書館建設に当た って「市立図書館とはど

うあるべきか」を検討し、つぎの点に留意した 。

従来の図昔ー館に対する一般市民のイメージは、図書館は学生の行

くところであ って、いつ行ーっても学生ばかりが勉強しているといっ

た図書館のもつ「学生の勉強部室」、 「グルーフ。学習の場」と いう

イメージをぬぐいさり、市民の本棚、日常生活に必要な知識や資料

を得るところ 、親が子供に本をねだられたら、図書館へ借りに行く

ようにといえるところ一一一ー とい った一人ひとりの市民が図書館に

親しみを持てるように、思い切 って自習室 をなくし、一般| 苅覧室に

おいても席数を少なくし、公開書架を一連でも多〈設置できるよう

に配)i ¥i' した。

全体的に、 市民の綜合教育と文化の発展のよりどころとなるよう、

また、複合館のもつおのおのの機能を十分に発揮できるように留意

した。

現在、市民生活の盟かさに寄与されるべき文化の殿堂として広〈

活用されている 。今後とも、この建物における文化活動が市内各地

域に波及していく布石となり、茨木市の文化生活の発展に真1i Ifiを発

J軍できることを願うものである 。

( さわい へい いち 茨木市建設部建築課長 )

70 .000 +  
図書館閲覧室

60 町 000 十

50. 000 +  

十

i¥ 

年

48iJ三 J!l:

茨木市 立図書館利用状 況
合同斤舎全景 合同庁舎南面，図書館入口
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@ 枚 方 市 の図 書館 活動

枚方市立図書館のおいたちと 概要

枚方市における図書館

の歴史は、昭和27年 4 月

に大阪府立図f!] ;館が「枚

方ブ ックステーション」

を開設したことから始ま

る。これを母体として昭

和40年の春、枚方市民会

館の開館とともに「枚方

市図書センター」として、

その 3 階に市立図書館が

誕生した。そして、府立

図書館から借りた本と、

市の予算で買 った本を市

民に貸出していたが、枚

方市が本格的な図書館と 叶 20 / "" 長

して発足したのは昭和48 I  /  関 長

年度からである 。市立図 '01'o- r:-- 悶 闘寸;

住館条例が制定され、 7 I  悶 関 闘 関 長

月には 5 ヵ所の分室を開 昭 和 何 年 46 47 48 49 

設し、自動車文庫が30ヵ 図- 2 彼方市立図書館の年間貸出舟数と図書貨の推移

所のステーションの巡回を開始した 。 これが 1 年後に 11分室、自動

車文犀は l 台から 2 台 ( 39ステーション) に増加した。

このような図書館の急速な発展をもたらしたのは、図在館の充実

を要求する市民運動のカによるところが大きい。

この市民運動を起こすもとになったのは、昭和44年、家庭の一室

や地域の集会所を借りて、 100- 却 O冊の本をおいた家庭文庫や地域

文庫である 。昭和47年にそのような文庫やこどもの読書に関心のあ

る市民が、こどもに本のおもしろさを理解させるストーリー ・ティ

ング( 読み附かせ) の勉強会を始めた。そのなかで市の図書館行政

の改善と発展を求めて 、強力に市当局に働きかけるために 「こども

の本をひろめる会」が結成された。

一方 、市当局 も図書館整備の必要性を認識し、市長自らその熱意

を示した。関西における先進図書館の見学会や、 日本では図書館行

政が進んでいる高知市、町回市、調布市の市長と図書館長を招いて

勉強会をおこなっている 。

昭和48年 1 月には 「こどもの本をひろめる会」から 2 名の代表と

数名の専門家を招いて、 「図書館行政策定専門委員会」を発足した。

この委員会は昭和52年を自棋とする「枚方図告官官計画」を作成し、

市当局に提出している 。

予算面においても、昭和48年度は図書費が1，200万円て¥関西の中

小都市で図書館行政の先端をいく立中市とともにト ップにたち、本

年度は 2，400万円に倍増されている 。 さらに、大阪府立大学から図岳、

館界のベテラン、天満氏を館長に迎えた。 49年 3 月になって 、先の

「枚方図書館計画」とは別に、筑波大学・栗原教授らによ って、 昭

和60年を目僚とする図書館計画のマスタープランが作成され、より

一層の図書館の充実を目ざしている。

図一 1 は図書館( 本館 ・分室 ・自動車文庫ステーション) の分布

を示すものである 。

こゐように図書館綱の整備が進むにつれて、市民が図書館を 利用

する実績、すなわち貸出冊数も仰びてくる 。貸出冊数が多くなると

図書館としても、市民の利用にこたえるべく一層の努力が要求され

てくる 。 たとえば、蔵31??数においても充分な冊数を備えなければな

らないし 、その内容も新しく魅力的なものでなければならない。そ

のためには、毎年度できるだけ多傾の図書購入賀が必要になってく

る。図 - 2 はそのような貸出冊数と市民一人当たりの図書裂が年と

ともにどのような伸 びてきたかということを示すものである 。

図によれば、貸出冊数は図書館の整備とともに爆発的な伸びを示

し、図書貨とほぼ比例して噌えていることがわかる 。

地域図書館をたずねて

凡例
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図書館についての今までのイメージ、それは l暗い建物、むずかし

い顔をした職員、よごれた古くさい本、学生によ って占められた閲

覧室等々 。それらは前時代的な遺物でしかない。

公共図書館の基本的な機能は、資料を求めるあらゆる人々に資料

を捻供することてあり、住民がどこに住んでいようとも最も効果的

な方法で図諮館サービスが受けられるものでなければならない。そ

のためには 中央館のもとに数多くの分館が、日常生活圏内に適正に

配置きれなければならない。分館設置がおよばないような辺ぴな地

区があるならば、自動車文庫によ って カバーするという体系的な図

古館網が必要で' ある 。そして、これらのうち住民に対して直接的な

サービス拠点となる分館の特質は、館外への貸出しにサービスの重

点をおいていることである。それは図書館に来て本を読むという時

間的な余裕をもたない大部分の住民にとって 、貸出し以外には図性

館を利用する術がないからである 。たとえ自分でレ図苫: 館へ行けなく

ても、家族のだれかに頼んで借りてきてもらうこともできる 。そう

なれば分館には広い立派な閲覧室はなくてもよく、利用者が貸出し

を受ける本を選ぶためのスペースとして、ブラウジング経度のもの

があれば用は足りることになる 。

このような図書館活動て北東京都およびその周辺都市にくらべて、

はなはだしい遅れをと っている関西の各都市においても、近年、住

民の図書館に対する要求が次第に高ま ってきている 。 この稿は、近

年急速に地域図書館の設置を進めている大阪市立図書館、図書館の

充実を求める市民運動とその要求に対して、市当局も誠意をも って

こたえようと努力を積み重ねている結果、利用実績の急速な飛躍を

とげた枚方市、および神戸における公共図書館の現状と公共図書館

とは別に、独自に読= i 1
t
活動をおこな っている地域施設のなかの図書

室をとりあげて、その状況を報告するものである。そして最後に束

京周辺に最近新しく 開設された地域図書館の平而図と概要を収録し

た。

は じ め に
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熱っぽい雰囲気となり、静かで落ち着いているという図書館のもつ

イメージとはほど遠い印象であった 。

初日の貸出冊数は、 1 回 1 人 2 冊 まで( ただし、本館と自動車文

庫は 3 JlIJ - ) という少ない 冊数にもかかわらず 、わずか 4 時間でほぼ

2，000冊になるという図書館始ま って以来の記録となり 、紙芝居や

絵本コーナーは空になった書架が目立つ 。 この調子でいくと今の蔵

書数では、ほとんどの本が貸出されて書架が空になり、そのために

利用者の不満が出るのではないかと、うれしい悲ＱｉＮｲｾと ともに今後の

見通しに、職員の人達は不安げな様子であ った。

口 枚方 公 園 分 室

この分室は 、枚方公園駅前商庖街のほぼ中央、公設市場の 2Il皆に

ある 。これは「こどもの本をひろめる会」昭和47年 10月の勉強会て¥

市長も参加し ておこなわれた先進図書館の見学会で、その見学対象

となった大阪市立西淀川図書館がそのモデルとな っている 。

利用者は、こどものほかに立地条件を反映して貨物かごをさげた

三焔も目立つ 。

貸出冊数は、多い日で350JtlL 少ない日でも 300附 ほどあり、常H寺

1，0001l0- ほどが貸出されている 。分室のうちでは貸出冊数の多い方

に属する。

見学した日は土附 日の午後で、分室のかたすみでストーリー ・テ

イングが催されていて、 30人くらいのこども達がこれにむらがっていた。

こどもを抱いた主婦にインタビューしてみた。 r l Qオの子を頭に 6

オと 4 オと 1 オのこどもがある 。上 の二 人はいままで本などは見む

きもしなかったが、図書館ができてから本に興味をもつようになり

読書習' 隙が身についてきた。下の 4 オのチには読み 聞 かせをせがま

れる 。図書館に来るのがたのしみで・ ー …一 」と語ってくれた。

x  x  

分室の蔵書数は、香里ヶ丘図書館を別にして 、 いずれもが ｾ Ｒ ， ＰＰＰ

附 であり、その内訳は児童書 7 に対して成人書 3 の;III J合で、ある 。 こ

れに対して、Ｇ， ｾＺＧＭｉｉ 寺 Ｑ ， ＰＰＰ 冊 くらいが貸出されているのが珂Ｎ状である。

ある分室で、よく 利用するこどもが「ここにある本は全部読んでし

まって、もう読む本がない。」と係員に話ーしたそうである 。 図flF館側IJ

としても 、分室の蔵書数2，000冊 はいかにも少ない。 せめて 5，000冊

は置きたいが一. .. 一… ・一一・ とのことである。
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口 香 里 ヶ 丘 図書館

芥里ヶ丘図書館は、従来から香里団地内にあった住宅公団営業所

の集会室を兼ねた分室を新たに移設して 、市立図書館分室として 、

昭和49年 11 月 2 日に開館した 。昭和50年度から分館として運営され

ることにな っている。

図書館の位遣は、香里団地の中心地区の商 j苫街の一角にあり、パ

スの停留所にも泣く 、住民が気軽に立ち寄って 利用 し得る地域図書

館 としては理想的な場所にある 。

建物は、今回第一期工事部分が先成したもので、ショ ッ ピング街

の広場{ こ面してつけられた入口を入ると、正而に貸出しカウンター

があり、その左右が成人主コーナーと児童書コーナーに分けられて

いる 。 成人書コーナーには告製と数席の机と、ソファーやベンチが

置いである。児童書コーナーは、書架のスペースのほかにじゅうた

ん敷の絵本およひ' お話のコーナーが組み合わされており、全体とし

てサービススペースの半分以上を児童のためのスペースにあてている 。

蔵書数は、児童書3，OOOfI O- ，成人舎2，000冊 で児童舎の }j がやや多

くな って いる 。

図f!?館の内部は、間仕切壁のないワンルームでカウンターから館

内のすみずみに税総がよく通る 。 カウンター上部の天井に設けられ

た大きなガラス面のト ップライトと 外壁音11の透明ガラスの大きな 関

口によ って、非情ーに明るく、外からも中の i様子がよくわかる開放的

な空間となっている 。

天ir. l. j館長の話によると 、香里団地は以前から家庭文庫や地域文庫等

による読書活動の活発なところで、住民の図書館にょせる WJ待や関心

が高〈、 一 日もはやく良い図書館をという要望が強か った。それでこ

の図司: 館の開館式典 当日には、こどもと大人を合わせて 500人もの参

加者があり、館内に入りきれない多く の人々が館外にあ ふれ 、出席し

ていた市長をはじめ図書館の職貝ー 問、非常に感激したそうである 。

私達がこの図書館を訪れたのは、開館初日であ った。土眼目のこ

とでもあり午後 111寺の開館前に 、すでに多勢のこども i茎が待ちかま

えていた。開館と同時にど っ とこどもや主婦逮が入 ってきて、それ

ぞれ自分の目あての本を選ぴ始め、貸出しカウンターの前はたちま

ちのうちに登録をしたり、貸 出 しを受ける人達で黒 山のような人だ

かりになり、J i I 買番を待つ長い行列ができた 。館内は天窓と周囲のガ

ラス窓、から入り込む直射日光と人のいきで、熱気がむんむんとし、

a  

lil l  

香里ヶ丘図書館 1階平面図
ト ｹ プライトや 周凶 の ｉ 出口市 ｩ はす べて 透明ガ ラスで Ｎ内部は ｾＱ Ｇ Ｑ￮ｬに ｉｾｉ る も」

香里ヶ丘図書館
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@ 大 阪 市 立 図書 館 の 分 館

表 一 1 大阪市立図書館の概要
住) ) *  !' H nJ II文/011

央 r長 E主 天 王 寺 型「 i1!i 淀 111 城 点 ｦｾＱ＠ .1;. 

J立 lli 年 月 H自・ 36. 11 ・1 l沼 . 25 ・6 ・1 H百 27 ・12 ・1 11召 47. 7 ・1 H召. 47 .  1 ・14 日目. 48 .  7  ・13  

k揖 ｾ旦 "  

鉄筋コ ンク リート i立 鉄 筋コ ンク リー ト巡 鉄筋コ ンク リー トili 鉄 筋コ ンク リー ト泣 鉄 筋 コンク リー トiE 鉄 筋 コン 1 1) ー トi立

主II
地 上 3 階 . J 也下 1 階 2 階 主主的 2 階 部分 地上 3 階 ・地下 1 階 2 階主主 的 2 階 部分 2 階 維 の 2 階 部分 3 階 主II の 3 階 部 分

物

延 !ぷ f{ij W( m' ) 6880.1  約 250 2382. 2 591. 25 535. 98 564.68  

慨

ＮＡ ｾ＠
そ グ3 他 l 階 ・ 段 高 公 会 堂 自動 ｊ ド 文 Ｑ ・ Ｑ Ｑｊ， ｾ J也

1  1塘 平 野 老 人 制

l 階・凶淀川公設市場

l 階 . ｾｊｉ Ｈｦ祉他 所

祉 セ ン タ ー 2 階 ・ 減 点 会館

戦 u 数 ( 定只 )
89 4  26 4  5  5  

1議 占 数 ( 附) 219，561 9，558 

42，310  

13，819  13，739 9，875 訂 328，318

(  19，456) ※  

片 l削貸出冊数 ( 1冊)

247，728 65，303 

84，102 

99，719  113，526 101，485 ，ll  847，969  

( 例人 ) (136，106) ※  

現イ ｅ 、大阪市立図書館は、中央館のもとに Ｕ 分館 ・ Ｑ 自立すｾＡｪＡ文庫

て寸¥V ; 成されている 。表 一 1 はその概要である 。

大阪市の新しい図書館活動は、昭和 30年代中頃における中央館の

設置に始まるといえる 。昭和20年代後半に設置された天王寺 ・桜の

宮の両図古館に加えて、 36年 11 月に開設された中央館は、その規模

を誇るのみならず、当時としては大胆な開架方式が採用され、図書

館界から注目された 。

次いで昭和42年度には自動111文庫の巡回が実施されるようになる

が、こ のIHl 、市民の文化的欲求も次第に高まり、行政当局 へ ょせ ら

れる市民の声や陳情のなかにも地域の集会施設や図書館設置の要望

が見 られるようにな った。 そし て、市当局も理解を深めていくなか

で、昭和42年大阪市総合計画局が策定したマスター プランに、地域

社会の核としての住区センタ ー設自立の椛想が盛られ、図書館もその

重要な要素として考え られていた 。

この ような背景にあ って、図15館側I j も将来の計画について地味な

研究が続けられた結果、市民に密府した施設計画が編まれるに至った。

ここでは、昭和47年か ら48年にかけて開設された平野 ・西淀川 ・

城東の新設図書ー館について報侍する 。 これら の図書館は前記マスタ

N

①

 

大阪市立平野図・館

ープ ランのなかから、

(  1  ) 周辺部の人口集 中地域にある小規模分館の設置を優先する 。

( 2  ) 市有地の高度利用 の ため絞合施設として建設する 。

という市の方針のもとで誕生したものである 。

当面の目標としては、 1 区 1 館の構想、があり、旭区において工事

中の ものが 1 館ある 。

口 平 野 図書館

平野図書館は、大阪市の行政区域の再編によ って新しく誕生した

平野区の東部、国鉄関西線の川] 美駅近 くにあり、周囲は住宅のほか

に中 小企業の工場や古くからの j民家も混在する町のなかにある 。

建物は 1 階部分が平野区 の老人福祉センターにな っており、その

2 階に図書館がある併殺処物である 。図書館の入口は老人福祉セ ン

ターのそれと区別され ているが、建物内に取りこまれた階段で 2 階

へ上るようにな ってい るので、初めて の利用者 にとって 、気楽に 立

ち寄るにはやや抵抗感 を感 じるアプロ ーチである 。

図書館の平面は L 字型 で、入口に近い J=j がカ ーペッ トを敷いた絵

本コ ーナーと書架、閲覧相しの ある児童書コ ーナーがあり、奥の方に

m: 架と ソファー の ある 一般図書コ ーナー ・集会室 ・便所等がある 。

入口近くにある貸出しカウ ンターか ら開架室全体を見通せる 。

一 日の利用者は、平均180人で貸出冊数は約46011甘となっている 。

利用者の内訳は児童 ( 中学生以下をいう ) が全体の約 7 台1) を占め、

その他 は一般社会人であるが、学生の利用はほとんどないと の こと

である 。

学生の利用が少ない原因は、本を借りて読む のではなく、勉強の

ために座席だけを利用する席借り のため の机がほと んどないことに

よる のであろう 。

開館以来 2 年を経て、貸出実績も毎年 4 '81) ずつ地加しているとい

う目ざましい伸びを 示 しているが、これか らも学校や近 くの 住民に

対する P R 、利用笑態の調査、蔵書の整備、貸出方法の改善、館内

サービスの強化等をはかることによ って、 一層貸出しを 伸 ばしてい

くという方針をも って しゅ 。

口 西 淀 川 図書館

西淀川図書館は、西淀川区のほぼ中央、オフィス街の端音1I で国道

2 号線に面して位置する 。I! 付近には機械 ・金属| 刻係の工 場 と住 宅 が

混在し、住宅密集地とはやや離れている 。

この図書館は、大阪市が設置する西淀川公設市場の 2 11皆にあり、

従来の公園 の片すみにある図書館ゃあるいは市民会館な どの一角 に

ある図書館とい った文化的な施設の伝統的なあり方からは雌れたも

のである 。 しかし市民の 日常生活に密着して設置された利用し やす

い図書館という点 において、I >f . )設当時としては他に例をみないユニ

ークな存在である 。

公設市場は、大阪市が建設し、市 の市場局の指導の もとに各テナ

ン トによ って運営される 。元からあ った木造の建物が老桁化したた

め、これの近代化の ための建て替え の計画の際に、図書館 jHl ) がそ の
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る。

開館前に 附近の学校や住民に「チラシ」を配布したり、ポスター

を 貼 る な ど し て P R をしたことによって、貸出実紋は 1 日平均500

|叶と大阪rli の地域図書館 のなかでは一 番J Eい値を示している 。

利用者用についてみれば、登録者 の内訳は児童85% 、成人 13% 、

学 生 2%で児童が圧倒的に多いが、本年度の登録更新の結果では、

定 着 率 は 成 人 が ほ ぼ100% であるのに対して、児童は必ずしも良い

とはいえない 。図書館 としても今後 は成人の 利用 に対してもカを入

れたいという A 号えをも っている 。

x  x  

以上、 二三つの分館をめぐ って、ほぽ共辿 していえることをまとめ

ると、つぎのようになる 。

利用者層の時間的な相違は、午前中に民物の途中で立ち寄る主婦

や、幼児をつれた主婦、老人、昼休みには 附近に勤め先をもっサラ

リーマンやオフィスレディ、そして午後からは児童の 利用が多くなる 。

つぎに、各館とも開架室 のスペースは、蔵書数 2 万冊の予定で確

保されているとのことであるが、事務室のスペースはせまい 。 当初

の計画では、図fIトの購入や務理は 中央館でまとめて処理する集 中整

理方式が予定されていたが、実際に業務が開始されると、図出購入

のための選告J こ当た って、中央館へ各館から係員が出向いてくるこ

との H寺|甘l的 なロスやその 他 の関係もあ って、現在、それらの 作業を

各分館でおこなう分散整理! 万式をと っている 。 その上に、傷んだ本

の修理などの作業も )mわ ってくるから、少なくとも現在の倍以上の

スペースが必要でL あるように考えられる。

さらに、住民が気軽に 利用しやすいようにするには、図tb館はで

きるならば l 階にあ ってほしい 。 これらの分館は、 2 館、 3 1渚にあ

ることによ って、だれもが自由にそして気軽に 利用しやすいとはい

えないし、 i羽架室の形やアプローチのための階段や入口、便所等の

位置関係が、 111皆音11分のあり方によ ってほとんど決定されるため、

必ずしも図書館 としての 利用に適したプランを構成しているとはい

えないところに大きな問題が減る 。

2 階に 地域図書・館 を設置するというアイデアを 出 したものである 。

この大胆なアイデアに対して、市民の ill l J が縫いたといういきさつが

ある 。

開館以米、 利用者にと って好評であり、市場制IJ も図書館を売出し

等の宣伝に 利用するなどして、いわば園出館と市場との共存共栄型

である 。

利用者層は、 児童が圧倒 的 に多いが立地条件の関係もあ って、貨

物 ついでに立ち寄る主婦や近くの工場やi潟庖に 働 〈人 たちも多い 。

図書館へは外部階段によ って導かれる 。 |人j 音11はl剥架室 ・集会主 -

事務室に分けられ 、 ｉ ｾ 司 架室は 一 般図書 ・ 児童図 Ｓ ・ 絵本の 三 つのコ

ーナーに分けられたワンルーム形式である 。 入口を入るとすぐカー

ペット! 散の絵本コーナーがあり、 L 字型プランの l非j架室を l ヵ所の

貸出しカウンターから係只の自が届くということから、カウンター

の位笹がやや奥ま っていて、事務室や入口との位置関係( 動総 ) に

難点があるように思える 。

外部まわりでは、 利用者の自転土II 置場が必要であるという声もあ った。

口 城東 図書館

この図書館は、城東区の西宮11、交通の要路である蒲生町 4 丁目交

差点にほど近〈 、蒲生公園の南側に面している 。附近には区役所、消

防署等の官庁街のほかに、公園をはさんで 中高層の住宅地等がある 。

建物は、 1 階に城東保健所、 211皆に城東会館、そして 3 階に図書

館がある複合建築である 。

311皆という図書館の場所としては不利 な条件ではあるが、道路か

ら図書館の入口がよくわかり、ゆ ったりとした崖外階段で 3 階へ導

かれるが、途中で 2 階部分の会館入口前を横切るという 一 つのク ッ

ションがある。そこには花だんや屋外用のテーブルとイスのある休

恕!のスペースを設けて入りやすくする工夫がされている。

館内は、玄関ホールをはさんで事務室と開架室にわかれている 。

開架室は入口近くに貸出しカウンターと目録カードがおかれ 、 その

奥にカーペット敷の絵本コーナー ・児童15 コーナー ・一般図書コー

ナーがあり、新聞雑誌、コーナーにはソファとテープルが置かれてい
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' "  . ーペ t !O)

じゅう た んを 吸いた絵 本 コー ナ

く/

B  

J t 守口lo ，.，{.，} Y.， ou.ψ  

つむず φ 巴o [;，寸6 φ 白。

中 『 什 1'1 r  

ョー

母
山

'1可

..... ，J 

図・"'

1  

-
。

... 
Ｚｾ＠

術‘・

3 か

IH 2  

• 
p..o， 

'r:r d  E-ヨ

ム

E... 3  

3

・
a

d

M

「

一

l

E

E

E
司

:

;

i

 

;

[

7

-

a

値

四

，

a

E

4

・
4

一

P
E

-

-
、

・

r

L

z

:

;

 

『

-

d

i

園

町

鮎

L

F

t

T

f

l

l

E

r

む

0

9

W

L

7

「

一

ロ

，

A

V

O

φ

 

ヨ

d

一

J

」

〕

一，

l .  

-・.. 

民

コ1

2  

回・"'

在

c  "3 ι ョ

ｾ ｡ｷ＠

ーョ

.  ，.  

一 一
大阪市立城東図書館

n  
』

ι
』

ぷ

大阪市立西淀川図書館

• 

90 



@ 神 戸 の 地 域 図 書 館

神戸という街にはもともと何となく自由で、物事にこだわらない

気風がある 。行政もそれを反映してか、すぐれた着想やたまたま現

れた条件を積極的に利用する柔軟さがあるのではないだろうか。 地

域図書館をとり上げてみてもその多様きが自につくと同時に、図筈

館だけでなく市民生活のための地域公共施設の今後を示唆するもの

があるように思われる 。

神戸市立図書館

中央図書館の歴史は古いが分館等のサービスは未だ不十分である 。

しかし分館 ・分室はそれぞれユニークな存在を示しており、王子・

長田図書館のほか牒協会館に同居している西村1図書館がある 。 三宮

図哲館は都心の国鉄三 宮駅前で民間ビル 9 階の貸室におかれた、サラ

リー 7 ン対象の貸出図{ ! } 館で、本誌63年 5 月号で紹介されたが、そ

の後活動は進展して利用者も定渚している 。

三宮図書館。 それは面積わずか85m
2

のビルの一室て
4

あるが、昼休

みには近くの関覧者の借出しゃ、街を見下ろす窓ぎわのソファーで

の?lf lいの一 時がみられる 。 夕方17時をすぎるとエレベーターが着く

ごとに 押 しかける人々で混雑し、閉館の 191時近くまで館長は忙殺さ

れるとのことで、 1 日の貸出冊数は 10月の平均202冊、週末は 250冊

にもなる 。 個人登録 2，211 のほか団体貸出しもある 。 一方業務も、

受入れ貸出し手続きを簡素化して、 3 人の職員でありながら選書か

ら自己架までわずか 2 日間という機動性を発揮するなど、新鮮で利用

しやすい図舎館をつくりあげている 。

また、遅れている分館設置がや っ と昨年 2 月に一つ実現した 。 東

灘図書館は、区中央の国鉄摂津本 山駅と阪急岡本駅の中間にあり、

市パスが 3 系統通る絶好の立地である 。 マーケ ッ ト等もある地域の

中心であるため、開館直後から見事な活動がみられた 。 もちろん、

貸出中心の運営であるが、開館以来 9 月末までの貸出 冊数は 720冊/

臼( 約18，000冊/ 月) 、土 ・日限には 1，100- 1，200冊( 内児童約60-

65%) に達している 。 これは市立図書館 の会貸 出冊数の約40% にあ

たり、伊藤昭治館長の明快で積極的な運営と、 6 名の職員のチーム

ワークがもたらした成果ともいえよう 。 また 9 月末の登録者は 98%

が自区内で、サービス人口に対する登録率は 10.3% である 。 図書館

が作成した資料に若干の検討を加えたところ、つぎのような傾向が

読みとれた。 利用圏域半径 1. 0  km 内は登録率がきわめて高< 20% を

超える部分がほとんどであり、この圏域を超えてなお利用率が高い

部分はノ〈ス路線沿いの地区と隣接駅近傍の一部である 。 また登録率

の低い地区は交通の便とは別に、学校開放の市民図書室や他系列施

設で児童図書室をもつものの影響が現れているとみられる 。

地域施設のなかの図書館

餓甲会館、渦森会館という市街地の最も山寄りの住宅団地( 神戸

市住宅供給公社) の外縁に設けられた地区会館がある 。 これは、従

来団地内施設として計画されていた集会施設を主体にして、周辺地

域からの利用も意図して計画されたものである 。 そのなかには児童

図書室があり、 1，500冊前後の図書と 7 - 8 種の月 刊雑誌をおいてい

る。 図書館組織とは関係がなく、専任職員もないささやかな図書室

であるが、小学校の放諜後には鞄をもったままの子供達がつめかけ

てわずかな席はい っぱいになる 。 乏しい図舎予算ではほとんど新刊

舎は賄えず、また子供達の多くは雑誌を手にしている 。 しかしそこ

では、子供が自分の自由な時間を持ち、録ｾ っ 子の生活場所でもある 。

休暇中と休日には、団地のお母さんの奉仕やアルバイト君の援けも

得て貸出しをしている館もあるが、図書の不足と手不足は明らかな

限界を持 っている 。 市の外郭団体に運営を委託した施設ではあるが

ここまで周辺の人々の利用をひき出し育ててきた館長さんの努力を

拝見すると、図書室もこのままにしておくのはいかにも惜しい。 中

央図書館の配本を受ける体制へ発展させられないものであろうか。

さきの東灘図書館の登録率の低い地域の一 つにある住吉青少年セ

ンターを訪れてみた 。 ここではわずかな職員で児童図書室の積極的

な貸出しを行 っており、平日平均78冊 、最大194111)- (49年 4 - 10月)

神戸市立東灘図書館

ていな い。

希望図出は予約ができ

、新規購入にも椴右量的

に希望をいれている。主

婦の利用も目 立つ。

渦森会館児童図書室 見附らしのよい図啓室は、政訴後の刊措でー併になる。

ここでの閲覧にも卜分価値があるようだが、新鮮な図的と貸出し の人下がぜひ

とも ほしい。

高倉台市民図書室 町倉台小学校の図書室と市民図性室の2 つの機能をもつよ

うに設計されている。放課後は児童とともに主婦が一斉におしかけてくる 。
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という記録は、他の会館、児童図書室と同じ条件下で青少年センタ

ーとしての活動を行いながら得られたものとしては大きい。不 十 分

な体制であ りながら、図書館サービスの補完機能を果たしていると

いっても過言ではないように恩われた。

学校公園の市民図書室

国鉄須磨駅から市バスで15分、 山で囲まれた計画人 口12，000人の

高倉台団地に学校公園がある 。 中学校を除〈公共施設をすべて中心

にまとめ、近隣センターの 一端におかれた地区会館と小学校施設の

一部が相対して 一連の機能を果たすように計画されている 。 そのな

かで、学校図書館は放課後直ちに市民図書館に早変わりし、指導員

という名の専任職員が出動して貸出しが始まる 。 その時刻を見計ら

って訪問 したが、わずか 10分余り話をうかが っている聞に、つめか

けた児童やお母さん達がカウンターを 二重三重にとり巻いてしま っ

た。 火 ・木・土の放課後と日曜しか開かれず、蔵書数2，900冊弱 ( 他

に学校図書が若干あるが貸 出 しはしない) だが、貸出数の少ない8、

9 月でも 3，800冊、 7 月は 5，560冊を記録した 。 これは蔵書回転率か

らみると 1. 32- 1. 981月という篤くべき値になり、“ も っ とも っ と本

が慾しいんです" という指導員の方の切実な言築が実感として受け

とれる 。 開館後 1 年以上を経て利用は衰えず、しかも 一般利用が常

に% 以上あることと、そのなかの男の利用が伸びているのが目立ち、

地域図書室として着実な歩み出しをしていることがうかがえた 。

学校開放のなかでも、新設校におけるモデル的な施設と運営だと

いわれているが、図書室に関してはそれほど目立 った存在ではない

ように恩われる 。 しかし配置計画上の配J.i F . と熱心な指導員 ( 司容の仕事

と変わ らない ) が、よく地域の人々の潜在要求と結びついたといえよう 。

お わ り に

いくつかの施設を訪問して得たことをあえて結論的にいえば、つ

ぎのようになる 。

・地域図書館にと って、施設として最も重要な条件は交通の利便

性であり、これによって利用は伸びる 。 また他施設、とくに購買施設の

集積した地区にあることも生活行動との結びつきが強まり、利用を助け

る。

- 図書館利用に対する要求が高ま っている状況からみて、神戸の

ような場合は既存諸施設のなかの図書室 をみ直し、これに図書館の

パイプをつなぐことを検討するのが有効ではないだろうか。 また地

域施設が積極的に図書館の協力援助を求めることができるような制

度も用意する必要があろう 。

・理想とする図書館像と現実の間には、本来の図書館のあるべき

姿にはやや遠くても、地域の人々や子供達になじまれ成長してゆく

段階があ って、それが将来地域図書館の一層の充実をうながすのに、

きわめて重要で欠かせないことのようである 。

x  x  

この稿は、枚方市立図書館と大阪市立図書館については、中村と

篠塚、神戸の図書館活動は片倉が担当した。

ルポのためにお訪ねした各館と、資料を提供していただいた図書

館のご協力に厚くお礼申し上げます。
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千 葉 市 立 東 部 図書 館

新設分館の実例 1

建築概要

所在地 千葉市千城台2- 1- 1

地 域 住宅団地内

交通機関 国鉄千葉駅か らパス30分

椛造 ・規般鉄筋コンクリー卜造

地上 2 階

延面積 1，147m'  

図書館データ

Il トl館 年 月 昭 和49年 7 月24 日

職 員 数 8 名

蔵;!?数 23，000 冊

児童用 7，000冊

成人用 16，00011甘

最近 1 ヵ月間の貸出数 23，422冊

児童用13，110冊

成人用10，3121冊

2  ，皆平面図
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日 野 市 立 多 摩 平 児 童 図 書 館

建 築 概 要

所在地 日野市多摩平 2 丁目 9 帯

地 域 住宅団地内

交通機関 図氾盟国駅から 8 分

榊造 ・規悦鉄筋コンクリート造、地上l 附

延而将t 107. 416m
2  

図書 館データ

開館年月 昭和46年 4 月10 日

職只数 2 名

蔵s<数 11 ，034冊

児童用9，309冊・成人用 1，725冊目

最 近1ヵ月 /111の貸出数 5，646附

児童用4，997冊 ・成人用647111}

閲覧室はなく、ソファ一、スツール等

が少しおいてある。

1階平面図 1  :  200 

町 田 市 立 町 田 図書 館 金 森 分 館

建築概要

所在地 町田市金森1073番 地

地 域 住居地域

交通機関 図1t L 原町悶駅からパス 10分

椛造 ・規 伐 鉄 骨 造 、 地 上 H背

延 国 :1I't 260.  40m
2  

図書館データ

開館年月 昭和49年 6 月 3 日

職只数 4 名

蔵: !?数 9 月現在26，44011仕

児童用 12，122冊・成人用14，318冊

最近1ヵ月間の貸出数 9月22，639冊

児童府14，582冊成人用 8，057冊

閲覧スペースにはソファーがおいてあ

る。 1/1イスでの利用もできる 。

平面図

新設分館の笑例 2

新設分館の3E例 3

新設分館の実例 4

大 田 区 立 入 新 井 図書館

建築概要

所夜I也 束京都大田区大森北1- 32- 5

地 域 商業地域

交通機関 国也大森から 5 分

榊 造 ・規 模 鉄 筋 コ ンクリート造、地上 4 階

延 面 積 1，185m'

図書館データ

開館年月 昭和49年 8 月20 日

職 員 数 16人

施主F数 ( 昭和49年 9 月末現在) 13. 412冊. 児童用4，188冊・成人用9，224冊

最 近1ヵ月聞の貸出数 17，888冊 児産周10，460冊 ・成人用7，428sI}

身隊者用施設が特徴的である 。

1 階平面図
.  ..  

一

江 東 区 立 深 川 図 書 館 白 河 分 館

新設分自官の実例 5

建築概要

所在地 東京都江東区白河3-9-7- 201

地 域 近隣商業地域

交 通 機 関 都 パ ス 白 河3丁目

桃ii 主・鋭 校 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

延 面 積 204m
2

図書館データ

開館年月 昭和49年 8 月10 日

職 只 数 3 名( 但し深川図出館. l lt 務)

歳 出 数 2，773111} 

児童用2，773冊

最 近1ヵ月間の貸出数 3，465冊

児童用3，4601冊 成 人 用 5 冊

5 階建都営住宅の 2 階の一部にある 。

1 /塘は保健所、 3 階以上の部分が住

宅の複合施設である 。

.  .向

一 一

亡コ

匡E

白

ｾ Ｎ ｏ＠ ｾ＠

白
。。。 。。。

平面図
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広 島 市 立

中 央 図 書 館

設 計 株 式 会 社 山 下 設 計

施 工 フ ジ タ 工業 広 島 支 庖

所 在 地 広 島 市 基 町 3 番 1 号( 中央公園内)

敷地 面 積 3， 171 .  460m'  

建 築 面 積 2，494. 726m'  

延 床 面 積 6，683 .051m'  

権 造 規 模 R C 一 部 S R C ，B l ，3 F ，P l

エ 刻 。 昭 和48年 2 月 一 昭 和49年 5 月

蔵 書 能 力 積 層 書 庫 ( 5 F )  35万 冊

自 動 車 文 庫 室 5 万 冊

地 階書 庫 ( 将 来 ) 20万 冊

浅野文庫( レ ールスタック) 3 万 冊

車 庫 図書 館 車 4 台 収 容

設 計 要 旨

こ の 新 し い 市 立 中 央 図 色 鉛 は 、 新 全 国 総 合 I.}日発計画

及び広仏市総合計一回の- mと し て 策 定 さ れ た 広 J;h市

中央公園計画に恭づ「いて、スラム ・クリアランスさ

れ た 中 央 公 闘 の 9" 央 部 に 、 国 際 平 和 文 化 都 市 に ふ さ

わしい、、文化施設群 砂として詩 |悶 さ れ た 。hT報 化社 会

の 中 で 、 市 民 の 自 由 な 選 択 に よ り 主 体 的 に 情 報 排 を

コ ン ト ロ ー J レする情報センターとしての機能と共に、

市民税i互 の 自 由 な 知 的 交 流 を 行 う 内 I間的広場として

の 機 能 が 霊 視 さ れ た 。

空 間 構 成 に お い て は 、 要 求 さ れ た 多 機 な 機 能 に 対 応

す る 空 間中日五 が 明 快 に 有 機 的 に 交 流 す る た め に 、 独

自 の シ ス テ ム が 設 定 さ れ た 。 つ ま り 、 建 物 の 内 外 を

Ｑ Ｇｴ通する ｩ 立 さ ｾ ＱＺ Ｚｲ ｊ としてのコリドーノレは 、 システムの

斡 で あ り 、 各 機 能 グ ル ー プ は 、 各 々 の ロ ビ ー 的 空 間l

を介して、伎としてコリドーノレに接しており、この

校 自 体 は エ キ ス テ ン シ ョ ン 指hと し て 設 備 系 統 を 内 包

し 、 成 長 を 可 能 に し て い る 。

このi J i I hに は さ ま れ た 幅 IB Mの 大 空 間 を 、 内 而 (I(J 広 場

と し て 新 し い 伎 と な る 展 示 ホ ー ル が 占 め 、 閲 覧 宅it-F

の紘となる参巧ー閲覧室も、その上層に位位している 。

閲覧室鮮は、広 ｽ［ｾｉｪ 城をｊＧ ｲ 近にＺｲｊＮむ北 ＱＱＱＱｊ 苦 ＱＱ 分の的かな

ス ペ ー ス を 1円め て い る 。 コニlUII 立、二期lにわけられ、

第二工期l工 J 1' ; ' において、 A. Vホーノレなどが計附され、

総 合 的 文 化 セ ン タ ー が 完 成 さ れ る 。
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大阪府立夕陽丘図書館

設 計 : 大 阪 府 建 築 部

株 式 会 社 浦 辺 建 築事 務 所

株 式 会 社 平 田 建 築構 造 研 究 所

施 工 : 竹 中 ・ 米 国 共 同 企業 体

〈建 築〉 株 式 会 社 竹 中 工 務J吉

株 式 会 社 米 国 工 務I吉

〈衛生 〉 向 井 建 設 工 業 株 式会 社

〈空 調〉 新 菱 冷 熱 工 業 株 式 会 社

〈電気〉 三 宝電 機株 式 会 社

〈昇降機〉 日 本 オ ー チ ス エ レ ベ ー タ 株 式 会 社

サッシ工事: <エルミ ン窓〉 日 本 エ ル ミ ン サ ッ シ 株 式 会 社

大 阪 市 西 区 京 町 場 卜 125 東 洋 ピ ル T  E  L  06叶 41 1978 

図書館家具: (雪iFJZ空ゐ〉 丸 善 株 式 会 社

大 阪 市 東 区 吾 町5- 27 東 エ ビ ル T  E  L  06・763. 1181 
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所 在 地 : 大 阪市天王寺区伶人町 2 1番地の l

敷 地 面 積 : 2 ，736. 46 m'  

建 築 面 積 1，882. 49 m'  

延 床面 積 6 ，3 63. 8 0 m
'  

構造規模: 鉄筋 コンク リー卜 造、一部鉄骨造

地 下 | 階 地 上 4 階 塔 屋 2 階

工 期 : 昭 和 47 年 10 月 一 昭 和 49 年 1 月

昭和 1 2 年大原社会問題研究所の土地建物、

政許の一部を大阪府が譲り受けて以来、重な

るJj 或災にも拘らず i裁判のみは幸に焼失をまぬ

がれ、その: l 't 重なコレクションは 「大原文庫」

として 「天主寺分館」の 中心をなしてきた。 こ

の社会科学重点の公共同詐館をさらに拡充し、

1)特許資料、科学技術資料を 中の島本館より

移管して特許資料センターとしてのサービス

を強化する、 2) 府下一円に対する向動車文庫、

貸 出 し文郎の拡大充実を図る 、3) 向科 EE によ

る特別サービスの向上、等の要素を付加して、

府立夕ｼ場丘ｼ支 ｬ ｩ ｬｾ Ｚ 館として新築と同 ｈ 寺に新発足

をした。 閲覧S主席数 652、書庫収容能力 62万

官庁、ｼ羽架同 ｩ ｬｾ Ｚ 5 万冊 、向習席 186、巡回ノ〈ス

4 f; の能力を備えた中型公共図科餓である 。

谷町筋に而し、北側IJ 隣地に多くの住宅をもっ

た夕| 場丘の住府地域にあるため、建物の配置! :

上は、北側IJ 日ii 診を特に考慮しなが ら、 出来る

だけ極上 その他のオープンスペースを硲保す

ると共に、外部綴膏の ｪｾ 断と、公共性のため

の|井j放性 という 2 つの矛屑した要求をどのよ

うに解決するかに特に配慮した。 結果として

エルミン窓による上階と、全而硝子構成の 1

1; 皆閲覧ホ ールを持ち、 ー背の授入を| 幼 11:.す るた

めに道路にそって石貼の塀をめぐらせた。 谷

i町筋からピロテイごしにガラス貼 の閲覧宅が

見渡せるほどに開放的であるが、読書のため

の必要な怖かさは充分雌保出来ている 。 21Wi

以 上 は ｻＡｽｬ ｬ ｴ ｾ と ｼ 剖位管型陳とが明維に Ｒ 僚 に 別

れていて、それぞれが蔵詐の精力日や利用方法

の変化に 対応出来るよ う村: のない大空間をも

っている 。 また正面塀まわり、各空1也、低府

部屋 |こなどは 出来るだけ緑化を図りよりよい

iiif !? 環境のお1)成と、周辺環境への 同化 を図っ

ている 。 松 村l室三/ 浦辺建築事務所
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2 階 平 面 図

エレベータホール

産築資料課事務室

自然科学閲覧室
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書 庫
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一 階 平 面 図
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大 阪 府 立

夕 陽 丘 図 書 館

附ホールより 円録コーナーカウンタ一、一般閲覧宅をみる

船 出長 束什ｾ h'frj; 
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福 山 市 民 図 書 館

設計: 日本図書館協会施設委員会

菅原峻・佐議仁 ・西川馨 ・管 孝 能

施工 : 大 成 建 設 広 島 支庖

所 在 地 広 島 県 福 山 市 三 吉 町

敷 地 面 積 4，812. 92 m'  

逮 築 面 積 1，644 .01 m'  

延 床 面 積 2，441 . 05m'  

構 造 規 模 S  R  C 、B 1 、2 F 、P I

工 期 1972 ・12 - 1973 ・8

蔵 書 能 力 17万 冊
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2 階 平 面 図 11600

積層書庫床

中 2 階 平 面 図

即 日 ・ f. ，"， '.. ，:0 ｉｾ＠
Ｚｾ＠ Ｚ［ 向 日［日 ψ ｾ ［［ :;: 

示。 ｾｬ ＺＺｾ＠ :'! i:l .:: :..ド

山 川 町 ! . ，ｾ＠
... " : . . . ，，明

略 。 句 ・・ι;.: ｾｾ＠ ｾ［＠ ;，. 

. 白 句 " : . ・. "

ｾＺ＠ :;: ::i ::: i:! :': ｾＺＺ＠

"閉 架 式i買層書庫 :

，日 ψ 川 ・4 旬。"
; t j : :' I，;i 町F

:.  ｾ Ｚ 山円 山県川円

円: : 百以山戸山" .

:: ; 匂州市イ; : ! ｾ Ａ＠ .:: 

':、: ::; ｾ Ｚ＠ ｾＺ＠ ｾｾ問Ｚ白［

u  :? ::: ::! ｾ Ｚ＠ ｾ・ＺＺＺ ｾＺ＠ :il ， ' " 川 内

' “ ' 耐 切 句 耐

ｾ＠ I  ::: ::: ::; ｾ［＠ ;;; 0; : 酬 ω

/  

/  

主有il 山市 民 図 { I} 自11¥は 、 市 役所 敷地 内 にあ っ た l日剣山製鋼ボイラ ー ハ ウ ス を

改 裟 し て iill 営 し て い た 市 立 図 岱 館 の 改 築 工 事 と し て 計 画 さ れ た も の で 、 福

山，1，図 在 館 サ ー ビ ス 網 の 中 央 館 と し て 機 能 す る 。

敷 地 は 釈 に i必ずる商 j市 街 と 住 宅 地の 峻 す る 場 所 に 位 置 し て お り 、 こ の 2 つ

を結んで! 放I也を斜めに 繊 切 るjfrf J 線上に図 i! Hi' i を自己して、闘病m・住 宅地 の

1，1司Ji か ら ア プ ロ ー チ で き る よ う に 人 口 を 2 方的l か らとり、 館 内 の 通 り 抜 け

が 可 能 な よ う に 計 画 さ れ て い る 。 また、 敷 地 内 には 付 近住 民 の た め の 児 童

遊 園 ( 900m' ) が 計 画 さ れ た 。

住物は大きく Ｒ つのプロ ｾ 7  ( 1 つ は 大 空 間1で フ レ キ シ ピ リ テ ィ の 要 求 さ

れ る " 日銀貸出 宅、もう 1 つ は 比 較 的 小笠 の 悶 定 さ れ た 機 能 を も っ 室1洋) に

分 け ら れ 、 そ れ を 8 の r;:: ｊｦｾ に配出してその婆めの ｩｬ ｬ Ｉ 分にコントローノレデス

クを設けた 。 児輩 ｬ 升 ｬ 梨と 一 般 ｼ綿 製は別室にせず、 Ｑ つの ｾｮ ｮ として 扱 い、

常 や 件 架 で そ れ ぞ れ の 雰 囲 気 を ij lJ っ ている 。 学 生附 覧 席 は 1; 日架室の』廷にオ

ープンな ｊｦ ｾ で設けて本との 後触を第 一 に考えている 。 Ａ吹抜けでつなが っ た

Ｒ 階は、郷土資料、行政資料などを中心としたレフアレンス・ルームで、開ｾ望

件当巴を f去 に 設 け て {!}Ji l!戸、! の 保 存 図件 の 利 用 の 可能 な よ う に 計 画 さ れ て い る 。

外観 は来 航者 に威圧Ａｾを与えないように、ゆるい勾配の ｬ 量似でできるだけ

建 物 の 日 さ を 低 < fl l' え る よ う に し 、 外 壁 は 肌 触 りの 柔 ら か な レ ン ガ タ イ ル

H占 り に し て 税 し み 易 さ を 意 図 し て い る 。 'ij: 孝能
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龍 谷 大 学 図 書 館

企 画 龍 谷 大 学 図書 館 建 設 委 員 会

鬼 頭 梓 建 築 設 計 事 務 所

設 計 監 理 株 式 会 社 中 村建 築 設 計 事 務 所

施 工

建築 清 水 建 設 株 式 会 社

電 気 富 士 電 気 工 業 株 式 会 社

給 排 水 衛 生

空翻

，;Oal lli  I: ，;O;{ 今 11 ¥川i I I i リ堀川何人

T  E  L  075- 431- 8101  ( f t J <)  

大 進 工 事 工 業 株 式 会 社

ｊ［Ｈ Ｏｭｬｬｩ ｦｫｾ ｾｲ ＾＼Ｚｲ 京 Ｇ［ｱ 向 指 ｦ￬ 断 ｔ 6  - 2  

T  E  L  015- 642- 3141  ( 代此)

所 在 地 京 都 市 伏 見 区 深 草 塚 本 町67

建築面積 2  ， 51 7  .  912m
2  

延床面積 5，031 . 468m
2  

構 造 規 模 R C 、 一 部 S 、 4 F

工 期 昭 和47年 8 月 ~ 昭 和48年 5 月

蔵 害 能 力 35万 冊 閲 覧席 540席
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2 階 平 面 図 1 :  600 

• 

。

・B ・・o • 11 I  11 I  ..・. .  . ・a 置。・. .固 ・。，.  

龍 谷 大 学 図 書 館 設 置十 要 旨

本凶 ｉｉ ｾ 自白の主ＱｉＱｬＮＧ入は、活 ｊｉｉ されるための機能性と、その将米の

党 以 に 即 応 で き 仰 る フ レ キ シ ビ リ テ ィ で あ り 、 情 報 サ ー ビ ス の

多11ti( t(J なt活動主体の伺: 立であ り、 μ に平IJ川 将 の も の で あ り ま す 。

そのために l百lイ} の' 宅 Il¥JJ 移jぷを iりl 般に 3 つ の ブ ロ ッ ク で 梢 成 し 、

それらの相 11 L 機能の関係と将米における他の地設l洋との空 1i¥] (t(J

な ＭｦＧ Ｑ ＱＯ ￯｟ 関係にＩ，ｾ づいて設定さ れています 。 利 用者のためのブロ

ｹ ク、ＢＧｦｊＡ｛巡＿止のための Ｇ ｊ ｱ 芳ブロ ック 、 ＯｩＺｪｨ ｬ ｾ のためのブロ ック 、

この 3 つ の プ ロ ッ ク の 接 点 に メ イ ン デ ス ク が 配 さ れ、相 互n刊の

密 接 な |品l係 を 巧 l伝 し 、 各 ブ ロ ッ ク の 狐 立 化 を 避 け ま し た。

手IJJTJ 1 ，- の為のブロ ックを 2 つに分け、 111皆を研究図J 古ii な |則位

当とし 、 Ｒ Ｑ 析を Ｑｉ ＩＱ ￭ＺＮ Ｑ Ｑ ｾ • ｱ［Ｇ ｡Ａｪｩ［ｧ ｬ ｬ ｬ ｾ ［ 館的なｼ則覧室とし、メインデス

クのあるロビーから 吹 抜 を 通 し 、本IJfl :が望むことができます。

作閲覧室 は ワ ン ル ー ム で あ り剰H目的により可動I l JJ 仕 切 でtt -切る

ことができ、また ｼ泊 先日ス ペースを 大きく ｉｉ ｾ ｊ ・ ｕ に Ｑ ＧＱＩＺして配され、

|剣比l市と IJfJ 梨 ス ペ ー ス は lぷ及び天 j十に変化つ けることにより、

静、! l i1J の 分自li _1J ずなさ れ て お り ま す。 2 附閲覧宅は| 刻版されてお

り外出11より J!( 桜. f IJ 川 で き よ ょ う 配 慮 さ れ て い ま す 。 外 部 室 iilJ に

おい て もこの関 川 絞め性絡が反映され、大学図、 ｾｾ Ｚ館のモニュ ｪ

ン ト(t(J 袋ぷを加味した江主，11となっています。
( 棚 場 英 次 郎 )
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枚方市立香里ケ丘図書館

設計 : 環境 ・建築研究所 施工 ・第一建設工業

団 地 の 中 央 、 松 に 被 わ れ た 小 山 を 1' r 荻に、 持11分 は 後 に wl mする為、現. { E 機能を停止さ

Ｗ ーケ ｹ トと隣媛し 、 小さな図 ｻ ｾ ｾｦｩＧ 官が、建 せ ず WI U; で き る よ う に 、 つ な ぎ 空 間1を境と

て ら れ た 。 して Iでl 築予定宮11分 は 2 階玉副長高迄の 、狩一台

J! I  '.1' fi i'; の 分館 、 と く に こ の 分 館 の 場 今 、 平1) 装 ;丘の 般 に 起 立 す る 笠 と な っ た。

j 円.ri の 大?J!S分 は r- 伊、と主婦であり、i l l : ぴや ア プ ロ ー チ は 附 覧膏11分 へ 110J って 、 ? ー ケ Y

:1'.( 物 の よ う な 日 常 性 の 中 に 也 か れ 、 き な が ト 前 広 場 か ら 広 い 階 段 に よ り 行 い 、 身 障E者

ら町戸l の 本 民 さ ん の よ う な |持l放 性 が 必 姿 で や 乳 母 '11に は ス ロ ー プ が 々 l也 さ れ た 。

あ り 、 ま た 、 手I) m者・蔵官ー数 の J哲 加 、 目 的 現イE この 図書 館 は 、 必 要 機 能 の ー古11 を 受 持

の発 展などにより、あるＮｦ Ｇｩｈｾ 、建物ポリ ュ一 つのみであり、 ｾｊＱｾ 可 ｌ 後 日 桜 備 さ れ 、 書 架

ムがWl 9 i li . していくむのであると巧ーえ 、 計 阿 カーテン、什ｾの充実、円己世の検討、平 Ｑ Ｉ JfJ 

が 行 わ れ た 。 万 法 、 信'Eg ) j 法を含め利用者や管理者によ

主l ! 物は、 一 般 |制覧苦11、 専 門 部 分 、 集 会 部 分 り試行 Ｓｲ Ｏ ｾ Ｇｾｾ を 繰り返えし育 っていくことが

の 3 つ の ス ペ ー ス に 分 け 、 こ れ ら の つ な ぎ }日j 待 さ れ る 。 墜に真1) ま れ た IJ 日ロ予定書11に 火

ml 分 を ガ ラ ス の b HHと し 、 休 厄13Z49 コ ー ナ が ｉ Ｉｾ Ｉ けられる日が望まれる 。Ｈ 大間Ｉ

ー を 形成する，). ; とした 。 専 門 部 分 及 び 集 会 〈本女、、地域図書館をたずねて。 88頁参照〉

所 在 地 枚方市香里ケ丘4- 2ー |

敷 地 面積 749. 49m' 

建 築面積 264. 57m' (第 I 期)

( 175. 77m' 第[ ] 、 111期)

延 床面積 258 . 78m' (第 I 期)

( 351. 54附 第 II 、111期)

権造 規 模 R  C 、 2 F  

工 期 1974 ・3 - 1974 ・8

写真撮影 フォ トス U



赤穂市立図書館

設 計 監 理 赤穂 市 役 所 建 設 課

日 建 設 計 大 阪 本 社

施 工 鹿島 建 設 株 式 会 社

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造 規 模

工 期

赤 穂 市 加 里 屋 中 洲 3 丁 目 56

5，098. 00 m'  

669. 00m'  

1，320. 00 m
'  

R  C  4  F  

昭 和 46年 8 月 一 昭 和 47年 4 月
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赤 穂 市 立 図 書 館 設 計 に つ い て

こ の 図 .I}fi 官は、 ，JP. 線 市の 総 合 文化 セ ンタ ー 計 画 の 第一

ｊｴｬ ｉ 工 Ｇｊｾ である 。 付近 の 小中学校に困ま て、 市 ｉ 而に ＱＶｭ

道 路 に 而 し た 約 5，OOOm' の 敷地には、将米 :Hl ! I Ti として、

約 1，000 1 ' ，を擁するオ ー デ ィ ト リウムをも っ 市 民 文 化

ホ ー ル 、 各 組 集 会 場 ・結 婚 式 場 ・文化教室 等 を も っ 市

民 会 館 、 そ し て こ の 図 占 館 の三 棟 が 計 凶 さ れ ている 。

配 出 計 阿 としては、 敷 地の rl' 心 に 市 民 の 滑 り = 広 場ー

を 設 定 し 、 そ の 周 辺 に 三 都11の他物を自己挫する 。 市 民 は

南 の ' 降 線 道 路 か ら こ の 日 溜 の 広 場 に 集 ま り 、 そ れ ぞ れ

の目 的練 へ 政射線状に集散するよ うに， ｊｉＭ ｾｉｩｪ した 。

本図、 ｉ ｾｴｴ 官はそ の 将来の全体 ｡ ｴ Ｍ 凶 ｬ を前提 に敷 地 の 東北端

に配 出 された 。 入 口 は 中 央 広 場 か ら の if主人と、 *11111道

路 か らの 直 接 iffi 人 も 巧ーえ、さらに ニ WI の 市民会館とのi l l !

絡 をも Ｎｙ［ ＧｊＮｾ して ｬ 何 ｬ 釘 に設けた 。 Ｑ 階には ｉ Ｉ ｽＮｪ Ｇ 架 ＮｊＮ，ｴＺ ｨｬ Ｚｴ 、新

ＱＱｉｊ 閲覧 宅、管理｜ ｾ雪 宅、 Ｒ 階 には 一 般 ｉ 制覧宅、児童閲覧

室 、学 生閲 覧室、 1!i .J 架笹川1、 3 階には誠子守 塗 及 び研 究

室 で あ る 。冷 暖 房 呼 冷 熱 jJ fJ t機 械 宅 は 、 第二 JYI の 市民会自'1:(

練 の 地階にｾＱＭｪ Ｚ Ｑ ［ｵｴ ｴｬ 丘するため、本館の Ｔ Ｑ 暗には ｾ［ｯＺ ， ｪ 機、

氾ｾ｜ をのみを設けている 。

政 ｭ 計画は ＱＣＱ 架式 Ｓ Ｐ ， ＰＰＰＱＱ 甘 、間当日式 Ｕ ， ＰＰＰＱＱ 骨、古図ｾｾ保

存 期 10 ，00011世、 モ ピ ル 用 10 ，000 11廿である 。 1 階には自立

外 所 助の 巡 回市1! 1I が あ り 、 巡 回 収 の 柄 械 がお= し〈、 地

域 文 化の 向 lニに ぷ 献 し て いる 。

この主主物が亦椛!dj ' 氏の生涯教刊の中舷的な純i 設として、

そ の 役 ［Ｇｾｉ を栄すことを ｊｙｈ 寺する 。 ｊｉ 町 if主興

l 際 学 的1 閃

全ω

2 階 平 面 図 3 際、F 面 凶



. :写真は5述6段 ( A4型) の原iWタイプです。

大量の図書・資料の保管に最適です/

2タI j の棚が同時に使えるくジ、ヤンボファイノレ〉

シ ス アー マ ｉｾ ド ｌ

- 図書A の増加に応じて自由に増設できます。一連単位で追加購入が可能。左右のスペースがある限り、何速でも自由に増設することができます。

・前列の左右移動もスムーズです。後ヂIJ から図舎を取り出す場合には、前ヂIJ を左右に移動させてください。棚の移動 1. 1 . 軽〈スムーズです。

日

げ

プ

れ

サ

ロ

ン

タ

コ

カ

*  ， Ｎ ｴ し〈は カタ ログをご請求Ｈｴ Ｚｾｬ ・ Ｎ イトー キ ｪ Ｚｕｪｾ Ｎ ｔｖｬｦｦ 剥｛ Ｈ ワールド・ゴルフ 〉 毎 週 日 ｰ Ｎ ｬ ｮ 11: 30- 18: 00 HBC.T BC.T BS .CBC. ABC. RKB 



~い移動書架 “Z  

! 新らい、図書館書庫を考える 1

図 書 館 の 書 庫 と 言 え ば 、 柏 層 式干lト架 が:最 も 多 く 普 及 さ れ 活

用 さ れ て 来 ま し た が、 地 価 や 建 設 費 な ど の 高 騰 に よ り 新 ら

し い 角 度 か ら の ス ペ ー ス 開 発 が 望 ま れ て い ま すユ

平 氏 用 式 書 架 で は

( 1) 通 路 ・階 段 ・ リ フ ト な ど の ス ペ ー ス が 在 庫 ス ペ ー ス の

60%ι 1. J 二 を 占 め て い る 。

( 2) 空 調 - 電 気 - 開 明 な ど の 設 備 が 各 階 に 必 要 と な る 。

( 3) 作 業 動 線 が 長 く 非 能 率 的 で あ る 。

な ど 、 い ろ い ろ な 理 由 か ら 柏 府 書 架 に 変 る 図 主 主 官 官 舎 架 と し て

3 倍 の 魅 力 ( ス ペ ー ス が 3 倍 に 使 え る )

6 f音 の 魅 力 ( 作 業 能 率 6 倍 以 上 )

電 力をイ吏わな L 、魅力

そ の他 た く さ ん の 魅 力 を 備 え た コ ン ゴ ー ス ーパー移動棚・・・

軽 る ー い Z . タ イ プ ・・・・・・ が 開 発 さ れ ま し た 。

49年 5 月 1 日 発 売 以 来 早 く も 全 国 各 地 の 富 ー 公 庁 ・図 号 館 ・

企 業 等 に て 御 採 用 い た だ き 絶 賛 御 好 評 を 博 し て い ま す。

省 力 省 資 源 ・ス ペ ー ス 再 開 発 に 数 か ず の 魅 力 を 秘 め た

コンゴース- " ' ，一手多重肘捌 ーー・ 1降 る ~ い Z . タ イ フ。ー・・ ーを

御 検 討 下 さ い 。 御 一 報 次 第 カ タ ロ グfiEiJ 送 付 申 上 ま 七

( 写真は京都仏教大学図書館書庫)

本 社 熊 本 市上 熊本 3 丁目 8 - 1  T E L  (0963) 55- 1161  

東 京 支 庖 東京都港区六本木 4 丁目 11- 9 T E L  (03)401- 2175 

関 西 支 庖 大阪府豊中市岡上の町2丁目 6- 7 T E L  (06) 841- 4634 

福 岡 支 庖 福岡市東区名島 2 5 0 7 - 33 T E L  ( 092) 681- 6286 

南九州支庖 熊 本 市 池 田 町 8 7  5  T E L  (0963) 55- 1161  

工 場 熊 本 市 池 田 町 8 8  8  T E L  (0963) 54- 7622 

ｾ｟ｉＧｏ｟ 移動書架 ｚＢ タイプ



最 も信頼性の高 い移動書架 電動 スタ ック ランナー

ロ

ロ

ロ

ロ

ム l  官 官

東京工業大学図書館

ｉ ｾ ｉ Ｇ ｊ 架方式 に 好評の 木製側板 付 ｂ ｓ 型書架

歴 史 の 重 み を 支 え て 半 世 紀

大 正 末 期 ス チ ー ル書架 の パ イ オ ニ ア と レ て 創 業 以 来 、 常 に業 界 の トッ

プ を 歩 み続 け 、 そ の実 績 は国会 図書 館 を は じ め全 国 の 図書 館 に 数 え 切

れ ま せ ん。 タ イ プ も 開 架 式 、 積 層 式 か ら 最 近 は 得 意 と す る 立 体 自 動 倉

庫 の 技 術 を フ ル に 投 入 レ た電動 書架 ( ス タ ッ ク ラ ン ナ ー ) が 特 に 好評

で 各 地 で ご 採 用 い た だ い て お リ ま す。

より良い保管システムを提 供す る

田原フアイリシク"

本 社 ・営 業 所 = 干 10 1 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 1 - 6  

( 主婦の友 ビル 6 階) 電 話 0 3( 294) 175 1( 大 代 表 )

大 阪 支 j苫= 〒542 大 阪 市 南 区 順 慶 町 通 4 - 25 

( 順慶田T 三 和 ビル8階 ) 電 話 06 ( 27  1)  309 1  ( 代表)

- 札幌営業所 01 1  ( 24 1) 8574{ffi ・仙台営業所 0222(24) 1707附 ・名古屋営業所 052(582)7075附 ・福岡営業所 092( 721 )7601附 ・広島出張所 0822( 46) 8226



大 阪 府 立 夕 陽 丘 図 書 館 機 1 ｾ皆カウンター

よ り 機 能 的 ， 明 る い 図書 館づ く り は ぜ ひ 丸善 へ ご 相 談 ください

| 丸善の図書館家具と用品|

図 書 館 用 品 の 総 合 専 門 唐 丸 善 で は ， 視 聴 覚 教 材 を 含 む 多 彩 な 家 具 ・ 用 品 と 長 年 の 経 験 に よ り ， 大 阪 府 立

夕 陽 丘 図 書 館 や 茨 木 市 立 図 害 館 な ど 公 共 図 書 館 を は じ め 大 学 図 書 館 ， 学 校 図 書 館 ， 会 社 資 料 室 な ど に 豊

富なこ・町納入実績をもっております 。

ま た ， 館 内 レ イ ア ウ ト や 家 具 設 計 の ご 相 談 を 承 っ て お η ま す が ， 特 に 最 近 大 い に 注 目 さ れ て い る フ ォ ト

チ ャ ー ジ ン グ ・ シ ス テ ム や ブ ッ ク ・ デ ィ テ ク シ ョ ン シ ス テ ム な ど も 手 が け ， よ り 使 い 良 い 図 讐 館 づ く り

に つ い て 総 合 的 に お 役 に 立 っ て お り ま す 。

〈丸 善 の 図 書 館 家 具 と 用 品〉

・ 閲 覧机 / 閲 覧 椅 子/ カ ウ ン タ - ・柏 屑 書 架/ コ ン パ ッ ク / エ レ コ ン パ ック ・ ブ ッ ク ト ラ ッ ク /

ふみ台/ ノマーティション ・ ブ ラ ウ ジ ン グ ・コ ー ナ ー セ ッ ト ・ 雑 誌 架/ 新 聞 架/ 新聞 閲 覧 台

・ カ ー ド ケ ー ス / フ ァ イ リ ン グ キ ャ ビ ネ ッ ト ・ カ ー ド / ラ ベ ル / フ ィ ル ム ル ッ ク ス / 印 章

・ 視 聴 覚 教 材 / ・J1 . 務機器 ・・ ー・・ー こ の ほ か い ろ い ろ ご ざ い ま す 。

⑩ 丸 善

安 丸 善 の 図書 館 家具 と用品総合カタログ送呈

大 阪 支 庖 ( 仮営業所) 540 大阪市東区谷田T 5- 27 来工ピノレ f t  ( 06 ) 763- 1181 名 古 昆 支 庖 460 名古民市中区栄 3 - 2ー 7 ・ f t  ( 052) 261-2251 

京 都 支 庖 604 京郎市中京区河原町通蛸薬師上ノレ ・ f t  ( 075) 241- 2161  神 戸 支 庖 650 神戸市生国区元町通 l ー 63 f t  ( 078) 391- 6001  

点以 { 必 篠 田 水 A的 内 揖 松 町) 札純' . ¥11川 仙 台 淀 機 八 五 ( . ，欄揖 肺 間 金 制 大 阪 { 梅田 ) 姫 路 岡 山 怯 山 広 品 編 岡 民 崎 鹿 児 尚 ー 沖 縄/ ニ ュ ー ョ ー タ に 文J自 営N i 所[ 本 1苫 一 車 京 日 本 冊 〕



LI BRARY FURNI TURE 

新しい図書館家具

ヤマグチは40年のオーダー家具の経験を生かして新しい図書館づくりに奉仕致します。

図 書 館 納入 実績 - 東 京 経 済 大 学 図 書 館

- 日 野 市 立 中 央 図 書 館 - 束 ヰヒ 大 学 図 書 館

- 山 口 県 立 山 口 図 書 館 - 芝 浦 工 業 大 学 図 書 館

- 者IS ムL
Eド 失 図 書 館 - 大 妻 学 園 図 書 館

- 山 梨 県 立 図 書 館 - 専 イ|多 大 学 図 flf 倉吉

- 浦 手口 rlJ 立 図 書 館 - 国 際 キ リ ス ト 教 大 学 図 書 館

- 前 橋 市 立 図 書 館 .  .!駒 沢 大 学 図 t!} 官官

ー束 村 山 市 立 図 書 館 - 日 本 大 学 生 産 工 学 部 図 詐 館

- 相 脱 原 市 立 図 書 館 - 東 京 学 芸 大 学 附 属 図 許 館

- ノl、 平 市 立 図 書 館 - 横 浜 国 立 大 学 図 在 館
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ひ令今<J

森 田 司 郎

わが固め鉄筋工・J';ffl の設，) 1.図はきわめて手を抜

いたものが多い。配筋闘が少 4 不備でも、ある

いは、全然な くても鉄筋工が適当に配筋してく

れる場合が多い。 今後はいつまでもこの流儀は

通用しまい。配筋工程の組織化、省力化がぜひ

必要という認J置が向ま ってきた。自己筋法の原則

は彼我で共iili だから、かわった自己筋法といって

も若干忽! 天外な配筋法があるはずがない。一見、

特筆するまでもない平凡な配筋法でも、じっく

り観察すると、なかなか味わいの深いものが往

々ある 。 たとえば写真 1 は外径の配筋例で、日

I也を設けているのは、ひぴわれを発生させた く

ないという要求からである 。 よ く見るとこの目

地は完全に墜を口通して設けられており、笠の

俄筋も金者11白地帯11で切断されていることが写真

2 で判る。 これならひぴわれが完全に避けられ

よう 。 外壁ではこのように幣厚をmし、ダブ l レ

自己筋を必、ずしたいものである 。

写真 3 は柱主筋の豆ね継手の一例を示している。

写真 1

これは図 ー 1(a)または(b)に示すように、組み上

がった柱筋を差し込むだけで、. i l l ね継手ができ

上がる 。 継手位訟が集中する弱点はあるが、鉄

筋の加工、組み立ての上では大きなメリットを

生むし、下手な圧接よりは、縦突な継手が仰ら

れる 。 このような継手を j oggl ed spli ce と呼ぴ

英米で用いられる。外側になる方のフープ最が

さかないと、鉄筋端而がコンクリートを直被圧縮

する部分の局部圧壌で耐力が決まる。最近では、

鉄筋の組み立てを別の場所で集中的に行い、適

当なユニ ッ トにまとめて、それを搬入配世する

方式が注目されているが、 j oggl ed spli ce は

この方式用に考案されたものである。

鉄筋の継手については、多くのスリーブ工法が

開発され、わが国でも多くの輸入工法、それに

ヒントを得た工法が笑施されるようになった。

しかし、鉄筋をコンクリートを仲 介として接合

する方法が鉄筋コンクリートの特色の一 つであ

るので尊重すべきものである。三こでは、わが

国では持及の遅れているループ継手を紹介しよ

う。図 2 のようなループ状の鉄筋を重ねた継手

が多用されている。 とくに 、プレファプ材の接

合部の接続に便利である。DI NI 045によるとル

ープの I"J のり直径dBは次式を満足することが要

求される 。

ぬ = ( 1. 40+ 2.80

d

: ) 手の
ι ， c  

ただし、 eはループIl ¥I 阪または l レープと表面まで

の距縦である 。定着の場合の所要長さは守+ 3

db以上であり、継手の場予干の所要長さは d B+ 7

db以上て' ある 。必袋 l レープ径dBを鉄筋径のの倍

数として表 1 に示す。 この継手の場合は 、1レー

σsAs- 一一

σ'sAs-酔一一

図 2

図 3 ループ筋による補強

プ内側のコンクリートの割裂を防ぐために、ル

ープ面に対するかぶり厚さを鉄筋径の 3 倍以上

婆求される。 また、 l レープ鉄筋 1 本当たりの

引張力的As に等しい号 |張力をうける補強鉄筋 を

ループ面と直角方向に配置することが必要であ

る。 J レ一プ状の自己筋は、 図 3 のような I出げ材の

隅角苦11に用いると有効である。このような配筋

で、部材の全面白I力の50% ( I I / l i 角を広げる方向)

- 80%  ( 隅角を閉じる方向) の面fカを持ち J 他

の配筋法より優れている。壁構造の隅角部配筋

に応用するとスマートであろフ。

鉄筋の組み方というより、もっと 問題を大きく

考えて、コンクリート構造物の補強方式の新し

い型式として特筆されるべきものに、米国で広

〈普及し始めているフラ ッ トスラプの P S 構 法

があろう。すなわち、梁を追放してスラプと柱

のみの構造て¥そのスラプをグラウトをしない

ストランドによるプレストレス工法で補強する

方法である。ストランドは硬質紙のシース内に

タール質て' 封入されているので、鉄筋と同様に

配筋して、コンクリート打設後軽便なジャッキ

で緊張すれば、それでおしまいという手軽な P

S 構法で大スパンスラプが設計できる。 写真 4

はT . Y .  Li n 'j : i : 務所設計の現場の配筋状況で、

写真 5 はこの建物の耐渓コアとの接続を示して

いる。コアはスライディグフォームで先打 ちさ

れ、スラプの P S 導入によって、簡単に一体化

される。

(主主 大林組内越本昌弘氏よリ写真 1- 3 を提供いただ

いた。) ( b  りた しろう 京都大学助教授 ・工博)

表 1 所要ループ径と鉄筋径の比 d a/ db

鉄筋応力 コンクリート強If<
e/ d6 

σ. kg/  cm'  F e  kg/ cm'  2  3  4  5  

200 23  19 17 16 

1600 300 15  13  12 11 

400 12  10 9  8  

200 34 28 26 24 

2400 300 23 19 17 16 

400 17 14 13 12  

写真 4

写真 5
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表・ 1

------

ポ ン プ 容 量 タ ン ク 容 量

量大揖水時，. 量が

最大排水時濯量 量大構水時埠量的 15骨 - 60骨

算定できる喝含

一定置が連続的に

挽水量の1. 5悟 排水量的 10骨 - 20骨

排水される唱合

挽水量不定. 不明 量小容量U. : r . / プ ポンプ蝿水量的 10骨以上

確‘ 少置の場合 ロ径によ町定まる ただし. 汚輔の場合 1110- 15分

も比較的小さくてすむ。排水槽のポンプの容量

は、推定される最大排水量と同守: またはそれ以

上とし、排水槽は、) t ( 大排水量がその槽を満た

すのに 15- 40分かかるような大きさとする 。 排

水槽 の容量は、それに流入する、総- A の数およ

u ' ( 使用回数によって決められるが、 12時間以上

貯留するような大きさではいけない。ポンプ吐

i l ¥註の 10- 20分程度の容量がもっともよい。ーポ

ンプの容量と槽の大きさとは7ii にバランスを保

つようにし、正確にはポンプI出 1¥誌と計画排水

誌の 1111線をえがき松適値をえらびだし建築構造

上で許される限りスパン単位で決める方がよい。

ならない。サクション部が充分に水而下になけ

れば、 l吸水百11に渦流が発生し空気を同11寺に吸い

込み、ポンプは不安定、不規則な巡転状態となリ、

所定の水量を吐き出す こ とが不可能になる。図

一 Ｑ に穏々ポンプの ｬ 吸込状態を ￯ｊｾ し、 図 Ｍ Ｒ に

滋入路底の形状および渦が発生する型を示す。

般に導水路とポンプの l汲込位置の| 見l係を列記

すると、

(1)ポンプl吸込口の閥、ポンプ1吸込口の隣接川隔

を充分にとり、流迷を 0.5，. / 秒以下となるよう

にする。

(2)i 的巻発生防 止のため仕切板を設ける 。

(3}1i i ' 水槽 l人!の11及水部分の溜り部分に至る傾斜を

ゆるやかにする。

(4)各ポンプには 、平等に流入できるようレイア

ウトする。

ｾ ｴ［［ ーがあげられる 。 図 Ｍ Ｓ には排水槽の深さを表

す。d=1.000粍以上とし d' =500粍. f . ' E伐とする。

したがって槽全体の深さは、大田品1.500 - 2  .  000 

粍位J交になる のがil ，( { ，多〈使われる深さのよう

て' ある。

排水槽と湧水槽の深さの関係

排水槽は最下部の耐圧版を利用する のが一般的

であるのは前記の通りである。 i必水槽は 、地下

水 の穆透した水であるのでがI圧版よりなお低位

置に設けることになる Ｈ 図 Ｍ Ｔ 参ＡＡ｜ｾ )。 水槽の深

さについても前記のごとく、ポンプの I吸込書11に

おいて、 1両流が発生しない程度l汲入管部を i答ら

せることにしなければならな L 、

W= 300- 400粍

引用文献

建築設備計画法 ユロナ社

建築的実務 彰国社

ポンプとその使用法 丸

( ながたに ほういち K K三晃ZEs制大阪支腕設計部長 )

間押岐

川

調
良
川

一
明
荷
物
一

ペ

ヂ

伊

良

川

一

幼

子

側

良

川

( a)  

2古 f .L... ＭＺＭふｾ
γ / / / イ( a ) 〆/ / ノ/ / ノ ウ / / / / / 6 J 〆 〆 ノノ ノ

(b) ラッパ管付近にできる 渦の型

図- 2  

良 E

(a) 導水路底の 形状

7  

排水槽、湧水槽の計画と設備

排水系統には、汚水を導くための汚水配管系統

と洗面総、流し、浴室などの排水を導くための

一般雑排水系統がある。 排水槽とは一般ビル建

物で地階のある場介 、あるいは建物内の排水が

自然の勾配て'敷地外の下水道に放流でるきない場

合、器具、機器からの排水( 低位排水) を、い

ったん自然に流下させ、排水槽に導きポンプを

用いて排出するためのものである。排水槽には、

前記汚水配管系統からの導入汚水 を溜める汚水

槽と、汚水以外の排水系統を集めて溜める雑排

水槽に分けられる。 そのほか地階を有する建物

には、地中よ り浸透する 地下水の湧水、 ドライ

エリヤから降り込む雨水等を溜める i男水槽から

成り立つ。各槽とも、央) i ( や排水がもれない完全

な防水構造を必要とし 、かっ充分な通気管をと

り外部へ直接I l fJ 口を設け排気しなければなら主

い。 各糟の通気管は、建物の他の排水系の通気

管との併用はできるだけさけねば主らぬ。糟 が

二つ以上ある場介には、それぞれの槽の通気管

はその水面より上部で結び、床下等て' これを結

んではならない。槽の位置構造は一般に最下部

の耐圧スラプを利用したものが多〈、排水槽の

位置はできるだけ 池 ｼ滑の排水管の檎引きをｾＮＨく

するため、排水個所すなわち排水主立管、屋外

排水管の位置より低いレベルの排水器具( 便所、

厨房、浴室) なと・に近い方がよく、ピルの規模

によっては、数個所を必要とする場合もある 。

法 一

排水槽の概念

永谷

ポンプの吸込部の最低水位

図・ 4

(b) 

排水槽の容量

排水糟の容量は、原則的には: n i ' 7Jq'U: より決めね

ばならぬが実際は、ポンプの l止出品によって決

められることが多し、( 表 ー 1 参照) 。ポンプの口

径は 、汚水槽にあっては図形物も同時に排除で

きる tlli;立のものを使用すべきて北小80粍以上と

し、雑排水用ポンプにあっては、厨芥等も i見入

することなどから、最小50粍以上のものがよく、

ii T J 水槽のポンプについては、 i勇き水、機昔告のド

レン、凝縮水など排水量が推定される場合は、

; f ，ンプ容量は平均排水量と同容量とし、排水槽

排水槽の権造

地|渚にあっては、 IIri .t 圧スラプと地下放下階の床

スラプの二" i [ ( 底の空r . IJ を干IJ n' 1して排水槽を設け

るが、この内 1MはIW水モルタル勺を用いて厳沢

に| 坊水工 'J' ; を行う 。 これは、汚水の漏洩により

他の水槽 ( ､￯ 上水ＧＱＺ水槽、ｾＧｾＧｾ用蓄熱槽、消火

J I l 水槽 ) 等 に汚染することを防止するためには

かならなし、そのためにも計画時に‘ ド面上にお

いて排水糟と他の上水用水槽とは隣接しないよ

う、とくに仰なしスパンでI i IJ 隔を保つようにし

なければならな L 、。排水槽の深さはとくに規定

はないが、ポンプア. ，プの必要性から、ポンプの

l吸込書11分が充分に水Tfn下に潜るものでなければ

112 強築と社会/ 1975年 1月号
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施 工 材 料 の 頁

7  

大規模地中障害撤去

を伴う地下工事

木 村 征 夫

S  1  まえカずき

都市の再開発に伴い老朽化したピルは解体され、

また堀、川、海の埋立がされ、そこに土地の有

効利用から敷地いっぱいに建物を構築するケー

スが多くなっている。この場合問題となるのは

大規模地中障害である。これは設計、工事、コ

ストに大きな影響を及ぼすので、計画時にはあ

らかじめ建築主、設計者、施工者は一体となり

対策に当たらねばならない。 ここでは大規模地

中障害の状況とその対策例について述べる。

S  2  大規模地中障害の状況

(1)  I白地下構造物: 旧地下構造物を解体し新し

く地下を構築する場合、市街地では旧地下外壁

図ー 1伊蔵万本社ピル新築工事

図 - 2権回阪急ビル第 9 期工事

図 - 3 5計画

線と敷地境界の間隔が少ないことから解体のた

めの山留が設置できず地下外壁の解体が不可能

な場合が多い。

(2)  既設くい: 種々の種類のくいがあるが最近

とくに松ぐいが多〈、昭和初期に打設されたも

のでも地下水面下にあっては腐触していない場

合が多い。 < い長としては 19m程度のものもあ

り、その引き抜きは非常に困難である 。仮に引

き抜けたとしても周辺地量産への影響もあり問題

が多い。

(3)  旧堀江石積、石だたみ、転石 ・江戸時代の

大阪は堀江が発達し大阪市内にはいたるところ

にJII が流れていた。 しかし最近、当時の河川は

基礎ぐいとして 19mの松ぐいが多数あり、新設

ベノトぐいの施工に大きな障害となった。 15m

以上の長尺松ぐいはわが国においても引き抜き

の例がなく、 ｾｉ 抜機の開発の必要性が生じた 。

敷地は国鉄、阪急高架に近接しており、たとえ

松ぐいが引き抜けても周辺地盤沈下、 くい支持

層の撹乱は絶対に許きれない状況下にあった 。

極々工法を検討した結栄、地盤にベントナイト

を充填しながら松ぐいを切削する工法を開発し、

ベノト ぐいの打設を可能とした。 旧地下外壁に

ついては、山僧壁として利用し、さらに深い部

分のみ外周ｾ，ｾ礎梁内↑目 ＱＩ に山留を設定する百十闘を

し、地下地工を可能とした。図 - 2 にこの状況

順次埋立てきれその位置が不明になりつつある 。 を示した。

この場合、多〈問題となるのは旧議岸の石械、 例 3 計画敷地には昭和初期に建設された地下

石だたみが撤去されずそのまま埋立てされてい

ることである。また海の埋立てにおいても旧防

波堤および基礎の桜石がそのまま埋め戻されて

いる場合もある 。 これらは山留、基礎ぐいの施

工に大きな障害となる。

(4)  その他: よく問題となるのは戦時中の不発

弾がそのまま地中に埋没している場合がある。

その処理は、相当慎重に行わねばならない。

以上、主な大規模地中隊警の状況を述べたが、

建物計画に当たっては撤去方法等の技術的裏付

けのもとに計画がなされなければならない。

S  3  対策例

例 1 . 伊藤万本社ビル新築工事においては敷地

内旧建物を解体し敷地境

界いっぱいに地下 2 階が

計画された。 旧建物は昭

和初期に建設され S R C

地下 2 階で地下外壁と敷

地境界線とはほぽ接して

おりその撤去と新築工事

は山留を道路上に設自立せ

ねば不可能な状況にあっ

た。また基礎は柱礎ケー

ソンでその撤去対策も問

題となった。一方近年物

価上昇は著しく地下の解

体、新築の工法を安全、工

期、コスト商で大きく左

右することになり、問題

解決に当たっては設計当

初より充分これらを考慮

し、旧建物地下墜を山留

壁とし、 旧柱礎ケ ーソン

を新築建物ピアとして再

利用することにより本工

事を施工可能とし、また

工費の大幅ダウンと工期

短縮および安全施工を行

うことができた。図 - 1

にこの状況を示した 。

例 2 . 梅田阪急ピ J レ第 9

期工事において敷地内に

は昭和初期に建設された

地下 2 1滑 R C建物とその

21渚の建物が敷地境界と接触して建っており、

地下解体用山留は敷地内に打設不可能の状況に

ある 。 また旧 L基礎ぐいには元口 40cm径の松ぐい

カf使用きれており、くい長は 15m、くい間隔は 1. 2

m で敷地のほぼ全面に 1，600本打設されている。

このような敷地に敷地境界いっぱいに地下 3 階

の建物が計画された。ここで問題となったのは

旧地下外壁撤去のための山留が敷地内に打設 で

きないこと、地下 3 1;皆構築のための山留設置、

基礎ぐい施工のために松ぐいが大きな障害とな

ることであった。建物計画に当たっては旧地下

外壁は山留として利用し、以深の音11分のみ旧地

下外周地中梁内側に松ぐい除去後山留を設置す

ることとした。 また新設基礎ぐいについては敷

地周辺の状況から支持層地盤を後百しできること、

公共埋設管等のため地盤沈下は許きれないこと、

除去必要な松ぐいの本数が非常に多いことから

基礎ぐいとしては直径 0. 6 mのニューマチ y ク

ケーソンを採用し、ケーソン施工時に徐却に松

ぐいを切断することで解決を計った。

図 - 3 にこの状況を示した。

S  4  まとめ

以上、大規模地中障害の状況と対策例について

述べたが、今後ますますこの種の問題が発生す

ることが予測される 。最近、基礎ぐいとして大

口径場所打ちコンクリートぐいが多〈採用され

ており、 50年先を見た場合、これらがつぎの地

中障害となって出てくることは明白である 。 ま

た都市はますます過密化し、市街地の建物はこ

のほとんどが境界に隣接して建てられている 。

建築計画に当たっては事前調査を徹底し、地中

障害を早〈予測し、その対策を設計施工の一体

した考え方で進めることと、工期、コスト等に

もー! 替の建築主の理解が必要である 。 また対策

においては行資源の立場からも、むやみに撤去

するのではなくうまく利用する考えを持つこと

が必要である 。 また将来においてはそれらを充

分考慮し、都市計画のスケー 1レでの行政指導も

必要であろう 。

( きむら 申き必 K K竹中工務l苫大阪本庖工事部技術課長 )
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あいにくの雨空を恨みながら植物園に歩を

進めると、 40年の歴史をもっという正門前の

けやき並木が静かなたたずまいでわれわれを

れて、予定の催しを終了することができ、世

話人一同感謝する次第です。

なお、今回最後の見学地上賀茂神社では京

都府の佃先生のご厚意で社殿を特別に拝観す

ることができ、この催しに一段と花を添える

ことができた。槍皮主主の様態を子細に説明い

ただき、合わせて最後は社務所で全員ゆ っ く

りと名物 、やきもち砂で満ち足りた解散とな

った。
(本国 盛 記 )

シイの木の実

田頭良之助

今回の悩しには伊佐義朗先生、佃忠夫氏、上賀茂神社般

に多大のご厚意 とご協力を いただきました. 誌上より深

〈謝意を表します。

緑の文化都市へ

根 来 譲 二

緑を駆逐して構造物で埋めつくしてい った

第 2 回“ みどり" の学習会参加証のハガキ

を見ると“ 雨でも参ります。 ただし豪雨は中

止" との文字がまず自に入 った。不吉な予感

どおり第 1 固とはう って変わ っての雨である 。

けやき並木を定刻より早〈来ると立派なパン

フレ ッ トがもらえました。 もう 7 - 8 人も熱

心な参加者が来ていて. 伊佐先生と休憩所の

窓から“ あの木がカ ンレンポクで中国の特産

樹木でー・…・・・" とい って学習会が始ま ってい

た。 また“ カ ンレンポクの種子を取って蒔く

と良い " というともう実践して、取りに行っ

て、先生に見せる人・一一・。

雨の中、傘をきしなが らの説明が始ま つむ

ガイドフ・ッ クを見ることもできず、樹木の種

迎えてくれる 。前回に引き続き伊佐先生の講 近代文明都市は人々の心からうるおいを奪い 類も多いためか、頭が惑いせいか、あと何回

義を皮切りに図内の見学に移る 。大正以来の 去り、今日さまざまな社会問題をひきおこし も参加せねば名前が頭に入らない。今回は、

年輪をみせるクスの木の林、以前はムクの木、 ている。「人間にと って都市とは何か」 を考え 樹木の採集ができぬとのことであ ったが、シ

エ ノキの樹林だ ったという界隈に景観を変え るとき 、今回のような建築家のための 「みど イの木の種子は、焼いて、ポー ンと音がする

て育つ木々の解説を聞きながら、本降りにな り」学習会は快適な生活環境への一つの指標 と食べれると先生がいわれ、落葉と水たまり

り出した雨の中を進む。植物図自 '慢のカツラ であり、大きな流れて'あるように思う 。 の中を、苦にもせず、きがすと手い っぱいに

の林を通り抜けるとメー ン道路が明るい。ク 秋雨の中、植物園での伊佐先生のお話は、 なった。不況の世の中、酒のつまみにと持つ

リベット、チャボヒパなどわれわれには馴み わかりやす く樹木の性状、生態等をそれらの

の深い造園樹の美しい植込をみながら、数百 木にまつわるエピソードをまじえて楽しく図

年の年月を経たという「半木の林」にと って 内を案内して下さ った。公害地ではお自にか

入る J 森の水車彩、半木の神社砂に趣を党えな かれない樹木や昔なつかしい木々が自にしみ

がら、この辺りの歴史を混えでの先生の解説 る。大阪の街へこれらの木々を迎えられるの

に耳を傾ける 。雨足は木々に遮ぎられて消え はいつの日か。

てゆくのか物音ひとつしない静かな森だ。や 植物園をあとに加茂川堤の 「なからぎの道」

がて植物生態園に入る 。園芸植物を含め日本 をそぞろ歩〈、静かな京のたたずまいは大阪

の山野でみられる植物を生態的に自然、に近い 11箪l燥を忘れさせる。清らかな加茂の流れ、盤

状態で植えられているというだけあ って、こ かな緑、整然とした家並み

こでは種々の樹木が観察でき「緑を知る 」上 上賀茂から太田神社へむかう途中、クスノ

でわれわれにと って頃合いの場所といえよう 。 キやエ ノキの古木 ( 御神木) を見上げながら

ふと木立の出口に愉しいの実H が落ちている 「町の中の一本の大きな樹がその町の歴史と

のを教わると、今育のおやつはうまいぞH と 文化を物語 っていふ」という 言葉を思い出す。

の声もあがり 一同この偶然のプレセ' ントを拾 わが街、大阪にはない文化的緑、資産をそ

うこと数分、花咲き揃う花壇をくぐりアメリ こかしこにも った京都がうらやましい。積極

カハナミズキの美しい紅葉を最後に出発点の 的に造成してゆく緑にはもちろん、近年さけ

会館に戻って午前の部を終了した。

昼食後、植物園西の加茂川に 沿って遊歩道

「竿菜.の道」を北上、上賀茂神社に向かう 。

この頃になるとようやく雨は上がり空もわず

かに明るくな ってくる 。対岸では紅葉の美し

いケヤキ、エノキ、ムクノキなど美しい樹形

の大木の移り変わりが目を楽しませてくれる 。

やがて十数分、神社に着くと境内の樹木を眺

めながら 一巡する 。 カツラの大木が印象的だ。

さらには明神川沿いにいかにも京情緒をとど

める家並を眺めながら数分、太田神社のカキ

ツパタ群生地を確認の上、上賀茂神社にと っ

てかえす。

日頃、都会生活に埋没しがちなわれわれに

とって緑に対する興味を呼ぴおこし、その知

識を与えてくれ るに格好の所ではなか ったか、

四季折々あるいは晴天の目、またの機会に訪

れてみたいものだ。

あいにくの雨中の見学にもかかわらず、伊

佐先生の熱心な解説と 参加者の熱意に助 け ら
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ばれている建築物や町並み保存と同じように

樹木保護、自然保護にもも っと関心をも って

ほしい。

われわれ技術者はこのような環境の中でほ

んとうの豊かさとは何かを考え設計してゆか

なければならないことを痛感させられた。

再び上賀茂神社にもどり、社殿の説明を聞

きながら、「文化は緑濃い都市から生まれるべ

くして生まれるなア」と思いながら名物の焼

餅をほおばると、かなたに雨あがりの比叡の

山カず美しか った。 (大阪市公園局)

て帰り、さ っそくフライノマンに入れて、火に

かけるとポー ン、 ポー ンとはじけ、まずは毒

見 .ん 一見ピーナツのよ うでやわらかか った。

家族にもと思いきや“ ド ングリは、おしつん

ぽになる" とい って食べ なか った。

今回の京都府立植物園は、樹木の標示が付

いているので覚えやすく、自然と接する機会

の少ない昨今 、家族を連れて、また来よ うと

思いました。 ( 1(](納谷工務底)

緑の学習会

一 一一雨にもめげず植物園へ

原 因 奉 紀

私は参加を申し込むときからなぜか心に期

待するものがあ った。 それゆえ参加証をも ら

ったときは嬉しくなり、すぐにテキストの「街

路樹」を購入した。 -ーが当日は朝から激しい

雨が降 っていた。 この分では折角の学習会も

お流れかと思いながら京阪京都三条に着いた。

パスで約20分京都植物園前で下車、雨のせい

か人通りがほとんどない。

ケヤキ並木の前で協会の人の顔を見て、 今

日は中止ではなか ったと 一安心〔伊佐先生の

説明を聞くまでは恥ずかしなが ら 「美しい並

木道だなあ一 J o i 何という木だろう」とい う

程度て¥仕事ではケヤキという木材を知りな

がら自然のケヤキを知らない。万事このよう

な状態で先生の説明を 聞 くことになる。〕

司砂

上賀茂神社にて 集合場所の大休憩所にしばらくして伊佐先

生がこられた。 テキストの写真で見るよりも

気さくな人のように思えた。

早速学習会が始ま った。雨は相変わらず激

しく降っている 。最初に休憩所の窓から見え

るカ ンレンポクの説明から始ま った。 ( この木

は先生が大変気にいられているらしく、 中国

南京植物園より得た種子を自ら育成したもの

で、現在樹令36年、樹高 14m、径32cm、緑蔭



4‘  

京銀纏物園にて

樹として良いとのこと。) 説明は丁寧て' ユーモ

アのある話し方で、より私の輿味をそそったc

その中でとくに記憶に残 ったことを 二、三紹

介すると、

まず 「クスノキ並木」は昔はもっと枝振り

もよく立派な並木道だったけれども、それが

終戦直後アメリカ箪の宿舎にな ったとき、今

ある舗装道路を作ったため、あまり木が育た

なくな った。ー いもしこの道路が舗装されて

いなか ったらも っとクス ノキらしくな ったで

あろう 。

「なか らぎの森」では この森はこの地域に

残された唯一の自然林でかつて山城盆地でみ

られたエノキ、ムク ノキの古木、クヌギ、カ

ツラ、カゴノキなどが深い茂みをなしている 。

人がこの林に立ちい ったとき、人間に人間ら

しさをとりもどしてくれるといわれた。奈良

春日大社付近の自然、林、大台ヶ原の原生林を

思いうかべ閉じような感銘を受けたことを思

い出す。 その土地柄に合った木が一番その木

らしく育成し、素晴らしい自然林となり、そ

こに訪れる人聞に心の故郷を思い起こさせる

らしい。建築にも同じことがいえるような気

がする 。都会で新しい建築に取り囲まれ、新

しい建築へ夢を託しながらもふと古い社寺、

建物に立ちょ ったとき、建物の故郷に帰った

ような気がするのにも似ているようだ。 そし

てここ縞物園にも公害の影響を受けたと思わ

れる多数の木があ った。説明では秋の素晴ら

しい紅葉がなぜか色被せてきているという 。

憂うつなことである 。今よく使われている道

路の中央分離幣の緑はシャリ ンパイという木

でこの木は本州の 中部地方から凶園、九州|の

海岸に自生する常緑低木で葉が厚くて硬く、

強い光や風に耐えられる構造をそなえている

ため利用されるようにな ったという 。

人が緑を破壊し公害をまき散らし、緑の最

後の切札に海岸に自生する木を都市にも って

きて使用せざるをえなくな ってきていること

を考えると、自然破壊もそこまできたかと不

安と股立たしさを感じる 。建築も人聞のスケ

ールを越えた超高層ビルブームはなぜか新建

築の末期的症状ととらえるのは考えすぎだろ

うか。

この学習会は期待通り私に考えさせられる

ことを多〈与えてくれたと ，思う 。( 大阪市交通局)

ハンバスグラス

ランダイスギ

カンレンポク

日 時 昭 和49年 10月 19日出 10 : 00→17 :  00 

観 察 地 京 都 府 立 植 物 園 ・ 上 賀 茂 神 社 ・ 太 田 神 社

見 学 園 宝 ・ 上 賀 茂 神 祉 本 殿、梅殿その他

E陣 師 京 都 市 嘱 託 ( 元 京 都 大 学 農 学 部 鶴 師 )

伊佐穫朗氏

京 都 府 文 化 財 保 箪 楳 佃 忠夫氏

参加者 23名

・観察、見 学際了后 、上賀茂神社殿の ご厚 意 で

社務所を拝借し、佃11師をまじえて懇級 会を

催した。

写真撮影 大隅駿子{ 竹中工務庖)

争奪 '1 ヨ

ハリギリ

ヤマボウシ

1 1 5  
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日 本 建 築 総 合 試 験 問 り 図 |

新年のごあいさつ

建築技術安全審査委員会の設置について

このたび近畿ブロ ック特定行政庁のご要請により、建築物の一部に

ついて、その部材、構法並びに防災等の安全性を審査するため、当

試験所に標記委員会を設置し、本年 1 月から下記取扱要領により業

務を開始することになりましたので、お知らせします。

静 雄

明けましておめでとうございます 。

昨年は一般経済界の不況下にあって当所の業績にも多少の影

響は受けましたものの 、概ね順調に推移いたしましたこと 、

偏えに関係各位のご支援の賜と深〈感謝いたしております。

当所では目下施設整備計画の一環として 、 3 月末完成を目標

に動風圧試験棟の建設工事を進めておりますが、新年度も引

き続いて一般材料試験施設の拡充を図り関係方面のご期待に

添うべ〈計画いたしておりますので、本年も一層のご支援を

お願い申し上げる次第でございます。

坂理 事 長

近 畿 建 築 行 政 連 絡 会 議 構 造 等 審 査 取 扱 要 領

華 客 に 応 じ 下 記 小 委 只 会 を 桃 成 す る o

ｭｩｲｾ 層建築物構造審査小委只会

( 高 層 建 築 物 に 付 随 す る 防 災 性 能 審 査 を 含 む 。)

( 心建築; f ;WH宜 容 査 小 委 員 会

コ ン ク リ ー ト 系 、 金 属 系 、 基 礎 系

な お 、 将 来 は 防 火 性 能 審 査 、 防 災 性 能 審 査 の 拡 充 を 計 る 予 定 で あ る 。

1  

申請内容が前各号に該当

するものは、審査申込み

2  

法第20条に該当するもの

として確認
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審査手 )1慎フローチャート

恒

嵐

崎

上

回

武

戸

谷

多

村

天

堀

木

永

海

村

+

 

五

石

井

岡

鬼

貝

金

金

川

発

小

鈴

富

由

局

中

次 の 各 号 に 該 当 す る 構 造 方 法 等 に つ い て 、 事 前 に 財 団 法 人 日 本 建 築

総 白 合 試 験 所 審 査 機 関 の 技 術 的 審 査 を 安 け 、 構 造 耐 力 上 支 障 が な い と

判 定 さ れ 、 か つ 建 築 基 準 法 施 行 令 第 3 主 主 の 規 定 を 満 足 す る も の に 対

し て は 、 建 築 基 準 法 第20条 の 規 定 に 基 づ き 安 全 性 を 確 認 さ れ た も の

と し て 耳R 拐t う。

( 1)審 査 を 受 け る こ と に よ り 建 築 基 地 法 第20条 に 基 き 雌 認 さ れ る 間 層

建 築 物 等。

( 1)間 層 建 築 物

3 1 mく童央官ー造孟 5 0 m

鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 進

4 5 mく ー 孟 5 0 m

鍛 え 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

(2) H  P  C 工 法 ( た だ し 、 建 築 主 司 王 が 在 来 工 法 と み な す も の は 除 く )

(幻現 場 打 ち 及 び プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト に よ る 壁 式 鉄 筋 コ ン ク

リ ー ト 迭 で 特 殊 な も の ( 個 別 審 査 )

(11 ) 硲 認 上 、 判 断 の 椴 拠 と し て 審 査 を 必 袈!と す る も の

(1)町 強 度 コ ン ク リ ー ト ( F c 28 >  270kg/ cm
2

) 及 び 太 径 鉄 筋 ( D5 1 c品

等 ) 、 そ の 他 特 殊 な 材 料 を 用 い る も の

(2 )興 組 基 礎 を 併 用 す る も の

(3法 主 式 と ラ ー メ ン 構 法 の 大 規 模 な 併 用 ( 立 而 的 及 び 平 面 的 併 用 )

(4 )そ の他 建築主I j _ o ; が意見を求めるのが適当と判断したもの

( 伊IJ ) 問 解 析 が 特 殊 な も の ・ ( イ ) 他 手 ( 鉄 筋 ) の 特 殊 な も の . ( ' 7) 塔状

物 の 特 殊 な も の ・同 水 中 構 造 物 ・開吊り下げ椛造物・( カ) ラックピノレ

及 ひ " 立 体 駐 車 場 で 特 殊 な も の ・( キ ) プ レ ス ト レ ス 卜 構 造 で 構 造 言十岡

上 疑 義 を 生 ず る も の ・(ク1電 子 計 算 機 の 使 用 に 関 し て 判 断 の 困 難 な

も の ( 意 見 を 求 め る 点 を 申 し 込 み の 1¥照 明 記 す る )

( 外 大 規 脱 工 作 物

(a)令 第 138条 1 項 1 号 中 、 高 さ が1 0 0 mを 超 え る も の

(b)令 第 138粂 1 項 2 号 中 、 高 さ が5 0 mを 超 え る ゴ ル フ ネ ッ ト 類

Ｈ ｣ Ｉ 令第 ＱＳＸ 粂 Ｑ な ｾＳ 号中、日さが ＱＰＰｭ を超えるもの

(d)令自主 138条 1 項 4 号 中 、 高 さ が1 0 0 mを 超 え る も の

(e)令盟主 138条 1 項 5 号 中 、 日 さ が1 0 mを 超 え る も の ( 原 則 と し て 10

m を 超 え る も の は 認 め な い )

( f) 令 第 138条 2 項 中 、 1. 2 .  3号 で そ の 桝 逃 が 特 殊 な も の

(g )製 造 施 設 でh そ の 構 造 が 特 殊 な も の

5] IJ tl 己

審 査 機 関

1 . 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

大 阪 府 吹 田 市 藤 白 台 5 丁 目 125番 地 の8 〒 565 T E L  06- 872 - 0391 

2 . 上 記 法 人 内 に 建 築 技 術 安 全 審 査 委 只 会 を 般 世 し 審 査 す る 。 又必
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日本建築協会

月間の動き

昭 和49年 11 月分

評議 バ
己

員

定時評議員会に代えて書面表決

11月21 日付をも って下記事項について文書

により、お諮りした。

昭和50年度評議員選出数決定の件

聞

主
?

Z

 

事 U

己

20日 4 時一 5 時 於会館集会室

出席者塚本、福田正副会長ほか 9 理事

議事 (1)定時評議員会に代え1 ' } 面表決の件

(2)名誉会長竹腰健造先生米寿を祝う会

企画の件

(3}全国建築審査会会長会議に寄付金の

{牛

(4}事務局職員下期賞与支給の件

(5漣 築 6 団体新年交礼会開催の件

(6漣 築 8 団体共催「建築基準法改正案

等講習会」開催の件

(7)入退会者承認の件

(8胤告事項

編集理事会

20日 3 時- 4 時 於会館 3 階会議室

出 席 者 福 田 副 会 長 松 村 編 集 委 貝 長 、

渡辺理事

議事 (1)本年度雑誌費収支経過と見込

(2)今後の方針、そのほか

事 業 委 員 会 |

，._ 

若い会員の集い小委員会

5 日 6 時一 8 時半 於会館集会室

出 席 者 西 村 副 委 員 長 中村、広瀬、宮後、

森下各幹事ほか 9 名

議事 (1)第 6 回「建築家のための“ みどり. .

学習会(2)J 実施報告

(2)第 7 回「名古屋のふるいまち、あた

らしいまちをみる」参加申込につい

て

(3)第 8 回「コンビュータとの対話」の

企画について

(4)第 9 回「解体修理中の古建築見洋会

(3)J の企画について

(5)建築家に話を聞く会 (3)J の企画につ

いて

(6)  r都市と水」企画分科会について

(7)そのほか

コンピュータ分科会

5 月 8 時半 - 10時 於会館集会室

出席者 印藤主査ほか 4 名

議事 (1)会告案原稿作成打合せ

名古屋の見学打合会

5 日 8 時半一 10時 於会館集会室

出席者 西村副委員長ほか 2 名

議事 (1)参加者動員割当及ぴ調盤

(2)当日のスケジュールの再確認と各委

貝担当役割l について

樹の穏シリーズ打合会

5 日 8 時半一 10時 於会館集会室

出 席 者 森 下 幹 事 ほ か 2 名

議事 (1)12月、 1 月号原稿作成及び調獲につ

いて

(2)カット図について

広報小委員会

6 日 6 時一 7 時半 於会館集会室

出席者 三品副委員長、上松幹事ほか 5 名

議事 (1)  r 自然史博物館」と「身体障害者ス

ポーツセンター」写真展示報告

(2)  r データ一通信局舎」の写真展示企

画について

(3)  r 中河内及び北河内府民センター」

の写真展示企画について

(4)芦屋浜( アステム) プロジェクト説

明会企画延期について

(5腿 築 8 団体共催「建築基準法改正案

等講習会」開催について

(6)そのほか

見学会小委員会

7 日 6 時- 7 時半 於会館集会室

出席者 荒川委員ほか 3 名

議事 (1)10月に実施した見学会の報告

(2)11月の見学会企画の参加申込状況報

ょι

Eコ

(3)50年 2 月以降の見学会企画について

(4)そのほか

委員会

14日 6 時- 8 時 於会館集会室

出 席 者 窪 田 委 員 長 小 泉 、 花 房 、 柳 、 西

村 各 副 委 員 長 打 浪 幹 事

議事 (1)各小委員会の卒業報告と事業企画に

ついて

(2)竹腰健造先生米寿を祝う会の経過報

2全ユ

ロ

(3)そのほか

編 集 委 員

.o.. 

:z:;;: 

3 月号インテリア特集編集幹事会

5 日 5 時 半 - 8 11寺 於会館集会室

出席者 松村委員長、川崎浩特別幹事ほか

4 名

議 事 昭 和50年 3 月号「インテリア J ( 仮称)

特集の企画のためのフリートーキング

委員会

11 日 4 時一 7 時 於会館 3 階会議室

出席者松村委員長、福田副会長ほか 2 名

議事 (1)12月号= ピル防災に関する 12章特集

経過報告

(2)昭和50年 1 月号= 図曾館特集報告

(3) 2 月号( 構造物の安全性と愛知県政

100年事業一新建築一) の件

(4) 3 月号= インテリア特集編集幹事会

築報告

(5) 4 月号= P C板を使用したフ・レハフ・

住宅特集( 仮称) の件

(6) 5 月号法令特集編幹事会の件

(7)実務の頁次年度企画の件

(8)そのほか

広告企画小委員会

13日 4 時- 6 時 於会館集会室

出席者 隅田副委員長ほか 7 名

殺事 (1)11月号 ・12月号特別広告結果と経過

報告

(2)昭和50年 3 月号インテリア特集広告

企画

図書館特集執筆者打合

13日 5 時- 9 時 於会館集会室

出席者 片倉健雄、篠塚宏三、中村恭三

議事 1 月号図f号館特集の執伽

5 月号法令特集編集幹事会

18日 5 時一 8 時 於会館集会室

出席者 片倉健雄ほか 4 名

殺事 昭和50年 5 月号法令特集の企画

図書館特集執筆者打合

20日 101時- 1時 於会館集会室

出席者 片倉健雄、篠塚宏三

議事 1 月号図書館特集の執筆

インテリア特集編集幹事会( 第 2 固)

27日 5 時半 - 8 時半 於会館集会室

出席者 川崎浩、中村| 径一、福 岡喜久雄

ほか 4 名

殺事 3 月号インテリア特集のテー? と執筆

者の選定

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会 |

企画分科会

7 日 正午 - 2 時 於会館 3 階会議室

出 席 者 酒 井 幹 事 ほ か 2 名

議事 (1)委員会運営要領( 案) の修正について

(2)そのほか

B グループ打合会

22日 午前 11時一午後 1 時

於会館 3 階会議室

出 席 者 吉 村 幹 事 ほ か 3 名

殺事 (1)  NO. 49号 ( 5 月号) の発行シートにつ

いて

(2)そのほか

住 宅 委 員

.o.. 

"ZIi  

委員会

11 日 5 時半 - 8 時 於会館集会室

出席者小菌、岩本正副委員長ほか 11名

関西電力開 3 名

議事 (1)関西電力側社員により電気の安全使
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用につき説明を聞き、質疑応答

(2)  < ずは住宅相談所の相談員派遣につ

いて

(3知百和49年度の住宅相談所開設につい

て

住宅展小委員会

26日 5 時半 - 9 時 於会館 3 階会議室

出 席 者 岩 本 、 古 郷 各 委 員

議 事 昭和49年度住宅相談所に関する件

-

A

玄

-

一
回
貝

一

一

委

一

一

規

一

一

法

一

委員会

18日 3 時一 5 時 於会館集会室

出 席 者 市川委員長ほか 11名

議事 (1漣築関係法令の研究フリートーキン

グ

(2)法令特集の件

(3)法令コーナー原稿の件

(4)そのほか

委員会

29日 5 時半一 8 時半 於会館集会室

出席者小菌、牧田、元木正副委員長ほか

8 名

議事 (1)ブラジルの建築及び一般事情につい

て元木貞次氏より説明を聞く

(2)今後の委員会活動について

| 竹腰健造先生米寿を祝う会実行委員会|

会場分科会

20日 5 時一 7 時 於太閤図

出 席 者 小 泉 主 査 ほ か 3 名 太 閤 図 林 田 氏

議 事 (1)会士会設営について

(2桝理飲物などについて

(3)ホステスについて

(4)そのほか

委員会

26日 6 時 - 8  s寺 於会館集会室

出席者 小泉、上松、森各主査ほか 5 名

議 事 (1)収支予算案について

(2)会場分科会の経過報告

(3)竹腰健造先生よりの申入れ事項につ

いて

(4)  r竹腰健造先生に話しを 聞 く会」記

録の表紙紙質並びに表紙のタイトル

について

(5)そのほか

国
学

当麻寺の丸窓の席と五帖の席をみる

9 日 l 時半一 5 時

参加者 27名

諮 問 帝塚山学院大学教授

工学博士 岡田孝男氏

京都御苑内・京都御所と仙洞御所の拝観

28日 午前 10時半~午後 2 時半

118 

参加者 A 班、 B 班共合計54名

若 い 会 員 の 集 い |

名古屋のふるいまちとあたらしいまちをみる

16日及 17日 ( 1 泊 2 日)

高蔵寺ニュータウン ・江戸時代の町家と有

松しぽり

参加者 38名

| 第20回工高生デザインコンクー峨彰式|

22日 2 時 - 3 時 於会館集会室

出席者 野々村審査委員長ほか 3 審査員

関西建築家懇談会ーの会清水和粥氏

谷口、斉藤正副委員長ほか 3 名

野々村審査委員長の審査結果の報告に続い

て入選者に対し賞状、 1主牌を谷口委員長よ

り、最優秀作品に対して賞状と記念品を関

西建築家懇談会ーの会清水代表よりそれぞ

れ授与した後、茶話会を開催した。なお終

了後、中之島センタービルの見学を行った。

国
習

建築基準法改正案等講習会

( 建築 8 団体共催)

29日 9 11寺半 - 16s寺 於御堂会館

聴講者 850名

講師 建築基準法改正案日影規定について

建設省住宅局市街地建築課課長補佐

藤川和孝氏

建築基準法改正案遡及規定について

建設省住宅局建築指導課課長補佐

吉田正良氏

特殊建築物定期調( 検) 査について

大阪府建築音[1建築指導課主幹

西脇清氏

建築基準法関係法令について

大阪府建築部建築指導課主幹

梶原明氏

| 四 会 連 合 工 事 請 負 契 約 々 軟 委 員 会 |

15日 正 午 - 2 11寺 於 東 京 会 館

当日は建設省建設業課井上課長、西補佐

が出席改正案について意見を伺った。本会

より福田委員が出席

| 建 築 業 務 基 準 委 員 会 |

26日 2 時 - 4 時 於 日 本 建 築 学 会

出席者 山根委員ほか

議 事 (1):施工監理と技能士の活用について

(2腿築業務責任と行政の一元化につい

て

(3)そのほか

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

役員会

8 日 正午 - 1時半 於会館集会室

出 席 者 小 林 清 氏 ほ か 4 名

議 事 (1)12月の集会について

(2)そのほか

朝食会

12日 8 時 - 9 時半 於大阪グランドホテル

出席者 76名

当日は政治経済評論家 卜部和義氏より、

「アメリカの対日政策と日本経済」につい

てのお話を伺った。

所
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営
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稲 垣 吉 紀 オ回 勝 稲 田 博 司

内田
目月 鈴 木 政 雄 古 牧 照 康

内 回 直 樹 丹 波 洋一 丸 尾 公一

小 川 進 吾 中 井 正 目1) 三木 久 良

大西 t曹司 中原、 暗和 矢 吹 英 明

奥 野 慾ー 長波光二自11 山 田 紀一

佐藤 官宇 馬 場 淳 司

、

京都御所
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アトリ エ 東大阪市上石ザj 町2丁目 14- 35 T  E  L  07437(3)6137 

分 室 大阪市旭区新森 1 - 7  - 33- 910 T  E  L 大阪 (06)953- 1284

RI A建築綜合研究所大阪支所

長

長所

所

支

山 口 文 象

山 家 啓 助

大阪・大阪市北区太融寺町33 大阪合同ビ l レ601 電話 312- 9  1  5  4  

東京・ 2 7 0 - 5  8  6  1  名古屋・ 262- 3  9  4  1  

青 田 設 計 事 務 所

所 長

三主三

月
田

差皇 τ と

五五 口

姫路市坂田町 5 4  ( 姫路建設会館内) 電話自宅 07933 ( 2)  0  2  3  5  

千 670

株式会社赤崎建築事務所

代表取締役 赤 崎 尚 信

大阪市西区立売堀北通り 1 - 90 第三富士ビル T E L ( 06)541 - 7625代 表

株式会社赤松菅野建築設計事務所

代表取締役
赤 松 h多

大 阪 市 北 区 梅 ヶ 校 町 1 2  3  ( 瑞穂ビル ) 電話 06 ( 364)  5  6  5  1  

東 京 ・ 横 浜 ・ 大 宮 ・ 富 士 ノ 宮
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浅野建築設計事務所株式会社

，i"i 次

位王真野j実代表取締役

T  E  L06 (768)0201番 問

TEL06 (768)1870番

T  E  L  06 (768)0  2  26番

T  E  L0745 (77)  7805番

大阪市天王寺区城南寺町9-27 カトウピル⑮ 54 3  u  本

大阪市天王寺区東高津町13-11 八竹ピ J レ

衆良県北ｾ城郡香芝町下回 Ｒ 5  6 番地

ｾＵ＠ 4  3  

⑤ 639-02 

高i主分室

奈良分室

東 建 築 設 計 事 務 所株式会社

保秀東
代表取締役

電 話 06 (358)  5598 ・3497マチスビル大阪市北区天神橋筋 3 - 67 

所手多事築建

-

E

・
E

・-

.•••••• 
官

E

E

ノ石

06 (779) 9491 (代)

03 ( 946) 5431 (代)

三

宏

話

話

屯

竜

寛石

石

干 543 大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山 町111

干 170 東 京 都 豊 島 区 駒 込 1 ー 11 - 9

l

i

 

l

i

 

--'

s
'

・・・
』

，

所務事計設泉株式会社

耳目

郎

フじ長 谷 川

宮 川

代表取締役

達代表取締役

電話 251- 7  6  9  1  ( 代)4  ( 新田ビル)大 阪 市 南 区 横 堀 7 一

泉沢建築設計事務所株式会社

史哲泉 沢代表取締役

オオシ マビ ル 電話 06(364)9071- 2  大 阪 市 北 区 真 砂 町 4 8 - 1  

伊藤建築設計事務所株式会社

電話<052>951-1110附

電話<03> 294-6061間

電話<0797>22-2 1  6  3  

鑓

名古屋市中区錦 3丁目 3-6( 日本経済新聞ビル)

東京都千代田区神田美土代町 7 ( 久 保 ビ ル )

芦屋市 山手 町 6 9  

藤伊
代表取締役

東京事務所

大阪出張所
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$  

株 式 会 社

株 式 会 社

株 式 会 社

額井上久雄建築設計事務所

代表取締役 井 上 久 雄

干550 大阪市西区京町堀 1 丁目 38 千島ビル電話大阪 06 (443)  7386附

株式会社井上達明建築事務所

代表取締役 井 上 達 明

干530 大阪市北区鶴野町 5 1 番地 ( 安田ヒ' ル) 電話 06(372)2821(代)

建宿真智雄
大 阪 市 東 区 南 本 町 4 - 47 イ ト ウ ビ ル

W 541 T  E  L  (06)  252- 1011 - 4  

建築デザイン l級建築士事務所

東京都千代田区永田町2- 14- 3 赤坂東急ビル

緑地デザイン 技術士事務所

W 100 T  E  L  (03)  580- 1011 - 4  

設備デザイン

京都市中京区柳馬場通御池下る 京都朝日ビル

設備士事務所
番 604 T E L  (075)  221 - 1101 - 4  

株式会社今西建築デザイントム

代表取締役 今 西 茂 雄

大 阪 市 西 区 北 堀 江 通 2 - 4  7  T  E  L  541 - 3  0  5  1  - 3  

株式会社入江三宅設計事務所

代表取締役

炉ムｾ

毛

3 立

日

東京都港区芝西久保桜川町 2 8  (第 10森ビル) 電 話 03 (501 )  0286f代)

大 阪 市 東 区 北 浜 4 - 4  8  - 3 電 話 06 (201)  5 3  0  5  

株式会社浦辺建築事務所

代 表 取 締 役 浦 辺 鎮 太 郎

取 締 役 松 村 慶 三

大阪市北区梅田八番地 ・新阪急ビル 屯話06(341) 1680

東京が務所 束京都千代印区平河町 2 の 7 塩 1[1奇ビル

制岡' j ¥. 務所 制岡市中央区大名 1 - 9 一 27西部ビル
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④ 株式会社栄和設計事務所

取締役社長

専務取締役

小 泉

神 山

重

郎

善

本 社 大 阪 市 福 島 区 堂 島 浜 通 4 丁目 14 T  E  L 大阪 (452) 1651 - 4  

京都連絡所 京都市南区唐橋西寺町 4 0番地 T E L 京都 (691) 4946 

③ 株式会社久米建築事務所

取締 役 社長 永 井 賢 城

本 社 東 京 都 港 区 西麻布 1丁目 13番11号 電話03 (403)0251大代表

大阪事務所大阪市 北 区堂島 中 1 丁目 23番拙 常島中町ピル電話06 (344)2096代表

え コータケ建築設計事務所

所 長 高 武 主 計

大阪市西区江戸堀 5 - 1 5 5 ( 新山越ビル) T  E  L  06(448)0178 ・2408

22小 林 得 志 建 築 事 務 所

代表取締役 林 得
亡と

，じ，、

〒530 大阪市北区堂島北町 2 0  藤田ビル内 屯話 06(341) 5  6  5  8  (代)

〒662 分 室 西 宮 市 丸 橋 町 6 の 1 6 屯話 0798 (66)  2  3  9  4  

株式会社篠田川口建築事務所

株式会社協同設備事務所

代表取締役社長 川 口 喜 代 枝

名 古 屋 市 東 区 富 士 塚 町 3 - 2  

T  E  L  962 ー 7 5  8  1  (寸t)

T  E  L  971 - 2  2  5  5  ( 当』同 )

@  

計岡 ・設計 ・監理

代表取締役社長

代表取締役専務

和

岡 本

ヨパa

H又

行 善

唯 夫

日十株式会社 昭

本社事務所大阪市西区西長堀北通1- 8 四ツ橋ビル T E L 代表 532- 3421

神戸事務所 神戸市主主令区八幡通4丁目2番17号久徳ビル T  E  L078- 251- 0651 
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建 築 土 木 設 計 監 理 ・ 建 設 コ ン サ ル タ ン ト

株式会社神京設計事務所

Shi nkyo As s oc i at ed Ar chi t ect s  &  Engi neer s  

代表取締役 大 川慶 一 専 務 取 締 役 越 智 隆 晴

干650 神戸市生回区中山手通 5丁目 15- 17浜地ビル 5 F 県庁正面向い T  E  L  (078)371- 2929代表

e

 

株式会社新日本設備計画

代表取締役 長 谷 川 幸 雄

本 社 大 阪 市 北 区 金 屋 町 2 - 31 ( 佐川ピル) 電話 353- 4061附

九州事務所 福岡市博多区博多駅前 4 丁目 38- 26(柏村ピル) 電話 431一7823附

悶
株 式 会 社 倉U 美

=J "1. ， 

員又 言十

代表取締役 中 原 英 雄

大 阪 市 北 区 末 広 町 17. 日生不動産扇町ビル 9 階 T E L大 阪 (06)312- 3587代 表

株 式 会 社 大
建

' ;;J"1.， 

日又 言十

取 締 役 社 長 高 橋 慶 夫

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 丁 目 7 5 番 地 大 阪 (441)9351聞

大 阪 本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 丁 目 7 5 番 地 大 阪 (441)9351附

東 京 本 社 点 京 都 港 区 新 僑 1丁目 10番 7号 ( 大 和 銀 行 新 橋 ビ ル ) 東 京 (572)4595附

名 古 屋 事 務 所 名古屋市中区栄4丁目 6番 15号 名 古 屋 日 産 生 命 館 ピ J レ 名 古 屋 (261)8531附

九 州 事 務 所 北 九 州 市 小 倉 北 区 紺 屋 町9番 1号 明治生命小倉ビ J レ6階 小 倉 (521)4285(f自

分 室 水 j斗・大分 ・室 蘭

株式会社竹内建築事務所

代表取締役 内 藤 真

大阪市南区長堀橋筋 2 丁目 35の 1 ( 日亜ビル) 電話 ( 211) 2 7 0 6  (代)

4じ

田 中 古 金 銭E 重r ｾ父一昨
株式会社 伊 勢 皐 精 附

小 西 定 芳 三 宇 9刀 仁 川

取締役社長 小 西 岬

本 社 大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 - 6  0 電話 (532) 4051大代表

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 神 田 鍛 冶 町3ノ3(大木ビル内) 電話 (256) 9301代 表

名古屋事務所 名古屋市中区丸の内 l の8番目号( 三信ビル内) 電話 (211 ) 4  0  3  5  

大 律 事 務 所 大 津 市 梅 林1丁目4番15号( 滋賀県教育会館内) 電話 (22) 5373- 4 番
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株式会社地域計画・建築研究所

代 表 取 締 役 所 長

大 阪 事 務 所 長

京 都 事 務 所 長

束 京 事 務 所 長

司

喜

稔

祐

泰

貞

通

輪

乗

田

野

ニ

糸

霜

河

本 社"Jo;.務所 京 将11 rli 下 京 区 四 条 iui 高 倉 大 和 銀 行 京 都 ピ ル 8 1: 皆 T E  L  ( 075) 221- 5132<<也

大 阪J Jt 務 所 大 阪 市 淀 川 区 西 中 山 3 T 自 20得 I也 9 号 中 仏 ピ ル 6 附 T  E  L  ( 06 )  302 - 6121附

東 京，)1 ' 務 所 東 京 都 港 区 芝 西 久 保 明 舟 町 1 4 番 地 博 友 ピ ル T E  L  ( 03 )  591 - 0682附

株式会社翼建築設計事務所

大 阪 事 務 所 次 長 川 岡 司 郎

京都4 務 所 次 長 山 因 究 治

本社 ・大阪事務所大阪市西区靭 1- 1 30 (布亀ビル ) T  E  L  06 - 441 - 2288刊

京mi 事務所 京都市中京区西ノ京南原田Tl 番地( 中常ピル) T E L 075- 811- 4 1 6 6 (代)

東西建築サービス株式会社

取締役社長 布 袋 園 雄

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 - 4  8 電 話 202- 3626 

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 馬 喰 町 2 - 1 - 1 ｾ屯話 ＶＶＳ Ｍ ＱＷＶＵ

( 住 友 銀 行 浅 草 橋 ビ ル6階)

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

代表取締役 東 畑 謙

実 阪 ミJ1- 務 語 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9  電 話 大 阪 (06)202- 0391 

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 2 ( 永田町ピル) 電話 東京 (03)581- 1251

名古屋事務所 名古屋市中村区堀内町2(堀内ビ j レ) 電話名古屋 (052)571- 8471 

北 九 州 支 所 北 九 州 市 小 倉 区 上 到 津 本 町 4 丁目 電 話 小 倉 (093)651- 4467

( 九州航空ビル)

回
徳 永 ・ 田 村 建 築 事 務 所

徳 永 正 - 田 村 文 夫

〒541 大 阪 市 東 区 博 労 町 2 - 41 < 中博ビル〉電話 <06>262- 2  3  1  0  

〒103 東京都中央区日本橋兜町 2 - 38<太洋ビル〉 電話 <03>668 - 3056<代〉

@  
株式会社内藤建築事務所

取締役会長 内 藤 資 忠

取締役社長 片 山 光 生

本 社 〒606 京都市左京区中大土屋町 1 8 9 番 地 屯話075(781)6195代

事務所 ・出 張 所 青 森 ・ 東 京 ・ 松 本 ・静岡 ・名古屋 ・京都 ・奈良 ・大阪

四国・福岡・大分
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所

l"7'r:I 

:fl， 石芳園庭本艮中

作金根中長所

第445号 )

電話 075 (781 )  11 07 

電話 075 (463)  5548 

(建設省認定建設コンサルタント (造園部門 )

京 都 市 左 京 区 下 鴨 森 本 町 15

自宅 京都市右京区谷口唐 回の内町 1の 6

公園一般・造園設計・施工・監理

言十

三n

E 叉建日
株 式 会 社

次j孟本塚
取 締役社 長

( 大代表)電 話 2 0 3 - 2 3 6 1大 阪 市 東 区 償 堀 2 丁目 3 8 番 地

株式会社日新建築設計事務所

j青干す藤代 表 取 締 役

屯話 06 (352)6161 (代 表 )大阪市北区壷屋町 1 丁目 6 6 番地干530

株式会社根津建築事務所

良R根 津 耕
代 表取締役

電話 (06)364- 8301 ( 代表)大阪市北区梅ヶ伎町81 ( 大阪弁護士ビル)社本

阪 神 造 園 建 設 業 協 同 組 合

⑨ 
二

、

ヲ
、
、J

J

l

J

↓ヲ

則

ロ

タヒ麻

藤

合

当

加

組

理 事 長

太亮

員

専務理事

‘ ぜ

大 阪 市 北 区神 山町27の 2 造国会館内屯話大阪 (312) 4553代 表事 務 所

彦谷建築設計事務所
株式会社

手目

ノ‘ 、

'口一彦代 表 取 締 役

大 阪市 東 区横 堀 1 - 23(寺 仙 ビ/ レ) 電話 231- 2  8  1  0 ・ 7 6  3  4  

12 5  



株式会社福永建築設計事務所

代表取締役 福 永 薫

代表取締役 福 永 健

大 阪 市 南 区 }II員 鹿 町 通 4 ノ 6 1  電話 (06) 251 - 3102 ・5189

自 株式会社宮後建築事務所

代表取締役 {
呂後 健

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 上 汐 町 6 - 3 5 電話 772- 0  1  6  5  ( 代表)

分 室 大 阪 椎 寺 町 ・大 阪 本 町

有限会社 村野，森建築事務所

村 野 藤 吾 森
申

J じ、

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 - 3  - 8 電 話 (624) 0  9  2  6 代表

研 究 室 大 阪 市 南 区心斎橋筋 1 - 4  3 電 話 (253) 0  8  7  5 代表

東京事務 所 東京都中央区日本橋茅場町 2 - 3 電 話 (669) 5  6  5  1  

う民
株式会社安井建築設計事務所

取締役社長 佐 野 正

本 社 大 阪 市 東区島 町 2 丁目 7 番地 電話 06(943) 1371 (大代)

事務所 大 阪 ・東 京 ・名 古 屋 ・神 戸 ・九 州

株 式 会 社 洋 建 築 事 務 所

代表取締役 設 楽 貞

大 阪 市 北 区 松 ケ 枝 町 8 8  (大 徳 ビ ル ) 電 話 358- 6  3  7  2  ( 代)

株式会社吉田建築事務所

取締役社長

土

口回 武

大阪市西区北堀江上通 3 - 22( 久竹ビル ) 電 話 (538) 2991 代 表
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正
賀

1 9 7 5  

建 設 業 者 有 志

設木 建

青 木 益 次

吉 田 卯 之 松

車

問

取締役社長

常務取締役

大阪支庖長

株式会社

T E L 0 6  (458)  5851 

T E L  03 (407)  8511 

T E L 0 6  (458)  5851 

p

、u

内

《

U

戸
、
d

の

一

の

ー

ロ

1

南

一

南

町

2

町

淀

谷

淀

大

渋

大

区

区

区

淀

谷

淀

大

渋

大

市
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阪
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本 社

東京本社

大阪支庖

組沼?受

式

社

株

会

⑬ 
取締役社長 浅 沼 猪 之 吉

本 社

本 庖・大阪市天王寺区東高津町 8 番地の 1 電 話 代 表 ( 768) 5  2  2  2  

支 庖・東京・名古屋・札幌・仙台 ・福岡 ・広島

営 業 所 ・旭 川 ・秋田 ・星連岡 ・福島 ・水戸 ・北関東 ・千葉 ・立川 ・横 浜 ・新 潟

北陸 ・浜松 ・静岡 ・岐 阜 ・長 野 ・三重 ・滋賀 ・奈良 ・京 都・大和郡 山

和歌山 ・神戸 ・岡山 ・山口 ・高松・徳島 ・松山 ・熊本 ・沖 縄

所務工
アタラ シ

新

式

社

株

会

(1) 
sg 

電 話 代 表 大 阪 (313) 1331 番

電 話 代 表 東 京 (291) 3741 番

電 話 名 古 屋 (262)  17 25 番

新

本 庖 ・ 大 阪 市 北 区 曽 根 崎 中 一 丁 目 四 三

支 庖・東京都千代田区後楽町二丁目 一番十四号

営業所 ・名古屋市中区大須四丁目 一番七一号 (時計ビル )

取締役社長

屋
力、

りめあ
株式会社。。

良日太慶里子前
取 締 役 社 長

電 話 代 表 ( 444) 1501番
〒530 大 阪 市北 区 常 安町 1 7 番 地

社本

安藤建設株式会社大阪支庖⑤ b  

常務取締役大阪支届 長

大阪市福島区上福島北通 1 - 17- 1  電 話 代 表 453- 2  1 9 0  

本 社 ・東京都中央区八重州四丁目七番地 電 話 大 代 表 (272) 7  4  1  1  

支 庖 ・名 古 屋 ・仙 台 ・静 岡 ・九 州| ・広 島 ・横 浜 ・札 幌

営業所 ・千葉 ・横浜 ・水戸 ・盛岡 ・新潟 ・神戸 ・京都 ・沼津 ・札幌 ・宇都宮 ・北九州 ・熊本
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。
式

社

株

会
上 組井

取締役社長 井上 ネ高 蔵

本 社 大 阪 市 都 島 区 網 島 町 6 番 2 5 号 大 阪 (351) 0530 (352) 4031- 4  

出張 所 神 戸 市 生 田 区 加 納 町 三丁 目二番 地 電 話 神 戸 (33) 1  7  8  0  

ｴｦ｟ｾ 、

、3車J

株 式 A  

主主 社 7  西

西 書

組

取締役社長
A、
7  雄

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 七 丁 目 二 番 地 ノ ー 電 話06(772) 1  2  5  1  

支 庖 東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 一 番 地 電 話03(354) 0  5  8  1  

営 業 所 京 都 ・神 戸 ・奈 良 ・崎 玉

@  

株 式

会 社

林 組
大

取締役社長 大 林 芳 良日

東京本社・東京都千代田区神田司町 2 丁目 3 番 地 電 話 大 代 表 ( 292) 1111番

本 府 ・大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁目 3 7 番 地 電 話 大 代 表 ( 943) 1131番

支 届 ・札 幌 ・仙 台 ・ 横 浜 ・名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・高 松 ・福 岡

@  
株 式 会 社 奥 村

社 長 奥 村 俊 夫

手E

本 社大阪市阿倍野区松崎町 1 の 2 の 3 電話大阪 (06)621一1l 01(大代表)

東 京 本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 の 3 の 10 電話東京 (03)404- 811l ( 大代表)

支 庖 札帆 ・仙台・束京 ・浦和 ・名古屋 ・大阪 ・広島 - 高松 ・北九州 ・福岡

鹿 島 建 設 株 式

芝》

エヨミ 社

取 締 役 社 長

取 締 役 大 阪 支 庖 長

j屋 美 健 夫

金 田 伝 一 郎

本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 一 2 一 7 電話 03 (404)3311(大代)

大阪支 j苫 大阪市南区鰻谷西之町 6番地 (不銀ピル) 電話 06 (245)2311(大代)

⑨ 
株式舎社柄谷工務志

取締役社長 中内
士

口 良日

ノ 、

ロー 太

本 社 尼 崎 市 玄 番 南 之 町 4 番 地 電 話 大 阪 06( 411 )  1  4  5  1  ( 代 )

128 

営 業 所 阪 ・ 西 宮 ・ 神 戸 ・ 高 砂 ・ 盟 国



⑮ 

① 

@  

ゐ

e& 

画

雲 霊 神 崎 組 大 阪 支 応

取締役支庖長 江 藤 忠 賞

大 阪 市 北 区 曽 恨 崎 新 地 1 丁 目 2 1  電 話 (341) 7  3  7  1  (代 表)

本 社 ・ 姫 路 市 北 条 口 8 6  - 3 電 話 姫路 (23) 2021(代 表)

株 式 会 社
近 畿 建

uミAFζb  

代表取締役 )  11 崎 敬

本 社 大阪市西区江戸堀 5丁目 118 和 光 ビ ル 電 話 大 阪06 (448) 5601代

滋賀支社 滋賀県栗太郡栗東町岡 1 9  3 の 1 電 話 07755 ( 2 )  1361- 2  

貧長 谷 組

専務取締役大阪支庖長 泉 治 郎

大阪支店 大阪市都品区片町 2 丁 目 1 0 番 5 号 屯 話 (352) 1151番( 大代表)

本 社 東 京 都 新 宿 区 筑 土 八 幡 町 22 番 地 電 話 (260) 2111番( 大代表)

ｾ＠ r. 1i 札幌 ・仙台 ・北関東 ・東京土木 ・東京建築 ・横浜 ・名古屋 ・広島 ・四国 ・福岡 ・福井 ・那覇

甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社

代表取締役 原 精

大 阪 市 淀 川 区 十 三 本 町 2 丁 目 4 格 2 8 号 電 話 ( 06) 302 - 1551代 表

来 京 都 千 代 田 区 神 mm田 町 1- 18( 共同ビノレ ) 電 話 ( 03 ) 253 - 4455代 表

尼 崎 市 南 武 庫 荘 2 丁 目 7 番 2 3 号 電 話 ( 06) 427 - 9631代 表

神 戸 市 五 合 区 八 崎 通4丁 目 2番 8号 ( 松 井 ピ ル ) 電 話 ( 078) 22ト 6293代 表

堺 市 宿 屋 町 東 3 T  1 番 1 9 号 電 話( 0722)  29 - 0  0  8  !s 

株 式 会 社

取締役社長

鴻 池

鴻 j也 藤

組

本 庖 大 阪 市 東 区北 久宝 寺 町 4 - 2  7 電 話 代 表 (252) 3  1  0  0  

支 庖 東京・名古屋・広島 ・福岡 ・鹿児島 ・松江 ・仙台 ・高校横浜 ・札幌・神戸 ・京都・金沢

佐 藤 工 業 株 式 会 社

取締役社長 佐 藤 欣 治 ・常務取締役大阪支府長 山 本 良 勝

本 社 ・東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 4 - 8  電 話 東 京 (662) 2331(大 代 )

大阪支唐 ・大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  電 話 大 阪 (203) 7221(代 表)

支 府 ・東 京 ・名 古 屋 ・富 山 ・札 幌 ・福 岡 ・仙 台 ・広 島

1 2 9  



@  
島藤建設工業雲雲大阪支庖

取常 締 務役 西 田 康

、t .

J 口

取 締 役

亀 田 晃
支 m u  

本 社 東 京 都 港 区 赤 坂 8 丁目 5 番34号 電 話 東 京 (403) 1  5  1  

支 庖 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 1番地の 2 電 話 大 阪 (372) 6  0  0  1代表

清 水 建 設 株 式

b  

社Z ヨミ

社 長 野 地 紀

本 社 東 京 都 中 央 区 宝 町 二 ノ

支 庖 大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・高 松 ・福 岡 ・金 沢 ・仙 台 ・札 幌

.  

• 位決建設株式令私

常務取締役大阪支庖長

、

e

E

E

E

E

d

 

'
''

 

山 武

大阪支庖 大阪市東区北浜 5 丁目 2 2 番地( 新住友ビル2号館) 電話 (220)  8  7  1  2  

本 庖 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 13 番 地 電 話 (353) 代表5111番

。
株

会

式

社 銭

古

『司

高 輝

組

取締役社長 銭 之

本 庖 大 阪 市 西 区 阿 波 座 上 過 3 丁目 2 番 地 屯 話 大 阪 (531 ) 6431番( 大代表)

支 j苫 札 幌 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

営業所 青 森 ・秋田 ・盛岡 ・福島 ・新潟 ・前僑 ・浦和 ・千葉 ・機浜 ・静岡 ・津

金沢 ・京都 ・神戸 ・岡山 ・松江 ・山口 ・高松 ・松山 ・北九州 ・大分 ・熊本

長崎 ・鹿児島 ・沖縄

@  大 幸 建 設 株 式 会 社

取締役社長 大 沢 幸 平

本 社 大 阪 市 西 区 西 長 堀 北 通 一 丁 目 五 番 地 電話 06( 538) 0881代

本 社 分 室 大 阪 市 東 区 今 橋 五 丁 目 二 番 地 電 話 06( 203)0373代

東 京 支 l吉 東 京 都 渋 谷 区 渋 谷二 丁 目 十 番 七 号 電 話 03(407) 7426代

名 古 屋 支 l吉 名 古 屋 市 中 村 区 若 狭 町 一 ノ 二 五 電 話052( 581) 7376代

松 江 営 換 所 松 江 市 和 多 見 町 一 七 五 電 話0852(21) 3747代

出 張 所 富 山 ・ 岐 阜 ・滋賀 ・兵庫 ・岡山 ・広 島 ・愛 媛 ・福 岡 ・静 岡

。 大 末 建 設 株 式 会 社

取締役社長
山 本 末男

本 社 大 阪 市 南 区 大 和 町 1 番 地 T E  L06(213)0555(大代表)

支 社 東 京 ・ 大 阪 ・ 九 州
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• 大 成 建 設 株 式 会 社
取 締 役

キ土 ｾ＠

専 務 取 締 役

南

北

佐

村

古

幸

善

治

治

本 社

大阪支庖

支 庖

常 務 取 締 役

支 庖 長

東京都中央区銀座 2丁目 5番11号 T E L 東京 (567)1511大代表

大阪市東区本町 4 丁目 2 7 番地 T E L大阪 (262) 1131大代表

東 京 ・名 古 屋 ・横 浜 ・福 岡 ・高 松 ・新 潟 ・仙 台 ・札 帆 ・広 品

⑧ 
大 日 本 土 木 語 大 阪 支 応

山

高

凡
又締

長

取

庖

務

支

常

役

在

締

駐

取

西

務

関

仲

巾

田

木 政

盛包

玉至.

夫

ι. 

530 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 9 電 話 06( 341) 代 表5931

東京本社 162 東京都新宿区市ヶ谷田町 2 丁 目 35 電 話 03( 268) 5  5  1  1  

本 I苫 500 岐 阜 市 六 条 1 4  8  3 番 地 5 電 話 0582 ( 72)  3  1  4  1  

支 1苫 東 京 ・ 積 浜 ・ 仙 台 ・ 名 古 座 ・ 九 .)+1

営 業 所 神 戸 ・京 都 ・奈良 ・大 津 ・和 歌 山 ・上 六 ・高 松 ・岡山 ・広 島

パ?、

てV

株 式

会 社 tt 中 工 務 底

取 締 役 社 長 竹 中 錬

本 庖 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7  電 話 大 阪 (252) 1201番( 大代表)

支 贋 札 幌 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・横 浜 ・千 葉 ・静 岡 ・ 名 古 屋 ・ 富 山

営 業 附 京 都 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 ・北 九 州 ・沖 縄

⑧ 
鉄建建設株式会社大阪支庖

取 締 役 支 庖 長 金 子 越 郎

大阪市大淀区天神精筋六丁目五番地( 天六阪急的レ) 電話 (358) 0321 ( 代表)

本社・東京都千代田区三崎町二丁目五番三号電話東京 (262) 3411 ( 代表)

⑪ 
東 漆 興 業 株 式 曾 赤 土 大 阪 支 底

主義晶表 小松英二
主管室 田中巌夫

本 社東京都千代田区丸の内3- 4- 2 日 石 ビ ル 電 話 東 京 (212) 3  2  6  1  

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 豊 宵 町3- 2 住 生 豊 崎 ビ ル 電 話 大 阪 (373) 1  1  8  1  

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・仙 台 ・札 帆 ・福 岡

¥ノ

東 洋 基 礎 工 業 株 式 会 社

取締役社長

取締役所長

杉

石

村

井

繁

ー++ー・

音巴

本 社東京都渋谷区広尾五丁目 4-12(大成鋼機ビル) 電話 03 (444)2141 

大阪営業所大阪市西区京町堀 1丁目 1 5  6  ( 中谷ピル) 電話 06 (441)6678 
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。

切

干二; ｲｮ 主主子壬凡株式ＭＭＭｌ ＱＷ 后 τｾ r七

戸 国 交 忌 員 又 会 社 ノ 、 似 え 》ζ / 白

常務取締役支庖長 加 納 秀 雄

大阪市東区本町3丁目 27の1 ( センパ ・セントラルビル ) 屯話 (252) 6311(大代表)

本 社 束 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁 目 3 番 地

支 府 東京 ・関東 ・横浜 ・名古屋 ・札幌 ・仙台 ・広島・福岡

I T、
てコ

飛島建設株式奮社大阪支J 苫

常務取締役支庖長 木 日高 準

大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 2 8 番 地 電 話 大 阪 (942) 2  4  8  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁 目 3 番 2 8 号

電 話 東 京 (263) 3  1  5  1  ( 大代表)

， 

d  

@  
明日をささえる

西 松 建 設

大 阪 建 築 支 庖 大 阪 市 東 区 釣 鐘 町 2 丁 目 4 1 番 地

323 板 井 正 彦

本 社 東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜 川 町 1 3 番 地

輸
日 東 建 設 株 式 会 社

取締役会長

取締役社長

取締役支庖長

長 久 保 俊 夫

石 津 六 郎

本 津 平 八 郎

本社 102 東京都千代田区平河町 1丁目 4番池 9 電話東京 03 (265)  ( 大代表) 4281番

支庖 530 大阪市北区末広町12番地 ( 新末広ビル) 電話大阪 06 (351) 代 0 6 2 3 番

③ 
日 本 建 設 株 式 会 社

社 長
生田 重 政

本 社 大 阪 市 東 区 安 土 町 4 - 5  T  E  L  (261) 7  5  9  1  - 8 干541

支 府 東 京 ・名 古 屋 ・福 岡 ・広 島 ・仙 台 ・札 幌 ・阿 国 ・沖 縄

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

時帝f支社長 岩 本 義 心

本 社 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 二 丁 目 九 番 地 電 話 (202) 代表 4 7 9 1  

東京支庖 東京都千代田区大手町二丁目一番一号 電話。41) 代表 4 1  7  1  
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庖支阪大組
日

刊

z

r

E

 

株 式

会 社

@  
同月

大 阪 市 東 区 瓦 町 5 丁 目 20 番 1 号 電 話 (201 ) 2 7 5 1 (大代表)

庖 ・東 京 都 港 区 北 青 山 2 丁 目 5 番 8 号 (405)  1  1  1  1 番( 大代表)

庖 ・東京 ・大阪・名古屋 ・福岡 ・仙台 ・北陸 ・札 幌 ・広島 ・高 松 ・海外工事局

光I皮

....... 
専務取締役

支 庖 長

本

支

社

ｾ険
: D;  式株組

E-------

••••••• 
E
-
-

，

 

谷長

⑪ 
為

阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 四 丁 目 一 三 O

話 (77l ) ( 代表) 4  1  4  8 ・ 4 1  4  9 ・ 4 1 4 0  

阪 市 生 野 区 巽 四 条 町

話 ( 791) 2  7  4  4 番

2  の3  
。

1  

ー

l

 

''E
，
，
，

 

/ 白、

' 口一長
取締役社長

大

電

大

電

社

工 作 場

本

底務工木

藤 木

藤株式会社

@  
5戴

実阪本語 . 大 阪 市 東 区 両 枠 町 一 丁 目 十 三 屯 話 06 ( 942)  1461 (代)

支 庖 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 二 三 ノ 四 屯 話 03 ( 357)  16日 ( 代)

倉 敷 市 鶴 形 一 丁 目 十 ノ 三 二 屯 話 0864 ( 22)  3330 ( 代)

高 松 市 丸 ノ 内 十 一 ノ 十 三 屯 話 0878 ( 51) 7272 ( 代)

京 都 市 右 京 区 西 院 寿 町 十 三 屯 話 075( 311 ) 4131 (代 )

出張所 ・名 古 屋 ・津 ・静 岡 ・ 岡 山 ・ 新 居 浜 ・徳 島 ・福 岡 ・熊本

取締役社長

会 社株 式
A

-

A

U

 

--=回

l

建

園 田 園 ・

-
不

② 
五
ロ

大 阪 市 西 区 阿 波座上 過 4 丁目 8 <<!1; 550 電 話 大阪 (06) 541- 5534代表・9301代表

東京都新宿区西新宿 4 丁 目5 番 2 号 <<!1; 160 電 話 東 京 (03) 377 - 5  1  7  1 代 表

名古屋市中区千代回 4 丁目 11番 17号 <<!1; 460 電話名古屋 (052) 321- 8  4  8  1 代表

仙 台 ・制 作 ・大 垣 ・京r . JI ' 姫 路 ・岡 山 ・博 多 ー大 分

口
取締役社長

社

庖

本

支

出世lr!T

冨 士 玄 西 日 本 支 社株 式 会 社

@  
男

大阪市北区兎我野町108(焚楽ビル)

本 社 . 米 京 都 港 区 高 輪 2 一 2 1  - 4  6  

* 日 本 支 社

支 庖 ・札 幌 ・横 浜 ・仙 台 ・名 古 屋

営 業 所 ・青森 ・福島 ・千葉 ・浦和 ・宇都宮 ・多摩 田沼i1t ・松本 ・京都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・福岡 ・熊本

手口

T  E  L  06- 313- 1081附 干530

T  E  L  03-449- 11 1 H代) 干108

村
取 締 役 支 社 長

• 

社

之〉

Z 五t式株設建動不④ 

大 阪 ( 201) 1121 

東 京 ( 831 ) 9111 

勝

電 話

電 話

里子

大 阪 市 東 区 平 野 町 5 丁目 3 0 番 地

東 京 都 台 東 区 台 東 1 丁 目 2 番 1 号

庄
取締役社長

大 阪本社

東京本社
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dB 

③ 

+  

。

未来をひらく

常務取締役大阪支庖長 古

フジ少工業

賀 文 之 介

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目 38 番 地 電 話 (345) 代 表 7 6  7  1  

本 社 ・ 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 4 - 6  - 15  

支 庖 ・東 京 ・ 札 幌 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・ 広 島

九 州、I . 仙 台 ・ リ マ ・ カ ラ カ ス ・ サ ン パ ウ ロ

前田建設工業稼式会社大阪支庖

取締役支府長 林 甚 四 郎

支 庖 大 阪 市 都 島 区 東 野 田 町 2 丁目 4 番 2 0 号 屯 話 大 阪 ( 353)7 8 9 1 (代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 富 士 見 2 丁目 10番地の 26号 電 話 東 京 ( 265)5551番( 代表)

真柄建設株式会社大阪支庖

取 締 役

支 庖 長
佐 々 木 孝 治

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 京町堀 3 丁目 12番 地 電 話 大 阪 (06) 44 - 0641(代表)

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 麹町5丁目 1番 地 電 話 東 京 (03) 263- 121l ( 代表)

立后 ・営業 所 東 京 ・名 古 屋・金沢 ・富 山・ 福井・京都・大 津 ・神 戸 ・新 潟

株 式 会 社
松 村 組

取締役社長
松 ネオ 雄

本 社 ・大 阪市 北 区空 心 町一 丁 目 七O 番地 電 話 大 代 表 大 阪 ( 353)1131 

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・札 幌 ・仙 台 ・広 島 ・福 岡

⑥ 三 井 建 設 畿 大 阪 支 庖

@  

取 締 役 支 庖 長 土井岡 進

大阪支庖大阪市北区中之島 3 ー 7 (三井ピル 2 号館) T  E  L  06- 443 - 1321 

本 庖 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 10 - 1  T  E  L  03- 863 - 3111 

株 式 会 社 村 上 工 手寿 庖

取締役社長 村 上 晃

本 社 大 阪 市 大 淀 区 豊 崎 束 通 り 3 丁目 16番地の16 T  E  L  (372)2 9  2  4  

営 業 所 東 京 ・神 戸

• 



⑫ 
キサ 本 建 設 株 式

ｾ＠
字企ｾ＠

代表取締役社長 キす 本 玉盛ヨ包L  局司

本 底 奈良県北道城郡広陵町安部 5 4  7  電 話 大 和 高 回 (55)  1151(代表)

大 阪 本 社 大 阪 市天王寺区上本町 9丁目 4 9  
電 話 大 阪 (779)1571(代表)

大阪支l苫

東京支庖 電 話 東 京 (265)5851附 名古屋支底 電話名古屋 (241)1511附

福岡支底 電 話 福 岡 (741)0119 三重支底 ! l i 話津 (26) 2949 

⑮ 
望 月 建 設 株 式 会 社

取締役社長 望 月 小 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 上 1丁目 18 電話大阪 (344) 8  6  5  1  ( 代表)

。
株式会社 森 組

取締役社長 森 幸治

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁 目 1 4 番 地 電 話 201- 2761(代)

( 支l苫) 東京・名古屋・奈良 (営業所)和歌山 ・尼崎・神戸 ・岡山 ・仙台 ・京都・滋賀 ・福岡 ・宮崎

。 株 式 会 社 盛 工 務 応

代表取締役 盛 道 雄

本 社 大阪市北区南森町 4 7  ( 成輿ビル) 電話 (364) 1581(代表)

営業所 . 神 戸 ・ 赤 川 ・ 西 宮

。

号

矢 島 建 設 株 式
b

f日
社

取締役社長 矢島 j告

』

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 七 丁 目 11 ー 3 電 話 東 京 (572) 代1436

大 阪 支 庖 大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 八 番 地 電 話 大 阪 (244)大 代1181

??社2 仁 平 信 也

支庖・営業所 仙 台 ・ 福 岡 ・ 蒲 郡 ・ 和 歌 山

⑮ 
株式含社米田工務忠

代表取締役

米 国 治 郎 兵 衛

米 田 良 男

取締役会長

本 社 干 543 大阪市天王寺区逢阪上ノ町 7 T E L 大阪( 06)771-7771代 表
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賀 正

1 9 7 5  

建材・設備工事業者有志

。〉 アイエム換気工業株式会社

代 表 取 締 役 松 岡 晃 一 郎

。

本 社 大 阪 市 浪 速 区 芦 原 町 1 1  8  3  T  E  L  (06)  561 - 3  9  0  1代

東京出張所東京都豊島区西池袋 5 - 13 - 13 T E L  (03)  982一o2  7  1  

束郡自動車ビル 1411号

泉北出張所堺市泉北若松台 1 - 1  - 1310 号 T  E  L  (0722)  92 - 3  3  2  1  

防 熱 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 井 上 ;令 熱

取締役社長 井 上 浄

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 2  2  

支 社 東 京 都中央区八丁堀4- 2- 2 共同ビル八階

工 場 岡 山 市 中 原 3 7 5

夫

電 話 (06) 441 - 8531附

電 話 ( 03) 551 - 6756 

電 話 ( 0862) 52 - 5371 

〉々 井 上 窯 業 株 式

A

Q

玄
社

代表取締役 井 上 秋 次

大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 町 4 0 番 地 電話 771- 2  8  2  5  (代 )

営 業 所 豊 中 ・ 奈 良 ・寝屋川 779- 5  3  2  3  - 4  

• 株 式 会 社 梅
彦

代表取締役 松 永 彦 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 舟 場 町 20 番 地 電話 06 (371 )  4  0  3  6 代

営 業 所 大 阪 市 北 区 道 本 町 4 0 番 地 電話 06 (312)  6  1  7  1代

茨 木 工 場 茨 木 市 字 清 水 2 4 6 番 地 電 話0726 ( 43)  6  1  4  9 代

健診
文 阪 麓 自信 株 武

。
宮

取締役社長 時 )  11 智
1、丘旦二

本 社 大 阪市西 区京 町堀 2 丁目 6 4 番 地 電 話 代 表 06 (441)  0  9  3  1  

営 業 所 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 2 6 - 1 電話代表 03 (437)  2  5  7  7  
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ｾ＠
ｾグ

株 式

会 社 木 下 謹 三 商 底

取 締 役 社 長 木 下 光 雄

干 550 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 5 丁目 5 番 地 電 話 06 (443)  0115 

営 業 品 目
ア ス フ ア ル ト 防 水

三 星 シ ン グ ル

ウ レ タ ン 防 水 工 事 並 に 材 料 販 売

カ ラ ー ベ ス ト

コ ー キ ン

株 式 会 社 イ左 々 木 商 J吉

代 表 取 締 役 佐 々 木 信 之

大阪市淀川区東三 国 6 丁目 2 5 番 2 号 電話 06 (392)  7  8  7  1  ( 代)

。
，圏、

FLl NTKOTE 

、J

株式会社シェル石油大阪発売所

フリントコート部門

本部長 栗 山 和

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 り 1 - 2 5  電 話 大 阪 ( 343) 0441大 代 表

分 室 大 阪 市 淀 川 区 西 中 島 2丁目 11番 30号 電 話 大 阪 (303) 7  1  3  1 代 表

r 務 所 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

宰
新日本空調株式会社大阪支庖

支庖長 河 原 義 夫

大 阪 支 庖 大 阪 市北区堂島浜通 1 - 2 5 - 1 (新大ビル) 電話大阪 (344) 6031(代)

本 社 東 京都中央区 日本橋本石町4-2(三井第2別館) 電話東京 (279)5671 ( 大代)

層別

空

須 賀 工 業 株 式
ふ
一
品社

取締 役 社長 ヲ頁 賀 孝

本 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 電 話 (06) 441- 5  1  7  1  

支 底 東京 ・大阪 ・名古屋 ・京都 ・神戸 ・福岡 ・札幌 ・千葉 ・横浜 ・静岡 ・広島 ・高松

ｾ＠
精 研 冷 機 株 式 ふエミー 社

取 締 役社長 木 内 清

専 務 取 締 役
和 回 正 八 郎

牛; 社 大阪市南区瓦屋町3番丁68番地( オートセ ンタ ービル ) 電話 768・5031附

東京営業所 東京都千代田区九段南 2丁目 2 番 5号 ( 九段ビル ) 電話262 -3241刊

13 7  



所工

鉄構造物設計施工

鉄大。
善 久

電話 (0720) 31- 7001- 8 

電話 (0774) 86- 3922- 6  

電話 (0822) 32- 8  8  5  9  

株式会社

主主「 士ζ

同] 咋ク

枚 方 市 出 口 3 丁 目 1 の 1 1  

京 都 府 相 楽 郡 山 城 町 西 河 原 5

広島市横川町新町 8 - 19( ラ イ ト ビ ル )

代表取締役

本 社 工 場

京 都 工 場

広島営 業所

会商和大
株式会社

イ|多井墨
十

取締役社長

、
電 話 代 表 大 阪 06(631) 6221番

田島応用化工株式会社

大阪営業所

大阪市南区高津町 4 番丁73

06 (441) 一 5 9 5 U仰

03 (866)  - 6  1  0  U仰

電話

屯話

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 一 7 4  

東京都千代田区岩本町 3 - 1  1  

大阪営業所

東京営業所

東西日本アスフアルト事業協同組合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

商 庖シヤテ バタ
株式会社

四 郎彦林告官代表取締役

電話 (075) 681- 7  2  2  1  (代)干601 京 都 市 南 区 西 九 条 大 国 町 37

大 阪 ガ ス 風 呂 シ ョップ

TANAKA BATH Ll VI NG 

属

中 照 京 佐

( 但 し 国鉄 湊 町 駅 南へ 5 0 メ ー タ ー 西 側 )

電 話 ( 649)  3  7  2  6 代

5  電 話 ( 997 ) 0  1  7  1 代

呂白すq  株 式 会 社

d 冬、

、宇7

田代表取締役

大 阪 市 浪 速 区 元 町 1 丁目 7 4 7

特許線合 7 t Qシ・*' 索令41除*

' 東西アスフアル卜事業協同組合

田 島 ル ー フ イ ン グ 株 式 会 社

阪 ・大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 7  4  電話 (06)

京 : 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 1  1  電話 (03)

名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

2  

⑬ 

塔缶

成

鉄

製

骨

梁

鉄

橋

目丁4  り通宮大市口守工 場

大

東
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東邦パーライト軽量断熱コンクリー卜、東邦パーライト軽量断熱モルタル、建設省防火認定材料( ネオパールスキン)

東邦ハ。ーヲイト雌茸' 会担

取締役社長 f首 泰y台

本 社 大 阪 市 東 区 森 之 宮 西 の 町594 屯話 (941)9243- 7  (代) 営業所東京、広島、高松、金沢

⑧ 3長 田 五 識 様 式 舎 私

取締役社長 友 田 俊 夫

本社 〒534 大阪市都鳥区都島中通 3丁目3番6号 電話大阪 06 (921)  0331- 6  

⑧ 

OT O特約庖株式会社 ..，..-守

代表取締役
士

口田広 助

営 業 所 大 阪 市 生 野 区 巽 西 2 丁目 7 番24号 電 話 757- 1101刊

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 烏 ケ 辻 町 6 1  電 話 771- 9123(何

お 芸言西原衛生工業所大阪庖

取締役社長
半

十 良日

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 1 1 番 地 屯 話 大 阪 (458) 代 3 5  3  1番

ｾ占ｾＮ｟Ｚｾ
-

rfl l l lT It'¥' 

. . .  - ; " " " ' "  Ｇ￧Ｎｾ＠

東亜印ルーフイング

東 更 工 業 株 式 会 社

本 社 〒581 大阪府八尾市南太子堂6丁目 4番27号 電話0729- 23- 3921

営業所 東 京 ・ 名 古 屋

工 場 大 阪 ・ 東 京 ・ 和 歌 山

東 亜 ア ス 防 水 工 事 ビ ニ ボ ン デ ル 工 法

合 繊 不 織 布 ・ T Nコ ー ト 使 用 の メ モ/ ブ レ ン 防 水

⑮ 出 東E アスフアルト防水事業協同組合

〒581 大阪府八尾市南太子堂 6 丁目 4 番 2 7 号 電 話 0729- 23-3921
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量三
続 日 刊 建 設 新 聞 社

取締役社長 由
ー山 豊 雄

大 阪 本 社 大阪市東区高麗橋 1 丁目 3 ( 東洋ピル) 電 話 202- 6861 (代表)

迫電〉 日 刊 建 設 産 業 新 聞 社

彦茂

↓

1

 

ふ

舟

l
花長社

凡

又

式

社

附

株

会

恥 実護聖堂霊 山 漫 敏 郎

大 阪 支 社 大 阪 市 東 区 淡 路 町1丁目 14( 八千代ビル) 電 話OQ( 231 )8171 (代)

本 社 東 京 都 板 橋 区 板 橋 町 1 丁目 4 8  - 8  電 話03( 961 ) 1691 (代)

神 戸 支 局 神 戸 市 葺 合 区 八 幡 通 4 丁目 2 - 2  5 電 話078(291) 0541- 2  

京都支局 京都市上京区河原町丸太町東入俵屋町460 電 話075( 211) 1  9  1  1  

9彰

株 式

会 社 日刊建設通信関西支社

代表取締役会長 田 中

常関務西 取支社締役長
?オF木て 良日

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 144 エハラビル 電 話 (444) 4  4  5  1代 表

本 社 ・東 京 都 港 区 西 新 橋 2 一 1 1  - 4  電 話 ( 502)  8  5  8  1代 表

⑤ 

日 本 ア ス フ ア ル ト 年 限 保 鉦 防 水 ( 日本アス協組員 )

ニ ト ル ー フ シ ー ト 防 水 l

} 冷工法

N P シート 2 号 防 水 j  

東 淳 シ ー ト 防 水 . ウレタン. N .  S 塗 膜 防 水 工 法 ( 冷 工 法 )

日 新 エ 材 株 式 会 社

代 表 取 締 役 井 場 正 孝

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 1  7  電 話 (541 ) 3785 - 6 ・2721

…@闇

@  

マ ル エ ス 印 企 ル ー フ ィ ン グ A シ ン グ ル A ビ ニ エ ス タ イ ル S P

日新工業株式会社大阪支盾

取締役支底長 古 屋 才 兵 衛

本社営業所・東京都足立区千住来2- 21-28/宮東京，(882.) 2424(代)

大阪支庖・大阪市東淀川区瑞光通り 4- 30-2/fi 大阪 (329)7737 - 40 

出張所・名古屋 ・広島 -福岡・札帆 ・山形・工場/ 東京 ・埼玉・山形

日本アスフアルト防水工業 協同組合

関西支部

大阪市東淀 川区瑞光通り し30- 2 日新工業株式会社大阪支庖内

電話 (329)" ' 7  7  '3  7  - 4  0  
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⑥ 

エ レ ベ ー タ ・ リ フ ト ・ カ ー リ フ ト

設 計 ・ 製 作 ・ 据 付 ・ 修 理

日本エレベータ工業 K. K.  

代 表 取 締 役 長 尾 正 大

本 社大阪市大淀区天神橋筋六丁目 天 六 阪 急 ビ ル 電 話 06 (351) 4927聞

東 京 営 業 所 東京都北区田端町 3 1 1 東 京 建 築 興 業 ピ ル 電 話 03 (822)  0995附

工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 小 松 中 通 5 丁目 6 番 地 電 話 06 (328)  0363間

A  

温水ボイラ製造・販売

株 式

之〉、

ヨ三、 社 = 由 目 出 信 号

代表取締役 岡 本 了

本 社 大阪市西淀川区佃 2 丁目 5 - 35 T  E  L  06 (474)  3441 ( 代)

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・仙 台 ・福 岡 ・広 品 ・松 山 ・新 潟

<!iT 原 因 今 商 事 株 式 会 社

アサノセメン卜

アサノコンクリート

日本YTONG

取締役社長 原 田 守 蔵

本 社 電 話0 6 - 5 4 1 - 7 4 5 5 (代 )

水 分 営 業 所 電話 0 6 - 541- 3  8  4  3  - 4  

@  
阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社

取 締 役 社 長 杉 村 正 良日

本 社 大 阪 市 淀 川 区 十 三 本 町 2丁目 13番15号 電 話 代 表 06 ( 302) 0231 

営 業 所 名 古 屋 市 南 区 観 音 町 6 一 7 電 話 代 表 052 ( 692) 1141 

V面 瓦 玩

〈信越化学グループ〉

株式会社ノ〈ンデックス・ジャノマン

無機質浸透性塗布防水剤 代表取締役社長 村 川 一 雄

ウレタン防水剤一一パンデコート・カラーパンデコート 関西営業所所長 南 津 甚 八

防塵用カラー床剤一パンデコート F500 本 社 東 京 都 中 央 区 八 丁 堀 2 ー 2 7  - 1  0  03 - 552- 6954(代表)

ウレタンシーラント- $・340・$-350 関西営業所 大阪市北区伊勢町19- 2 同 情 ピ J レ北 2 号 館 06ー312ー5 7  6  5  

アクリル系コンクリート媛水剤一パンデオウータープルーフ

命 保 土 谷 化 学 工 業 株 式 会 社

取締役社長 原 覚

本 社 ・建 材 部 東 京 都 港 区 芝 琴 平 町 2 番 地 1 T  E  L  03 ( 502)  0  1  7  1  

大 阪 支 庖 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 5 丁目 45番 地 T E  L  06 (231 )  1  2  1  2  

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 区 錦 1 丁目 17 番 13 号 T  E  L  052(231)  7 2 5 1  
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a且
電 気 設 備 工 事 計 装 工 事

-・・F - - .  

-- R田E土=ヨ園司

士 電 業 株 式

d 泊、

社
冒『

ヨ玄

取締役社長 田 中 実

本 社 大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1 丁目 6 5  電話 ( 538) 1  1  7  1 代表

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福岡

ビニロイド 防 水 責 任 施 工

ア コ シ ー ト 防 水 責 任 施 工

三 星 産 業 株 式 会 社

〒550 大阪市西区江戸堀 1 - 126(大栄ビル) Tel. <443>9721(代)

千101 東京都千代印区神田小川町3- 28(三来ピ J レ) Tel. <292>1961(代)

ｉ ｉＺｬ ｾｫ 所Ｎ札申見 ＼ ＷＲ Ｑ＾ ＶＰＳＱ ・ ＶＳＰＷ 仙台<21>5366(代)

名市屋<931>4574 ・ 3393 福岡<78>336l( 代)

③ 
室 谷 商 事 株 式

. ，d.  

Z 玄 社

取締役社長 室 谷 山 水

本 社 神戸市生悶区北長狭通4丁目 1(英和ピル) 電 話078 - 331 一 0 8 8 1  

支 庖 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ビル) 電話0 6 - 364- 2  0  3  1  

アルミ押出形材より… アルミ建材製品まで…

安 田

引戸用レール各種

階段ス ベ リ止各種

アルミ窓裕子、手すり

株 式

ふ
一

A

社

アルミ脚立、梯子

アルミス〆マンドレ l レ

取締役会長 安 田 誠

本 社 大 阪 市 南 区 末 吉 僑 通 1 丁 目 1 7 T E L 0 6 (251) 7091制

点 京 支 府 東京都中央区日本橋本町4・3・6 ニンジンピル T  E  L 03 ( 242) 1741附

ア ル ミ 押 出 工 場 安 田 金 属 工 業 株 式 会 社 大阪市平野区加美来 4 丁目 6 - 36 T  E  L 06 (791)3936附

齢
株 式 会 社 山 本 建 キオ 社

耐火ill 付 金 属i l l H ・1主.ttH

代表取締役 山 本 武 雄

本 社 大 阪 市 西 区 四 ツ 橋 筋 ・凹 ツ 橋 電 話 5 4 1 - 1  8  6  1  - 7  

東 庖 東 大 阪 市 金 物 町 3 号 1 番 電 話 723 - 2  2  7  7  - 8  

西 庖 大 阪 市 西 区 立 花 通 2 ( 家具街) 電話 541 - 2 1 5 2 - 3

⑩ 

銘 木 と

f: -z

・
・
・

‘

 

.

.
 ，

 
‘.
， 

株 式 小 学

本 社 和 歌 山 市 西 布 綾 町 1 の 1 電 話 0734( 23) 5 2 5  7(代)

営 業 所 和 歌 山 県 海 草 郡 下 津 町 下 2 2 2 電 話 07349(2) 1  4 2  3(代)

営 業 所 田 辺 市 新 庄 町 4 9  1 電 話 0739(22) 0259 ・6350

配 送 セ ン タ ー 和歌山市中島字予定代新聞618 - 3  電 話 0734( 25) 5  5  9  5  
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1ト

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  (英和 ピル)

ｾｉｩ話神戸 ＨＳＳ Ｑ Ｉ 0881- 3  

支 l吉 大阪市北区絹笠町50( 堂ビル 5 階 502号室)

屯 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市五合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

時根防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

訓 ＮＢＱ 臥Ｍｾ白ｾ帯
新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー l
( 電動式並国定型各種)

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

本 社

大 阪 LHIj 長所

名古屋出鋭所

礼申見出張所

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  
l換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事 ・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

J L法) 干 ヲ q イト

東京都中央区銀座 8 - 4 - 1 1 ｾ屯話 03(  571  )2703- 4・2370・4064・0264

大阪市都ぬ区仰向 '"1
1
通り 2- 3- 1  電話 06(921)  2 4 9 7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 052(811)  3  6  6  0  .  3  1  0  4  

札 帆 市 中 央 区 北三 条来四丁目 ;i:tL l活 011(231) 7 5  1  1  

( カタログ進呈)

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番22号

電 話 (981) 0  6  1  5- 06 1  8  
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空 調 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・冷 暖 房 設 備

設 計 ・ 施 工

給 排 水 - 衛 生 設 備 "... p  一

φ 郡 朝 日I 業 社

本 社 ｾｵ［ＮＺｭｬｩ 佐医芝浜ｬＱｾ田 ｔｬ ・ Ｒ Ｍ Ｗ 電話 (434) 6171(大代)

大阪支社 大阪市東淀川区加島町 357 電話 (302) 2271 ( 代)

支 脂 北 海 道 ・仙 台 ・ 名 古 屋 ・広 砧・ 福 岡

営 業 所 副11 路・ 函 館・ 盛 岡・ 横 浜 ・静 岡・ 京 都・神 戸

電 気 ・ 空 調 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

設 計 施 工

$  大阪電気暖房株式会社

本 社 大阪市西区江戸堀 1 - 60 包 括 (441)8231代表

支 底 東京 ・名古屋 ・大阪 ・稲岡 ・仙台 ・金沢 ・広向

営蝶所 札 眺 新 潟 岡 山 ・高松 ・熊本

出張所 盛 岡 秋田椴浜 ・ ｲ， ｾ山・ 盟国 ・ 福井京都

神戸 ・ 鹿児島那 ｾＩｬ

給 排 水 ・衛 生

暖 冷 房 ・換 気 設 計 施工

株 式 - l - - r<口..J..，...t. r - 1 J : IC.  "7i : : : l 一己

会 社 大 阪 城 口 併 究 附

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 - rlI 話 大 阪372局7l 51( 代)

京 都 市 東山区 大和大 路正 面 上 l レ 屯 訴 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー 電 話 神 戸341局 5 8 9 2  

- 給 排 水 衛 生 . 冷 暖 房

・ 空 気 調 和 設 備

. そ の 他 管 工 事 一 切 の 設 計 ・ 施 工

( 旧斎藤久孝事務所)

⑮ 斎 久 五 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 支 唐 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 電 話 06- 443 - 5041 附

東 京 本 社 東京都千代田区大手町2- 6- 2( 日本ピ J レヂング)

電 話 0 3 - 2 7 0 ー 7 4  1  1附

営 業 所 札 帆 仙 台 ・ 金 沢 ・ 高 松 岡 山

:JJ 1U 所n ¥¥ i ド ・ 倉 敷 ・ 広 島 ・ 苫 小 牧

冷 暖 房 X  環 境 衛生 施 設

給 排 水 、術 生水道 / . A 荷 役 運 搬 機 械

電 気 ..L互 主 ー 化学 鉱 山 機 械

間 務 守F 一一『司F

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

支 庖 長 藤 田 初 蔵

大 阪 市 東 区 北浜 2 丁 目 2 2 番地 電 路 大 阪 (202) 代 表3071

本 庖 東 京 ・日 比谷 ・三 f曹 ピ ル

支 底 名 古 屋 、 福 岡 、 札 帆 、 広島 、 仙台 、 北 脱

出 張 所 備浜、 金 沢、 併 問 、 高松

空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

衛 生 設 備

φ 三建設備工業株ま曾社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 J也 rl L話 ( 352) 1131 ( 代)

本 社 東京都中央区日本橋蝋穀町 2 - 2 2 電 話 ( 667) 3431( 大 代)

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・金沢・新 潟 ・横浜
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。
東京本庖

大阪本庖

支 庖

出 張 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

#. 式会社

-ー
-
-・h

発 空 調

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 話 03- 344- 1911

大 阪 市 北 区 富 岡 町 16 番 地 電 話 06- 363- 1371

名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 11 - 2 ltI話052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22 号 氾 話0822- 47- 4535 

福岡市中央区大名 Ｒ 丁目 Ｔ 番 ＲＲ 号ｾ話 ＰＹＲ ー ＷＶＱ Ｍ 3795 

横浜 ・福井 ・京都 ・神戸 ・松江 ・1中総

一 一 冷 ・ 暖 房 、 衛 生 、 機 器 配 管 、 設 計 施 工 一 一

⑧ 
株会社式 注J 同生Z

7]< エ 業 所

本 社 大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 丁目 14番地

干 5 3  1  1起 訴 大 阪 (372) 2  8  5  1  ( 代表)

東京支底 東京都中央区八丁猫 4 丁目 11番 7 号

〒 1 0  4  (神谷ビル )

¥t I 話来京 (551) 8  0  4  1  (代表)

出 5長 所 .e
J

1j 収 . i庁 馬 ・宇 都 宮 ・君 津

Jみ 似 ・編 問 - 松 山 ・高 松

.'邑

墓園ES 新日本空調株式会社

司 =

大 阪 支 広 大 阪 di 北区常白浜j { [ j l ー 2 5  ( 新大ピル )

.;tI，;，f; (06)  344 - 6  0  3  1  (代)

本社東京支府 点京都中央区日本橋本石町4-2(三井第二別館)

'，[L，lf. (03)  279- 5  6  7  1  ( 大代)

れ古屋 ・ 九州 ・ Ｑ ＱＺ μ ・ ｾ ｌ 眺 ・ 東海村北陸 ・ 大分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 |ー14  T  E  L  0 6- 4 4  1  - 5  1  7  1  

支 l吉 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・ 千葉 ・横 浜 ・静 岡 ・ 高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

ー } 著 書 否 膏 冷 機 織 罰 量 柱

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンターピル 2 階) 郵便番号 542

ill 話 大 阪 ( 06) 768 - 5  0  3  1 番

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九段南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京 ( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

- 蒸気 噴 射 式 ; 令 穣 機 ・ 公害 防 止 関連 機 器/ 殺害十 ・製 作 ー施 工

、F 大 気 商 土

( 旧社名 建 材 社 )

本社 東京支1r ，=車京都新宿区西新桔H(新宿住友U 同2・13F) ⑨ (344)1851大代

大 阪 支 l古= 大阪市北区中之助 2 - 22 ⑨(203)3721 代

名古屋支応= 名古屋市中区錦 2 - 2  - 13 ⑨ (211 )1535 代

出 張 所 = 札 帆 ・仙 台 ・ ｾ田 ・ 金沢 ・ 神戸 ・ 高松

広 ぬ ・松 山 偏 向 ・沖 縄 ・パンコ γ ク

句



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

お 顎 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底

大阪市大淀区中津南通 4 丁目11.隠大阪 ( 458) 3531 書

出 張 所 = 京 都 ・広 島 ・天 理 ・福 岡

骨量ｾ飼般備・恒 ｩ 昆悟［毘般備・冷凍冷蔵段備

却 乾 燥 段 備 ・ 環 境 改 普 段 備 そ の 他 上E己に附

す る 衛 生 、 電 気 等 一 切 の 工 事 の 紋 針 ・ 施 工

タ者* : 1 フヲシト精読書棺

取締役社長 北 川 一 郎

大阪市大淀区中山本通 1 丁 目 2 Jff J也ホーコクピル

干 531 1I! .J 品大阪( 0 . 6) 372- 5171( 代必)

東京都中央区日本締本町 3 の 1 共同ピル

干 10. 3 1世話東京( 0. 3)242- 5521( 代点)

稲 岡 ・ :r， 古 屋 広 島 ・ 札 帆 ・ f山
ム

日

平山互業株式会社@  

暖 ・ 冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

設 計 施

ｲｾ＠
- 争ー

工

釜れ
衛 生 ・空 気 調 和 設 備 ・設 計 ・ 施工

大 阪 市 北 区 芝 田 町55番地( 北阪急ビ J レ9 階)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 図 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番地
T E L  ( 441)附 1994. ( 443) (f-切331 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 通 2 の 2

空 気 調 和 ・恒 温 恒 湿 ・冷 凍 ・冷 蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@不ニ熱撃工業織ま舎粧

大阪市南区/ I I J' U: 堂町 2 - 5  0  包括 261- 2436(f¥j 

東京都大田区丙馬込 1 - 2 - 1 flI話 773- 1231(f¥j

銀 l事 ・ 浜 絵 ・ 京 都 ・ 神 戸 . t ，¥ 1凋

本 后

東京支l吉

営 業 所

ヒ 区 宮 凶 町 3 0  電 話 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

社 東京都千代田区九ノ内 3 - 3- 1 (新点京ピル)

f立 Z舌 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5 6 1  ({'¥:) 

仙 台 市 新 伝 瓜 1 1 f T 6  0  

1tt ;1:舌 ( 21) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

明 話 ( 971 ) 3  6  2  1  

庖

I苫

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

株 式 宮

本 社 j に 阪 市 商 1更 点 町 剥 1 丁目 6 2  ¥]t，活 06 (443)8161( . k 代，&)

4 占朕支社 名 市 hl di 中医栄 2 r 目 16 - 13 ;11. 請 055 (202)  0077(代ぷ)

京極ピル

ＺＱＱ 張所 ｬＡＨＩ ｪｻＱＺＡｉ港 ＢＭｾｴ ｊＧＡ ｬｉｊＳ 丁 ｦｪ 6  - 1 8  

M ・l ピルデ ィμ グ，'i 'l U3  ｾ膏 ｬｬｴ ，，Ｑｩ 03 (409)  8  9  0. 5  

神 山li 生If l i >( 北 lセ狭通 7丁日 l の 1 ｾｴｴｬ 品 ＰＷＸ (341)  1778 . 4386 

社工田山

却‘ 工鍵練武舎を量大阪安倍

T E L ( 443)  8 0 7 1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

区 京 町 娼 4 丁 目

東京都中央区京僑 2 丁目 9

名 古 屋 ・ 福 岡

設 計 施 工

空 気 調 和 設 備

給 排 水 衛 生 設 備

各 種 プ ラ ン ト 設 備

湿 度 調 整 ・ 暖 冷 房 ・ 換 気 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 並 施 工

設 計 製 作

各 種 送 風 機 ・ 風 力 輸 送 装 置

空 調 機 器 類 ・ 公 害 防 止 装 置

⑪ 

日本管工業株式会社

京都市南区西九条盟国町 2 0 番 地 の 1

電結 (681 ) 5  1  0  1  - 5  夜間1専 用 ( 691 ) 10. 45 

大阪市北区天満僑筋 1 - 37(天満橋北結)

電路 ( 352)  3  5  0. 1  - 3  

四 日 市 市 浜 国 西 末 広 町 電 話 ③7431- 3  

大路市打出浜 13 ー15 電宮古 0. 775 ⑫ 9 7  3  8  

津市栄町 2 - 1  1  1  電飴③ 3 6  1  0  

支庖

唐

唐

所

所

ＢｾＹＮシ株 式 舎 社
3舎四震房副. ，.

仙 田 四 郎

関西媛房工業株式会社

本 社 大阪市住吉区万代東 6 丁 目3 T E L  ( 672) 1281 ( 大代)

営業所 東京・名古屋 ・京都・広島・福岡 工場 和泉・名古屋

テレックス : 本社 No. 562 - 7688 和泉工場 No. 538- 5898 
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fi" 
高

温 湿 度 調 室 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 彼 送 機 設 備

設 計 並 ニ 総 工

工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底

〈旦哩型量コ

代表取締役

旧社名

ｾ＠

復調

本 相

支 I吉

営機所

回

大阪支 l汚

本 社

第 一

大阪" j ' ｾ＠
本

仙 台 支

名占庫支

温

@  

本ヰ出京

大 阪

.  、

四日常

大津曽

津 営

⑮百

空 気 調 和 設 備

号凡吾十施工

換気・除塵設備員又日

Ｍｅ ・ ｅ ・・ ｅ ・Ｍ・・ Ｔ 可 ＺｾＺｈ 唱Ｚ .. 

ー1=電_.......
キャリア工業(株) デス トビュータ 一関西地区

本冷熱工産株式会社



社

A

令

官
陽朝

6逮

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

電 気 設 備の 頁

社

.d、

Z 玄式株業エ栗 原

キ土

本社営業所

本
英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東阪急ビル)

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東 京 ・名古屋 ・舞鶴・大阪南・神戸 ・広島・ 九州、|

原菜取 締 役 社長

京都営換所

、.

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市東区高股続五丁目 二八番地 11l:11i 大阪 (202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 悶 区 丙 神 田 1 丁目 4 番 地 5 号

支 社 札 帆 ・仙 台 ・ 丸 / 内 名 古 馬 ・ 稲 岡

山 張 所 旭 川 ・ 白 河 横 浜 静 岡 II .¥ 山

会 社興

代 表 取 締 役 林 敏夫

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ビル 7 階)

屯 言苦 ( 361) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 紙 箱 崎 町 3 丁目 2 番 地

電 話 ( 671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 - 福 山

社

電 気 工 事 設 計 施 工

一一
一

株 式 会 社

庖

本

支

出 張 所

設計・施工

司'

気 株 式

電 気 工 事電 気 ・ 吸 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 計 施 工

ぷ〉 社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電 話 大 阪 (931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市減東区野江東之町3丁目 U 電話大阪 (931)7004

奈良県御所市御園通 3 6 0 包括御所 ( 2) 0 1 2 2

枚方市山之上西町 1の 1 電話枚方 (43)8659' (44)9232 

A

Q

一

A
本 電中

本

宝 電 機 株 式

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O (掌ビ J レ三 1:皆)

電 話 ( 364) 1  4  7  1  ( 代)

東京都港区新橋二 一六( ニュー新統ビル七1: 皆)

包 括 ( 504) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  ( 代)

戸 - 堺・千 葉 ・ 宇 都 宮 ・熊

社

. 6.  

':z;i; 

社

信

本

支

資 材 倉 庫

奈良営集所

牧方営鍵所

庖支

本神営 業 所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 ( 472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東京都品川区西五反 田6丁目 25番11号( 福島ビ ル)

電 話 東 京 (491 ) 1746 (492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 重 量 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取 締 役 社 長 平 木 究

阪 市 北 区 梅 ヶ 校 町 5 6 番 地

m . 話 大 阪 大 代 表 ( 312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・ 京 都 ・草 津 ・静 岡 ・ 水 向 ・柄! 司

社

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事 ・ 設 置 十 施 工

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

E 司 自 必= ' . L J L  ー...h.

竜 丸 惚 武

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

大阪市北区中之島 3 の 3 朝日 ビルディング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 回 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 郡 高 野 町 2 I 番 地

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

社

底

本

支

ヰ1本

営 業 所

支 庖

営業所
群出 張 所

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ富士電業株式会社

取締役社長

ネ土
ふ
一

A

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式エ藤エ太 陽

実

』

H

E

E

 

田郎四

ι

A

T

 

，+

，n

，

 

取 締 役社 長

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541 )0564- 7・7148- 9

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福

キ土本

大 阪 市 福 ぬ 区 上 縞 砧 北 1 ー 2

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  ( 代 )

社本

大 阪 市 此 花 区 恩 " ct 南 之 町 7 3  

T  E  L  (06)  462- 1  3  0  1  ( 代)

電 力工事本部

|司
営業所

ふ

玄商

電気工事・計装工事・設計施工

ヤ マ ト 電 気

氷

株式会社

電気設備設計施工

造

大 阪 市 北 区 西 麻 川 町 1 5 番 地

i1 L 話大| 阪 ( 364 ) 代 3 0  5  6  

東 京 ・神 戸 ・広 品

名 古 屋 ・岡 山 ・ 水 島

札 幌 ・滋 釘 ・悶 砂 松 山 ・三 原 ・iqJ 縦

本山取締役社長

社

庖

所

所

本

支

営

出

高千語亀融株式会結

凶 」

右

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー 1 0  

電 話 大 阪 (06 ) 358ー 1 1  7  1: 大代表

東 京 ・神 戸 ・九 州

雄久崎取 締 役 社 長

間

v
ヰ土本

業

張

営 業 所
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ナニワ緩匂12ii
3 寸緩句最適軽量* . 止什( 空葺) 瓦

本 → 高 木 湾 入 聾'1 落 防 止

曹三 耐 震 耐) 鼠

自ヮ 安 定 韓量

雪瓦

E 株

霊 式

路 J 、

“1  -;y;; 

霊長

建段省認定の防火材料

ソリジットスタイン基材同等 o  0  0  3号

エ パ ウ オ ー ル 基 材 同 等 o0  0  3号

エ パ ー サ ン ド 基 材 同 等 o0  0  4号

ヱ パ テ ッ ク ス 基 材 同 等 o0  0  4号

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 屯話 (06)702ー 7814- 7  

東 京 事 喋 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

耐 酸

陶器、 街

。

υ

各 種

ガラス製品卸問屋

ポ

、y

内外装ホ一口ー建材及スパンドレル( ヨドウオル・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及 責任 施 工

セトモノのデパート
ペ孟ふ

守宅F
サクラ建産株式会社

顎吉田芳雄商庄 ([1 ' r = Ｈｾ＠
‘、

大阪市都島区都島中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電話 大阪 ( 922) 代表4421 - 3  

商 居

大 阪 市 東 区 間 胞 柿二 丁目 九 野 村 ビ ル 五 階

電 話 大 阪 ( 2 0 2 )  4 9 0 5  

伯父〉 社 寺 数 奇 屋 用 瓦 大 仏 瓦

')1ムピ 床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 ・・… 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

" v 、ノ 内 外 装 用 機 変 美 術 タ イ ル・ 大 イ ム タ イ ル

新発売 ・・ ー古代土器鯛高温〆タイル・ ・・ ・大仏古代タイル

石

大 阪 支 庖

理大橋矢

式

社

株

会

京 町11 ，打 点 山 区 今 熊 野 太 仏 池 田 町 9 町 9 075( 541) 3344(代 )

東 京附千代山区内ｾ ｦｯｉ ｕ 1  T 日 6 酢 2 号 03 ( 291  ) 0491- 2  

市ネトd乍 ピ ル 3 F  

京 郎 情ホ ー山 地 噸 "
喝ヨこ

建築物南側自等造 作 工事 、家具建具 ・室 内装備工事

内外 装 飾 織 物 ・窓、掛敷物壁 紙 類一 式 /設 計 施 工

ニ葉屋装備工業株式会社

取 締役 社 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 06) 349 - 9 1  9  3 代 表

大阪府知 事建築業者許可 (般- 48) m12064号

図 翻
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本 社 大 阪 di ｾじ 区 立尚北田 ｔ 1  6  T E L  (345)9055(l t m 

御夜 営 業所大阪市 東 ぽ 本田 ｦ Ｔ Ｍ ＲＷ ｩｾｕ 堂ピ ル ｔｅｌ (252)  3  9  0  6  

倫 相営 業 川 大 阪 rli !l d 正 椴 糊 2 - 3  6  T E L  (202)  5  2  6  0  

D E CO R A T O R S . L  T D  F UT A BA Y A  

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

タイル新発売

'I) ) 手窯* 商J i

( カタログ進呈)

サ ン エ ス

5 5 5  

. . 式

会 批⑪ 

大阪市西区靭本町 2 丁目 98番地( 靭本町バス停前 )

電話 大 阪 06 (532) 代 o 4  6  1  

姫路市北 条 口 12611j:j也 ( 住友生命保険ビル 3 階)

ｾＱＡＺ ｩｬｩｦ￭＠ 姫路0792 (82)  0  9  9  9  

社

姫路営業所

本



発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

.•. 
鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル @ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッ フ ・ ⑮ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ツ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 替 町1- 12 日 生 ビ ル 宮 (943)6571代 表

東 京 ・横浜・盛岡・郡山 ・水 戸 ・浜 松 ・岡 崎 ・名 古 屋 ・日 山 ・大 津 ・京 都 ・堺 ・神 戸 ・広 島 ・福 岡 他 全 国 主 要 都 市

年中見ていただける 皆様の見本室 |実|

タイル

A M 10. 00- P. M. 5. 00 

日曜・祝日は併せ官

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

常 設 展 示 場
八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T Eし (06)364- 2059

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋 根 材 ・ 壁 材 ・ 谷 樋 棟 包 水 切 り に

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

大 島 応 用 化 学 東大阪市新圧( 附
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豊 か な 生 活 環 境 を お 届 け し ま す

I na 

伊 奈9 - TJ L.

I na 伊 奈 製 闘 椋 武S 社

N. G. C. 式

内外: 2 業株式会社

大阪市東住吉区桑意町 3 丁 目16番地工場

。

ヤ

ｾｾマ

ヨrd ，・

3段

一 "
/ F〆 y インテリヤ・・・カラーストーン・・・研出し仕上/

( 旭化成ミューj レコートセット品 )

fs，ZPヨ・スト-zb

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

ｾ＠'  • 

( 旭化成ミ旦ーJ レコート・セッ卜品)

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州l新 興 建 材 工 業

発

売

元

- 全 固 有 名 建 材 庖 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大阪市西区南細江通 6 丁目 39番 地 T E L大 阪 ( 538) 2951- 5・( 541 )5757 - 9  

営 業 所 東京 ・高 槻 ・明石 ・姫路 ・四国 ・中国
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医霊盟璽E

ユース・ホステル建築

吉江憲吉 田本におけるユース・ホステ

ル建築の第一人者である著者の 20年余に

わたる研究の集大成です 。西欧諸国及び

日本の最新のユース・ホステルの実際の

姿を、豊富な写真と図面で紹介しながら

その企画・設計・施工・管理上不可欠な

データを収録して懇切に解説した指導害

8 5 半IJ 178ペ ー ジ 定 価2800円 干 140

佐藤仁・西川馨 叫 198頁 収録図版350 口絵写真28枚 価4200円

本 書 は 、 地 域 社 会 の 核 と し て 活 発 な 活 動 を 続 け る 公 共 図書 館 に 焦 点

を あ て 、 こ れ か ら の 図 書 館 建 築 の あ り 方 を 具 体的 に 解 説 し た も の で

設 計 者 、 学 生 、更 に は 公 共 施 設 関 係 者 の た めの 最 新 の 参 考 書 で す。 ノ、. E a 省官

ふ 込 主 に 艮 昌 建 築 設 計 の た め の 手 引

- 目次

I 公共図書館は大きく変わりつつある

| 公共図書館とは

2 わが国に公共図書館はなかった

3 どこでも詮でも利用できるために

H 図書館建築をどう進めたらよいか

4 図書館計商にあた って

5 建築設計上の要点

6 図書館家具

7 設備と材料

1I l 公共図書館設計例

日野市立中央図書館昭島市民図書

館福山市民図書館浦和市立中央

図書館町田市立町田図書館四日

市市立図書館山口県立山口図書館

相4劃京市立図書館 日野市立多摩平

児童図書館 東京都立中央図書館

ハンザ地区図書館 ロパニエミ図書

館ベクシェ図観官など全 19棟

付/ 図書館建築関係〉が見抄建設計画

舎の実例見学して参考となる図書館

- 本 書 の 内 容

公 共 図書 館 と は一 一戦 前 ・! 被後にわたるわが国の

図 舎 館 活 動 の 軌 跡 を 再 検 縦 し 、 旧 来 の 図 書 館 建 築

と 対 比 さ せ な が ら 、 地 域 社 会 に お け る 市 民 へ の 広

範 な サ ー ビ ス 活 動 に 基 礎 を お い た 公 共 図 舎 館 の 姿

を浮，･ｊｾりにしてあります 。

図書 館 の 地 場 計 画 と は一一一 こ れ ま で の 単 な る 建 物

設計の考え方から利用する地域住民を主体とした、

分 館 の 配 置 、 移 動 閃 舎 館 の 運 営 を 含 む一 つ の 全 体

的 な シ ス テ ム 図f!? 官官綱ともいえる図書 館 の地 域 計

画 の 方 法 を 従 示 し て い ま す。

建 築 設 計 の た め の 手 引 き と し て一 一敷 地 の 選 定 か

ら、主見機 ・拡 張 計 画 、 他 の 公 共 施 設 と の 複 合 建 築

化 の 問 題 等 、 多 様 化 す る 今 日 の 図啓 館 活 動 に 即し

た 図 書 館 建 築 の あ り 方 、 造 る 上 で の 考 え 方 を 設 計

運 営 面 よ り 懇 切 に 解 説 し て あ り ま す。

豊 富 な 実 例 を 収 録一 一内 外 の 最 新 の 公 共 図 書 館19

棟の設計例( 配置図 ・平面図・立面図等収録) と本文

の理解に必要な図表、写真を多数収載してあります。

河野通繍 わが国における公民館活動の

軌跡を建築家の眼で再評価し、公民館と

は何か、建築としての公民館はいかにあ

るべきなのかを理論と実際面から考究、

デザインの方法を提示したもので、設計

者、学生、施設関係者のための好参考書

8 5 判 132ペー ジ 定 価2100円 干 140
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全く新しい床タイルです

三 星 ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 合 が 全 く 遠 い ま す。 塩 ビ の 他 に 最 近 開 発 さ

れ た 新 し い 共 重 合 体 の 特 殊 樹 脂 を 用 い た l画期的な

新 製 品 で す 。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

と は 対 照 的 な 静 止 し た 現 代 模 様。 ピサロンの持つ

エ ラ ス チ ックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た 。

協 同 組 合 員 が責 任をもって施工いたします

三 星ピサロンは、材料だけの販売はいたしません。

責 任 施工 の 出 来 る 協 組員 が入念な仕上げをします。

これからはピサロンの時代です

三 星 ピ サ ロ ン の 新 し い 色 調 、 パ タ ー ン は 、 現 代 の

イ ン テ リ ア デ ザ イ ン に 要 求 さ れ る 個 性 的 な 床 造 り

に は 欠 か せ ま せ ん。 東 京 浜 松 町 の 超 高 層 世 界 貿 易

センタービルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三星 ピサロン と

はその模様がフランスの画家 ピサロのタ ッチに似

て い る こ と か ら 、 名 付 け ら れ た も の で す。
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金 属 製 避 難 つ り 下 げ は し ご

折 り た た み 式

は 第49- 1 号

種 別

型 式

型 式 番 号

国 家 検 定 合 格

操 作が 簡 単 で す

上 誌 を 聞 く と 述 動 式 に 下 楚 が 聞 き 、 同 H寺 に 吊 り さ げ は し ご が 殻 位 さ れ

ま す の で 、 操 作 が簡単 で す ば や く 脱 出 で き ま す。

I収付施工 が 術 lj1で す

床 の ス ラ ブ に 6 2 5 x  6 2 5怖の関口部を設けておけば、あとは 」二、下の収

納 ケ ー ス を 4 本 の ボ ル ト で 結 合 す る だ け で 簡 単 に 取 付 施 工 で き ま す。

防 鋭 、防 水 も 完 全 で す

メ ッキ 、 塗 装 な ど の 処 理 は 規 格 に 法 い て 完 全 を 期 す と 共 に 、 雨 水 な ど

が 収 納 ケ ー ス 内 に 入 ら な い よ う 合 成 樹JI 旨パ ッ キ ン グ を 使 用 し て い ま す

の で 、 防 水 効 果 も 優 れ て い ま す。

脱 出 が容 易 で す

上設を ｉｾｪ けると、 Ｙ Ｐ Ｑ 支で悶定され、その内 Ｑ ｈＱ Ｑ に把手がついていますか

ら 、 こ れ を 持 っ て 吊 り さ げ は し ご に |峰 り ら れ ま す。 ま た 脱 出 ス ペ ー ス

も広くと っ ていますから無理! なく安全に脱出できます。

特 長

下 の 階 に も 安 全 で す

は し ご は 、 い き な り 全 部 下 ま で お り ず 、 中 IHI ま で お り た 状 態 で 止 ま り

ます。 下の階のJ ' i 下 に 人 が 屑 な い の を 確 か め て か ら バ ン ド を は ず す こ

と に よ り 、 下 ま で お ろ す 方 式 に な っ て い ま す の で 安 全 で す。

集合住宅・学校教室に最も適した

醐目的な銅製床下地「クロスジョイント工法J . . . . .  @  

ヨ面白u . システム

特 長

ー

ノ

六

百

円

送

料

共
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紙

き

り

え

加

蕗

義

明

- 高 さ の 調 整 が で き ま す。

- 関口部の補強、 重 量が か か る 床 下 の 補 強 が

簡 単 に で き ま す。

- 画 期 的 な ク ロ ス ジョ イ ン ト 工 法 で す。

- 不 燃 性 、 安 全 性 、 精 度 が 高 い 。

- 床 鳴 り の心 配 が あ りません。

- 工 期 が 大 巾に短縮できる。
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